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序章 : 


ロッ キー ド F-117A ステ ルス 戦闘 機 ナイ ト ホ ー ク 








= 199141 ATA AW, SAF Hy K— E RWS Da FZ OBMBOM E u, He 

目標 は イラ ク yee meric ko CRNE LOLA BANE. 457 MORZA b IREE L CD Po 

Target Iraq だ が 、 WMI SDS, EHMOEKT Oborot Eoo SERED “砂漠 の 嵐 "作戦 
が 開始 きれ た の だ 。 


ご く 短 時 間 の 間 に 、 重 要 拠 点 で ある イラ ク の 早期 殴 戒 用 レー ダー・ サ イト 、 管 制 施設 、 通 信 
BE a LotR ALE Chk, & 見 えな い 敵 一 アメ リカ 軍 の FLI17A " "ステ ルス RES 
ーー は 、 厳 重 に 防御 され た イラ ク の 領空 を 、 探 知 さ れ な いま ま 何 百 キロ も 飛行 し 、 絶 妙 の タイ ミン グ と 
ピン ポイ ント の 精確 き で 目標 を 爆撃 し て いっ た 。 イ ラク の 防空 部 隊 は 、 あ っ と いう 間 に 目 も 耳 も 口 も ふ 
さ が れ て し まっ た の で ある 。 

“ステ ルス " 戦闘 機 が 作戦 の 第 一 日 目 に 示し た は た らき だ け で 、 そ の 開発 と 製造 工程 に お ける “T 
ラッ ク (秘密 ) 画 の 有用 さ を 十 分 に 証明 し た 。 作戦 の 第 一 日 目 、 多 国籍 軍 の 戦闘 航空 部 隊 の 2.5 
パー セン ト を 構成 し て いた F-117A は 、 イ ラク の 金 攻 撃 目 標 の 実に は 31 パーセント を 破壊 し た の だ 。F- 
117A の 攻撃 に よっ て 多国 籍 軍 の 制空権 は 、 イ ラク と クウ ェ ー ト 領内 の どん な 場所 で も 、 多 国 
籍 軍 は 空 か ら の 敵 を 気 に す る こと な く 戦 古事 する こと が で きる よう に な っ た 。 


速度 や 機動 性 能 が それ ほど 優れ て いる わけ で も な く 、 し か も 長年 に わた る 航空 機 デ ザイ ン の 進歩 発展 
eee ae 単 一 の 機種 の 航空 機 が 、 戦 争 に お いて これ ほど 決定 的 な 役割 を は た し た と 
、 信 じ ら れ な いよ うな こと で ある 。 革新 的 な 技術 開発 が 、 戦 争 に 決定 的 な 結果 を も た らし た こと は 、 

で に も 例 が な いわ け で は な い 。 機関 銃 や 戦車 、 航 空 ar ど が そう だ 。 し か し 、 そ の よう な 最新 技 
術 に よる 優位 も 、 ま た 別 の 、 同 じ よ うに な 技術 難 新 に 、 ほ ど な く 打ち 消さ れ て し まう こと 
に な る の だ 。 た と えば ノル デン 式 爆 没 照準 ある 。 chen nse Koreas, RIRO E À Z 
他 の 技術 開発 に よっ て た ち ま ち 時 代 遅 れ と な っ て し まっ た の だ 。 


隠密 飛行 機 第 二 次 大 戦 以 来 、 各 国 空軍 お よび 航空 機 設計 者 た ち に と っ て 、 レ ー ダ ー を 回 避 し た り 無 力 化 し た りす 
Stealthy Planes る 方 法 の 開発 が 最 優先 事項 と され て きた 。 そ の ほとん ど は レー ダー 電波 を ジャ ミン グ ( 妨 害 ) し た り 、 





















































































“チャ フ ( ア ルミ や ガラ ス 繊 維 の 徐 )"” を 使っ て 偽 の 反射 波 を 作り 出し た り 、 対 レー ダー 兵器 を 使う と 
いっ た アク ティ ヴ ・ カ ウン ター メジ ャ ー( 能 動 的 対抗 策 ) を 採用 し て 、 敵 の 防空 レー ダー の 何 威 を 排除 し 
よう と する も の だ 。 こ れ ら の 能動 的 な 方 法 に 加え て 、 多 く の 航 空 機 ( た と えば ジェ ネ ラ ル ・ ダ イナ ミッ ク 
ス FB-111 可 変 翼 戦略 爆撃 機 、 ロ ッ ク ウ ェ ル B-1 戦 略 爆撃 機 、 英 国 が 中 心 と な っ て 開発 され た パナ ビア 
トー ネー ド 戦 闘 機 な ど ) は 、 地 形 の 起伏 を 利用 し て レー ダー に 探知 され に くく する た め 、 地 上 すれ すれ 
を 飛行 で きる よう に 設計 され て いる 。 


それ で も 、 レ ー ダ ー 装 置 や レー ダー 誘導 ミサ イル 、 そ し て 防空 シス テム の 性 能 が 向上 し 、 精 度 が 上 
が っ て きた の で 、 パ イロ ッ ト た ちの 生命 は 依然 と し て 危険 に きら され 続け て いる 。 海軍 の イー ジス ・ シ 
ステ ム や パト リオ ッ ト ・ ミ サイ ル ・ シ ステ ム を は じ め と し て 、 多 く の 最 新型 防空 シス テム で 用 いら れ て い 
る “フェ ー ズ ドア レイ " レー ダー 装置 に 代表 きれ る 、 デ ジタル 制御 の レー ダー 装置 が 発達 し た た め 
レー ダー を 妨害 し た り 無 効 化 さ きせ た りす る の は 困難 に な っ た 。 こ れ ら の レー ダー は 、 ジ ャ ミン グ を 突破 
する た め に 出力 を 増大 させ た り 、 対 レー ダー・ チ ャ フ や その 他 の 対 電 子 探知 策 に 対抗 する た め に 周波 数 
を ラン ダム に 変え た り 、 反 射 波 を デジ タル 方 式 で 増幅 し た りす る こと が で きる の で ある 。 


地上 すれ すれ を 飛行 し て レー ダー に 探知 きれ な いよ うに する と いう 方 法 は 、 ア メリ カ 空 軍 の AWAC 
S システム の よう な 早期 警戒 防空 シス テム が 発達 し た り 、 迎 撃 戦 闘 機 用 の "ルック ダウン" レー ダー が 
開発 され た た め に 、 ま すま す 困 難 に な っ た 。 こ れ ら の 空中 レー ダー・ プ ラッ ト フ ォ ー ム は 、 超 低空 を 飛 
行 し て いる 機体 も 探 和 で きる うえ 、 単 に 空中 に いる と いう 利点 ゆえ に 地上 レー ダー より も 探知 範囲 が 格 
段 に 広い の だ 。 


レー ダー 技術 の 改良 に 加え て 、 コ ンピュータ を 導入 し た こと に より 、 防 空 シ ステ ム は さら に 優秀 か つ 
効果 的 に な っ た 。 コ ンピュータ と 情報 技術 に よっ て 命令 系 統 を 行き 来 する 情報 の 流れ が 増大 し 、 攻 撃 を 
受け た さい の 防衛 シス テム の 反応 時 間 も 減 少し た 。 


今日 で は 、 “ETR” は 武器 を 発射 する の と 同じ くら い 重要 な 要素 に な っ て いる 。 電 子 対策 に 対抗 し 
て 対 電子 対策 が 考案 され 、 防 御 側 も 攻撃 側 も た が い に 相 手 の 電子 装置 を 無力 化し よう と 競っ て いる 。 攻 
ee ee え に 、 電 子 対策 用 装置 まで 積ん で 
いる 必要 が ある の だ 。 


“ステ ルス " 技術 は 、 敵 の レー ダー の 人 敬 威 を 減ら す た め の 、 ま っ た く 異 質 の アプ ロー チ で ある 。 す な 
わ ち 、 電 子 工学 に 依存 する の で は な く 、 “ステ ルス " 機 の 設計 その も の を 主たる レー ダー 対策 に 活か そ 
うと いう の だ 。 航空 機 が レー ダー に 探知 き ミ れ や すい か どう か の 鍵 を 握る 設計 上 の 要素 は ふた つ あ る 一 一 
すなわち レー ダー に さら され る 表面 積 の 大 ほ さ と 、 機 体 表 面 が 電波 を どれ だ け 反 射す る か の 度合 い だ 。 
レー ダー が 航空 機 (その 他 ど ん な 物 に せよ ) を 探知 する 有効 距離 は 、 レ ー ダ ー の 電波 を 受け て 反射 する 面 
積 、 つ まり “レー ダー 反射 面積 (RC S)" に よっ て ある 程度 は 決ま っ て くる 。 特 定 の 物体 の レー ダー 反 
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射 面 積 が 小さ きく な れ ば 、 レ ー ダ ー が 探知 する 有効 距離 も 短く な る の だ 。 航空 機 の RCS を 小さ くす れ ば 
敵 の レー ダー に 探知 され る 可能 性 を 減ら すこ と が で きる の だ 。 航空 機 の RCS を 小さ くす る うえ で 設計 
上 最大 の 障害 と な っ て きた の は 、 設 計 の 段階 で は R C S の 値 を 予想 する の が 難し いと いう こと だ っ た 。 


航空 機 の デザ イン を 工夫 し て 断面 積 を 小さき く で きる ば か り で な く 、 レ ー ダ ー 電 波 を 反射 し に くく する 
こと で も る 航空機 が 探 和 多き れる 可能 性 を 低く する こと が で きる 。 電 波 を 吸収 する 特殊 な 素材 を 使え ば 、 航 
空 機 の レー ダー 電波 反射 を 少な く で きる 。 つ まり レー ダー 吸収 素材 (R AM) は 、 航 空 機 の RCS EOS 
まし く 減 らし 、 探 多き され に くく する の に 効果 的 な の だ 。 


R AM は 第 二 次 大 戦中 に 両 陣 営 で 発達 を と げた ーー ドイ ツ 軍 は 航空 機 の レー ダー に 探知 きれ な いた め 
に U ボ ー ト の シュ ノー ケル に ある 種 の R AM を 使っ た 。 し か し 、R AM だ け で は 、 レ ー ダ ー 流 の 反射 を 
ある 程度 は 減ら せる だ け で 、 物 体 の RCS を 大 きく 変え る こと は で き な い 。 


"ステルス" 技術 は これ ら ふ た つの 方 法 一 一 つま り 設 計 に よっ て RCS を 小さ くす る こと と 、R AM 
に よっ て 反射 率 を 小さ くす る こと 一 一 の 組み 合わ せ で で き て いる 。 こ の ふた つ を 組み 合わ せ た 最 初 の 例 
は 、1960 年 代 初 期 、 ロ ッ キ ー ド 社 の トッ プ ・ シ ー ク レッ ト の "スカ ンク ・ ワ ー ク ス " と 呼ば れる 特別 開発 
ー ム に よっ て 作ら れ た 試作 機 で あっ た 。 そ の 試作 機 、A-12 は 20 世 紀 に お ける 最高 の 偵察 機 、SR-71 プ 
ラッ ク バ ー ド の プロ ト タ イ プ と な っ た の で ある 。 


ee ee TIn A OEE LTUR T A, レー ダー 反射 面積 を 
小さ くす る た め に ほっ そり し た 外見 で 、 垂 直 の 平面 を 排除 する た め 垂 直 尾 環 は 内 側 に 傾斜 させ 、 側 面 に 
は 居り 出し が 作ら れ た 。 AROMOMARICD S73) OWRD EDD AAIE, レー ダー 電波 を そら せる 
た め の も の だ 。 さ きら に 機体 全体 が "アイ アン ・ ボ ー ル "と 呼ば れる レー ダー 吸収 塗料 で 塗ら れ て いた 。 


A-12 の レー ダー 反射 面積 は た っ た の 0.15 平 方 メー トル ー 一 つま り 従 来 の 戦闘 機 の 30 分 の 1 ほど だ 。 そ 
れ で も 、A-12 は レー ダー に 映ら な い 、 と いう に は 程 遠 か っ た 。 真 正面 か ら 見 た A-12 の レー ダー 反射 面 
積 は か な り 小 さか っ た が 、 い っ た ん 後ろ に 回 る と 、 そ こ に は レー ダー と 赤外線 探知 装置 に と っ て の 大 き 
な 目標 が 存在 し た 。 つ まり チタ ン と 鉄 で で きた ジェ ッ ト 噴 射 ノ ズル と エン ジン の 噴射 衝 は 、 ま っ た く 遮 
蔽 きれ て いな か っ た の だ 。 と は いえ 、 そ の こと は 大 き な 問 題 と は な ら な か っ た 。 高 度 95.000 フ ィ ー ト を 
マッ ハ 3.$ で 飛ぶ ぷ A-12 は 、 背 後 か ら ど ん な 兵器 が 放 た れ よ うと 追い つか れる こと が な か っ た か ら で あ 
る 。 レ ー ダ ー が A-12 を 捉 ら えた 時 に は 、 何 を する に も 時 間 が た りな い の だ 。 防空 部 隊 が な ん と か 対空 兵 
器 を 向け た 頃 に は 、A-12 は すでに 遠く へ 飛び 去っ て いる だ ろう 。 
























































A-12 と その 実用 機 で ある SR-71 を 作っ た 経験 に 基づい て 、 ロ ッ キ ー ド 社 は F-117 を 開発 し た 。1970 年 代 
中 頃 に な る と 、 世 界 の 政治 情勢 と 、 “特殊 任務 " を こなす 航空 機 に 対す る 電 要 と か ら 、 “ステ ルス "の 
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コン セプト が 息 を 吹き 返し た 。 機体 デザ イン の 成功 の 鍵 は 、 機 体 の 外形 を 、 ど の 部 分 に も 曲面 が 存在 し 
な いよ うに 、 平 面 で 構成 する こと に あっ た 。 
F-117 の 外形 デザ イン が 平面 で 構成 きれ て いる の は 、 ス コッ トラ ンド の 物理 学者 ジェ イム ズ ・ ク ラー 
ク ・ マ クス ウェ ル が 導き 出し た 方 程 式 の た め だ 。 マ クス ウェ ル の 方 程 式 を た 用 いれ ば 、 あ る 形 の 機体 が 電 
磁 波 (た と えば レー ダー 電波 ) を どん な ふう に 反射 し た り 散 乱 き させ た りす る か を 算出 で きる の だ 。 そ し 
て 、 よ り 簡 単 な 形 状 で ある ほど 、 計 算 結果 も 容易 に 得 ら れる と いう わけ で ある 。 


航空 機 の 外形 が “空気 力学 的 " 曲面 で で き て いる 場合 、 そ の 複雑 か つ 微 始 な カー ブ を 描く 形状 に マク 
スウ ェ ル の 方 程 式 を あて は め よ うと し て も 、 最 も 強力 な スー パー コン ピュ ー タ を 使っ た と ころ で お 手 
げ だ ろう 。 し か し な が ら 外 形 か ら す べ て の 曲面 が 取り 除 か れ 、 幾 何 学 的 平面 に 置き 換 を られ た な ら 、 そ 
の 反射 パタ ー ン は 計算 が ずっ と 容易 に な る は ず だ 。 コ ンピュータ を 用 いる こと に よっ て 、 航 空 機 設計 者 
は 実質 上 レー ダー 反射 面積 が な い に 等 し い 設計 を 完成 さき せ られ る よう に な っ た 。 外形 と R AM の 組み 合 
わせ に より 、F-117 の RC S は 、 レ ー ダ ー の 種類 に よっ て 異な る が 0.1 平 方 メー トル か ら 0.01 平 方 メー 
ル の 間 の 数 値 と な っ た (お お ま か に いう と 、 こ れ は 小鳥 か 昆虫 の RCS に 等 し い )。 


外形 が 平面 で 構成 きれ て いる 場合 、 レ ー ダ ー・ バ パル ス は 機体 に 直角 に 当たっ た 時 だ け 反 射 さ れる 。F- 
117 の 外形 の すべ て の 部 分 は 少な く と も 30 度 の 角度 を 持っ て いる の で 、 ほ と ん どす べ て の レー ダー 電波 
は 上 か 下 に 弾 か れる こと に な る 。 も し 上 空 30 度 の 角度 か ら ル ッ ク ダ ウン ・ レ ー ダ ー を 使わ れ た ら 発見 さ 
れる か も し れ な い が 、 そ れ で も 極端 に 近い 距離 か ら レ ー ダ ー を 使わ れ た 場合 だ け で ある 。 


平面 で 構成 され た 外形 を 持つ こと で E-117 は ほとん ど レ ー ダ ー に 映ら な く な っ た が 、 同 時 に ひど く 飛 
ば し に くく も な っ た 。 実際 、 航 空 機 用 コン ビ ピュータ 制御 シス テム が な けれ ば 、 ま っ た く 飛 ぶ こ と が で き 
な い だ ろ う 。 こ の た め パ イロ ッ ト の 操縦 装置 は 、 航 空 機 の 操縦 艇 面 に 直結 きれ る の で は な く 4 基 の コン 
ピュ ー タ に つなが れ 、 そ の コン ビ ピュータ が パイ ロッ ト に 代わ っ て 操縦 能面 を コン トロ ー ル する よう に 
な っ て いる 。 こ の 方 式 の コン トロ ー ル 装置 の こと を 、 通 例 “フラ イ ・ バ イ ・ ワ イア " シス テム と 呼ぶ 。 
F-117 の デザ イン は 、 航 空 機 の 被 レ ー ダ ー 探 知性 だ け で な く 、 そ の 他 の 、 赤 外線 、 光 学 お よび 電子 工 
学 的 探 各 を 受け る 可能 性 も 最小 限 に し た 。 機体 は つや 消し の 黒 一 色 に 塗ら れ 一 一 特に 夜間 作戦 用 に 設計 
きれ て いる の だ ーー エン ジン の 排気 は 熱 軸 射 を 最小 に する た め に シー ルド で 覆 わ れ て いる 。 さ ら に F- 
117 自 体 は レー ダー を 装備 し て いな い の で 、 電 磁 波 セン サー で 探知 され る こと も な い 。 


F-117 は レー ダー を 持た な い の で 、 目標 に 到達 し 武器 を 発射 する た め に は 、 慣 性 航法 装置 (I NS) と 
赤外線 探知 装置 と に 大 きく 依存 する こと に な る 。 F-117 は レー ザー 照準 器 と 前 方 監視 赤外線 装置 (FL I 
R) と 下方 監視 赤外線 装置 (D L I R) を 使っ て "スマート" 爆弾 を コン トロ ー ル し 、 目 標 に 命中 させ る 。 
AWAC S( 早 期 警戒 管制 機 ) の 支援 が あれ ば 、F L I R を 敵 機 先 見 の た め に 用 いる こと も で きる 。 た だ 
し F-117 の 対空 兵 装 は 限ら ち れ て いて 、 搭 載 で きる の は 赤外線 追尾 型 の 空 対空 ミサ イル だ け で ある 。 



































































































































F-117 の 武器 類 は 、 す べ て 機体 中 央 線 に そっ て 対 に な っ た ベイ (格納 室 ) に 収容 され る 。 レーダー 反射 直 
積 を 最小 に 保つ た め に は 、 そ うし な けれ ば な ら な い の だ 。 こ の た め F-117 の 武器 搭載 量 は 限ら れ 、 攻 撃 
に は 精密 性 と 奇襲 性 が 要求 きれ る こと に な る 。 

すでに 空軍 は F-117 を 大 きく 改良 し よう と 計画 し て いる 。 予算 が 許せ ば の 話 だ が 、 す で に 任務 に 就 い 
て いる 36 機 に 加え て 、 さ ら に 40 機 を 増強 する 計画 だ 。 新 し い F-117 に 追加 装備 され る 可能 性 が ある の 
は 、F-117 に F-15 な み の レ ー ダ ー 性 能 を 与え を て くれ る 、 ス テル ス ・ レ ー ダ ー・ シ ステ ム で ある 。 KAHF- 
117 に 搭載 され る 可能 性 の ある 探知 シス テム と し て は 、 そ の ほか に “赤外線 探知 追跡 (1 R ST)" シス 
テム が ある 。 こ れ は 探知 用 の 電波 や 光 を 発する こと な く 、 レ ー ダ ー の よう に 目標 を 捕捉 する 、 広 範囲 示 
外線 セン サー で ある ( 注 : F-117A の 増強 計画 は 公式 に は 凍結 きれ 、 生 産 ラ イン は 90 年 に 閉鎖 され た )。 
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個人 指導 TUTORIAL 








Mis 





最初 の 出撃 Your First Mission 

この 個人 指導 は 最初 の 任務 を 遂行 で きる よう に 企画 され て いま す 。 あ な た は 地中海 に 配備 され て いる 
航空 母艦 か ら 出撃 し て 、 リ ビア の 上 空 に 侵入 し ます 。 そ し て 、 地 対空 ミサ イル (S AM) の レー ダー 施設 
を 破壊 し ます 。 こ の 出撃 任務 は 練習 で あり 、 必 ず し も ゃ 実行 し な く て も よい も の で す 。 単に F-117A の 操 
縦 を 習熟 する の に や りや すい よう に 準備 され た も の で す 。 に 飛ば す 前 に 、 航 空 機 に つい て も っ と 知 
り た けれ ば 、 第 2 章 に 進ん で くだ さい 。 


ゲー ム を 始め る 前 に 、 フ ロッ ピー ディ スク ある い は ハー ド デ ィ スク に ゲー ム を イン スト ー ル し て くだ 
さい (細か い 説 明 は “テクニ カル ・ サ プル メン ト " の “イン スト レー ショ ン " を 参照 )。 イ ンス トー ルレ し 
な く て も ゲー ム を する こと は で きま す が 、 結 果 は セー プ さ れ ま せん 。 で は 、 ゲ ー ム を 立ち 上 げ て くだ さ 
い (細か い 説 明 は “テク ニカ ル ・ サ プル メン ト " の "ゲー ム の 起動 " の 項 を 参照)。 















HIRO sete ドイ タリ ッ ク で 表記 され 、 そ の 後 の () の 中 に 書か れ て いる の が 、 キ ー ボ ー ド 
P Ci & FRO A 本 文中 の イタ リッ ク の 名 前 は 、 キ ー ボ ー ド ・ オ ー バ ー レ イ に も その まま 
豆 か れ て いま す 。 

コン トロ ー ラ ー は 、 あ な た が 使用 し て いる 指示 デバ イス 、 つ まり マウ ス 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 カ ー ソ 
ル ・ キ ー な ど で す 。 の さい に は ジョ イス ティ ッ ク を 、 飛 行 前 の セレ クト 画面 で は マウ ス を 使う の が 
最適 だ と 思い ます 。 飛行 で は ジョ イス ティ ッ ク か キー ボー ド だ け を 使う こと に な る で し ょ う が 、 セ レク 
ト 画 面 で は 上 記 の すべ て を 使う こと も で きま す 。 

セレ クタ ー は 、 マ ウス の 左 ク リッ ク 、 ジ ョ イス ティ ッ ク の トリ ガー・ ボ タン 、 リ ター ン ・ キ ー、 機 種 に 


よっ て は エン ター・ キ ー な ど で す 。 本 文中 で “セレク ター を 押す “と な っ て いた ら 、 そ れ ぞ れ お 使 い の 
ハー ド の ボタ ン な り キ ー な り を 押し て くだ さい 。 











飛行 


ダリー ジィ シグ 
の オプ ショ ン 


航空 機 識別 を 行なう : 画面 に 表示 され た 航 冠 機 の 機種 を 知る に は 、 本 マニ ュ ア ル の 174-182 ペー ジ を 
参照 し て くだ さい 。 


パイ ロッ ト 名 簿 の 記入 : 航空 機 識別 を 終え た 後 で 、 名 前 の 登録 を 行ない ます 。 コ ント ロー ラー を 使っ 
て 矢印 の カー ソル を 消し た い 名 前 の 上 に 移動 きせ ます (カー ソル が 動く と 、 そ の 名 前 が 明る く な る の で 
は っ きり 分 か り ま す )。 バ ックス ペー ス (BS) キ ー を 押し て 明る く な っ て いる 名 前 を 消し 、 そ の まま 自分 
の 名 前 を 打ち こみ 、 セ レク ター を 押し ます 。 


画面 の 右側 に は 、 難 易 度 の レベ ル を 選択 する 場面 が 現われ て いる は ず で す 。 こ れ が あな た の 最初 の 出 
TEO デフ ォ ル ト の まま に し て 、 一 番 下 の “確認 (Form Comprete)” を 選ん で くだ さ 
。 それから 画面 右 下 の “次 の 画面 へ (ExiD" を 選択 し て くだ さい 。 


控え 室 (Ready Room) : 次 の 画面 は 、 パ イロ ッ ト た ち が 出 撃 命令 を 待つ 控え 室 で す 。 入 る こと の で き 
る ドア は いく つか あり ます が 、 今 の と ころ は プリ ー フ ィング (Briefing) ル ー ム の ドア に カー ソル を 動か 
し 、 セ レク ター を 押し て くだ さい 。 


概況 説明 (イン テリ ジェ ンス ・ ブ リー フィ ング ) : プリ ー フ ィング ・ ル ー ム に 入る と 、 自 動 的 に 任務 が 与 
えら れ ま す 。 プ リー フィ ング の 地図 に は 出撃 地域 の 地形 の 概略 、 出 撃 地点 (T)、 主要 目標 (P) お よび 第 一 
目標 (S)、 着 陸地 点 (LC) が 示さ れ て いま す 。 右側 に ある の は オプ ショ ン ・ メ ニュ ー で す 。 "任務 概要 (Mis- 
sion Brief)” を 選択 し 、 あ な た が 実行 すべ き 任 務 の 詳細 を 読ん を で くだ さい 。 セ レク ター を も う 一 度 押せ 
ば 、 説 明 の 続き 、 飛 行 プ ラン 、 出 撃 の さい の 交戦 規定 が 表示 され ます 。 さ ら に セレ クタ ー を 押す と 、 プ 
リー フィ ング 地図 に 戻り ます 。 

この 地図 画面 で 、 他 の オプ ショ ン に つい て も 知り た いと 思う は ず で す 。 そ の 場合 は 、 31 ペ ー ジ の 『 プ 
リー フィ ング ・ ル ー ム "を 詳し く 読 ん で くだ さい 。 出撃 任務 の 詳細 を 確認 し 終わ っ た ら 、 メ ニュ ー か ら 
“武器 の 選択 (Select Weapons)” を 選ん で くだ さい 。 


武器 庫 : 整備 主任 は 、 今 回 の 出撃 任務 に 適し た 武器 を 推薦 し て くれ ます 。 彼 の 助言 を 無視 し て 、 別 な 
武器 を 選択 する こ と も で き ます が 、 今 回 の 訓練 飛行 に 関し て は 、 主 任 の 助言 を 受け 入れ 、 画 面 右 下 の メ 
ニュ ー か ら “格納 庫 へ 行く (Goto Hanger)” を 選ん で くだ さい 。 


格納 庫 : 格納 庫 で は 、 出 撃 を 控え て 、 あ な た の F-117A の 燃料 補給 や 武器 搭載 が 行なわ れ て いま す 。 


“出撃 準備 は よろ し いか (Are you ready for your mission?)” と いう 係員 の 質問 に は "イエス" を 選択 し 
て くだ さい 。 






























































コッ ク ピ ッ ト の 計器 


と HUD 


キー ボー ド の 上 に 、 オ ー バ ー レ イ ・ シ ー ト を 載せ て くだ さい 。 EF-117A の すべ て の 操縦 機器 が そこ に 表 
示 き され て いま す 。 


コッ クビ ピッ ト の 計器 : 画面 の 下 半 分 は F-117A の コッ クビ ピッ ト の 計器 盤 を 表示 し て いま す 。 表 示 の 詳 
細 は 40-54 ペ ー ジ に 記載 され て いま す 。 多 機能 ディ スプ レイ (MF D) を 次 々 に 切り 替え て 、 そ れ ら の 表 
示 に 慣れ て お く と いい で し ょ う 。 


左側 MFD に は 2 つの 異な っ た 地図 が 表示 され ます 。 地図 表示 (FF3) キ ー は トグル ・ ス イッ チ に な っ て 
いる の で 、 表 示 を 切り 替え て くだ さい 。 右側 の MF D は 外部 の カメ ラ 映 像 か 、 デ ー タ 画 面 を 表示 し ま 
す 。 デ ー タ 画面 の 表示 内 容 は 下記 の 通り で す 。 


武器 (F5) : 武器 格納 ベイ に 搭載 され て いる 装備 。 

ウェ イボ ポイ ント (航路 点 ) 選 択 (F7) : 現在 の INS ウェ イ ポ イン ト の 一 覧 で 、 現 在 向 か っ て いる ウェ イ 
ポイ ント も 含ま れ て いま す 。 

ウェ イ ポ イン ト 変 更 (F8) : 4 カ所 の INS ポ イン ト の リス ト で 、 左側 MFD ス クリ ー ン の 衛星 / レ ー 
ダー 地図 上 で 変更 する こと が で きま す 。 

ウェ イボ ポイ ント ・ リ セッ ト (Shift F8) : デフ ォ ル ト の ウェ イ ポ イン ト に 戻し ます 。 

EHF) : 任務 内 容 の 簡潔 な 要約 。 

右側 の MF D ス クリ ー ン に は 、 追 跡 カ メラ の 映像 を 映し 出す こと も で き 、 目 標 の 拡大 映像 と と も に 、 


機種 名 、 距 離 お よび 方 位 が 表示 され ます 。 カ メラ の 有効 距離 は 80-100 キ ロメ ー ト ル で す 。 カ メラ 映像 
は 下記 の 種類 が あり ます : 

















前 部 カメ ラ (/) : 前 方 で 最も 接近 し て いる 標的 を 映し 出し ます 。 

後部 カメ ラ (>) : 後方 で 最も 接近 し て いる 標的 を 映し 出し ます 。 

ED X F<): 左側 方 で 最も 接近 し て いる 標的 を 映し 出し ます 。 

右 カ メラ (M) : 右側 方 で 最も 接近 し て いる 標的 を 映し 出し ます 。 

月 標 選択 (B) : カメ ラ が 現在 向い て いる 方 向 の 目標 を 、 順 次 選び ます 。 

近接 月 標 (N) : 前 方 で 最も 近い 距離 に ある 目標 (種類 を 問わ な い ) を 映し 出し ます 。 

追跡 カメ ラ ・ シ ステ ム に 関す る 詳細 は 45 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 

HUD : 画面 の 上 半分 は 遊 明 な HUD( ヘ ッ ド アッ プ ・ デ ィ ス プレ イ ) で 、 前 方 見 る こと も で きま す 。 
HUD に 現われ る さま ざま な 表示 や 数 値 に つい て は 、 第 2 章 の 40-44 ペ ー ジ に 記載 され て いま す 。 
HUD に は 3 つの 表示 モー ド が あり ます : NAV は 巡航 モー ド 、A I R は 空 対 定 モ ー ド 、GND は 空 

対地 モー ド で す 。 HUDE- ド が (F2) を 押す と 、 順 次 切り 替わり ます 。A I R と GND モー ド で は 、 表 示 
され る 記号 は その 時 に 選択 し て いる 武器 の 種類 に よっ て 異な る こと に 注意 し て くだ さい 。 起 器 の 選択 

(SPACE BAR) を 押す と 、 武 器 が 切り 替わり ます 。 搭載 し て いる 武器 を 確認 し た い 場合 は 、 武 器 (FS) 

キー を 押す と 、4 ヶ 所 の 武器 収納 べ イ と 、 そ こ に 搭載 きれ て いる 武器 が 表示 きれ ます 。 
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個人 指導 を 最大 限 に 活用 する た め に 、 次 の 3 点 を 忘れ な いで くだ さい 。 

危険 な し : この 出撃 は 訓練 な の で 、 敵 の 武器 で は 損傷 を 受け ませ ん 。 “墜落 な し (No Crush)” を 選択 
すれ ば 、 地 面 に 激突 する 心配 も あり ませ ん 。 さ ら に レー ダー 式 自動 高度 計 も 装備 し て いる の で 、 常 に 
200 フ ィ ー ト 以上 の 高度 が 維持 され ます 。 た だ し 、 こ の 装置 で 修正 で きる 数 値 は わずか な も の で 、 ひ ど 
く 乱 暴 な 操縦 を し た 場合 に は 役に立ち ませ ん 。 

“ポー スズ” キー を 使う : この 個人 指導 を 最大 限 に 活用 する た め に は 、 プ レイ 中 に ポー ズ (ALTP) キ ー 
を 押し て ゲー ム を 一 時 停止 し て か ら 、 マ ニュ アル の 必要 な 部 分 を 飛ば し 読み し 、 そ れ か ら “K-AKR 
ER キー( ど の キー で も 可 ) を 押し 、 ゲ ー ム を 続け て くだ さい 。 迷っ た 時 に は 一 時 停止 し て 、 落ち着い て 
マニ ュ ア ル を 参照 する の で す 。 > 

随時 補給 する : TIPUEBOWALKIT(L, POAC RE MHI ICH SET. MANALTR 4i 
す た び に 燃料 タン ク は 満 タ ン に な り 、 弾 薬 は 最大 可能 搭載 量 まで 補給 きれ ま す 。 



































飛行 前 チ 


ェ ッ クリ スト 


慣性 航法 シス テム (1 N S) の チェ ッ ク : 地図 (F3) キ ー を 押し て 左側 の MFD ス クリ ー ン に 衛星 / レ ー 

ダー 地図 を 表示 させ ます 。 次 に ウェ イボ イン ト 選 万 (F7) キ ー を 押し て 右側 MFD に INS ウ ェ イ ポイ ン 
ト (航路 点 ) を 表示 させ ます 。HUD を 見 て 、 有 HUD の 上 方 に ある 水平 の 機 首 方 位 計 の 上 に INS カ ー ソ 
ル ( 青 い 三 角形 ) が ある こと を 確認 し ます 。 最 初 の ウェ イ ポ イン ト に 達する た め に は 、 カ ー ソ ル の 指す 方 
向 に 飛ば な く て は な り ま せん 。 

兵 装 の チェ ッ ク : 武器 (FS) キ ー を 押し 、 武 器 収納 ベイ に 搭載 され て いる 武器 を 右側 MF D に 表示 し ま 
す 。 武器 の 選択 (SPACE BAR) キ ー を 押し て 武器 を 切り 替え 、HUD の 左下 隅 に 現われ る 使用 可能 武器 
の 表示 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 

フラ ッ プ 展張 : フラ ッ プ (9) キ ー を 押し て 、 計 器 盤 の 右上 方 に ある “フラ ッ プ (FLAP)” 表示 灯 を 確認 

し て くだ きい 。 フ ラッ プ は 離陸 時 の 揚力 を 増し ます 。 

エン ジン 始動 : 最大 出力 (SHIFT+) キ ー を 押し て エン ジン を 始動 し て くだ さい 。 計器 盤 の 右 下 に ある 
デジ タル の 推力 計 の 表示 が "100" に 達する の を 確認 し て くだ さい (推力 が 100 パ ー セ モン ト で ある こと を 示 

し て いま す )。 

失速 速度 を 越え て 加速 する : 滑走 路 を 疾走 し て いる 時 は 、 速 度 計 (HUD の 左側 ) を 注意 し て いて くだ 
きい 。 速度 計 の パー( 指 標 ) は ゆっ くり 下がっ て いき ます 。 こ れ は 失速 速度 表示 名 で す 。 失 和束 速 度 バ パー が 
目盛 り の セン ター マー ク よ り 下 が る と 、 機 が 失速 速度 を 越え た こと に な り 、 離 陸 に 充分 な 速度 が 得 ら れ 
た こと を 表し て いる わけ で す 。 

上 昇 : 失速 速度 を 10 ノ ッ ト 以 上 越え る 速度 に 達し た ら 、 操 終 程 を 引い て 機 音 を 上 げ 、 そ れ か ら 操 縦 杏 
を 戻し て くだ さい 。 HUD 右 側 の 高度 計 に 気 を つけ て くだ さい 。 機 は 上 昇 を は じ め て いる は ず で す 。 水 
平 線 が 見 え を なくなる よう な 急上昇 は 避け て くだ さい 。 和 失速 の 芝 れ が あり ます 。 航空 母艦 の 甲板 の 端 に 達 
する 前 に 上 昇 を は じ め な けれ ば な り ま せん 。 さ も な いと 、 機 は 海 に 突っ こん で し まい ます 。 
車輪 の 収納 : 飛行 を は じ め た ら 、 す ぐに 事 輸 (6) キー を 押し て 、 車 輪 を 引き 上 げ て 機体 の 中 に 収納 し 
ます 。 車 輸 を 出し た まま 高速 飛行 を 行う と 、 空 気 抵抗 の た め に 何ら か の トラ ブル が 発生 する 可能 性 が あ 
り ま す 。 


















































フラ ッ プ を 戻す : フラ ッ プ ⑨) キ ー を 押し て 、 フ ラッ プ を 戻し ます 。 余分 な 揚力 は 必要 な いか ら で す 。 





第 1 目標 に 向かっ て 軽く 操作 する : コン トロ ー ラ ー は 軽く 操作 し て くだ さい 。 初心者 パイ ロッ ト が 誰 で も 犯す 過ち は 、 操 
ae MERE “ARIS” 操作 し 、 空 を 狂っ た よう に 飛び 回 る こと で す 。 操縦 樺 は 小さ く 動 か し て くだ さい 。 
飛ぶ ii7A は と て も 反応 の いい 機 な の で す 。 


計器 を 追う : 機体 を 左右 に ロー ル さ せ た り 、 機 首 を 上 下さ せ た り 、 出 力 や 、 フ ラッ プ や プレ ー キ を 変 
化 き せる と 、 新 し い 状況 が 計器 に 反 喘 され る の に 若干 の 時 間 を 要 し ます 。 優 れ た パイ ロッ ト は 操縦 を 行 
な っ た 後 、 ems そう し な いと 、 変 化 が 現われ つつ ある "計器 を 追い か け 
Z” こと に な 


水平 飛行 : 飛び 立っ た ら 、 ま ず 水 平 飛 行 を 実行 し て くだ さい 。 操縦 査 を 前 後に 動か し て 、 水 平 線 を HH 
UD 中 央 部 に 水平 に 安定 させ 、 針 路 表 示 器 (42 ペ ー ジ 参照 ) が 水平 線 に 重なる よう に 調整 し ます 。 そ れ か 
ら 、 高 度 が 高く も 低く も な ら な いよ うに 、 往 調整 し て くだ さい 。 


この 任務 は 隠密 飛行 で すか ら 、 高 度 は 500 フ ィ ー ト か ら 1.000 フ ィ ー ト の 間 と し ます 。 高 度 計 (HUD 
右側 の 縦 の 目盛 ) を 見 て くだ さい 。 "1k" マ ー ク (1.000 フ ィ ー ト ) よ り 上 に な っ て いた ら 、 高 度 が 高 す ぎ ま 
す 。 機 章 を 下げ て 、 ゆ っ くり と 目的 の 高度 まで 降下 し て くだ さい 。 そ れ か ら 水 平 飛行 に 戻り 、 も う 一 
度 、 針 路 表 示 器 が 水平 線 に 重なる よう に し ます 。 


航路 飛行 HUD 上 部 の 横 の 目盛 、 機 首 方 位 表 示 計 を 見 て 、T N S カー ソル (目盛 の 上 に ある 小さ な 
光る 三角 形 ) を 見 つけ た ら 、 そ の カー ソル の ほう に 機 首 を 転じ て くだ さい 。 機 首 を 動か す と 、 三 角形 は 
機 首 方 位 表示 計 の 中 央 に 向かっ て 移動 し ます 。 三 角形 が 目盛 の 中 央 に 来 た 時 、 機 は 最初 の ウェ イ ポ イン 
ト に 向かう “コー ス に 乗っ て いる " わけ で す 。 


機 首 を 転じ る 時 は 、 操 縦 欄 を 左 か 右 に ゆっ くり 引い て くだ さい 。 機 が バン ク し ます 。 バ ンク 角 が 45" 
に な っ た ら 、 操縦 模 を (中 央 に ) 戻 し て くだ さい 。 も っ と 急 な 旋回 を し た い 時 は 操縦 樺 を もう少し 引い て 
も か まい ませ ん 。 そ の 際 、 速 度 計 (HUD の 左側 ) と 高度 計 (HUD の 右側 ) の 動き に 注意 し て いて くだ さき 
い 。 背 圧 を 伴う 旋回 で は 速度 が 低下 し 、 高 度 も 下がる こと に な り ま す 。 

最小 安全 速度 は 機 の 状態 に よっ て 違い ます 。 速 度 が 遅 す ぎる と 失速 速度 表示 器 の バー が 速度 計 目 盛 の 
下 か ら 伸 び て き ます 。 も し この バー が 目盛 の セン ター・ マ ー ク に 人 達する と 機 は 失速 し つつ あり ます ( k 
速 警告 灯 (STALL)” が 点滅 し 、 ア ラー ム が 鳴り ます )。 和 失速 を 起こ す と 機 は 制御 不能 に な っ て 、 隊 落し 
て し まう の で 、 和 失速 に は 気 を つけ て くだ さい 。 失速 し た ら 機 昔 を 下げ て 対 気 速度 を 増し て か ら 、 水 平 飛 
行 に 戻し て くだ さい 。 

自動 パイ ロッ ト : 混乱 し て どちら に 向かっ て 飛ん で いる か 分 か ら な く な り 、 ど うし よう も な く な っ た 
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ら 、 オ ー ト パイ ロッ ト (⑰⑦) キ ー を 押し て くだ さい 。 即座 に 自動 航行 装置 が 働い て 、 機 を 正しい コー ス に 
戻し て くれ ます 。 も し 、 高 度 が 500 フ ィ ー ト 以下 に な っ て いれ ば 、 自 動 航行 装置 が 適切 な 高度 に 戻し て 
くれ ます 。 操縦 柱 に 手 を 触れ る と オー ト パ イ ロ ッ ト は 即座 に 解除 きれ ます 。 


RTL al ・ 機 を コー ス に 乗せ た ら 、 す べ て の 視界 を 試し て 、 素 晴らし い 光 景 を 存 分 に 楽し むこ と 
が で o 


前 方 視界 (SHIFT /)、 後 方 規 界 (SHIFT >), ÆWAHRASHIFT <), BMABFR(SHIFT M) の 各 キ ー を 
使っ て 、 コ ッ ク ビ ッ ト の キャ ノビ ピー か ら 、 前 後 左 右 を 見 渡し て くだ さい 。 


また 、 " 機 の 外側 " に 出る こと も で きま す 。 水 平 規 点 (SHIFTF1)、 道 跡 規 点 (SHIFT F2), WARA 
(SHIFT F3) を 使え ば いい の で す 。 機体 を 左右 に バン ク させ て 、 追 跡 機 視点 と 水平 視点 の 違い を 見 て く 
だ さい 。 ミ サイ ル 視 点 (SHIFT F4)、 戦 術 規 点 (SHIFT F5)、 リ バー スズ 戦術 視点 (SHIFT F6) は 、 戦 闘 状況 
で 使わ れ ま す 。 これら の 視点 に つい て は 、36 ペ ー ジ で も っ と 詳し く 説明 し ます 。 


コッ ク ピ ッ トト (FI) キ ー を 押す と 、 い つ で も コッ ク ピ ッ ト に 戻れ ます 。 


ウェ イ ポ イン ト 1 の 通過 : 最初 の ウェ イ ポ イン ト に 達する と HUD に “ウェイ ポイ ント 到達 " と いう 
メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 そ し て 、1NS は 即座 に 次 の ウェ イ ポ イン ト 2 へ 切り 替え ます (INS 
カー ソル が 新しい 位置 に ジャ ンプ し ます )。 こ の ウェ イ ポ イン ト 2 が 第 一 攻撃 目標 で す 。 ウ ェ イ ボイン 
ト を 変更 し て いた 場合 は 、 ウ ェ イ ボイン ト ・ リ セッ ト (SHIFTF8) キ ー を 押せ ば 、 ウ ェ イ ポイ ント は 初期 
設定 に 戻り ます 。 

予備 燃料 : 武器 収納 ベイ の 4 種 の 装備 の ひと つ は 予備 燃料 タン ク で す 。 予備 燃料 タン ク が 必要 な の 
は 、 ス ダ ・ ベ イ か ら ト リポ リ ま で 飛び 、 そ こ か ら シ シリ ー 島 の シゴ ネー ラ ま で 行く の は 、 き わ め て 長 距 
離 の 飛行 に な る か ら で す 。 


燃料 残 量 を 調べ る に は ウェ イ ポ イン ト 選 択 (F7) キ ー を 押し ます 。 右側 MF D の 最 下部 に 表示 され る 横 
方 向 の バー・ ゲ ー ジ は 燃料 の 残 量 を 示し て いま す 。 右側 の 黒い 部 分 は すでに 消費 し た 量 で す 。 中 央 部 の 
4 色 の 帯 は それ ぞ れ 、 4 カ所 の ウェ イボ ポイ ント まで に 必要 な 燃料 を 示し て いま す ( 燃 料 の 計算 は 現在 の 
高度 と 速度 に 基づい て 行なわ れ ま す )。 左 端 の 帯 は 予備 燃料 の 量 で す 。 


予備 タン ク か ら 直 接 エ ンジ ン に 燃料 を 供給 する こと は で き な い の で 、 予 備 タ ンク か ら 主 燃料 タン ク へ 
燃料 を 移さ な けれ ば な り ま せん 。 そ の た め に は 、 現 在 の “武器 "が 予備 燃料 に 変わ る (HUD の 左下 の 
陽 に "予備 燃料 " が 表示 され ます ) ま で 、 兵 器 選 択 (SPACE BAR) キ ー を 押し ます 。 次 に 武器 発射 (RE- 
TURN) キ ー を 押し て 、 予 備 タ ンク か ら 主 タン ク へ 燃料 を 移動 きせ ます 。 もう一度 ウェ イ ポ イン ト 選 択 
(F7) を 押す と 、 燃 料 の 残 量 が 変化 し た の が 分 か る で し ょ う 。 








時 間 短縮 : 時 賠 息 縮 (SHTFTZ) キ ー を 押す と 、 経 過 時 間 を 速め る こ EA RE Ta MOTE TIED 
早 さ で 経過 する よう に な り ま す 。 通常 の 時 間 経 過 に 戻す に は 、 通 営 歴 剛 (SHITFT X) キ ー を 押し ます 。 通 
Bene eet 心配 は いり ませ ん 。 戦闘 行動 に 入る か 、 車 輸 を 下ろ せ ば 、 自 動 的 に 通常 時 
間 に 戻 り ま す 。 





目標 へ の 攻撃 


ウェ イ ポ イン ト 1 を すでに 通過 し て 、 リ ビア の 海岸 線 が 水平 線上 に 見 えて きた ら 、 第 一 の 目標 を 攻撃 
する こと を 考え は じ め ま し ょ う 。 


戦況 を 確認 する : 地図 (F3) キ ー を 押し て 、 左側 の MFD に 格子 入り の 戦術 地図 を 喘 し 出し て くだ き 
い 。 目標 は レー ダー 基地 で すか ら レ ー ダ ー の マー ク を 地図 で 探し て くだ さい 。 


目標 の 捕捉 : HUD の 下 側 の GND 表示 灯 が 光る まで 月 りり モー ド が (F2) キ ー を 押し て 、HUD を GN 
D( 空 対地 ) モ ー ド に 切り 替え ます 。 そ れ か ら 、 前 方 カメ ラ の キー を 押し ます 。 和 右側 MFD に 求め て いる 
目標 が 喘 ら な か っ た 場合 は 、 目 標 が 現われ る まで 目標 選択 (B) キ ー を 押し ます 。 も し 、 す べ て の 攻撃 可 
能 標的 を 映し 出し て も 第 一 攻撃 目標 が 現われ な か っ た 場合 は 、 目 標 ま で 遠 すぎ て 照準 シス テム が 働か な 
いか 、 機 の 向かっ て いる 方 向 が 間違っ て いる か 、 の どちら か で す 。 


武器 の 選択 HUD の 左下 に "マーヴェリック 2 発 (MAVERICK x2)” と 表示 され る まで 、 武 器 の 選 
IR(SPACE BAR) キ ー を 押し て くだ さい 。 


ミサ イル ・ ロ ッ ク を 待つ : 目標 を 捕捉 し た ら 、HUD に 四角 の 線 が 現われ ます 。 こ れ が “追跡 ボッ ク 
A” で 、 右 側 MFD に 映っ て いる 標的 が この 四角 の 中 に 捉え られ て いる は ず で す 。 


ミサ イル ・ ロ ッ ク : ミサ イル の 発射 可能 距離 に 達する と 、 こ の ボッ クス の 四角 形 が オー バル (本 円 形 ) 
に 変わ り ま す 。 さ きら に 、 計 器 般 の 赤い “ロック (LOCK)" バ 点 減 を は じ め 、 右 側 MF D の 中 央 部 
に ボッ クス (“ロック ・ ボ ックス ” ) が 現われ ます 。 


最適 ミサ イル ・ ロ ッ ク : も う 少 し 待っ て いる と 、 追跡 オー バル が 赤く “ロック” 灯 が 点滅 を や 
め 、 光 っ た まま に に な り ま す 。 右側 MFD の ロッ ク ・ レス は 秋天 た DS 知り 本 
り ま す 。 そ れ ら の 表示 は “ミサ イル 発射 最適 距離 " に な っ た の で 、 即 座 に ミサ イル を 発射 し た な けれ ば な 
ら な いと 知ら せ て いる の で す 。 


発射 高度 ・ ミ サイ ル や 爆弾 は あま り 低 空 で 発射 し な いよ うに し て くだ さい 。 低 すぎ る と 、 ミ サイ ル が 
自力 で 飛び は じ め る 前 に 地面 に 落ち た り 、 機 が 爆風 に 巻き こま れ た り し て し まい ます 。 と に か く 、 ミ サ 
イル や 高 抵抗 爆弾 は 最低 投下 高度 が 500 フ ィ ー ト 、 自 由 落下 式 爆弾 や レー ザー 誘導 式 爆弾 で は 3.000 
フィ ー ト と 覚え で お いで くだ さい 。 







































































発射 : “ミサ イル 発射 最適 距離 " に な っ た ら ベ イ ・ ド ア (8) キ ー を 押し て ウエ ポン ・ ベ イ ( 武 器 収 納 室 ) を 
開け 、 武 回 発射 (RETURN) キ ー を 押し 、 ミ サイ ル を 発射 し ます 。 発射 の 後 は 、 機 首 を 少し 転じ ます 。 目 
標 の 爆 煙 の 中 に 飛び こむ と 、 機 体 に 損傷 を 受け る 可能 性 が ある か ら で す 。 


すぐ に ミサ イル が 目標 に 当たり ます 。 命中 する と 、 火 柱 が 上 が っ て 爆 煙 が 噴き 上 が り ま す 。 攻撃 の 成 
功 は (監視 用 AWACS 機 か ら の 送信 で )HUD に 表示 され ます 。 

第 二 目 標 : 次 は 第 二 目 標 に ( I N S カ ー ソ ル に 従っ て ) 向 か い 、 同 じ 手 順 で 攻撃 し ます 。 あ る い は 、 こ 
こ で 任務 を 放棄 し て 、 帰 投 す る こと も で きま す 。 





























帰り の 飛行 


INS を 着陸 地点 に 設定 する : デフ ォ ル ト の ウェ イ ポ イン ト が 1 NS( 慣 性 航行 シス テム ) に 確実 に 登 
録 き れる よう ウェ イボ ポイ ント ・ リ セッ ト (SHIFT F8) キ ー を 押し 、 そ れ か ら ウ ェ イ ポイ ント 選 丈 (F7) キ ー 
を 押し ます 。 右側 MF D の ウェ イボ ポイ ント 一 覧 を 確認 し て くだ さい 。 4 ヶ所 の ウェ イボ ポイ ント が 登録 る 
れ て いま す 。 ウ ェ イ ポイ ント 4 が 明る く 表 示さ れ て いな けれ ば 、 次 航路 点 選択 (SHIFT テン キー の 3) 
キー を 押し て 、 明 る く 表示 きせ て くだ さい 。 こ れ で I N S は ウェ イ ポ イン ト 4 に 設定 され ます 。 デ フォ 
ルト で は 、 最 後 の ポ イン ト は 常に 帰投 基地 に な っ て いま す 。 


帰投 : 帰投 の 場合 は オー ト パ イ ロ ッ ト で も 、 手 動 操縦 で も か まい ませ ん 。 今 まで と 同じ よう に 、IN 
S カ ー ソ ル に し た が っ て 飛行 し て くだ さい 。 I NS カ ー ソ ル が 機 首 方 位 計 の 中 央 に あれ ば 、 機 は 帰投 
コー ス に 乗っ て いる わけ で す 。 


左側 の MF D に 衛星 地図 が 出る まで 地 同 (F3) キ ー を 押し 、 地 図 を 調べ て みれ ば 、 シ シリ ー 島 の 真 南 に 
小 き な 鳥 (マル タ 島 ) が 見 つか り ま す 。 機 音 を マル タ 島 の 真 東 (右側 ) に 向け て くだ さい 。 マ ル タ 島 に 近 づ 
いた ら HUD モ ー ド (F2) キ ー を 押し て 、HUD を NAV モ ー ド に 切り 替え 、 次 に 前 部 カメ ラ () キ ー を 押 
し て くだ さい 。 右側 の MFD に シゴ ネー ラ (Sygonera) 空 軍 基 地 が 現われ た ら 上 首尾 で 、 そ こ が 目 的 地 で 
す ! し か し 、 マ ル タ 鳥 の ハル ファ ー(Harfa) 空 軍 基 地 が (距離 的 に は 近い の で ) 現 われ る か も し れ ま せ 
ん 。 シ ゴネ ー ラ が 現われ る まで 月 標 選 訳 (お) キー を 押し 続け て くだ さい 。 


























シゴ ネー ラ 空 軍 基 地 


に 着陸 


水平 飛行 シゴ ネー ラ ま で 約 50 キ ロ の 地点 か ら 、 高 度 500 フ ィ ー ト か ら 1.000 フ ィ ー ト で 水平 飛行 に 移 
り 、 着 陸 進 入 態 勢 に 入り ます 。 


ILS: /L S(F9) キ ー を 押し て 、 計 器 着陸 シス テム ( I L S) を 作動 させ ます 。HUD に 水平 と 垂直 
の バー が 現われ 、 "グラ イド ・ パ ス " と 自 機 と の 位置 関係 を 示し ます 。 グ ライ ド ・ パ ス と は 、 清 走路 か ら 
空 に 向かっ て 伸び て いる 仮想 の 坂道 の こと で す 。 ま ず 、 グ ライ ド ・ パ ス の 下 に 機 の コー ス を 合わ せ 、 ス 
ロー プ に し た が っ て 空軍 基地 に 接近 し ます 。 詳 細 に 関し て は 、54 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 














アプ ロー チ の 照準 合わ せ : 垂直 の バー が 機 首 表示 器 の 左 あ る い は 右 に ある 時 は 、 バ ー が 表示 器 の 中 心 
に 向かう よう に 、 そ の 方 向 に 機 音 を 転 し て くだ さい 。 バ ー が 中 心から 少し ぐら い 外 れ て いて も 、 気 に す 
る こと は あり ませ ん 。 シ ゴネ ー ラ 基地 が 真正 面 に ある か ぎり 、 バ ー は ゆっ くり 中 心 に 向かっ て 動い て い 
きま す 。 た だ し 、 バ パー が 中 心から 外れ て いっ た ら 、 自 機 が グラ イド ・ パ ス か ら 外 れ か け て いる の で 、 反 
対 方 向 へ 進路 を 修正 し て くだ さい 。 


減速 : 出力 減少 (一 ) キ ー を 何 度 か 叩き 、 出 力 50 パ ー セ ント に な る まで スロ ッ ト ル を 戻し ます 。 減速 し 
な が ら 水 平 飛行 を 維持 する た め に 、 機 間 を わずか に 上 げ て くだ さい (た だ し 、HUD 右 側 の 高度 計 に 気 
を つけ て くだ さい 。 上昇 す も つもり は な い の で すか ら )。 


フラ ッ プ を 展張 する : 速度 が 300 ノ ッ ト 位 まで 落ち た ら フ ラッ プ (⑨) キ ー を 押し て 、 フ ラッ プ を 展張 し 
ます 。 こ れ で 揚力 が 増し 、 い っ そう 速度 が 落ち ます 。 水平 飛行 を 維持 する た め に 、 機 昔 を わずか に 調整 
し 直さ な けれ ば な り ま せん 。 


車輪 下げ と 再度 の 減速 : 車輪 (8) キー を 押し て 車 輸 を 下げ 、 出 力 40 パ ー セ ント まで スロ ッ ト ル を 絞り 
ます 。 速度 が ゆっ くり 減少 し て いく に つれ 水平 飛行 を 維持 する た め に 機 音 を 上 げ る 必要 が あり ます 。 こ 
の 時 点 で 機 は グラ イド ・ パ ス に 接近 し て いて 、 速 度 は 200 か ら 250 ノ ッ ト で 減速 を 続け て いる は ず で す 。 


速度 が 早 すぎ る 場合 は 、、 ブ レー キ (0) キ ー を 押し て 、 エ アプ レー キ を 広げ 、 数 秒 し た ら も う 一 度 同じ 
キー を 押し て 、 プ レー キ を 閉じ て くだ さい 。 エ アプ レー キ は 広げ た まま に し な いで くだ さい 、 和 失速 し 隊 
落す る 原因 と な り ま す 。 


グラ イド ・ パ ス の 捕捉 : 飛行 場 に 近づく に つれ て HUD 上 の ILS 水 平 バー が 下 に 向かっ て 動き だ し 
ます 。 こ の バー が 機 首 表示 器 の 中 心 に 近づい た ら 、 機 音 を 少し 下げ ます 。 バ ー が 機 首 表示 器 の 線 と 重 
な っ た まま に な る よう 、 人 徐々 に 降下 する こと が 重要 で す 。 迎 え 角 指示 器 に 注意 し て 、 機 章 を どの くら い 
上 げ 下 げす れ ば いい か 判断 し て くだ さい 。 上 向き 矢印 が 光っ て いた ら 、 機 首 を 少し 上 げ ま す 。 下 向き 矢 
印 が 光っ て いる 場合 は 、 機 章 を 少し 下げ ます (最終 的 に 中 央 の 緑 の 円 が 光る よう に する の で す )。 降 下 中 
に 加速 する の を 避け る た め に 、 も う 一 度 出力 減少 (一 ) キ ー を 押し て 、 推 力 を 減ら し ます 。 


速度 が 遅 す ぎる よう な ら 和 失速 速度 表示 器 ( 対 気 速度 計 の 下 か ら 伸び て いる カラ ー・ バ ー) を 見 て くだ さ 
い 。 パ バー が 速度 計 の 中 央 に 近づい て いた ら 、 面 倒 な こと に な りか け て いま す 。 出 較 加 (+) キ ー を 1.2 回 
叩い て くだ さい 。 


消 走路 が 接近 し て きた ら 、 速 度 を 確認 し て くだ さい 。150 ノ ッ ト か ら 200 ノ ッ ト の 間 で 飛行 中 か 、250 
か ら 200 ノ ッ ト に 向かっ て 減速 中 の は ず で す 。 も し 250 ノ ッ ト を 越え て いた ら 、 進 入 速 度 が 速 す ぎ ま す 。 
最大 出力 (SHIFT+) キ ー を 押し 、 車 輪 を 引き 揚げ 、 フ ラッ プ を 戻し て 、 も う 一 度 、 進 人 を や り 直し て く 
だ さい 。 マ ル タ 島 へ 向かっ て 飛ん で 、 旋 回 し 、 は じ め か ら や り 直 す の で す 。 
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敵 に 対処 する 





接地 : 速度 が 適切 (150-200 ノ ッ ト ) な ら 、 高 度 計 に 目 を 配り は じ め て くだ さい 。100 フ ィ ー ト か ら 300 
フィ ー ト で 、 下 隆 を 続け て いる は ず で す 。 操 縦 往 を 微 調整 し て 安定 し た 隆 下 を 続け る よう に し て くだ さ 
い 。 た だ し 、 降 下 が 早 すぎ て は いけ ませ ん 。 滑走 路 は 高度 0 フィ ー ト で す 。 消 走路 の 舗装 面 に 当たる タ 
イヤ の き し り が 聞こ えた ら 、 即 座 に ブレ ー キ (0) キ ー を 押し 、 続 いて 出力 ゼロ (SHIFT -) キ ー を 押し て エ 
ンジ ン を 止め て くだ さい 。 無事 に 着陸 で きま し た 。 








2 度目 の 出撃 Your Second Mission 


2 度目 の 訓練 出撃 で は 敵 の レー ダー、 航 空 機 、 ミ サイ ル 等 に つい て 知る こと に な る で し ょ う 。 控え室 
に 戻っ た ら 、 まっ すぐ プリ ー フ ィング ・ ルー ム へ 行っ て くだ さい 。 ト リポ リ の レー ダー 基地 に 対す る 同 
じ 出 撃 命令 を 受け ます が 、 今 回 は 敵 を 警戒 する 必要 が あり ます 。 

出撃 計画 : 出 繋 前 に 、 状 況 説明 (イン テリ ジェ ンス ・ プ リー フィ ング ダグ) で 詳細 な 状況 を 確認 し ます 。 メ 
ニュ ー の “レー ダー 探知 範囲 (Radar Ranges)” オプ ショ ン の 文字 を 明る くし て 、 選 択 し ます 。 コ ント 
ロー ラー を 使っ て 、 矢 印 カ ー ソ ル を 地図 上 で 移動 きせ て くだ さい 。 カ ー ソ ル が レー ダー 基地 の アイ コン 
に 触れ る と 、 そ の 基地 の ミサ イル 防衛 網 に 関す る 情報 が 現われ ます 。 そ の 基地 の アイ コン を 選択 する 
と 、 索 敵 レ ー ダ ー の 探知 距離 が 円 と し て 表示 され ます 。 基地 の すべ て 、 あ る い は どこ で も 自由 に 選択 
し 、 そ れ ぞ れ の 基地 の レー ダー 有効 範囲 の 表示 を 、 別 々 に オン ・ オ フ で きま す 。 実線 の 円 は ドッ プラ 
レー ダー を 、 点 線 は パル ス ・ レ ー ダ ー を 表し ます 。 


この 地図 画面 は トリ ポリ へ の 往復 ルー ト を 立案 する の に 役立ち ます 。 あ な た の F-117A に 搭載 され て 
いる INS に 設定 され て いる ウェ イ ポ イン ト は 地図 上 に 示さ れ て いる デフ ォ ル ト ・ ル に 沿っ た も の 
で ある こと を 忘れ な いで くだ さい 。 で きる だ け 敵 に 探 和 和 され な いよ うに 、 ち が う ル ー ト を 飛 ぼ うと 考え 
る か も し れ ま せん 。 


基本 的 に は 、 ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー の 場合 は 、 円 を 描く よう に レー ダー か ら 等 距離 を 飛行 する よう に 
すれ ば 探知 を まぬがれ ます 。 パ ルス ・ レ ー ダ ー の 場合 に は 、 ま っ すぐ レー ダー に 向かう か 、 レ ー ダ ー か 
ee 


立案 が 済ん だ 時 に は 、 敵 レー ダー の 位置 や 探知 を 避け る 飛行 ルー ト 、 ま た 任務 達成 に 必要 な 武器 な 
に 関し て 、 頭 の 中 に res “地図 " が で き あ が っ て いる は ず で す 。 


ウェ イ ポ イン ト の 調整 : 消 走路 で 離陸 を 待っ て いる 時 に 、 自 分 の 作戦 計画 に 合う よ 
ト を 調整 し た く な る で し ょ う 。 デ フォ ルト で は 、 ウ ェ イ ポイ ント 1 は 出撃 地点 と 、 第 
す 。 ほ と ん どの パイ ロッ ト は この ウェ イ ポ イン ト を 調整 し ます 。 











































































































ウェ イ ポ イン 


3e 
一 目標 と の 中 間 で 








調整 する 場合 は 、 ま ず 左 側 MF D に 衛星 地図 が 表示 され る まで 、 地 図 (F2) キ ー を 押し ます 。 次 に ウェ 
イ ポ イン ト 変 更 (F8) キ ー を 押し て 、 右 側 MFD に ウェ イ ポ イン ト 一 覧 を 、 左側 MF D に 飛行 ルー ト を 出 
し ます 。 ウ ェ イ ポイ ント 調整 (SHIFT テ ン キ ー の 2.4.6.8) を 使っ て 、 衛 星 地図 上 で ウェ イボ ポ イント 1 る 動 
か し ます 。 ウ ェ イ ポイ ント を 動か す と 、 ル ー ト が 自動 的 に 新しい ポイ ント に “つなが る "の が 分 か る で 
し ょ う 。 結 果 が 気に入ら な いり 場合 は 、、 ウ ェ イ ポイ ント ・ リ セッ ト (SHIFT F8) キ ー を 押せ ば 、 す べ て の 
ウェ イボ ポイ ント が 初期 状態 に 戻り ます 。 


目標 へ の 飛行 : 離陸 し て 目標 に 向かっ て 飛行 し て いる 時 は 、 左 側 MFD の 衛星 地図 で レー ダー・ パ 
ター ン に 気 を つけ て くだ さい 。 


敵 の レー ダー 波 は 円 弧 の 形 で 地図 に 現われ ます 。 点 線 の 円 紋 は パル ス ・ レ ー ダ ー で 、 実線 は ドッ プ 
ラー・ レ ー ダ ー で す 。 対地 索敵 レー ダー と AWACS レーダー は 広がる 円 で 、 す べ て の 航空 機 レ ー ダ ー 
と 地上 の 追跡 用 レー ダー は 短い 円 弧 で 表わさ れ ま す 。 


ミサ イル と 航空 機 は 左側 MF D に 特定 の 色 の 点 で 示さ れ ま す 。 赤 い 点 は 航空 機 で 、 黒 い 点 は 地上 の 
レー ダー 施設 、 黄 色 は 敵 の ミサ イル で す 。 


前 方 監視 レー ダー を 備え た 英機 の 出現 で 、 敵 防空 網 を くぐり 抜け る 当初 の 作戦 を 変更 すぎ る を えな く 
な る で し ょ う 。 敵 機 の 背後 か 下 を くぐり 抜け な けれ ば な ら な い の で す 。 


ステ ルス 飛行 : 状況 を 把 掘 し た と ころ で 、 左側 MFD の 下 に ある 電磁 探知 視認 度 (EM V) 計 に 気 を つ 
け て くだ さい 。 敵 レー ダー に 対す る 自 機 の “見え や すき" は 、EMV 計 の 右側 か ら 伸 びる 太い 赤い バー 
の 形 で 表わさ れ ま す 。 高度 、 速 い 速 度 、 ベ イ ・ ド ア を 開け る 、 着 際 装 置 を 降ろ す 、 ジ ャ マー を 作動 させ ・ 
る な ど で 、 見 え や すさ は 増加 し ます 。EMV を 小さ くし て お く た め に は 、 低 空 (200 フ ィ ー ト 程度 ) を 飛 
行 し 、 着 陸 装 置 を 引き 揚げ て お き 、 ベ イ を 閉じ 、 ジ ャ マー を 切っ て お く こ と で す 。 さ ら に 、 パ ルス 
レー ダー に 対し て は 、 直 進 し 、 ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー に 対し て は 一 定 距 離 を 保っ て (円 を 描く よう に 和 ビ 牛 
し て ) 飛 ぶ こ と で す 。 

EMV 計 の 左側 か ら 伸 びる 2 本 の 細い バー は 、 こ ちら に 向かっ て 放 た れ た 敵 の レー ダー 波 で す 。 敵 の 
地上 基地 か ら の レー ダー 流 (E G R) は 上 側 に 、 敵 機 か ら の レー ダ 流 (E A R) は 下 側 に 表示 され ます 。 そ 
れ ぞ れ の バー の 色 は 、 敵 レー ダー が あな た を 探知 し た か どう か を 表わし て いま す 。 基 本 的 に 、 黄 色 、 ピ 
ンク 、 白 の バー は 、 あ な た が 探知 きれ て いる こと を 示し て いま す ( 詳 細 は 48 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さ 
い )。 パ バー の 色 は 衛星 地図 の レー ダー の 円 弧 の 色 と 一 致し て いま す 。 さ ら に 、 自 機 が レー ダー に 探知 さ 
EME. EMVOS4 PAHO. BHM ET, 
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警報 時 に は 、 あ な た の 犯し た 過ち か ら 、 あ る い は 今 ま で 作動 し て いな か っ た 敵 レ ー ダ ー が 不意 に 作動 し は 
じ め て 、 探 知 き され て し まう こと も あり ます 。 ま た 、 目 標 に 接近 する まで 一 度 も レー ダー に 探知 され な 
か っ た に し て も 、 目標 を 破壊 すれ ば 、 敵 を 確実 に 警戒 させ する こと に な る わけ で す 。 


索敵 警報 : 敵 レ ー ダ ー 強 度 バ ー が EMV バ ー に 重なっ た 時 は 、 自 機 が 敵 の 索敵 レー ダー に 探知 され た 
の で す 。 索敵 レー ダー に 探知 きれ た 場合 は 、 敵 戦闘 機 が こち ら に 向かっ て 飛ん で いて 、 そ の 地区 の 地 対 
空 ミ サイ ル (S AM) 基 地 は あな た を 追跡 し は じ め た こと に な り ま す 。 


追跡 警報 : 長 距離 お よび 中 距離 S AM を 発射 する 前 に は 、 レ ー ダ ー で 日 標 を 追跡 し な く て は な り ま せ 
Ao 追跡 レー ダー は 左側 MF D の 衛星 地図 に 、 短 く て 狭い 円 弧 と し て 現われ ます 。 敵 の レー ダー が あな 
た の 機 の 追跡 を 開始 する と 、 計 器 盤 の “追跡 (TRAK)" 警告 灯 が 点 減 を は じ め ま す 。 


ミサ イル 警告 灯 : あな た の 機 に 向かっ て レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル が 発射 され た 時 は 、 “RAD” ミサ 
イル 警告 灯 が 点 減 し ます 。 I R( 赤 外線 ) 誘 導 式 ミサ イル の 時 は “TR” ミサ イル 警告 灯 が 点滅 し ます 。 


ミサ イル が あな た の 機 に 向かっ て 飛ん で き て いる 間 は 、 そ れ ぞ れ の タイ プ の 警告 灯 が 点滅 を 続け ま 
す 。 ミ サイ ル 警 告 灯 は きわ め て 重要 で す 。 と いう の も 、 こ の 警告 灯 だ けが 攻撃 し て くる ミサ イル の タイ 
プ を 教え を て くれ 、 そ れ に よっ て どの よう な 防御 策 を と る べき か 判断 で きる か ら で す 。 


ミサ イル 接近 クラ クシ ョ ン : ミサ イル が 自 機 か ら 数 秒 の と ころ まで 迫っ て きた ら 、 ミ サイ ル 接 近 ク ラ 
クシ ョ ン が 鳴り だ し ます 。 こ の 繰り 返し 鳴る 大 き な 音 は 、 即 座 に な ん ら か の 処置 を と ら な いと ミサ イル 
が 命中 する こと を 意味 し ます 。 一般 的 な の は 、 危 険 の 種類 に 応じ て 、 レ ー ダ ー 式 ミサ イル に 対し て は 
チャ フ ・ カ ー ト リッ ジ を 、 TI R ミ サイ ル に は フレ ア ・ カ ー ト リッ ジ を 投下 する こと で し ょ う 。 も っ と も 、 
最後 の 瞬間 の 回 避 行 動 を と る こと も 可能 で す が 。 










































ミサ イル 防衛 " 追 中 "ある い は ミサ イル 警告 灯 が 点 減 を は じ め た ら 、 防 衛 策 を 準備 し て くだ さい 一 敵 の 攻撃 が き 
ます 。 


攻撃 の 判断 : まず 、 攻撃 を 確認 する こと で す 。 地 國 (F3) キ ー を 押し て 、 左側 の MF D を 戦術 表示 に 切 
DRACO REV. 区 大 (Z) と 縮小 CX) の キー を 使っ て 、 適 切な 倍率 に し ます 。 ミ サイ ル は 特定 の 色 の 細 
い 線 で 表わさ れ ま す 。 1 R 式 ミサ イル は 赤 で 、 レ ー ダ ー 誘 導 式 ミサ イル は 黄色 で す 。 


消滅 : レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル (“TRAK" か “RAD” ミサ イル 警告 季 の どちら か 、 あ る い は 両 
方 が 点 減 し ます ) の 攻撃 を 受け た 場合 は 、、EMV を 減衰 させ て 、 攻 撃 を か わす こと が で きま す 。 HL 
ダー が あな た の 機 を 見 失っ た 時 は 、 ミ サイ ル は 誘導 し て くれ る も の が な く な っ て 、 や みく も に 飛ぶ し か 
あり ませ ん 。 








ジャ マー : レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル ( “RAD" 警告 灯 が 作動 する ) に 対し て は ECM ジ ャ マー が 使え 
ます 。 ECM(④ キ ー を 押せ ば 、ECM ジ ャ マー を オン ・ オ フ で きま す 。 I R 誘 導 式 ミサ イル (“TIR" 警 
告 灯 が 作動 する ) に 対し て は I R ジ ャ マー を 使っ て くだ さい 。 1 月 ジャ マー(3) キ ー で オン ・ オ フ し ます 。 


ジャ マー を 作動 きせ た 後 は 、 コ ー ス を 変え て ミサ イル か ら 遠 ざか っ て くだ さい 。 そ うし な いと 、 ジ ャ 
マー を 停止 させ た (ある い は ミサ イル が 接近 し すぎ た ) 場 合 に 、 ミ サイ ル は また あな た の 機 を 追 違 し は じ 
め ま す ! ジャ ミン グ を “突破 する "新型 の ミサ イル に は 、 セ ミ ・ ア クティ プ ブ ・ レ ー ダ ー 誘 導 式 ミサ イ 
ル 、 コ マン ド 式 レー ダー 誘導 ミサ イル 、 第 2 世代 IR ミ サイ ル な ど が あり ます 。 


ジャ マー は 作動 し た まま に し て お いて は いけ ませ ん 。ECM ジ ャ マー は 自 機 の EMV を 増大 させ ま 
Fo TIR ジ ャ マー は 自 機 の 速度 を 低下 させ 、 ま た オー バー ヒー ト す る 恐れ が あり ます 。 


チャ フ と フレ ア : チャ フ や フレ ア の カー トリ ッ ジ は 、 2 秒 以 上 に わた っ て ミサ イル を 携 乱 し 、 チ ャ フ 
(レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル の 場合 ) な り フ レア (IR 誘 導 式 ミサ イル の 場合 ) な り に ミサ イル を 引き つけ 
レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル ( “RAD” 警告 術 ) に よっ て クラ クシ ョ ン が 鳴っ た ら 、 チ ャ フ (2) キ ー を 押し 
て チャ フ ・ カ ー ト リッ ジ を 投下 し て くだ さい 。 赤 外線 誘導 式 ミ サイ ル ( “IR” 警告 灯 ) に よっ て クラ ク 
ショ ン が 鳴っ た ら 、 フ レア (1) キ ー を 押し て フレ ア ・ カ ー ト リッ ジ を 発射 し て くだ さい 。 


デコ イ ( お と り ) : F-117A は 、 ど の よう な タイ プ の ミサ イル で も 数 秒間 失 乱 で きる デコ イ を 3 基 搭 載 し 
て いま す 。 デ コイ を 発射 する に は 、 デ コイ ($) キ ー を 押し ます 。 計 器 盤 の デコ イ の ライ ト が つき 、 デ コ 
イ が 作動 し て いる 間 は ずっ と 点灯 し た まま で す 。 


操縦 操作 : ミサ イル の 前 方 “視界 "は 45 度 し か な い の で 、 こ の 円 弧 の 外 に いれ ば 、 ミ サイ ル に 追跡 さ 
れる こと は あり ませ ん 。 で すか ら 、 デ コイ な り ジ ャ マー な り チ ャ フ な り フ レア な り で ミサ イル の “BE 
くら ませ "て か ら 視 野 の 円 弧 の 外 へ 出れ ば 、 ミ サイ ル は あな た の 機 を 見 失い 飛び 夫 っ て し まい ます 。 ま 
た 、 ミ サイ ル の 旋回 半径 は 非常 に 大 きい の で 、 ミ サイ ル の 内 側 に “回 りこ む " こと も 可能 で す 。 




















2 度目 の 出撃 の 終了 


目標 の 破壊 と 、 基 地 へ の 帰投 に 関し て は 、 最 初 の 出撃 の 時 の 指示 に し た が っ て くだ さい 。 た だ し 、 今 
回 は 敵 レ ー ダ ー と ミサ イル の 回 避 を 練習 する こと に な り ま す 。 "実際 の " 出撃 に 移る 前 に 、 こ の 出撃 訓 
練 を 何 度 か 繰り 返し た ほう が いい か も し れ ま せん 。 幸運 を 祈る | 
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操作 の 説明 


OPERATING INSTRUCTIONS 








出撃 前 の ブリ ー フ ィング Preflight Briefing 
この “F-117A ナ イト ホー ク " に は 多く の オプ ショ ン が 揃っ て いま す 。 オ プシ ョ ン を 選択 する に は 、 
コン トロ ー ラ ー( ジ ョ イス ティ ッ ク 、 マ ウス 、 キ ー ボ ー ド ) を 動か し て 希望 する 項目 の 上 に 矢印 カー ソル 






















を 移動 させ 、 セ レク ター( ジ ョ イス ティ ッ ク の ボタ ン 1、 マ ウス の 左 ク リッ ク 、 リ ター ン ・ キ ー) を 押し ま 
す 。 ボ タン 2、 マ ウス の 右 ク リッ ク 、 エ スケ ー プ ・ キ ー 等 を 押す と 、 い つ で も 出 弥 控 え 室 へ 戻れ ます 。 
ハー ドウ エア の ゲーム を 立ち 上 げ る と を ェ ア 関 連 の 質問 が 出 て きま す 。 詳細 に つい て は "テク ニカ ル ・ サ プ 
。、 。 、 ル メ ント "を 参照 し て くだ : 
オプ ショ ン 
航空 機 の 識別 EROMEN で き な け れ ば 、 任務 を 選ぶ 画面 に 進む こと は で igi 画面 に 


emt も の を 、 本 マ 
首 、 コ ッ ク ピ ッ ッ ト な どの 形状 を ? 
で くだ さい 。 


答 が 間違い だ と 、 自 動 的 に 訓練 過程 が は じ ま り ます 。 正 解 だ と 、 任 務 を 選択 する こと が で きま す 。 


て くだ さい 。 W, PK, 
そし て 、 PUARE 























パ g 新しい パイ ロッ ト と し て 軍務 を は じ め る ま る こと も 

イロ ッ ト 一 覧 家計 ます 。 た だ し 、 一 度 パ イロ ッ ト の 名 前 を 肖 除 する と 、 二 大 i ee 
い 。 確信 が 持て る まで 、 パ イロ ッ ト の 名 前 は 消 き な いこ 。 コ ピー し た ディ スク Tea オォ オリジ 
ナル ・ デ ィ ス ク で ゲー ム を 起動 し た 場合 、 パ イロ ッ ト の 記録 を セー プ す る こと は で きま せん 。 








R M カー ソル を (コン トト ローラー で) 動か し て 、 一 覧 表 に 記載 され て いる 多く の 名 前 の 中 か ら 好 き な 名 前 を 
既存 の パイ ロッ ト を よこ と が で きま す 。 カ ー ソ ル が 指し て いる 名 前 は 、 明 る く な っ て いま す 。 セ レク ター を 押し て 、 名 前 
選ぶ を 選択 し て くだ さい 。 





人 新しい パイ ロッ ト を 登録 する に は 、 既 存 の 名 前 の ひと つ を 選び 、 バ ックス ペー ス (BS) キ ー か デリ ー ト 
新しい パイ ロッ ト を (DEr) キ ー を 押し て くだ さい 。 そ れ か ら 、 新 し い 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 名 前 の 入力 が 終わ っ た ら 、 
登録 する リタ ー ン ・ キ ー を 押し て 、 一 覧 表 に 登録 し て くだ さい 。 そ れ か ら は 、 通 常 の よう に その 名 前 を 選び 、 セ 
レク ター を 押せ ば 良い の で す 。 
名 簿 か ら パ イロ ッ ト を 選ぶ と 、 そ の パイ ロッ ト で 飛ぶ 場合 の 技術 レベ ル を 選択 する 書式 が 以下 の よう 
に 表示 され ます 。 


BORA ゲー ム の 難易 度 は 敵 の 資質 に よっ て 左右 され ます 。 敵 が 優れ て いれ ば いる ほど 任務 の 達成 は むず か し 
く な り ま す が 、 報 奨 も 大 きく な り ま す 。 得点 は この オプ ショ 
ン に よっ て 大 きく 影響 きれ ます 。 普通 (Normal) レ ベル の 敵 や 
新米 (Green) を 選択 する と 得点 は 低く 、 昇 進 が 遅く な り 、 最高 
の 勲章 に は 手 が 届 か な く な っ て し まい ます 。 熟練 (Veteran) や 
































— ご A EMS Ey HE Fi & Le Pe 
Squadron Bulletin Board et リー ト (Elite) の 敵 を 選 ぷと 得点 も 高く 、 距 進 ゃ 早く な っ て 重 
2 Pilots on Alert a WHE b BID EF 
Pilot Score Sorties Status S y å は に 
ーー j OM: 英 は 、 航 空 機 も SAM も 旧式 な も の を 
FORM AFS35=PS Pilot Skill = 新米 (Green) 3 
Lt Col Sid "Slime" NRier (Nane: 2nd Lt Fietener | 較 使っ て いま す 。 敵 の レー ダー は 維持 管理 が 悪く 、 よ く 故 障 し 
Capt m To ness [Dpponent Quality) _ 1% ます 。 レーダー 技師 は 基礎 的 な 知識 し か 持た ず 、 あ な た の 機 
hls arte er T が 時 と し て 発する 異様 な 読み 取れ ませ ん 。 
© Woot Woot" Hendrick k A afa 2 aih pro 9 
Capt Bruce "whommer・ Shelley [ooo 一 敵 の パイ ロッ ト は 高等 飛行 術 や 空中 戦 に つい て の 技術 は な い 
Major Maximum Remington F g に 等 し い の で す 。 
Lt Col Al "Chance" Roireau ssy Landing 
Major “Gon! Fishin" Taormino |% tic Landings Ñ | 普通 (Normal) の 敵 英 の 航空 機 や S AM は 、 そ の 地域 に ふ 
i celal tem nlc rr Fah HT きわ し い レ ベル の も の で す 。 第 三世 界 や 武器 購入 国 な ら 旧 式 
O 2nd Lt Fletcher Pe な 装備 で す が 、 超 大 国 が 相手 な ら 、 装 備 は ずっ と 近代 的 な も 
Best Mission: 0 Realist の で す 。 レー ダー 技師 は 訓練 を 重ね て いま す が 、 経 験 は 不足 
man - し て いま す 。 敵 パイ ロッ ト は 模擬 空中 戦 や 高等 飛行 術 の 演習 
は 経験 し て いま す が 、 束 練 パイ ロッ ト の よう な 機敏 な 対応 や 
果敢 な 攻撃 は で きま せん 。 


熟練 し た (Veteran) 敵 : 普通 レベ ル の 敵 の 場合 と 同様 、 敵 の 航空 機 や S AM は その 地域 に ふさ わし い 
も の で す が 、 OA A ST by SMBRERAC N 
断 力も 優れ て いま す 。 敵 パイ ロッ ト は 空中 戦 に も 慣れ て いて 、 す で に 何 機 か 撃隊 し て いる で し ょ う 。 


エリ ー ト (Elite) の 敵 : あな た は 敵 の 最高 レベ ル と 対決 する こと に な り ま す 。 エ リー ト 部 隊 は 常に 最高 
の 装備 を 有 し て いま す 。 レ ー ダー 技師 は 自分 の 扱う 装置 を 熱 知 し て いて 、 あな た の 機 が 発する 微弱 な 、 
識別 困難 な 信号 を 正確 に 読み 取る こと が で きま す 。 敵 パ イロ ッ ト は エー ス で ある こと が 多く 、 今 まで 知 
られ て いる 戦闘 技術 を すべ て 心得 て いて 、 新 た な 手 を 編み 出し て いて も 不思議 は あり ませ ん 。 





























着陸 技術 


この オプ ショ ン は F-I17A の 操縦 の 難易 度 と 危険 度 を 決定 し ます 。 も ちろ ん 、 得 点 に も 影響 し ます 。 
飛行 が むず か し けれ ば むず か し い ほ ど 、 得 点 は 高く な り 、 勲 章 や 昇進 の 機会 を 得る の が 楽に な り ま す 。 


墜落 な し (No Crush) : これ は 飛行 を 学ぶ 場合 に は 理想 的 な 選択 で す 。 隊 落す る 状況 で も 、 機 自体 が 補 
正 し 、 飛 行 を 続け ます 。 着 陸 の 際 は 、 ど ん な に 勢い よく 地面 に お つか っ て も 安全 で す 。 着陸 装置 を 下ろ 
さ な い か ぎり 、 自 動 気圧 高度 計 に よっ て 、 楽 に 低空 飛行 を 行なえ る 高度 200 フ ィ ー ト 以上 が 維持 され ま 
す 。 た だ し 、 こ の オプ ショ ン は 敵 の 武器 に まで は 影響 せ ず 、 そ の 威力 は 変わ り ま せん 。 こ の オプ ショ ン 
を 選択 する と 得点 は いち じ る し く 低 く な り 、 昇 進 し た り 勲 章 を 得る こと は 困難 に な り ま す 。 


簡易 着陸 (Easy Landing) : 時 々 し か 飛ば な い ウ イー クエ ンド ・ パ イロ ッ ト 向 き の 選 択 で す 。 安 全 着陸 
の 要素 を か な り ゆ る く 設 定 し て いま す の で 、 パ ラメ ー タ が 非常 に ゆる や か に な っ て いま す の で 、 最 も 難 
し い 操 作 の ひと つが か な り 容易 に で きま す 。 墜落 を 避け る に は 滑走 路 や 航空 母艦 や 用 意 き れ た 着陸 地点 
に 着地 し な けれ ば な り ま せん 。 そ れ 以 外 の 地面 や 水面 に 接触 する と 機体 は 破損 し ます 。 “墜落 な し "の 
場合 と 同様 に 、 着 陸 装 置 を 下ろ さき ない か ぎり 、 自 動 気圧 高度 計 に よっ て 200 フ ィ ー ト の 高度 を 維持 し て 
いま す 。 こ の オプ ショ ン を 選ん で も 、 得 点 は 少し 低く な る だ け で す 。 昇進 に は それ ほど 影響 し ませ ん 
し 、 最 高 の 勲 章 以 外 の 勲章 は 獲得 で きま す 。 


リア ル な 着陸 (Realistick Landing): この オプ ショ ン で 成功 する に は 、 優 れ た 技能 が 必要 で す 。 下 隆 す 
る の が 早 す ぎる れ ば 、 死 に 直結 し ます 。 こ の オプ ショ ン を 選択 する と 、 正 規 の 得点 が 与え られ ます 。 他 
の 選択 で も この オプ ショ ン と 同じ レベ ル を 選ん で いれ ば 、 昇 進 は 早く 、 ど ん な 勲章 で も 簡単 に 獲得 で き 
ます 。 

















F-117A の リア ル さ 





この オプ ショ ン は 、 “EMO” ロッ キー ド F-117A を 操縦 する か 、 マ イク ロ プ ロー ズ 社 の 改良 版 F- 
117A を 操縦 する か を 決め る も の で す 。 ロ ッ キ ー ド 版 F-117A は マイ クロ プロ ー ズ 版 に 比べ る と 、 い ろ い 
ろ な 面 で 制約 が 多く な っ て いま す 。 
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ロッ キー ド F-117A: ロッ キー ド 版 F-117A を 選ぶ と 、 武 器 ベ ペイ は 4 カ所 で は な く 2 カ所 で 、 機 関 砲 を 
含む 対空 火器 を 装備 する こと が で きま せん 。 ま た 、 空 戦 任務 に 出撃 する こと も 、 航 空母 艦 か ら 発進 する 
こと も あり ませ ん 。 飛行 する の は 夜間 だ け で 敵 の レー ダー に 発見 され る 可能 性 は ずっ と 低く な り ま す 。 

マイ クロ プロ ー ズ F-117A : マイ クロ プロ ー ズ 版 F-117A は ロッ キー ド 版 の ステ ルス 性 を 多少 犠牲 に し 
て 、 兵 装 を 多く し 、 任 務 の バラエティ を 多く し 、 夜 で も 昼 で も 飛ぶ こと に し まし た (も っ と る も 恒 問 の 任 
務 は きわ め て 限ら ちら れ て いま す が )。 ど ちら で も 、 お 好き な ほう を 選ん で くだ さい 。 


選択 終わ り (Form Complete) : この 画面 で の 選択 が 終わ っ た ら 、 “選択 終わ り " を 選ん で くだ さい 。 
パイ ロッ ト 和 名 簿 で の 選択 が すべ て 終わ っ た ら 、 右 下 の 隅 に ある “出る (EXIT)"” を 選ん で くだ さい 。 











出撃 控え 室 ここ は パイ ロッ ト が 出撃 命令 を 待つ 、 出撃 控え 室 で す 。 こ の 部 屋 か ら 他 の 部 屋 に 行っ て 、 さ ま ざ ま な 
ゲー ム ・ オ プシ ョ ン を 選択 する こと が で きま す 。 現在 選択 きれ て いる すべ て の オプ ショ ン の 概要 を 見 る 
こと も で きる し 、 パ イロ ッ ト 一 覧 表 の 画面 に 戻る こと も で きま す 。 


他 の 部 屋 に 入る に は 、 目 的 の 部 屋 の ドア に カー ソル を 移動 き 
せ 、 セ レク ター を 押し て くだ さい 。 


パイ ロッ ト 一 覧 素 に 戻る に は 、 控 え 室 の 奥 の 壁 に ある 掲示 板 に 
カー ソル を 合わ せ 、 選 択 し ます 。 

















- | 司令 官 の オフ ィ ス (CO office) 

mam A 別 の 戦 区 へ の 転属 や 別 の 任務 の 拝命 を 希望 する 場合 は 、 AE 
| の オフ ィ ス へ 行き ます 。 こ こ で 新しい 任務 の た め の 地 域 を 選び 、 
その 地域 の 政治 的 レベ ル と 軍事 的 緊張 を 選び ます 。 そ れ と 任務 の 
タイ プ も 。 








世界 の 地域 

作戦 地域 は 世界 じゅ うに 9 カ所 あり ます 。 どの 地域 も 、 現 代 史 
で の 異な る 時 点 で あり 、 そ れ ぞ れ 独 自 の 任務 と 危険 と が 存在 し ま 
す 。 あ る 地域 は 他 よ り 危 険 で あり 、 そ の 地域 で の 任務 で は 充分 な 
報奨 が あり ます 。 





ペル シャ 湾 (Percian Gulf:1984) : この 地域 の 状況 は 複雑 で 、 か な り 危 険 で す 。 イ ラン は 急進 的 な 革命 
を 経験 し 、 イ ラク と 長期 に わた る 戦争 状態 に あり 、 ア メリ カ 合 衆 国 海軍 と の 交戦 も 数 多く 起こ っ て いま す 。 


ノー ルカ ッ プ 岬 (North Cape:1985) : 冷戦 の 最盛 期 に ある ソ連 の 大 規模 で 強大 な 力 に 直面 する こと に 
な り ま す 。 こ の 地域 に は ソ連 の 軍事 施設 や 海軍 基地 が 多数 存在 し ます 。 こ こ は 危 険 地帯 で す 。 


リビア (Lybia:1986) : ソ連 の 従属 国 で ある リビア は 、 国 際 テ ロ の 主要 な 後援 者 で も あり ます 。 ア メリ 
カ の 空軍 お よび 海軍 航空 隊 の 攻撃 対象 に な っ て いま し た 。 こ こ は 比 較 的 容易 な 状況 で す 。 リ ビ ヤ で の 訓 
練 任務 は 定型 化 さ れ て いま す 。 攻撃 訓練 は 常に 空母 アメ リカ か ら ト リポ リ に 向かい 、 空 中 戦 の 訓練 は 党 
に ベン ガ ジ 湾 上 で 哨戒 中 の 敵 戦 闘 機 の 迎撃 で す 。 
中 央 ヨー ロッ パ (Central Europe:1986) : ノー ルカ ッ プ 岬 地帯 と 同じ く 、 こ こ で も ソ連 と ワル シャ ワ 条 
約 軍 の 第 一 線 部 隊 と 対決 する こと に な り ま す 。 量 的 に は 劣っ て いる が 質 的 に は 優れ て いる NATO 軍 
(あな た の FE-117A も 含む ) が 、 敵 の 巨大 な 兵力 と 対 剛 し て いま す 。 超 大国 同士 の 小競り合い や 第 三次 世界 
大 戦 が 勃 先 す る よう な こと が あれ が 、 勝 敗 は この 地域 の 戦況 いか ん で 決ま る で し ょ う 。 こ こ は も っ と も 
危険 な 地域 の ひと つ で す 。 


















































中 東 (Middle East:1989) : 中 東 地域 に は 同盟 と 英 対 の クモ の 巣 が 複雑 
司令 官 の オフ ィ ス に 張り めぐ ら さ れ て いま す 。 シ リア や イラ ク や その 他 の テロ リス ト を 
LT BECOME CI, ソ連 の 兵器 に 劣ら ず 西 側 の 製品 に も 出 
くわ す で し ょ う 。 こ こ は 人 危険 地帯 で す 。 


砂漠 の 嵐 作戦 二 イ ラク (Desert Storm:1991) : クウ ェ ー ト と イラ ク の 
作戦 区 で は 、 ア メリ カ 合 衆 国 、 英 国 、 フ ラン ス 及 びそ れ に 協力 する ア 
ラブ の 各国 が 、 ア ラブ 統一 を 唱え る 独裁 者 サダ ム ・ フ セイ ン と 彼 の 率い 
る イラ ク 軍 に 対決 し て いま す 。 こ れ は か な り 技 能 を 要する 状況 で す 。 


ベト ナム (Vietnam:1994) : アメ リカ 軍 は 東南 アジ ア に 空軍 力 を 送り 
こん で 、 ベ トナ ム の 領土 拡大 政策 に 対抗 し 、 か つて の 雪辱 を 果たそ う 
と も くろ み ま す 。 こ こ は き わ め て 危険 な 地域 で す 。 
キュ ー バ (Cuba:1995) : キュ ー バ は 共産 主義 革命 を 中 央 アメ リカ と 
: カリ ゾ ブ 海 東部 に まで 広げ よう と 決意 し まし た 。 ア メリ カ 政 府 は 、 草 命 
Ra a TCS の 波 が 広がる 前 に 、 そ れ を 阻止 する 決断 を 下 し まし た 。 こ れ は 危険 な 
i | > 状況 で す 。 
朝鮮 半島 (Korea:1997) : 中 国 と 北朝 鮮 は 、 ア メリ カ 主 導 の 民主 主義 
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ay 


が これ 以上 アジ ア に 広がる こと に 我慢 で き な く な り ま し た 。 両国 は アメ リカ と 韓国 の 軍事 施設 に 対し て 
攻撃 を か ける 計画 で す 。 も ちろ ん 、 ア メリ カ 政 府 は 極東 に お ける 足 掛 り を 守る 決意 で す 。 こ れ は 最も 危 
険 な 状況 の ひと つ で す 。 





























紛争 の レベ ル 


その 地域 に お ける 紛争 の 程度 は 、 あ な た の 飛行 任務 に ドラ マチ ッ ク な 影響 を 与え ます 。 紛争 の 程度 に 
応じ て 、 そ れ ぞ れ 難 し い 問題 だ 生まれ て いま す 。 ど れ も 他 の も の より 易しい と いう こと は あり ませ ん 。 
一 般 的 に は 、 戦 闘 が 進行 し て いれ ば いる だ け 、 任 務 は いっ そう 激烈 で 、 危険 も 多く な り ま す が 、 そ の 一 
方 で 、 冷 戦 状 態 で は 慎重 な 計画 と 厳密 な 判断 一 一 交戦 時 に 求め られ る の と は 別 な 技能 で す が 、 重 要 性 は 
劣り ませ ん 一 一 と が 要求 され る の で す 。 


冷戦 (Cold War) : 冷戦 で の 出撃 は 秘密 任務 で す 。 英 に 探知 され な いこ と が きわ め て 重要 で す ( あ り が 
た いこ と に 、 敵 の レー ダー や S AM の 操作 要員 は 襲撃 を 予期 し て いま せん 。 攻撃 し て くる 前 に 、 何 度 も 
国籍 を 確認 し よう と する で し ょ う )。 探知 きれ て し まっ た 場合 は 探知 し た 航空 機 や レー ダー を 破壊 し な 
けれ ば な り ま せん 。 し か し 、 武 器 を (それ も 当初 の 目標 以外 の も の に ) 使 用 すれ ば する ほど 、 パ イロ ッ ト 
に と っ て は 恥辱 で あり 、 任 務 の 成功 の 度合 いも 下がり ます 。 実際 、 冷 戦時 に お ける 任務 は 、 ほ と ん ど が 
の 本 
除 " する こと で す 。 


限定 戦争 (Limited War) : この 場合 も や は り 秘密 任 務 で す 。 依 然 と し て 、 探 知 き され な いこ と が 重要 で 
す が 、 敵 と 交戦 状態 に ある の で 軍事 施設 は 格好 の 目標 に な り ま す 。 た だ し 、 民 間 人 に 披 害 が 出 な いよ う 
注意 が 肝心 で す 。 通 常 は 攻撃 や 爆撃 任務 で す が 、 写真 偵 察 や スパ イ 飛 行 も 珍し く あ り ま せん 。 局 地 戦 で 
は 敵 の レー ダー 技師 も 攻撃 を 予期 し て いて 、 反 応 は 若 二 早く な っ て いる で し ょ う 。 


通常 戦争 (Conventional War) : これ は 全面 戦争 で す 。 敵 に 最大 限 の 損害 を 与え を る こと が 主要 な 目的 で 
す 。 探 知 き され な いこ と に 政治 的 な 重要 性 は あり ませ ん が 、 生 き て 帰る た め に は 有益 で す 。 敵 地 に ある ど 
の よう な 施設 も 、 軍 用 と 民間 と を 問わ ず 、 格 好 の 目標 と な り ま す 。 し か し 、 敵 の 防空 要員 は めった に 国 
籍 を 確認 し ませ ん 。 戦 時 で は 誰 も が 、 ま ず 撃 っ て か ら 、 そ の 後 で 質問 を 発し よう と 考え る の で す ! 



































任務 の 種類 


出撃 任務 は “実際 の " 任務 (Mission) の 2 種 と 、 "訓練 (Training)"” の 2 種 か ら 選 択 し ます 。 訓練 は 実 
機 に よる 飛行 と いう より フラ イト ・ シ ミュ レー ター に よる 飛行 に 近い も の で す 。 


空 対空 任務 (Air to Air Mission) : これ は 敵 航空 機 を 第 一 の 目標 と する 任務 で す 。 空 対 定 ミ サイ ル (A A 
M) や 空中 戦 が 得意 な ら 、 楽 な 任務 で し ょ う 。 た だ し 、 第 二 目標 は 地上 施設 で ある こと が 多い で す 。 


爆撃 任務 (Ground strike mission) : 第 一 目標 も 第 目標 も 、 地 上 物 で す 。 


訓練 任務 (Training) : 通常 の 空 対空 任務 や 爆撃 任務 を 適 全 、 割 り 当 て ます が 、 以 下 の 3 点 が 通常 の 出撃 
と 異な っ て いま す 。 敵 の 砲火 で 損傷 する こと は あり ませ ん 。 得点 を 上 げ る こと は で きま せん 。 評価 も 、 
勲章 も 、 昇 進 あ な し で す (な ん と いっ て も 本 当 の 任務 で は な い の で すか ら 1). 命令 も 限定 さき され た も の で 
す 。 た と えば 、 個 人 指導 の 時 と 同じ よう に リビア へ の 出撃 任務 を 選ん だ ら 爆 撃 は 常に トリ ポリ の 地上 施 
設 に 対し て で すし 、 空 対空 は 常に ベン ガ ジ 湾 上 空 で 戦闘 機 を 攻撃 し ます 。 F-117A の 飛行 と 戦闘 を 練習 
し て いる 段階 な ら 、 完 全 に 納得 で きる まで 同じ 任務 を 何 度 も 何 度 も 繰り 返し 練習 する こと が で きま す 。 








ブリ ー フ ィング ・ あな た が 司令 官 の オフ ィ ス で 選ん だ 地域 の 、 詳 し い 地 図 が 表示 され て いま す 。 地 図 に は 、 あ な た の 任 
務 の 飛行 計画 が 描か れ て いま す 。 離陸 地点 (T)、 第 一 目標 (P)、 第 二 目標 ($)、 着 陸地 点 (L) が 、 い つ で も 参 
ル 一 ム 照 で きる よう に 表示 され て いま す 。 


また 、 空 軍 基 地 、 レ ー ダ ー、S AM 基 地 な ど 、 重 要 な 地上 施設 も 表示 され て いま す 。 そ れ ら の 上 に 
カー ソル を 移動 さき せれ ば 、 そ れ ら の 施設 に 関す る 重要 な 情報 が 表示 され ます 。 さ ら に 、 さ ま ざ ま な 敵 
レー ダー や ミサ イル の 有効 射程 範囲 も 分 か り ま す 。 各 種 の 大 事 な 情報 
を 含ん だ この 画面 は 、 計 画 を 立て る の に 申し 分 あり ませ ん 。 特 定 の 危 

な 英軍 に つい て SO EE ー ト に つい て 、 
プリ ー フ ィング ・ ル ー ム が ト に つい て 、 メ モ を 取っ て 










































































任務 説明 (Mission Briefing) 
作戦 命令 が 詳細 に 記さ れ て お り 、 第 一 目標 と 第 目標 に 関す る 具体 
的 な 情報 も 含ま れ て いま す 。 読 み 終 わっ た ら リ ター ン ・ キ ー を 押せ ば 、 
「 画 が 表示 され ます 。 飛 行 計画 に は 、 出 撃 基 地 と 帰投 基地 、 所 要 
[ 算 、R OE( 交 戦 規定 ) が 書か れ て いま す 。 












レー ダー と ミサ イル の 有効 射程 範囲 

プリ ー フ ィング 地図 の 上 で カー ソル を 動か す と 、 各 種 の 施設 に 関す 
る 重要 な 事実 が 記さ れ た 情報 枠 が 現われ ます 。 そ の 地上 施設 の アイ コ 
ン を 選択 する と 、 メ ニュ ー の どちら を 選ん で いる か で 、 そ こ に ある 
レー ダー か ミサ イル の 有効 範囲 を 示す 円 が 表示 され ます 。 地 上 施設 は 
どれ で も 、 あ る い は 全部 いっ し ょ に で も 自由 に 選ぶ こと が で き 、 ど の 
施設 の 有効 範 胃 で も 表示 し た り 消 し た り で きま す 。 メ ニュ ー か ら “F 
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べ て を 選択 (Select All)” を 選ぶ と 全部 の 有効 範囲 が 表 
その 時 点 で 表示 され て いる すべ て の 有効 範囲 が 消え ます 。 
レー ダー 有効 範囲 (Radar Range) : 画面 右側 の メニ ュー で “レー ダー 有効 範囲 " を 選ぶ と 、 地 上 施 
を 選択 し た 時 に 、 レ ー ダ ー 有 効 範囲 が され ます 。 最初 に 表示 され る の は その 基地 の レー ダー の 
探知 範囲 で 、 ス ペー ス ・ バ パー を 押す と レー ダー 電波 の 最大 到達 範囲 に 変わ り ま す 。 
ミサ イル 射程 (Missile Range): 画面 右側 の メニ ュー で “ミサ イル 射程 " を 選ぶ と 、 地 上 施設 を 選択 
し た 時 に 、 ミ サイ ル の 射程 が 表示 され ます 。 表 示さ れる 範囲 は 、 常 に S AM の 最大 射程 で す 。 











“すべ て を 消去 (Clear AN" を 選ぶ と 、 



































































敵 地上 部 隊 この オプ ショ ン を 選ぶ と 、 関 連 の ある 敵 地上 軍 の 位置 が 、 判 明 し て いる 範囲 で 表示 され ます 。 そ れ ら 
の 位置 は 四角 で 表示 され 、 有 局 射 ち 式 S AM が 多数 存在 する と 思わ れる 地域 も 示さ れ ます 。 








任務 の 拒否 
この オプ ショ ン を 選ぶ と 、 現 在 の 任務 は 取り 消 き れ 、 即 座 に 新 し 











い 任務 が 与え られ ます 。 自 分 で 任務 を 選び た いと 思う な ら 、 こ の や 

り 方 は 好都合 で す 。 

兵 装 の 選択 

この オプ ショ ン を 選ぶ と 、 保 守 点 検索 に 替わり 、 EEA 
eset な た の 任務 に 最適 だ と 考え た 兵 装 を 調べ た り 、 ま た 気に入ら な けれ 
Gen ば 武器 を 変更 する こと も で きま す 。 
IO し 

保守 点検 室 


この 画面 で 、 出 撃 任 務 に 必要 な 武器 や 装備 を 選び ます 。 

武器 を ベイ (Bay: 収 納 室 ) に 入れ る に は 、 コ ント ロー ラー を 使っ て 
カー ソル を 目的 の ベイ まで 移動 きせ 、 セ レク ター で 選択 し ます 。 そ 
れ か ら 、 そ の ベイ に 入れ た い 武 器 を コン トロ ー ラ ー で 明る く 表 示さ 
せ 、 モ レク ター を 押し て 、 ベ イ に 入れ ます 。 

所 要 燃 料 概算 と 現在 の 搭載 燃料 と を 調べ て 、 任 務 達 成 に 必要 な だ 
け の 量 が ある こと を 確認 し て くだ さい 。 








デフ ォ ル ト 兵 装 tr eee le oe E 
) は 第 一 目標 用 で 、 ベ イ 2( 右 上 ) は 第 二 目 標 用 で す 。 ベ イ に 
が 表示 きれ ・ て いた D, 必要 ら で す 。 
兵 装 の 選択 : 各 武器 に 関す る 詳細 は 150-155 ペ ー: 喚 し て くだ きい 。130 ペ ー ジ の “武器 の 有効 
性 " の 表 は 通常 標 的 に 対す る 全 足 の 効果 を 示し て いま す 。 第 一 と 第 ニ 目 禁 用 用 と し て "7" か "6" ラ ン 
ク の 武器 を 少な く と も ひと つ は 搭載 し て お く の が 賢明 で し ょ う 。 













——-]——--"-Oo~-—”7000—¢0—0—=—@_@_— OO 
格納 庫 。 こ こ で は F-117A に ! È ます 。 こ の まま 出撃 す る か 、 待 か の 
選択 は あな た に 任 さ れ て いま す 。 いっ た ん 沿 貢 し た ら 戻る こと は で きま せん 、 待 機 

室 に 戻れ ば 、 今 まで 述べ て きた どの 部 屋 へ 行く こと も 可能 で 、 を 変更 する こと も 自由 で す 。 















視界 操作 





A< DA 
右 方 視界 左 方 視界 
回 || 回 


後方 視点 
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シミ ュ レ ーション の 操作 


以下 に 述べ る の は 、F-117A の コッ ク ピ ッ ト 内 部 か ら の 視界 で す 。4 方 向 を 見 る こと も で きる し 、 前 方 
視界 の 視野 を 変え る こと も で きま す 。 





コッ ク ピ ッ ト か ら の 視界 

コッ ク ピ ッ ト : コッ ク ピ ッ ト (F1I) キ ー を 押す と 、HUD 越 し に 見 た 標準 視界 に な り ま す 。 

広角 視野 : 広 為 (C) キ ー を 押す と 、 標 準 視野 ( 約 60') と 広角 視野 ( 約 120') と が トグル で 切り 准 わ り ま す 。 
これ だ と 自分 が コッ クビ ピッ ト の 奥 に いる で 、 コ ッ ク ピ ッ ト の 内 部 が よく 見 え 、 外 の 世界 も 幅広 く 見 
えま す 。 こ の 視野 は 動き の 速い 空中 戦 の 際 目標 を 発見 し た り 、 追 尾 す る の に 優れ て いま す 。 














前 方 視界 : 前 方 林家 (SHIFT /) キ ー を 押す と HUD が 消え 、 コ ッ ク ピ ッ ト の 計器 盤 越し に 前 方 を 見 る 

こと が で き 、 最 大 の 視野 が 得 ら れ ま す 。 
後方 視界 : 後方 視界 (SHIFT > ) キ ー を 押す と 、 機 の 後方 見 る こと が で きま す 。 
右 方 視界 : 右 方 視界 (SHIFT <) キ ー を 押す と 、 機 の 右側 を 見 る こと が で きま す 。 
左 方 視界 : 左 方 視界 (SHIFT M ) キ ー を 押す と 、 機 の 左側 を 見 る こと が で きま す 。 











機 外 の 視点 

操縦 技術 を 学ぶ 助け と し て 、 ま た 映画 的 な 、 ド ラマ チッ ク な 場面 を 楽し ん で も ら う た め に 、 各 種 の 機 
外 か ら の 視点 が 用 意 き れ て いま す 。 こ れ ら の 視点 で は 機 外 の 空中 か ら 、 自 分 の 操縦 し て いる 機 を 、 あ る 
い は 英機 を 、 あ る い は 両方 見 る こと が で きま す 。 


追跡 機 梓 点 以外 の 視点 で は 、 ズ ー ム (2) と アン ズー ム (X) キ ー を 使っ て 、F-117A に 接近 し た り 、 離 れ た 
り で きま す 。 


水平 視点 | 水平 視点 (SHIFTF1) キ ー を 押し て くだ さい 。 こ れ は F-117A を 真後ろ か ら 見 て いる 視点 で 、 
常に 地面 と 平行 な 保っ て いま す 。 あ な た が 操縦 する 機 の ピッ チ や ロー ル の 角度 が は っ きり 分 か り 
ry 


ます 。 効率 的 な 操 : ぶ の に 有効 な 視点 で す 


追跡 視点 : 道 跡 規 点 (SHIFTF2) キ ー を 押し て くだ さい 。 あ な た は 少し 離れ て 、 後 方 か ら F-117A を " 追 
尾 し て いる 機 " の 位置 に いま す 。 F-117A が 加速 する と 、 あ な た か ら “遠ざかり " 、 減 速 す る と “近づい 
T” きま す 。 こ の 視点 で は ダー ム と アン ズー ム は 使え ませ ん 。 















側 方 視点 : 側 方 視点 (SHIFT F3) キ ー を 押し て くだ さい 。 自 分 の 操縦 する 機 を 右 横 か ら 見 る こと に な り 
ます 。 こ の 視点 は 有 僧 な 点 が 多々 あり ます 。 着 陸 装 置 が どう いう 状態 か チェ ッ ク す る に も 便利 で す 。 ミ 
サイ ル 発 射 は 、 こ の 視点 か ら 見 る の が 一 番 ド ラマ チッ ク で す 。 


ミサ イル 視点 : ミサ イル 規 点 (SHIFT F4) キー を 押し て くだ さい 。 こ の 視点 は 、F-117A が 発射 し た 武 
器 の すぐ 後ろ に 位置 し ます 。 ミ サイ ル が 飛行 中 だ と 、 一 番 最後 に 発射 し た ミサ イル の 後ろ で 、 飛 行 中 の 
ミサ イル が な い 時 に は 機 の 後ろ に 位置 し て いて 最初 に 発射 され た 兵器 を 追尾 し ます 。 こ の 視点 は 、 目 標 
に 向かっ て 飛ぶ ミサ イル を じかに 見 て いら れる の で 、 非 常に 便利 で す 。 自 分 の ミサ イル が な ぜ 命 中 し な 
い の か 理由 が 分 か ら な いよ うな 場合 、 ミ サイ ル 発 射 の 後 で この 視点 に 切り 替え る と 、 理 解 の 助け に な り 














戦術 視点 : 戦術 規 点 (SHIFTFS) キ ー を 押し て くだ さい 。 こ の 視点 は F-117A の すぐ 人 後ろ か ら 、 機 が 現在 
追跡 中 の 目標 を 機体 越し に 見 る こと に な り ま す 。 F-117A と その 目標 と の 双方 を 画面 に 捉え る た め に 、 
自動 的 に 回 転 や パン を 行ない ます 。 戦闘 時 に は 貴重 な 視点 で す 。 敵 の 動き の 裏 を か いて 目標 に 照準 を 合 
わせ た り 、 地 上 攻撃 を 二 度 、 三 度 と 繰り 返す の に 役に立ち ます 。 


リバ ー ス 戦術 視点 : リバ ー ス 戦術 林 点 (SHIFT F6) キ ー を 押し て くだ さい 。 こ の 視点 で は 、 あ な た は F- 
117A が 現在 糧 っ て いる 目標 の 真後ろ に いて 、F-117A を 目標 越し に 見 て いる こと に な り ま す 。 こ の 視点 
で は 、 標 的 は 前 景 に あり 、F-117A は ( 空 の 一 点 で ある こと も 珍し く あ り ま せん が ) は る か 遠く に 見 えま 
Fo 目標 と F-117A と の 双方 を 画面 に 捉え る た め に 、 自 動 的 に 回 転 や パン を 行ない ます 。 地 上 の 目標 の 
攻撃 を し か ける 際 に は 、 と て も ドラ マチ ッ ク な 視点 で す 。 


映画 監督 の よう に : 経験 を 積ん だ パイ ロッ ト な ら 、 今 まで 述べ て きた 視点 を 、 訓練 モー ド の 時 に 有効 
に 利用 する こと が で きま す 。 コ ッ ク ピ ッ ト の 中 の 視界 や 、 さ ま ざ ま な 視点 を 切り 替え て 、 そ ば で 見 て い 
る 人 に 状況 を 説明 し た り 、 強 い 印 象 を 与え を た りす る こと が で きま す 。 


た と えば 、 自 動 操 縦 に し て お いて 、 機 が 航空 母艦 か ら 発進 し 、 旋 回 し て コー ス に 乗る 様子 を 、 追 跡 機 
視点 で 見 せま す 。 そ れ か ら 水 平 視点 に 切り 替え 、 ル ー プ 、 ロ ー ル 、 ス プリ ッ ト S 旋 回 、 イ ン メ ルマン ・ 
ター ン 等 の 高等 戦術 を 見 せ する の で す 。 敵 機 を 発見 し た ら 、 戦 術 視点 で 、 敵 機 に 対応 する 自 機 の 操縦 を 披 
筑 し ます 。 そ れ か ら 逆 戦術 視点 に 切り 替え 、 相 手 の 反応 を 研究 し ます 。 ミ サイ ル を 発射 する 時 に は 側面 
視点 で 、 自 機 か ら 離 れ て いく ミサ イル を 見 て 、 そ れ か ら ミ サイ ル 相 点 で 目標 に 向かっ て 飛ぶ ミサ イル を 
追跡 し まし ょ う 。 あ な た の 想像 次 第 で 、 可 能 性 は 無限 に あり ます 。 
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ポー ズ ( 一 時 停止 ) 





その 他 の 操作 


ポー スズ (ALT/P) キ ー を 押す と 、 ゲ ー ム は 即座 に 停止 し ます 。 再 開 に は 任意 の キー を 押し て くだ さい 。 


コン ピュ ー タ に よっ て は "ポー ズ (PAUSE)′ ある い は “ホー ルド (HOLD)" と いっ た 特殊 な キー を 備 
えて いる も の が あり ます 。 ハ ー ド に も より ます が 、 こ れ ら の キー が 使え る 場合 あり ます 。 は じ め て 操 
縦 す る よう な 場合 に は 、 一 時 停止 と いら う の は と て も 役に立ち ます 。 








時 間 短 縮 


rp! | > 


時 間 短縮 通常 時 間 





奈 周 短縮 (SHIFT Z) キ ー は 経過 時 間 を 倍 の 早 さ に する の で 、 特 に 敵 に 遭遇 する 恐れ の な い 長 距離 飛行 
で は 便利 で す 。 加 速 状 態 に ある 時 に は 、HUD に “加速 (ACCEL) と 表示 きれ ます 。 


通常 時 間 (SHIFT X) キ ー を 押す と 、 通 常 の 時 間 経 過 に 戻り ます 。 加 速 時 間 で 機 を 操 終 し た り 、 了 戦闘 し 
た りす る の は 不可 能 に 近い の で 、 戦 闘 や 着陸 門 紛 に な る と 自動 的 に 通常 時 間 に 戻 る こと に な っ て いま 
す 。 レ ー ダ ー で 敵 を 発見 する か 、 武 器 ペ イ を 開く か 、 着 陸 装 置 を 下げ る と 、 加 速 時 間 は 自動 的 に 終了 し 
ます 。 








ディ テー ル 調 整 


ディ テー ル 調 整 (ALT/D) キ ー で コ ッ ク ビ ピッ ト か ら 見 える 地表 の ディ テー ル の レベ ル を 変え 、 ay 
ピュ ー タ の 処理 速度 を 向上 きせ る こと が で きま す 。 コ ンピュータ の 速度 が 遅 け れ ば 、 デ ィ テ ー ル の レベ 
ル も 低く し た ほう が いい の で す 。 





サウ ンド 調整 


サウ ンド 調整 (ALT/V) キ ー で ゲー ム 中 の さま ざま な 効果 音 を 出し た り 消し た りす る こと が で きま す 。 
キー を 押す と 新しい 設定 が 、HUD に 短 時 間 だ け 表 示さ れ ま す 。 





訓練 


訓練 (ALT/T) キ ー を 押す と 、 ゲ ー ム の 途中 で も 訓練 モー ド に 移行 する こと が で きま す 。 こ れ は 状況 が 
か な り 混 乱 し て きた 場合 や 、 た ん に 風景 だ け を 見 て いた いと いう よう な 場合 に 役に立ち ます 。 た だ し 、 
訓練 モー ド で は な ん の 報 六 も な いと いう こと を 忘れ な いで くだ さい 。 





再 補給 








再 縛 給 (ALT/R) キ ー は 訓練 任務 で し か 使用 で きま せん 。 こ の キー を 押す と 燃料 が 補給 され 使わ れ た 武 
器 が 再 搭載 され ます 。 風 景 を 見 て いた り 、 目標 攻撃 訓練 用 と し て 設け られ て いる の で す 。 言 うま で も あ 
り ま せん が 、 リ アリ ズム を 求め る な ら 、 こ の キー を 使わ かない ほう が いい で し ょ う 。 


























ボス が 来 た ! 











ボ が ス ・ ハ イド が (ALT/B) キ ー を 押す と 、 即 座 に ゲー ム が 中 断 し 、 画 面 が 空白 に な り ま す 、 コ ンピュータ 
が 使わ れ て いな いよ うに 見 せ か ける こと が で きま す 。 ゲ ー ム を 再開 する に は 、 も う 一 度 が ボス ・ ハ イド だ 
キー を 押し て くだ さい 。 こ の 機能 は オフ ィ ス で 便利 な だ け で な く 、 あ な た が コン ピュ ー タ 浸り に な っ て 
いる と 文句 を 言う 両親 、 子 供 、 配 偶 者 、 親 戚 等 に 対し て も 有効 で す 。 


























終了 


終了 (ALT/Q) キ ー を 押す と 、 ゲ ー ム は 即座 に 終了 し 、DOS に 戻り ます 。 こ の キー を 押す と 情報 を 
ディ スク に セー プ せ ず 、 記 録 き れる の は 一 番 最 後に パイ ロッ ト 一 覧 表 画 面 に な っ た と ころ まで で す 。 

















この ゲー ム に は “セー プ " キー は あり ませ ん 。 そ の 代わ り 、 出 撃 前 の プリ ー フ ィング で 、 パ イロ ッ ト 
一 覧 表 画 面 を 離れ る た びに 、 自 動 的 に それ まで の 記録 が セー プ さ れる よう に な っ て いま す 。 

この “自動 セー プ " 機能 が 有効 な の は 、 パ ッ ケ ー ジ か ら 取 り 出 し た オリ ジ ナ ル ・ デ ィ ス ク で は な く 、 
イン スト ー ル し た ディ スク (フロ ッ ピ ー で も ハー ド デ ィ スク で も か まい ませ ん ) だ け で す 。 オ リ ジ ナ ル ・ 
ディ スク を 使用 する と 、 ゲ ー ム は 支障 な く で きま す が 、 デ ー タ の セー プ は で きま せん 。 
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メイ ン ・ コ ッ ク ピ ッ ト 


HUD モ ー ド 表示 灯 ヘッ ド ・ ア ッ プ ・ デ ィ ス プレ イ (HUD) 


装置 表示 灯 





平 位 














トラ ッ キ ング ・ カ メラ 
- FLIR 表 示 灯 
左 多目的 ディ スプ レイ (MFD) 右 多目的 ディ スプ レイ (MFD) 


EMV ス ケー ル 及 び 警 告 灯 
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ヘッ ド : ア ッ プ ・ 
ディ スプ レイ 
(HUD) 


ディ スプ レイ と 操縦 装置 Displays and Aircraft Controls 





縦 装置 の 名 前 は 本 文中 で イタ リッ ク で 表記 され 、 キ ー ボ ー ド ・ オ ー バ ー レ イ に も その まま 書か れ て 
いま す 。 そ の 後 の () の 中 に 書か れ て いる の が 、 キ ー ボ ー ド 上 で その 役割 を 持つ キー で す 。 す べ て の 名 称 
と キー は 索引 に 記さ れ て いま す 。 


コン トロ ー ラ ー は 、 あ な た が 使用 し て いる 指示 デバ イス 、 つ まり マウ ス 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 カ ー ソ 
ル ・ キ ー な ど で す 。 詳細 に つい て は “テクニ カル ・ サ プル メン ト " を 参照 し て くだ さい 。 








HUD は 飛行 と 兵 装 に 関す る 重要 な 情報 を 視覚 的 に 提供 し て くれ ます 。HUD デ ー タ は コッ ク ピ ッ ト 
前 面 の 幅広 の 施 明 ガラ ス に 投影 され ます 。HUD を 通し て “HO” 景色 を 見 る こと が で きま す 。 つ ま 
り 、 貴 重 な 情報 が 目 の 前 に 、 最 も 便利 な 形 で 表示 され る こと に な り ま す 。 


F-117A は 夜 問 専 用 機 な の で 、HUD に 表示 され る 情報 は 、 読 みや すい よう に 白 か ら 緑 に 切り 替え る 
こと が で きま す 。 夜間 は 自動 的 に 緑 の 表 示 に な り ま す 。 め っ た に な いこ と で す が 、 昼間 の 出撃 任務 を 命 
じ ら れ た 時 は 、HUD に 表示 され る 文字 や 記号 は 白色 で す 。 な ん ら か の 理由 で 、 夜 間 か ら 夜 明け 後 まで 
飛行 し な けれ ば な ら な か っ た 場合 に は 、HUD を 昼間 用 の 表示 に 切り 替え た た く な る で し ょ う 。 そ の 時 
は 、 月 U り 昼 / 夜 切 堆 キー を 押し て くだ さい 。 


きら に 、 月 りり 調 筋 (V) キ ー を 押し て 、HUD の 表示 を ある 程度 まで カス タマ イズ で きま す 。 い くつ 
か の 情報 は 、 デ ジタル 表示 だ け に 簡略 化す る こと が で きる の で す 。 い ろ い ろ 試 し て みて 、 一 番 使い や す 
い 設 定 を 見 つけ て くだ さい 。 







































































HUD モ ー ド 


HUD に は 3 つの 表示 モー ド が あり ます 。 巡 航 (NAV), 空 対 空 (AR) お よび 対地 攻撃 (GND) で す 。 こ 
れ ら は 月 U り モー ド が (F2) キ ー を 使っ て 切り 替え る こと が で きま す 。HUD の 真下 に ある HUD モ ー ド 表 
示 灯 で 現在 の モー ド が 分 か り ま す 。 そ れ ぞ れ の モー ド は 独自 の 用 途 が あっ て 、HUD に 表示 され る 情報 
の タイ プ ば か りか 、 右 側 の 多 機能 ディ スプ レイ (MF D) に 現われ る 情報 に まで 関係 し ます 。 


NAV モー ド は 空軍 基地 間 の 飛行 の 助け に な る も の で 、 追 跡 シ ステ ム の 対象 は 友軍 か 中 立国 の 空軍 基 
$ 定 き れ て いま す 。 A I R モ ー ド は 航空 機 攻 撃 用 で すか ら 、 追 跡 レ シス テム は 飛行 目 










標 だ け に 限定 され て いま す 。 GND モード は 地上 の 目標 を 攻撃 する た め の も の で す 。 追跡 シス テム も 地 
上 目標 だ けし か 捕 提 し ませ ん 。 
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共 3 情 HUD の 情報 の 中 に は 、 あ ら ゆ る モー ド に 共通 し て いる も の も あり ます 。 そ うい う 情 報 は 、HUD の 
EOM し 現在 の モー ド に か か わら ず 、 常 に 表示 され て いる か 、 表 示さ せる こと が 可能 で す 。 

時 度 は HUD 左 側 の 垂直 の 目盛 (ノッ ト 単 位 ) で 表示 され ます 。 セ ンタ ー・ マ ー ク の と 
な り に 現われ る デジ タル の 数 字 は 、 現 在 の 速度 で す 。 





H 
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失速 速度 表示 : 対 気 速度 計 の 目盛 の 下部 か ら 上 っ て くる カラ ー・ バ ー が 、 和 失 遠 速度 表示 で す 。 こ の 
バー が セン ター・ マ ー ク の 上 に まで 伸び た ら 、 機 は 失速 を 起こ し 、 自 動 回 復 シス テム が 働く まで し ば ら 
く 制 御 不能 に な っ て 落下 し ます 。 低空 で の 失速 は 致命 的 で す 。 


高度 : 高度 (フィ ー ト 単位 ) は 右端 に ある 縦 の 目盛 で 示さ れ ま す 。 現在 の 高度 は 高度 計 目 盛 の セン ター・ 
マー ク の 横 に デジ タル 表示 で 出 ます 。 高 度 が 1.000 フ ィ ー ト を 越え る と 表示 が 変わ り ま す (2.000 フ ィ ー ト 
で は 2K と 表示 され る )。 


垂直 速度 表示 器 (V V | ) : 高度 計 の セン ター・ マ ー ク か ら 、 上 か 下 へ 伸び る 小さ な カラ ー バ ー が 垂直 
速度 表示 器 (V V 1 ) で す 。 バ ー が マー ク か ら 上 へ 伸び て いる 時 は 、 高 度 が 上 が っ て いま す 。 逆 に 下 へ 伸 
びている 時 は 、 高 度 が 下がっ て いま す 。 目盛 1 つ は 毎 分 100 フ ィ ー ト の 高度 変化 を 示し ます 。 バ ー が 長い 
ほど 、 急 激 に 高度 が 変化 し て いる こと に な り ま す 。 


着陸 速度 表示 器 : この 色 の つい た 矢印 は 着陸 装置 (車輪) が 降り て いる 時 だ け 現 われ ます 。 こ の 矢印 は 
着陸 時 の 垂直 速度 の 安全 限界 を 示し て いま す 。 垂直 速度 表示 器 の バー が この 矢印 より 下 に 伸び て いる 場 
合 は 、 着 陸 は 危険 で す 。 


迎え 角 (AOA) 指 示 器 : 迎え 角 (AOA:Angle Of Attack) 指 示 器 は 着陸 装置 を 降ろ し て いる 時 に は た らき 
ます 。 着陸 の た め の ア プロ ー チ に お ける 機体 の 最適 ビッチ を 知ら せる た め の 計器 で す 。 デ ィ ス プレ イ の 
中 央 に グリ ー ン の 妨 が 点灯 し た ら 、 機 の 迎え 角 は OK で す 。 も し 、 黄色 の 上 向き の 矢印 が 点灯 し た ら 機 
首 を 引き 上 げ な けれ ば な り ま せん 。 赤色 の 下向き の 矢印 が 点灯 し た 場合 は 、 少 し だ け 機 首 を 下げ る 必要 
が あり ます 。 


機 首 方 位 : 画面 上 部 に ある 水平 の 目盛 は 機 首 の 方 向 を 角度 で 示し て いま す 。 真 北 が 000 で 、 東 が 090、 
南 が 180、 西 が 270 と な り ま す 。 


INS 航 行基 準 点 ( ウ ェ イ ポイ ント ) カ ー ソ ル : 進行 方 向 を 示す 目盛 の 上 に ある 色 の つい た 三角 形 は 、 
現在 設定 され て いる 1 N S( 慣 性 航法 装置 ) の (ウェイ ポイ ント ) の 方 向 を 示し ます 。 機 を コー ス に 乗せ 
る に は 、 こ の マー カー が 機 首 方 位 目盛 の セン ター マー ク に 重なる よう に 方 向 転換 し て くだ さい 。 

機 首 表示 器 : HUD( ヘ ッ ド ・ ア ッ プ ・ デ ィ ス プレ イ ) 中 央 の 十字 線 は 、 機 首 が 現在 どこ を 向い て いる か 
を 示し て いま す 。 


針路 表示 器 : この 表示 器 は あな た が 飛行 し て いる 方 向 ( 機 首 表示 器 と は ズレ が ある と 思い ます ) を 示し 
て いま す 。 こ の 計器 は NAV モー ド と GND モー ド の 時 に だ け 表 示さ れ ま す 。 

実際 に は めった に な いこ と で す が 、 機 首 表 示 器 と 針路 表示 器 が 重なっ た 時 は 、 機 体 が 完全 に 平行 に 
な っ て 飛行 し て いる と いう こと で す 。 
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さら に 言え ば 、 水 平 飛 行 (一 定 高度 の 維持 ) を する 場合 、 お お むね 機 間 は ご くわ ず か に 上 を 向い て いな 
けれ ば な り ま せん 。(59 ペ ー ジ 、 テ クニ ッ ク と 戦術 を 参照 )。 


加速 度 (G) 計 : HUD の 左上 隅 の 表示 は 、 機 体 が いま 受け て いる 重力 加速 度 (G) を 示し て いま す 。 パ 
イロ ッ ト が 耐え られ る G の 限界 は 、 訓 練 と 経験 に よっ て も ちがい ます が 、-3G か ら +9G ま で の 範囲 で 
す 。 も ちろ ん 、 機 体 は も っ と 大 き な G に も 耐え られ ます 。 

ピッ チ ・ ラ イン : この 線 は 、NAV モ ー ド に 入っ て いる 時 や 、 機 が 大 きく 前 後に 傾い て 水平 線 が 見 え 
な い 場 合 に 、HUD に 現われ ます 。 こ の 線 は 10 度 の 傾き を 示し て いま す 。 完全 に 水平 な ら ピ ッ チ (機体 
の 傾き ) は 0 度 で す 。 ま た 、 垂 直上 昇 や 垂直 降下 時 に は ビ ピッチ は 90 度 に な り ま す 。 


兵 装 : HUD 左 下 に は 現在 使用 可能 な 兵 装 が 表示 され ます 。 数 字 は 現在 何 発 残っ て いる の か を 表わし 
て いま す 。 た と えば “3SIDEWINDER( サ イド ワイ ンダ ー3 発 )" と か “2SLICK( ス リッ ク 23%)” と いっ 
た 具合 で す 。 

HUD 右 下 に は “GUN( 機 関 砲 )" の 表示 と 弾 数 が 表示 され ます 。 こ れ は 自 機 の 20 ミ リ 機 関 砲 の 残存 
弾 数 を 示し て いま す 。 

方 向 : 上 部 の 水平 目盛 は 方 向 を 度 で 示し て いま す 。 北 が 000" 、 東 が 090' 、 南 が 180' 、 西 が 2707 
で す 。 
































無線 メッ セー ジ : 暗号 化 き れ た バー スト 送信 を 定期 的 に 受信 し ます 。 搭載 され て いる コン ピュ ー タ が 
この 連絡 を 解読 し 、HUD 上 部 に メッ セー ジ と し て 表示 し ます 。 


追跡 ボッ クス : F-117A の 追跡 シス テム が 目標 を 捕捉 し 、 そ の 目標 が HUD 越 し に 見 える 時 は 、 追 跡 
ボッ クス が HUD に 現われ ます 。 追跡 ボッ クス が 囲ん で いる の が 捕捉 し て いる 目標 で す 。 さ ら に 右側 M 
FD に その 目標 が 表示 され ます 。 現在 の HUD モ ー ド に よっ て 、 捕 捉 す る 目標 の 種類 が 異な り ま す 。 


前 方 カメ ラ (/)、 後方 カメ ラ (>)、 右 方 カメ ラ (<)、 左 方 カメ ラ (M) の 各 キ ー に よっ て 、 追 跡 カ メラ が 目標 
を “探す " 方 向 を 指示 し ます 。 い っ た ん 目標 を 捕捉 し た ら 、 目 標 が どの 方 向 に 移動 し よう と 、 追 跡 を 続 
け ま す 。 

ミサ イル 追跡 ボッ クス : HUD 越 し に ミサ イル が 見 える 時 は 、 ミ サイ ル 追 跡 ボ ックス が HUD に 現 わ 
れ ま す 。 ボ ックス の 色 が 緑 の 場合 は 自 機 が 発射 し た ミサ イル で 、 黄 色 の 場合 は 敵 の ミサ イル で す 。 同 時 
に 複数 の ミサ イル 追跡 ボッ クス が HUD に 表示 され る こと も あり ます 。 





























空 対空 モー ド で の HUD モー ド (F2) キ ー で A 1 R( 空 対空 ) モ ー ド に 切り 替え ます 。 
表示 機関 砲 の 照準 : この モー ド の 時 は 、 針 路 表示 器 が 照準 器 に 変わ り 、6 秒 前 (6 キロ メー トル の 最大 射程 
に 到達 する 所 要 時 間 ) に 発射 し て いた 場合 の 着弾 点 を 示し ます 。 実際 に 目標 を 捕捉 し て いる 時 は 、 そ の 
距離 分 だ け 早く 繋 っ て いた こと を 想定 し た 着弾 点 を 示し ます 。 詳細 に 
つい て は 、68 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


ミサ イル 照準 エン ベロ ー プ : この 薄く 描か れ た 円 形 は 、 こ の 中 に あ 
ミサ イル 同 科 エン ベロ ー プ る 目標 で あれ ば 空 対 大 ミサ イル の 狙い を つけ “ロッ ク ・ オ ン " で きる こ 
と を 示し て いま す 。 


追跡 ボッ クス と 追跡 オー バル : F-117A の 光学 式 追跡 / 捕 捉 シ ステ ム が 
前 方 の 目標 を 捕捉 し 、 そ れ が HUD 越 し に 見 える 時 は 、 常 に 追跡 ボッ 
クス が HUD に 現われ ます 。 追跡 ボッ クス は 捕捉 し た 目標 を 囲み 、 さ 
ら に 追跡 カメ ラ が 作動 し て いれ ば 、 右 側 MFD に 目標 が 表示 され ま 
Fo A I R モ ー ド で は 、 追 跡 レ シス テム は 空中 の 目標 だ け を 捕捉 し ま 
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追跡 ボッ クス の 色 に よっ て 、 捕 捉 し た 目標 に 対し て 現在 の 武器 が 有 
Be ees は 現在 の 武器 が 適 
し て いま す 。 追跡 ボッ クス の 大 き さ は 、 現 在 の 目標 に 対し て 武器 が どれ だ け 効 果 的 か を 示し ます 。 追跡 
ボッ クス が 大 きい ほど 、 武器 は 効果 的 で す 。 武 衣 選 択 (SPACE BAR) キ で 、 使 用 する 武器 を 選ん で く 
だ さい 。 

自己 誘導 式 武 器 を 使う 時 は 、 目 標 が 射程 距離 内 で "ロッ ク ・ オ ン " する と 、 ボ ックス が オー バル ( 枯 
形 ) に 変わ り ま す 。 オ ー バ ル の 色 が 赤く な っ た ら 命 中 確実 で 、 角 い を 外す こと は ほとん ど あ り ま せん 。 
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対地 攻撃 モー ド で の 月 りり モー ド (F2) キ ー で GND( 対 空 攻 撃 ) モ ー ド に 切り 准 え ます 。 
表示 追跡 ボッ クス と 追跡 オー バル : ET すさ 
は 、 常 トド ボ ックス が HUD に 現われ ます 。 追 跡 ボ ックス は 捕捉 し た 目標 を 囲み 、 さ ら に 右側 MFD 
に 目標 が 表示 され ます 。GND モ ー ド で は 、 追 跡 レ シス テム は 地上 の 目標 だ け を 捕捉 し ます 。 
追跡 ボッ クス の 色 に よっ て 、 捕 捉 し た 目標 に 対し て 現在 の 武器 が 有効 か どう か が 分 か り ま す 。 追跡 
ボッ クス が 白 の 場合 は 現在 の 武器 が 適し て いま す 。 追跡 ボッ クス の 大 きき は 現在 の 目標 に 対し て 武器 が 
どれ だ け 効 果 的 か を 示し ます 。 追跡 ボッ クス が 大 きい ほど 武器 は 効果 的 で す 。 武 器 選 上 訳 (SPACE BAR) 
ー で 、 使 用 する 武器 を 選ん で くだ さい 。 














用 





























43 





自己 誘導 式 武器 を 使う 時 は 、 目 標 が 射程 距離 内 で “ロッ ク ・ オ ン "” す 
和沙 , る と 、 ポ ックス が オー バル (本 円 形 ) に 変り ます 。 オ ー バ ル の 色 が 赤 
mara く な っ た ら 、 命 中 確実 で 、 狙 い を 外す こと は ほとん ど あ り ま せん 。 


爆撃 照準 器 : 自由 落下 式 お よび 遅延 式 爆弾 ある い は その いずれ か を 
搭載 し て いる 時 は 、HUD に 爆撃 の 照準 を 補助 する た め の 特 別 な 表示 
が 出現 し ます 。 現在 の 針路 と 速度 と 高度 で は 爆弾 の 爆風 範囲 内 に 入っ 
atk E て し まう 時 に は 、HUD の 爆撃 照準 の 表示 ( 謗 し く は 次 項 を 参照 ) が 点 
滅 し ます 。 そ の 場合 、 爆 弾 を 投下 する こと は で きま す が 、 爆 風 を 必 け 
る た め に 、 適 切な 行動 を と る 必要 が あり ます 。 


爆撃 照準 針路 ガサ イド : これ は 完璧 な 爆撃 を する た め に は 通ら な けれ 
ば な ら な い “BOR” を 示し て いま す 。 針路 表示 器 を この ガイ ド の 中 
央 に 維持 すれ ば 、 機 は “コー ス に 乗っ て いる " こと に な り ま す 。 


爆撃 照準 距離 計測 バー : これ は 、 目 標 と の 距離 に 基づい て 、 い つ 爆 弾 を 投下 すべ きか を 指示 する も の 
で す 。 爆弾 投 下地 点 に 接近 する に つれ て バー は 短く な り ま す 。 バ ー が 一 本 の 垂直 線 ( あ る い は 点 ) に な っ 
た ら 、 爆 弾 を 投下 し て くだ さい 。 


爆弾 落下 線 と 中 心 点 : 現有 兵 装 が 自由 落下 式 爆弾 で ある 場合 に の み 表示 され ます 。HUD 上 の 針路 表 
示 器 か ら 地 上 に 向かっ て 線 が 伸び て いま す 。 線 の 先端 は 円 (中 心 点 に な っ て いま す 。 爆弾 は この 円 の 中 
央 に 落下 する は ず で す 。 


カメ ラ ・ レ ンズ の 照準 : も し 現在 の 装備 が 135$ ミ リ 赤 外線 カメ ラ な ら 、 カ メラ の レン ズ の 照準 (小さ な 
寺 ) が HUD に 表示 され ます 。 こ れ は カメ ラ の レン ズ が 、 ど こ を 向い て いる か を 表わし て いま す 。 


多 機能 ディ スプ レイ (MF D) 


左側 多 機能 コッ クビ ピッ ト の 左側 の MF D に は 、2 種 類 の 地図 が 表示 され ます 。 衛星 / レ ー ダ ー 地 図 と 、 戦 術 デ ィ ス 
は イ 地 図 で す 。 地図 (F3) キ ー で 2 種類 の 地図 を トグル で 切り 共 え ます 。 ど ちら も 扱 大 (Z) お よび 縮小 
ディ スプ レイ CO キー で 、 拡 大 縮小 が で きま す 。 


(MF D) 衛星 レーダー 地図 : この 地図 は 当該 地域 の 地理 的 特徴 を 描い て いて 、 方 位 は 北 が 上 に な っ て いま 
す 。 衛星 地図 が 表示 きれ て いる 時 は 、 “地図 (MAP)" の ライ ト が 光っ て いま す 。 
敵 の レー ダー 電波 は この 地図 に 表示 され ます 。 点線 は パル ス ・ レ ー ダ ー を 表わし 、 実 線 は ドッ プラ ー・ 


レー ダー で す 。 地 上 探査 、 空 中 早期 警戒 お よび 管制 (AEW&C) レ ー ダ ー は 大 き な 円 、 地 上 の 火器 管制 
お よび 対空 レー ダー は 短い 円 弧 で 表わさ れ て いま す 。 








































































































































































ミサ イル 、 航 空 機 、 そ を れ に 地上 の 主要 目標 も 着色 きれ た 点 の 形 で 地図 に 表わさ きれ て いま す 。 自 機 は 白 
色 、 他 の 航空 機 は 赤 ホ 、 ミ サイ ル は 黄色 で す 。 . そ の 時 の 任務 の 目標 は ま ば ゆ く 点 減 し て いま す 。 地上 の 
レー ダー 施設 は 黒い 点 で す 。 

戦術 ディ スプ レイ 地図 : この 地図 は 、 そ の 地域 の 戦術 状況 を た 示し て いま す 。 画面 の 上 側が 現在 の 進行 
方 向 に な っ て いま す 。 戦術 ディ スプ レイ 地図 が 表示 きれ て いる 時 は 、 “戦術 (TAC)" の ライ ト が 光っ 
で ws ます 。 

この 地図 画面 に は 、 航 空 機 、 ミ サイ ル 、 地 上 の レー ダー 施設 、 飛 行 場 、 そ の 他 の 地上 目標 な ど が 示さ 
れ て いま す 。 距離 を 参照 する た め に 16 キ ロメ ー ト ル 単 位 の 格子 も 描か れ て いま す 。 

カラ ー・ コ ー ド : 航空 機 と ミサ イル の 情報 は 色 で 把握 で きる よう に な っ て いま す 。 暗 赤色 の 航空 機 は 
自 機 より 低い 高度 を 飛ん で いて 、 明 る い 赤 は ほぼ 同じ 高度 、 黄 色 の 航空 機 は 自 機 よ り 高い 高度 を 飛ん で 
いる こと を 表わし て いま す 。 赤い ミ サイ ル は 赤外線 追尾 式 で 、 黄 色 は レー ダー 誘導 か 目視 誘導 式 で す 。 









































地図 





右側 多 機能 右 出 の MFD に は 4 つの 基本 機能 が あり ます 。 自 機 の 追 吐 シ ステ ム が 捉え た 画像 を 喘 し 出す 。 慣 性 放 
k: 導 シ ステ ム の イン ター フェ ー ス 機能 。 飛行 中 の 情報 の 概略 (概略 情報 は 武器 と 任務 の 2 種類 が あり ま 
ディ スプ レイ す )。 そ れ ぞ れ 対 応 す る キー を 押せ ば 、 目 的 の 機能 を 呼び 出す こと が で きま す 。 


(MF D) 追跡 カメ ラ :F-I17A に は TV カメ ラ と 前 方 監視 用 の 赤外線 (F L 1 R) カ メラ が 搭載 され て いて 、 恒 間 
は 80 か ら 100 キ ロメ ー ト ル 、 夜 間 は それ より や や 短い 距離 を 360 度 、 観 測 す る こと が で きま 
す 。TV カ メラ か ら FL IR に 切り 替え る に は FL I R(F6) キ ー を を 押し て くだ さい 。 深夜 
に 飛行 し て いる の な ら 、F L I R を 使っ て 、 前 方 に 何 が ある か を 右側 MFD に 映し 出す 必要 
が ある で し ょ う 。 
機 に 搭載 され て いる コン ピュ ー タ に は 、 目 標 デ ー タ も プロ グラ ム さ れ て いる の で 、 現 在 の 
視野 に ある 目標 に カメ ラ が ロッ ク ・ オ ン す る と 、T V プ 前 方 監視 赤外線 画像 を 拡大 し て 表示 
する と 同時 に 、 目 標 の 名 称 、 距 離 、 方 向 な ども 表示 され ます 。 第 一 お よび 第 二 目 標 に ロッ 
ク ・ オ ン し た 場合 は 、 そ の むね 表示 され ます 。 追跡 カメ ラ の 使用 法 に 関す る 詳細 と 目標 捕捉 
シス テム と の 関連 に つい て は 、69-77 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


We に カメ ラ の 作動 お よび 操作 : 前 方 カメ ラ (/)、 後方 カメ ラ (>)、 若 方 カメ ラ (<)、 諾 方 カメ ラ (M) 
ae ae の 各 キ ー を 押す こと で 、( 前 方 監視 赤外線 ある い は 光学 式 ) カ メラ を 作動 きせ た り 、 現 在 の 視 
後方 カメ ラ 野 を 変更 し た り で きま す 。 FL I H(F6) キ ー を 押せ ば 、 光 学 式 か ら FL I R に 切り 替え る こ 

と が で きま す 。 
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追跡 カメ ラ が 作動 中 は “TC” の ライ ト が 光り 、F L IR を 作動 きせ て いる 時 は “FLIR” の ライ 
Eaj ト が 光っ て いま す 。 カ メラ が 現在 向い て いる 方 向 は 、 方 向 指示 器 で 分 か り ま す 。 


BAUER 目標 の 選択 と 設定 : 機 に 搭載 され て いる コン ピュ ー タ は 、 そ の 地域 に ある 重要 な 目標 の リス ト を 記録 

し て いま す 。 月 標 選 訳 (6) キ ー を 押す と 、 追 跡 カ メラ は 80-100 キ ロメ ー ト ル 以 内 に ある 次 の 目標 を 捕 提 

し ます 。 さ きら に 、 追 跡 カ メラ を 設定 し な お し 、 地 上 の 任意 の 目標 を 捕捉 する よう に も で きま す 。 そ の 目 

標 に 機 章 を 向け 、 近 綾 目標 設定 (Q) キ ー を 押す だ け で 良い の で す 。 カ メラ は 一 番 近 い 目 標 を 捉え ます 。 

ウェ イ ポ イン ト ( 航 行基 準 点 ) : 4 カ所 の INS ウェイ ポイ ント の それ ぞ れ に つい て デー タ を 表示 する 

こと が で きま す (F7.F8,SHIFT F8)。 詳 細 に つい て は 53 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 ウ ェ イ ポイ ント が 表 
示さ れ て いる 時 は 、 “WAY” の ライ ト が 光っ て いま す 。 


搭載 兵器 確認 : 現在 F-117A に 搭載 され て いる 武器 を 表示 し ます (FS)。 武 器 が 表示 され て いる 時 は 、 
“WPN” の ライ ト が 光っ て いま す 。 

命令 確認 : 現在 の 出撃 命令 の 概要 が 表示 され ます 。 第 一 ある い は 第 目標 の 攻撃 を 完了 する と 、 概 要 
も それ に 応じ て 変化 し ます 。 出撃 命令 が 表示 され て いる 時 は 、 “ORD” の ライ ト が 光っ て いま す 。 


























$B EAS .F-117A は 標準 的 な 操 纏 を 使用 し て いま す 。 操 縮 杏 を 前 方 に 押す と 機 間 が 下がり 、 手 前 に 引く と 機 
首 が 上 が り ま す 。 操 要 を 左 に 倒す と 機 は 左 に 傾き 、 右 に 倒す と 右 に 傾き ます 。 


操縦 欄 を 大 きく 動か す ほ ど 機 の 動き も 大 きく な り ま す 。 操縦 社 か ら 手 を 離す (つま り 中 央 に 戻す ) と 、 
機 は その 姿勢 を 続け ます 。 

操縦 福 と し て 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 キ ー ボ ー ド の テン ・ キ ー/ カ ー ソ ル ・ キ ー、 そ の 他 の デバ イス を 使 
いま す 。 詳細 は 索引 の “使用 キー 一 覧 " を 参照 し て くだ さい 。 





























スロ ッ ト ル と 燃料 .. ス ロッ トル は エン ジン の 出力 を 制御 し ます 。 ス ロッ トル を 最大 値 に する と 、 速 度 は 最大 に な り ま す 
"が 、 燃 料 消費 も 最大 と な り ま す 。 ま た 電磁 探知 機器 に 対す る 視認 度 (EMV) も 増加 し 、 敵 レー ダー に 発 
見 され や すく な り ま す 。 
推 カ コン トロ ー ル : 最大 出力 (SHIFT や キー を 押す と 、 即 座 に スロ ッ ト ル が 全開 し て 最大 推力 が 得 ら 
れ ま す 。 山 力 ゼ ロ (SHIFT 一 ) キ ー を 押す と 、 即 座 に スロ ッ ト ル が 閉じ て エン ジン が 停止 し ます 。 HA 
加 (=) キ ー で 、 ス ロッ トル が わずか に 開き 、 出 力 減少 (一 ) キ ー で 、 ス ロッ トル が わずか に 閉じ ます 。 
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推力 表示 器 : 計器 盤 の 右 下 に ある の が 推力 表示 器 で 、 現 在 の 状態 が 最大 出力 の 何 パ ー セ ント に あたる 
T | か を デジ タル 表示 し て いま す 。"100" が 最大 出力 で 、"50" が 半分 の 出力 と いう こと で す 。 
aus aes 燃料 残 量 : 機内 の 燃料 タン ク が 満 タ ン に な っ て いる と 、 デ ジタル 表示 は "999" で す 。 飛行 を 続け る 


と 、 タ ンク 内 に 残っ て いる 量 を 表示 する この 数 字 は 減っ て いき ます 。 
燃料 警報 : 燃料 の 残 量 が 危険 な ほど 減少 する と 、 燃 料 計 の 右 横 の 警告 灯 が 点 減 し ます 。 
出力 増加 





予備 燃料 : ベイ に 予備 燃料 を 搭載 し て いる 時 は 、 武 問 選 択 キ ー を 押し て 、 HUD の 左下 に "EXTR 
A FUEL” と 表示 させ て か ら 、 武 器 発射 (RETURN) キ ー を 押す こと に よっ て 、 予 備 燃料 を ベイ か ら 
機内 の 燃料 タン ク に 移す こと が で きま す 。 








装備 コン トロ ー ル ADAG ・ 自 機 の 現在 の ビッ チ ( 前 傾 、 後 傾 ) と ロー ル ( 横 方 向 傾斜 ) を 示す 計器 で す 。 深 夜 、 地 平 線 
や 水平 線 が 見 に くい 状態 で 飛ん で いる 時 に 、 特 に 役に立ち ます 。 


車輪 : 車輪 (6) キ ー は トグル で a 降 を し ます 。 車輪 が 
降り て いる 場合 は 、 “車輪 (GEAR)” の ライ ト が 光っ て いま 

















す 。 成 し て いる 時 は 、 HAGE Z まま 速度 が 出す 
ぎ て いて 、 着 陸 装 置 が 破壊 され る 恐れ が ある と いう こと で す 。 

オー ト パ イ ロ ッ ト ( 自 動 操縦 ) : オー ト パ イ ロ ッ HO att 
す と オー ト パ イ ロ ッ ト が トグル で オン ・ オ フ で きま す 。 オ ー ト 
パイ ロッ ト は 高度 500 フ ィ ー ト 以上 で 、 次 の INS ウェ イ ポ イ 
ント に 向かっ て 飛行 す 22 Py LPL, EE 
や 山岳 地帯 を 避け る よう に は な っ て いま せん !)。 オ ー ト パイ 
ロッ ト が 作動 し て いる 時 は 、 “AUTO” の ライ が 光っ て い 
ます 。 オ ー ト パイ ロッ ト を 切る に は 、 操 に 触れ る だ け で い 
い の で す 。 航行 機器 に こ 損 傷 が ある (“AV" 損傷 警告 灯 か 
し て いる ) 場 合 は 、 オ ー ト パイ ロッ ト が 作動 し な い の で 、 注 意 
し て くだ きい 。 

ウエ ポン ・ ベ イ ( 武 器 収納 室 ) の 扉 ・ ベイ に 収納 され て いる 武 


器 を 使う に は 、 ベ ペイ ・ ド だ ア (8) キ ー を 押し て 、 ベ イ の 扉 を 開け る 
必要 あり ます ベイ の 扉 が 開い て いる 時 は 、 “BAY” OF 
イト が 点 減 し ます 。 武器 を 発射 し た あと は 、 も う 一 度 同じ キー 
を 押し T REMOTES, ATORI こ 損傷 を 受け る 
(“BD" の ライ ト が 光る ) と 、 扉 は 開い た まま に な り ま す の 
で 、 気 を つけ て くだ さい 。 47 


























ベイ ・ ド ア 
開閉 


赤外線 追尾 
ミサ イル 警告 灯 





フラ ッ プ : フラ ッ ズ (9) キ ー を 押し て 、 主 環 の フラ ッ プ を 展張 し た り 、 収 納 し た り で きま す 。 フ ラッ 
プ が 展張 され て いる 時 は 、 “FLAPS” の ライ ト が 光り 、 機 の 速度 が 落ち て 、 揚力 が 増し ます 。 300 
ノッ ト 以 上 の 高速 で は 、 フ ラッ プ が 引き ちぎ られ 、 重 大 な 損傷 を 受け ます 。 


ブレ ー キ : ブレ ー キ (0) キ ー は 、 エ アプ レー キ を トグル で 開 開 し ます 。 プ レー ease 
“BRAKE” の ライ ト が 光り 、 機 は 減速 する 。 地 上 で は 、* ブ レー キ * キ ー で 、 着 陸 装 置 の プレ ー キ 
を オン ・ オ フ し ます 。 


脱出 シー ト : 褒 出 (SHIFTF10) キ ー を 押す と 、 機 か ら “射出 " され ます 。F-117A( は 、 現存 する 中 で 最 














も 安全 く 、 最 も 順応 性 の ある デザ イン の ACEST 射 出 ) 座席 を を 採用 し て いま す 。 最も 

脱出 は 、 20007 4 — F #5140007 4 — k E COMPAS. 水平 飛行 か 、 わ ず か に 上 和 昇 し て いる 場 
合 で す 。 

回 避 と 防御 シス テム 


電磁 探知 視認 度 (E M VRT 


自 機 の 現在 の “ステ ルス 度 " を 示 3 


自 機 の EMV : 敵 の レー ダー に 対す る 自 機 の 
esr さ ” は 、 左 側 か ら 伸 びる バー で 示さ れ 
ます 。 高度 を と っ た り 、 速 度 を 上 げた り 、 ベ イ を 
開い た り 、 着 際 装 置 を 隊 ある い は ジャ 
マー を 作動 させ る と 、 機 の 視認 度 は 増加 し 、 英 
レー ダー に 発見 され や すく な り ま す 。 


敵 レ ー ダ ー : 右側 か ら 断 続 的 に 伸び る バー は 、 








hao] LR FRA4 EAR | ian 自 機 に 向け られ た 敵 か ら の レー ダー 波 で す 。 敵 の 
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y 地上 施設 の レー ダー(E G R ) は 上 側 に 、 空 中 か ら 
の レー ダー(E AR) は 下 側 に 現われ ます 。 バ ー の 
色 は 、 探 名 に 関す る 付加 情報 を 伝え て くれ ます 。 


ー ダ ー 探知 : 敵 の レー ダー 波 が EMV バ ー に 重なっ た 
ら 、 機 が 敵 に 発見 され た と いう こと で す ( 探 知 警 
告 灯 が 点 減 し 、 警 報 音 が 鳴り ます )。 レ ー ダ ー 流 
の バー が ピン ク 色 だ っ た ら 、 地 上 の レー ダー は ば 











く ぜ ん と 機 影 を 捉え た と いう こと で す 。 黄色 な ら 、 完 全 に 捕捉 され て いま す 。 空 中 か ら の レー ダー 波 が 
色 な ら 、 敵 機 が あな た を 捕捉 し て いま す 。 

FEMV 表 示 器 に 表示 され る 敵 レ ー ダ ー 波 の 色 は 、 衛 星 / レ ー ダ ー 地 図 と HUD に 表示 きれ る 敵 レ ー 
ダー の 人 色 と 一 致し て いま す 。 で すか ら 、 自 機 を 探 各 し た 敵 レ ー ダ ー の 位置 は 簡単 に 突き 止め られ ます 
(索引 の “ディ スプ レイ の 色 一 覧 " を 参照 し て くだ さい )。 















































警報 装置 


索敵 警報 : ほとん どの 場合 、 敵 レー ダー に 一 度 探知 され た だ け で は 、 機 を 識別 で きる だ け の デー タ を 
敵 に 与え る こと は あり ませ ん 。 し か し 、 敵 に 探知 され た こと が 確実 な 場合 は 、 敵 に "発見 され た "と H 
UD に 表示 され ます 。 


追跡 レー ダー 警報 : 長 距離 お よび 中 距離 の 地 対 年 ミサ イル (S AM) は 、 レ ー ダ ー で 目標 を 追跡 し て か 
ら 発射 され ます 。 追跡 用 レー ダー は "衛星 プレ ー ダ ー" 地図 で は 短 か く て 細い 円 弧 と し て 表示 され ます 。 


敵 の 追跡 レー ダー に 捕捉 され る と 、“TRAK" の 警告 困 が 点滅 し ます 。 た だ し 、 短 距離 ミサ イル に 
は 追跡 レー ダー・ シ ステ ム を 使用 し な いも の (赤外線 誘導 式 な ど 。 詳 細 は 82 ペ ー ジ を 参照 ) が ある の で 、 
ーー R 
は あり ませ ん 。 


ミサ イル 警告 灯 : 英 の レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル が 自 機 を 狙っ て 飛ん で くる と 、 “RAD” の ライ ト が 
ARLES. 1 R( 赤 外線 追尾 式 ) の 時 は 、 “IR” の ライ ト が 点滅 し ます 。 


ミサ イル が 追尾 し て いる か ぎり 、 そ の 種類 に 応じ た ライ ト が 点滅 を 続け ます 。 ジ ャ マー や その 他 の 装 
置 で 、 ミ サイ ル が 失 探 する と 、 ラ イト は 消え ます 。 ミ サイ ル が ふた た び F-117A を 発見 し て 追尾 を 再開 
する と 、 ラ イト が 再度 点 減 し ます 。 


ミサ イル 接近 クラ クシ ョ ン : 敵 ミ サイ ル が あと 数 秒 で 命中 する と いう 時 に は 、 ミ サイ ル 接 近 ク ラク 
ショ ン が 鳴っ て 、 即 座 に 対応 し な けれ ば 命中 する と 警告 し ます 。 状況 に 応じ し て 、 チ ャ フ な り フ レア な り 
(レー ダー 式 ミ サイ ル に は チャ フ 、TIR ミ サイ ル に は フレ ア ) を 投下 する の が 一 般 的 で す 。 



































防御 


フレ ア : 精巧 に で きた 小型 の 欺 膳 熱 源 で す 。 フレ ア (1) キ ー を 押す と 、 フ レア ・ カ ー ト リッ ジ が 機 の 背 
後に 放出 され ます 。 フ レア が 使用 可能 な ら フ レア ・ ラ イト が 光り 、 フ レア の 残 量 を デジ タル で 表示 し ま 
Fo 放出 後 2 か ら 3 秒間 は 、 フ レア は 強烈 な 熱 を 発し 、 敵 の 1 R( 赤 外線 誘導 ) ミ サイ ル は F-117A で な く フ 
レア を 追い か け ま す 。 


チャ フ : チャ フ (2) キ ー を 押す と 、 チ ャ フ ・ カ ー ト リッ ジ が 機 の 背後 に 放出 され ます 。 チ ャ フ が 使用 可 
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能 な ら チ ャ フ ・ ラ イ 
カー トリ ッ ジ か ら 








TU 





散 す 





の で な いか ぎり 、 チ ャ フ に 
面 か ら 迫 っ て くる 時 は 、 


デコ イ ( お と り ) : F-117 


示さ れ ま す 。 


ト で 徐々 !【 
デコ イ ! 
う の が 標準 で す )。 そ の 

赤外線 (1 R) ジ ャ マー : 
装置 ) が 作動 し て いる 間 は 
サイ ル の 誘導 装置 を 混乱 


こ 降下 し 、 地 上 に 
だ まさ れ ま す が 、 











防御 装置 イン ジ ケ ー タ 


チャ フ 作動 灯 


フレ ア 作 動 灯 


デコ イ 作 動 灯 


ECM ジ ャ マー 作動 灯 


IR ジ ャ マー 作動 灯 


30 


が 光り 、 チ ャ フ の 残 量 を デ 


キー を 押し ます 。 デ コイ が 作動 中 は 


デコ イ は コン ピュ ー タ 制御 きれ た レ 
外線 探知 器 に 対し て 、 デコ イ は F_II7A と 同じ に 、 





ジタル で 表示 し ます 。 放出 後 2 秒 か それ 以上 、 チ ャ フ ・ 
ルミ ・ フ ォ イ ル が 敵 の レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル を 狂わ し 、F-117A で な く 





る ア 


チャ フ を 追い か けさ せま す 。 
重要 な 例外 : 敵 の ドッ プラ ー・ レ ー ダ 


ー 誘 導 
か と は あり ませ ん 。 ミ サイ ル が 人 背 
チャ フ は 効果 が あり ませ ん 。 


A に は 3 基 の デコ イ し か 搭載 し て いま せん 。 デ コイ を 射出 する に は デコ イ ($) 
“DECOY” の ライ ト が 光り ます 。 デ コイ の 残 量 は デジ タル で 表 


式 ミ サイ ル は 、 横 方 向 か ら 直 角 に F-117A に 接近 し て いる 
き 後 か ら 追 撃 し て きた り 、 真 正 


ー ダ ー 発 信 兼 反射 装置 で 1 R 源 で も 
た だ し ちっ と 人 roe) 
達する 前 に 自爆 し ます 。 敵 の ミサ イル 、 


だ まさ れ て いる 時 間 は 敵 の 経験 や 技術 に よっ て 変わ 


敵 の レー ダー そ や 赤 
o コイ は パラ ジュ ー 
a レー ダー は どれ も 
り ま す (20 か ら 60 秒 と い 









り ま す 。 
す 。 デ 
び 地 上 





時 間 だ け 、 敵 は デコ イ を 追跡 し ます 。 


で 装置 の オン ・ オ フ を 行ない ます 。 ジ ャ マー( 赤 外線 妨害 
が 光っ て いま す 。 こ の 装置 は 熱 パ ルス を 放射 し て 、 
で て 行き ます 。 ジ ャ 


I 月 ジャ マー(3) キ ー 
“IRJ” の ライ 
きせ ます 。 英 ミサ イル は あな た の 機 の 追 
マー は “第 一 世代 " OF ミサ イル に 対し て は きわ め 
て 効果 的 で す が 、 "第 二 世 代 " の ミ サイ ル に 対し て は 長 距離 で 
の み 有 効 に すぎ ませ ん 。 I R ジ ャ マー を 作動 させ る と 機 の 速度 
は 低下 し ます 。 ま た 、 ジ ャ マー は 加熱 防止 の た め に 自動 的 に 停 
ELET 
E CM レー ダー・ ジ ャ マー : EMC(4④) キ ー で この 装置 の オン ・ 
オフ を 行ない ます 。 装置 が 作動 し て いる 間 は 、 “ECM” OF 
イト が 光っ て いま す 。 こ の 装置 は レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル の 目 
を くら ませ ます 。 敵 ミサ イル は あな た の 機 の 追尾 を 止め て 直進 
し て 行き ます 。 ジャ マー は 旧式 の "ビーム ・ ラ イダ ー"( コ マン 
Wo 壮 ミ サイ ル に 対し て は 、 と り わ けり 効果 的 で 
、 最 新 の “セミ ・ ア クティ ブ " レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル (79 
ペー ジ 参 照 ) に 対し て は 長 距離 で の み 有効 に すぎ ませ ん 。ECM 
装置 を 作動 させ て いる 場合 の 唯一 の 欠点 は 、 自 機 の EMV( 電 磁 
探知 視認 度 ) が 増大 する こと で す 。 






















ダメ ー ジ (損傷 ) SAMOA ICIS “警報 " 灯 が 並ん で いて 、( 損 傷 を 受け た 場合 に は ) ど の シス テム が 損傷 を 受け た か 
を 表示 し ます 。 
ミサ イル 接近 警告 (MW) : “MW” 損傷 讐 報 ライ ト が 光っ て いる 時 は 、 ミ サイ ル 接 近 警 告 シ ステ ム が 
作動 不能 で す 。 “RAD( レ ー ダ ー 誘 導 式 )" と “| R( 赤 外線 誘導 式 )" の ミサ イル 接近 警告 灯 は 役 に 立 
ち ま せ ん 。 
エン ジン (E NG) : “ENG” の ライ ト が 光っ て いる 時 は 、 エ ンジ ン の 損傷 に よっ て 最大 推力 が 減少 
し て いま す 。 さら に 損傷 を 受け る と エン ジン 推力 は いっ そう 減少 し ます 。 
フラ イト ・ コ ント ロー ル (F C) : “FC” の ライ ト が 光っ て いる 時 は 、 飛 行 制御 コン ピュ ー タ の 損傷 
に よっ て F-117A の 操縦 が いっ そう 困難 に な っ て いま す 。 
アビ オニ クス (AV): “AV” の ライ ト が 光っ て いる 時 は 、 ア ビオ ニク ス の 損傷 に よっ て 、 慣 性 航法 
シス テム ( INS) と オー ト パ イ ロ ッ ト が 利用 で きま せん 。 
ベイ ・ ド ア (BD) : “BD” の ライ ト が 光っ て いる 時 は 、 武 器 収納 ベイ の ドア が 損傷 を 受け て 開い た 
状態 に な っ て いま す 。 そ の 結果 、 こ の まま EMV は 高く な っ た まま に な り ま す 。 
ジャ マー(J AM) : “JAM” の ライ ト が 光っ て いる 時 は 、EC 





ダメ ー ジ ・ イ ンジ ケー タ M ジ ャ マー と IR ジ ャ マー は 作動 不能 で す 。 
燃料 タン ク (FUEL): “FUEL” の ライ ト が 光っ て いる 時 
Iye は 、 損 傷 と 金属 疲労 に よる 破損 で 燃料 が 漏れ て いま す 。 い っ た ん 燃 






料 漏れ ん が 起こ る と 、 他 の 箇所 が さら に 損傷 を 受け て も 燃料 裏 失 率 が 


増大 し ます 。 


火器 管制 (F 1 RE): “FIRE” の ライ ト が 光っ て いる 時 は 、 
火器 管制 シス テム が 損傷 を 受け て いま す 。 

偶発 的 な 故障 : あな た が 搭乗 し て いて いる F-117A は きわ め て 複雑 
な マシ ン で す 。 い つど の シス テム に る も 偶発 的 な 故障 が 起こ る 可能 性 
ai が あり ます 。 搭載 され て いる 警報 シス テム その も の まで 故障 する か 
も し れ ま せん 。 そ うな る と 、 実 際 に 動か そう と する 時 まで 、 ど こ が 
逆 障 し て いる の か 分 か ら な い の で す 。 


識 烈 な 戦闘 下 で は 精巧 な 電子 シス テム の 負担 が 大 きく な る の で 故 
障 も 起こ りや すく な り ま す 。 


ミサ イル 警告 装置 





フラ イト ・ コ ント ロー ル 





火器 官制 装置 
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兵 装 

以下 は 、 武器 の 操作 に 関す る 基本 的 な 事項 で す 。 重 要 な 検討 事項 と 戦術 的 技巧 に 関し て は 、 “第 3 
章 、 飛 行 技術 と 戦術 " に 詳 述 され て いま す 。139 ペ ー ジ の “武器 の 効果 " で は 各種 の 目標 に お ける 武器 
の 効果 の 一 覧 表 が 掲載 され て いま す 。 








武器 の 選択 


搭載 され て いて 、 現 在 使用 可能 な 武器 は 、 常 に は HUD の 下部 、 左 隅 に 表示 され て いま す 。 


武器 : 武器 確認 (FS) キ ー を 押す と 、 右 側 MFD に 武器 収納 ペイ に 搭載 され て いる 武器 が 表示 され ま 
Fo 現在 、 選 択 さ きれ て いる ペイ は 文字 が 明る く 表示 され て お り 、 現 在 の 武器 は HUD の 左下 に 表示 され 




















=| *. 
5 ベイ ・ ド ア 武器 選択 (SPACE BAR) キ ー を 押す と 、 火 器 管制 シス テム が 現在 選択 し て いる 武器 を 切り 替え る こと 
Ene bi が で きま す 。 キ ー を 押す ご と に 次 の ベイ に 切り 替わり 、 そ の 結果 は HUD と 右側 MFD の 武器 表示 に 現 
われ ます 。 
機関 砲 : 20 ミ リ 機 関 砲 は (弾薬 が 尽き て いた り 、 敢 障 し て いる 場合 を 除い て ) 常 時 使用 で きま す 。 
武器 発射 搭載 武器 発射 : 武器 発 航 (RETURN) キ ー を 押す と 、 ペ ベイ に 搭載 し た 武器 を 発射 し ます 。 ミ サイ ル だ と 


武器 発射 





1 基 を 発射 、 爆 弾 だ と 1 発 を 投下 し ます 。 そ の 時 点 で 選択 され て いる 武器 が 発射 され ます 。 武器 の 発射 
に つい て は 69-76 ペ ー ジ の 詳細 を 参照 し て くだ さい 。 


偵察 カメ ラ (135 ミ リン F L I R カ メラ ) も ベイ の ドア を 開い て 、 武 器 と 同じ よう に “発射 " し ます 。 
1 回 に 1 枚 の 写真 を 撮影 し ます 。 

特殊 装備 は ベイ の ドア を 開け 、 "発射 「 する こと で 、 投 下 し ます 。 特殊 装備 は パラ シュ ー ト に よっ て 
地上 まで 降下 し ます 。 特殊 装 備 は 随時 、 基 地 に お いて 自動 的 に 積み 込み 、 積 み 降ろ し が 行なわ れ ま す 
(積み 込み 、 積 み 降ろ し の 完了 は HUD に メッ セー ジ が 表示 され ます )。 


HRI : 機関 門 発 射 (6ACKSPACE か BUTTON2) キ ー で 、 1 斉 射 が 行なわ れ ま す 。 





航法 シス テム 





コン セプト : INS で は 巡航 ルー ト を 設定 する た め に 最大 4 カ所 の "ウェイ ポイ ント (航行 基準 
慣性 航法 シス テム が 設定 で きま す 。 デ フォ ルト で は 、 ウ ェ イ ポイ ント 1 は 自 機 の 出撃 基地 と 第 一 目標 と の 中 間 点 に 設定 き 
(INS) れ て いま す 。 ウ ェ イ ポイ ント 2 は 第 一 目標 、 ウ ェ イ ボイン ト 3 は 第 目標 、 ウ ェ イ ボイン ト 4 は 帰投 地点 


こ 設 定 さ れ て いま す 。 


ウェ イ ポ イン ト の 表示 : ウェ イ ポ イント (Way PO 選択 (F7) キ ー と ウェ イ ポ イン ト 変 更 (Fe) キ ー で 
側 MFD に INS ウ ェ イ ポイ ント 一 覧 が 、 左 側 の 衛星 地図 に ウェ イ ポ イン ト 間 を 結ぶ 航空 路 が 表示 
ます 。 


ウェ イ ポ イン トー 
が 、 下 側 に は 
示さ れ て いま す 。 帯 の 右端 ( 黒 v 
その 他 は 青 ) は それ ぞ れ の ウェ イ ポ 
料 で す 。 

ウェ イボ イン ト 選 択 : ウェ イボ イン ト 一 覧 で は ] カ所 が 明る く ( 白 く ) 表 示さ れ て いま す 。HUD の 機 
首 方 位 計 の 上 に ある INS 方 向 指示 カー ソル が 示し て いる の は 、 こ の ウェ イ ポ イン ト で す 。 


新しく ウェ イボ イン ト を 選 
択 す る に は 、 ま ず ウ ェ イ ポイ 














の 


航路 点 選択 


















予定 時 刻 ) 
SHE DS 
中 央 部 分 (現在 の ウェ イ : は 白 、 
する の に 必要 な 燃料 を 表わし 、 た 分 ) は 予備 の 活 


上 部 に は 現在 時 刻 が 、 各 ウェ 4 ポイ ント に は それ ぞ れ の ET A( 到 
され て い 『 状 で 、 現 在 の 速度 と 高度 nll し た 


































航路 点 表 示 航路 点 変更 キー 一 覧 ント 選択 (F7) キ ー を 押し ま 
TIME 00-15-00 — {2 sne H Fo 前 ウェ イボ イン ト 選 択 ( テ 
ン キ ー の 9)、 次 ウェ イボ イ ン 
WAYPOINT 1 DIST-78 KM 9 ト 選 所 (テン キー の 3) の キー を 
9 MIN. ETA 00-23-45 使っ て 、 一 覧 の 明る い 部 分 を 
WAYPOINT 2 DIST-156 KM (ae Sg a i 
19 MIN. ETA 00-42-15 Sih = せま す 。 明るい 
WAYPOINT 3 DIST-84 KM 部 分 を 移動 さき せる と 、 そ れ に 
10 MIN. ETA 00-51-45 し た が っ て HUD の INS 
WAYPOINT 4 DIST-230 KM カー ソル も 動き ます 。 
28 MIN. ETA 01-18-30 3 
ウェ イ ポ イン ト 変 更 : ウェ 
a イ ポ イン ト を 新た な 場所 に 変 























更 す る に は 、 ま ず ウ ェ イ ポイ 
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ント 変更 (F8) キ ー を 押し ます 。 そ れ か ら 前 ウェ イボ イン トト 選 所 (テンキー の 9) ま た は 次 ウェ イボ イン ト 選 
状 ( テ ン キ ー の 3) キ ー を 使っ て 、 変 更 し た い ウ ェ イ ボイン ト を 選び ます 。 最後 に テン キー の ウェ イ ポ イ 
So EST EEE eno ee ere 
ます 。 

ウェ イボ ポイ ント ・ リ セッ ト (SHIFTF8) キ ー を 押す と 、 す べ て の ウェ イボ ポイ ント が 最初 の 設定 に 戻り ます 。 
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I L S(F9) キ ー で 1 L S 表 示 の オン ・ オ フ を 切り 替え ます 。 I L S 表 示 が オン に な っ て いる と 、HU 
D 上 に 垂直 と 水平 の 線 が 現われ 、 現 在 位置 か ら 最も 近い 友軍 基地 を 示し ます 。 


操作 の 原則 : I L S は 消 走路 へ の "グラ イド ・ パ ス " まで 降下 させ 、 最 終 進 信 を 助け る よう に 作ら れ 
て いま す 。 着陸 態勢 に 入っ た ら 、I LS を 使っ て 飛行 場 ま で 接近 し 、 そ の あと 、 "最終 進入 "に か か る 
まで は I LS を 切っ て お きま す 。 I LS は あな た を 清 走 路 や 空母 の 飛行 甲板 まで は 導い て くれ ます が 、 
そこ か ら 先 は 、 あ な た 自身 に 任 さ れる の で す 。 滑走 路 に 接近 し 過ぎ て 不正 確 な 数 値 を 出 き な いよ う 、 正 
確 さ が 落 ち て きた ら ILS は 自動 的 に 作動 を 停止 し ます 。 
垂直 “コース” バー : ILS を 利用 する に は 垂直 バー が 機 首 表示 器 の 縦 棒 と 重なる よう に 機 を 操縦 し 
ます 。 そ うす れ ば 、 目 的 地 へ の 進路 に 乗っ て いる こと に な り ま す 。 

水平 “グラ イド ・ パ ス ” バー : ILS の 水平 バー は “グラ イド ・ パ ス " 、 つ まり 飛行 場 か ら 空 に 向かっ 
て 伸び て いる 仮想 の 坂道 を 表わし て いま す 。 こ の バー が 機 首 表 示 器 の 横 棒 より 上 に あっ た ら 、 機 は グラ 
イド ・ パ ス よ り 下 に あり ます 。 こ の 場合 、 グ ライ ド ・ パ ス に 乗る に は 、 そ の まま 水平 飛行 し て グラ イド ・ 
パス と “交差” する か 、 あ る い は 、 も っ と 早く グラ イド ・ パ ス に 戻り た いな ら 上 昇 す る こと も で きま 
す 。 バ パー が 機 首 表 示 器 よ り 下 に な っ て いる 場合 は 、 機 が グラ イド ・ パ ス よ り 上 に ある の で 、 バ ー が 機 首 
表示 器 の 横 棒 と 重なる まで 降下 し て くだ さい 。 





















































帰投 後 の 報告 Postflight Debriefing 

任務 が 終了 し た ら 、 帰投 報 告 が あり ます 。 指 押 官 が 任務 を 返 一 検証 し て 、 実際 に 起こ っ た こと を 在 定 
を 付け て くれ ます 。 基 本 的 に は 、 任 務 を 完了 し 、 交 戦 制限 (以下 で 説明 ) を 守っ て いれ ば 、 上 出 
言え ます 。 条 件 が 厳し けれ ば 厳し い ほど 、 得 点 も 大 きく な り ま す 。 





$ 
任務 の 終了 


安全 に 着陸 着陸 し 、 機 体 が 停止 し て か ら エ ンジ ン を 切る と 任務 は 終了 で す 。 燃 料 を 補給 し た り 、 武 器 を 再 搭載 し 
ー て 任務 を 続行 する と いう こと は で きま せん 。 ス テル ス 任 務 は 高額 で 、 入 念 に 計画 され た "一 発 勝負 "の 
任務 で す 。 も し 任務 が 失敗 に 終わ る と 、 上 層 部 で は 再度 の 出撃 を 行なう べき か どう か 、 ま た その 時 期 と 

地域 、 方 法 な ど に つい て 、 後 日 検討 する こと に な り ま す 。 








墜落 簡易 着陸 ある い は リア ル な 着陸 を 選ん で いる 場合 に 墜落 する と 、 任 務 ば か り で な く 、 あ な た の 経歴 も 
最期 を 迎え ます 。 生き残る た め に は 機体 が 地面 に 激突 する 前 に 緊急 脱出 し な けれ ば な り ま せん 。 も ちろ 
ん 、 "墜落 な し " を 選ん で いる と この よう な 事態 は 避け られ ます が 一 一 得点 の 上 限 も 著しく 低く な っ て 
し まい ます 。 








脱出 . 素 急 脱出 で 生き 延び の あぁ に は 、 ど こ で 脱出 する か を 考え な く て は な り ま せん 。 敵 の 海岸 線 か ら 遠 く 離 れ 
た 海上 で 脱出 する の が 理想 的 で す 。 機 体 は 沈ん で 見 え を なく な る し 、 あ な た は 救助 きれ る 可能 性 が ある か 
ら で す 。 次 に 良い の は 、 友好 的 な 国 の 領土 上 空 で す 。 そ の 場合 も あな た が 救助 され る 可能 性 は 大 きい の 
で す が 、 機 体 の 残骸 は 民間 人 や 敵 の スパ イ の 目 に 触れ て し まう で し ょ う 。 敵 地 の 上 空 で の 脱出 は 最悪 で 
Fo F-117A に は 自爆 メカ ニズム が 組み 込ま れ て いる と は いえ 、 機 体 の 破片 は 絶対 に 敵 に 見 つか り 、 ア 
メリ カ 合 衆 国 の 足 重 な ステ ルス 技術 の 秘密 を 明か し て し まう 結果 に な り ま す 。 さ ら に 、 あ な た 自身 も 捕 
えら れ 、 ア メリ カ 空 軍 が 礁 本 する 前 に 公開 裁判 に か けら れ 、 屈 辱 を 味わう こと に な り ま す 。 











評価 


目標 と に か く 、 交 戦 制 限 を 守り 、 第 一 目標 を 達成 する こと 一 一 これ さえ 完了 し て いれ ば 、 結 果 が 悪い は ず 
は あり ませ ん 。 そ れ に 失敗 し た 場合 で も 、 せ め て 第 二 目 標 を 達成 する こと で す 。 ど ちら も 失敗 し た と な 
る と 、 評 価 を 得る こと は むず か し いで し ょ う 。 
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冷戦 : 機 を 探 各 されない よう に する こと が 重要 で す 。 敵 機 に 目視 され た 場合 が 最悪 で す 。 敵 レー ダー 


に 探知 され 、 確 実に 追跡 され る の も 、 ま ずい こと で す 。 


言う まで も あり ませ ん が 、 冷 戦 下 で は 無 差 別 な 破壊 も 許さ れ て いま せん 。 友好 
を 破壊 する の は 最悪 の 事態 で す 。 と は いえ 、 中 立国 や 民間 の 施設 を 破壊 する の も 
で す 。 い く ぶん まし な の は 、 敵 の 軍事 目標 を 破壊 すか る こと で す が 、 こ れる も 避け る 








国 の 航空 機 や 地上 施設 











同じ くら いま ずい こと 
こ 越 し た こと は あり ま 


せん 。 実際 、 目 標 を “破壊 で きる " の は 任務 命令 で 指示 され て いる 時 か 、 敵 に 探 和 され た り 追 跡 さ れ た 


時 か 、 敵 か ら 攻 撃 を 仕掛 け て きた 時 に か ぎら れ ま す 。 


限定 戦争 : この 場合 も 敵 に 探知 され な いこ と が 重要 で す が 、 探 知 き され た 場合 の 減点 は それ ほど 大 きく 


あり ませ ん 。 軍 用 機 や 明白 な 軍事 施設 を 含む 英軍 に 対す る 攻撃 は 、 指 揮 官 が 全面 
間 の 目標 (旅客 機 、 油 井 、 精 油 所 、 橋 等 ) を 攻撃 する と 、 政 治 的 な 問題 を 引き 起こ 
げ ま す 。 


に 許可 し ます が 、 民 





し 、 あ な た の 得点 を 下 


通常 戦争 : この 場合 、 指 揮 視 は あな た の 機 が 敵 に 探知 さき れる こと を 問題 に し て いま せん が 、 も ちろ 


ん 、 敵 の 攻撃 で 損傷 を 受け る こと は 問題 で す (F-117A は と て も 高価 な の で す )。 





敵 地内 で は 、 民 間 の 目標 な ど 、 ど の よう な も の を 破壊 し て も (軍事 目標 の ほう が 評価 は 高い で す が ) 得 
点 に つなが り ます 。 実際 、 指 揮 官 は 当初 の 目標 を 攻撃 する 以上 の こと を あな た の 機 に 期待 し て いま す 。 





減点 の 可能 性 が ある は 、 中 立国 や 友好 国 の 施設 や 車両 を 破壊 する こと で す 。 




















名 声 
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勲章 の か ぶら な ず か し いも の まで 、 以 下 の 5 種 類 が あり ます 。 


AM : 空軍 戦士 章 一 優れ た 功績 に 対し て 
DFC : 空軍 殊勲 十字 章 一 戦闘 に お ける 卓越 し た 功績 に 対し て 
SS : RES 一 戦闘 に お ける 英雄 的 行為 に 対し て 


AFC : 空軍 十字 章 一 卓越 し た 英雄 的 行為 に 対し て 
CMOH: RRENA 一 合衆国 の 最高 勲章 


出撃 任務 で 高い 評価 を 得る と 、 指 揮 官 は 勲章 の 授与 を 上 申し ます 。 勲 章 は 比較 的 容易 に 獲得 で きる も 


名 誉 勲 章 の 授与 を 上 申 さ れる に は 、 も っ と も 厳し い 条 件 下 で 、 車 越し た 成功 を お さめ な けれ ば な り ま 


せん 。 





その 他 の 勲章 


"パー プル ハー ト " は 負傷 し て 帰投 し た パイ ロッ ト に 与え られ ます 。 大きな 損 傷 を 受け た 航空 機 を あ 
や つっ て 任務 か ら 生 司 し た 場合 に 、 こ の 勲章 が 授与 きれ る こと が よく あり ます 。 


"戦闘 即応 章 " は 戦闘 部 隊 の ほぼ 全員 に 授与 きれ ます 。 こ れ 以 外 に も 、 ど れ だ け の 出撃 任務 を こなし 
て きた か で 、 授 与 さ れる 略 緩 ( リ ボン) が 決ま り ま す 。35 回 の 出撃 で “海外 勤務 略 緩 一 一 短期 " 、15 回 の 
、30 回 の 出撃 で “HB” . COMO MIC “ 極 葉 勲章 付き 古参 略 
緩 " と な り o 

















昇進 


ゲー ム 開 始 時 の あな た の 階級 は 少尉 で す 。 昇進 は あな た の 総 得点 と 任務 あたり の 平均 得点 と に 基づい 
て 決ま り ま す 。 で すか ら 、1 回 の 任務 で “し くじ り " 、 へ ま を し た ら 、 き わ め て 高 得点 の 任務 を こなさ 
な けれ ば 昇進 資格 を 得 ら れ ま せん 。 さ きら に 、 充 分 な 経験 を 積ま な いか ぎり 昇進 は で きま せん 。 


階級 は 下 か ら 順 に 次 の よう に 昇っ て いき ます 。 














2nd Lt : 少尉 
1st Lt : 中 尉 
Capt : 大 尉 
Maj : 少佐 
Lt. Col : 中 佐 
Col : 大 佐 
B. Gen: 准 特 


准 航 は 飛行 士 の 階級 で は あり ませ ん 。 実働 任務 か ら 退 くま で この 階級 を 得る こと は で きま せん 。 パ バイ 
ロッ ト の 出撃 回 数 は 99 回 まで で す 。 そ れ 以 降 は 空軍 の 上 層 部 で は 次 の よう な 決断 を 下 し ます 。 あ な た を 
准 特に 昇進 きせ る か 、 ワ シン トン で デス クワ ー ク を 与え る か 、 あ る い は 退役 し て 民間 人 と し て や っ て み 
な いか と 勧め る か で す 。 将軍 の 星 を 手 に 入れ る ほど 優れ た 成績 で 99 回 の 出撃 を 全う する パイ ロッ ト は き 
わ め て まれ で す 。 


と ころ で 、 中 程度 の 階級 だ か ら と いっ て 、 め げ る こと は あり ませ ん 。 実際 の 戦闘 機 中 隊 で は 、 ほ と ん 
どの パイ ロッ ト は 中 尉 か 大 尉 で す 。 少 佐 は 飛行 小隊 長 、 中 佐 は それ より 上 の 飛行 中 隊 士 官 か 中 隊長 、 大 
佐 は 中 隊長 ある い は 飛行 団長 を つと め ま す 。 少佐 ある い は それ 以上 の 階級 へ の 昇進 は 、 は る か に むず か 
し く な っ て いき ます 。 アメリカ合衆国 空軍 で は 、 中 佐 や 大 佐 に 昇進 し た 者 が 戦闘 任務 で 出撃 する こと は 
ほとん ど あ り ま せん 。 
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3 . 飛行 技術 と 戦術 
TECHNIQUES AND TACTICS 











操縦 方 法 How to Fly 


=h a ノー ここ で 述べ られ る 揚力 と 飛行 に 関す る 説明 は 、 
気力 学 と 飛行 ん 。 飛行 の 物理 学 に つい て の 概要 と 、 航 空 機 の 操 % 
過ぎ ませ ん 。 

揚力 : 航空 機 は 、 環 の 上 と 下 を 流れ る 空気 の 速 さ の 差 に よっ て 生じ る 圧力 差 で 飛ぶ こと が で きま す 。 
環 の 上 側 を 流れ る 空気 は 、 下 側 を 流れ る 空気 より 速く 動き 、 翼 の 下 の 気 圧 を 高く し 、 上 の 気圧 を 低く し 
ます 。 そ れ を 埋め 合わ せる た め に 環 が 押し 上 げ ら れ 、 そ れ が 揚力 と な る わけ で す 。 気圧 の 差 が 充分 に 大 
きけ れ ば 、 揚力 は 機体 の 重量 を 上 回 り 、 航 空 機 は 浮き 上 が る の で す 。 
速度 と 揚力 : 四 で 発生 する 揚力 の 大 きき は 対 気 速度 に よっ て 変化 し ます 。 機 の 速度 が 速い ほど 翼 の 上 
の 空気 の 流れ も 速く な っ て 、 気 圧 の 差 も 大 きく な り ま す 。 機 が 一 定 の 速度 で 水平 飛行 を し て いる 場合 、 
減速 すれ ば 揚力 が 減っ て ( 機 首 を 下げ な く て る も ) 機 は 下降 し ます 。 

迎え 角 と 揚力 : 発生 する 揚力 は 環 と 気流 と が な す 角 度 に よっ て も 変化 し ます 。 機 首 を わずか に 上 げ れ 
ば 、 気 圧 の 差 は 大 きく な り 、 そ れ に と も な っ て 揚力 も 大 きく な り ま す 。 機 首 を 下げ れ ば 、 逆 の 現象 が 起 
こり ます 。 気流 の 方 向 と 、 環 の 前 縁 と 後 縁 を 結ぶ 線 ( 環 弦 線 ) と の ズレ が “迎え 角 " (AOA) で す 。 WA 
角 は HUD が “NAV( 巡 航 )" a> “ SHB)” モー ド の 場合 に 見 る こと が で きま す 。 機 首 表示 
器 が 針路 表示 器 よ り 上 に ある 時 は 、 ミ "迎え 角 " な の で す 。 

水平 飛行 : 出力 を 一 定 に し た まま “水平 "飛行 を 行なう に は 、 垂 直 速 度 が ゼロ ( "垂直 速度 表示 器 " 
に 上 昇 も 下 隆 も 表示 きれ な い ) に な る よう 、 機 弟 を 上 げ る か 下げ る か し な けれ ば な り ま せん 。 ピ ッ チ が 
0 度 で は 、 上 昇 か 下降 に な る こと が ある の で 、 注 意 し て くだ さい 。 水平 飛行 を する た め に は 、 必 要 に 応 
じ て 機 首 を 上 げ る か 下げ る か し て 、 新 し い “MAH” に し 、 揚 力 を 加減 し ます 。 








的 な 観点 か ら は 必ず し ゃ 厳 審 な も の で は あり ませ 
こつ いて の 経験 に 基づく 効果 に つい て 述べ た も の に 
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一 定 の 速度 で "水平" 飛行 を 行なう に は 、 ま ず 水 平 飛 行 に 移り 、 ス ロッ トル を 調整 し て 目的 の 速度 に 
し 、 そ れ か ら そ の 対 気 速度 で 水平 に 飛べ る よう ピッ チ を 調整 する の で す 。 

ロー ル の 効果 : 揚力 は 常に 異 に 垂直 に 働き ます 。 で すか ら 、 翼 が 傾く と 、 揚 力 は も は や 地面 か ら 垂直 
に は 働き ませ ん 。 そ し て 、 機 体 を 横 に 引っ ぱる 揚力 の 分 力 と 、 機 体 の 上 方 向 に 引っ ぱる 揚力 と に 分 か れ 
ます 。 これ に よっ て 機 は 旋回 し 、 上 方 の 揚力 (重力 に 抗 する 力 ) が 減少 し て 、 高 度 を 失い ます 。 


旋回 の 際 に 、 パ イロ ッ ト は 反 縦 揚 に “引き "を 与え 、 つ まり 操縦 柱 を 軽く 引く よう に し て 、 迎 え 角 を 
調整 する こと が で きま す 。 調整 は に どく わずか な も の で す 。 新米 パイ ロッ ト が 誰 で も 犯す 間違い に 、 修 正 
の し 過ぎ が あり ます 。 
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特殊 な 状況 


失速 翼 の 迎え 角 が 大 きく な り 過 ぎる と 、 空 気力 学 上 の 問題 で 失速 が 起こ り ます 。 空気 が 翼 の 上 を ス 
ムー ズ に 流れ な く な り 、 気 流 が 乱れ て 環 か ら 和 剥が れる よう に な る の で す 。 そ の た め 、 空気 圧 の 差 が な く 
な り 、 揚 力 を 大 きく 減ら し て 、 お お むね 機 間 を 下げ て し まい ます 。 和 失速 を 起こ す 速 度 は さま ざま な 要素 
に よっ て 、 大 きく 変化 し ます 。 急 旋回 を する と 、 失 遠 速度 が 大 きく な り ま す 。 同時 に 、 旋 回 で は 対 気 束 
度 も 減少 し が ち で す 。 そ の 結果 、 急 旋回 で は 失速 が 頻繁 に 発生 し ます 。F-117A に は 可聴 タイ プ 和 失速 克 
報 機 と 、 計 器 盤 の 左上 方 に 失速 警告 条 、 さ ら に HUD の 対 気 速度 表示 器 に は 失速 速度 を 示す カラ ー 
バー が 表示 され て いま す 。 


F-117A に は コン ピュ ー タ 制御 の 失速 回 復調 整 機 が 搭載 され て いて 、 自 動 的 に 失速 状態 か ら 回 復 する 
よう 即座 に 媒 端 を 変化 させ 、 パ イロ ッ ト の 作業 を ずっ と 容易 に し ます 。 失速 状態 か ら 回 復 さ せる た め に 
は 、 ま ず 主 翼 を 水平 に し 、 そ れ か ら ピ ッ チ を 正常 に 戻し ます 。 失速 する と 必然 的 に 高度 を 失う の で 、 低 
空 で の 失速 は 致命 的 な 事態 に な りか ね ませ ん ! 
フラ ッ プ : フ ラッ プ を 展張 する と 翼 の 表面 積 が 広がり 、 空 気圧 の 差 が 増大 し 、 揚力 が 大 きく な り ま 
o また 抗力 も 増加 し 、 速 度 を 減少 する こと に な り ま す 。 し か し な が ら 、 低 速 (300 ノ ッ ト 以 下 ) で の 飛 
で は 、 フ ラッ プ は 有利 な 点 が 多い の で す 。 















































F-117A を 飛ば す 

F-117A は 飛行 に 適さ な い 機 体 で す 。 機 体 の デザ イン は 史上 類 の な いも の で す 一 一 多く の 専門 家 は 

は じ め て F-117A を 見 た 時 に 、 こ の 機 は 飛ば な いと 断言 し まし た 。 実際 、 搭 載 さ れ て いる 精密 な 飛行 制 
御 コ ンピュータ の 助け な し に は 、 こ の 機 を 操縦 する の は きわ め て 困難 一 一 お そら く 不 可能 一 でしょ 
う 。 こ の 機 は 、 他 の 最新 型 の 機種 と 同様 に 、 “フラ イ ・ バ イ ・ ワ イア ” な の で す 。 




















パイ ロッ ト は 通常 の ジョ イス ティ ッ ク に 似 た ) 操 縦 筐 を 使い 、 普 通 の 民間 機 の パイ ロッ ト と 同じ よう 
に 操り ます 。 し か し 、 パ イロ ッ ト は 機 の 操縦 胃 面 操作 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 パ イロ ッ ト は 、 
いわ ば コン ピュ ー タ と 会 話し 、 コ ンピュータ が 操縦 環 面 と 会 話し て いる の で す 。 パ イロ ッ ト が “バンク 
( 横 傾 斜 ) し ろ " と 言う と 、 コ ンピュータ が その 命令 を 割 訳し て 、 機 体 を 飛行 きせ て お く た め に あちら こ 
ちら と 修正 し な が ら 、 環 を 傾け させ る の で す 。 


あな た が この 機体 を 操縦 し て いる 時 、 あ な た は 機体 を 操縦 し て いる コン ピュ ー タ と 対話 し て いる の だ 
と いう こと を 忘れ な いで くだ さい ! 




















離陸 


消 走路 で 待機 し て いる 間 に 、 以 下 の 飛 行 前 チェ ッ ク を 行なっ て くだ さい ・ 


IN S( 慣 性 航法 シス テム ) の チェ ッ ク : 地図 (F3) キ ー を 押し て 左側 の MF D ス クタ リー ン に 衛星 / レ ー 
ダー 地図 を 表示 させ ます 。 次 に ウェ イボ ポイ ント 選択 (F7) キ ー を 押し て 右側 MFD に INS ウ ェ イ ポイ ン 
ト (航行 基準 点 ) を 表示 させ ます 。H UD の 機 首 方 位 計 の 上 に ある INS カー ソル (青い 三角 形 ) は 、 右 側 
MFD に 一 覧 表示 され て いる ウェ イボ ポイ ント 1 に 達する た め に 飛ば な く て は な ら な い 方 向 を 示し て いま 
す 。 次 ウェ イボ ポイ ント 選択 また は 前 ウェ イボ ポイ ント 選択 (SHIFT/ テ ン キ ー の 3,9) の キー を 使っ て 、 現 在 表 
示さ れ て いる すべ て の ウェ イ ポ イン ト を 選ぶ こと が で きま す 。 経験 を 積ん だ パイ ロッ ト な ら 、 こ の 時 点 
で 1.2 の ウェ イ ポ イン ト の 位置 を 移動 きせ た いと 考え る こと が あり ます 。 

兵 装 の チェ ッ ク : 武器 確認 (F5) キ ー を 押し 、 右 側 MF D に 武器 を 表示 し ます 。 武器 選択 (SPACE BAR) 
キー を 押し て 、 武 器 を 切り 替え る こと が で きま す 。 現在 使用 可能 な 武器 は 、HUD の 左下 隅 に 表示 され 
る こと を 覚え て お いて くだ さい 

フラ ッ プ 展張 : フ ラップ (⑨) キ ー を 押し ます 。 計器 盤 の 右上 方 に ある "フラ ッ プ (FLAP)” 表示 灯 を 確 
認 し て くだ さい 。 フ ラッ プ は 離陸 時 の 揚力 を 増し ます 。 

カタ パル ト の チェ ッ ク ( 航 空母 艦 で の み ) : 航空 母艦 か ら 発進 する 時 に は プレ ー キ を 掛け て お か な けれ 
ば な り ま せん 。 計器 盤 の “プレ ー キ (BREAK)” 灯 が 点灯 し て いる は ず で す 。 

エン ジン 始動 : 最大 出力 (SHIFT +) キ ー を 押し て エン ジン を 始動 きせ て くだ さい 。 

カタ パル ト 起 動 (航空 母艦 で の み ) : ブレ ー キ (0) キ ー を 押し て 、 プ レー キ と カタ パル ト を 外し 、 甲 板 か 
ら 飛 び 出 し ます 。 

失速 速度 を 越え て 加速 する : 滑走 路 や 飛行 甲板 を 疾走 し て いる 時 に 、 速 度 計 (HUD の 左側 ) を 注意 し 
て いて くだ さい 。 色 の つい た バー( 失 速 速度 表示 器 ) が ゆっ くり 下がっ て いき ます 。 バ ー が セン ター マー 
ク よ り 下 が る と 、 機 が 失速 速度 を 越え を た こと に な り ま す 。 
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上 昇 : 操縦 筐 を 静か に 引い て くだ さい 。 機 が 上 昇 を は じ め た ら 、HUD 右 側 の 高度 計 に 気 を つけ て く 
だ さい 。 


車輪 の 収納 : 車輪 (6) キ ー を 押し て 、 車 輪 を 引き 上 げ ま す 。 車輪 を 出し た まま に し て は いけ ませ ん 一 
ー 高 速 時 に 車輪 を 出し て お く と 、 車 輪 も 機体 も 損傷 を 受け ます 。 


フラ ッ プ を 戻す : フラ ッ プ ⑨ キ ー を 押し て 、 フ ラッ プ を 戻し ます 。 余 分 な 揚力 は 必要 な いか ら で す 。 
コー ス に 乗る : INS カ ー ソ ル が 機 首 方 位 表示 計 の セン ター マー ク に 重なる よう に 、 操 縦 柱 を 右左 に 
動か し て くだ さい 。 あ る い は 、 オ ー ト パイ ロッ ト (7) キ ー を 押し て 、 最 初 の ウェ イ ポ イン ト に 向かう 正 


し い コ ー ス に 乗る の を 自動 航行 装置 に まかせ る こと も で きま す 。 こ れ は 隠密 飛行 で すか ら 、 低 空 を 飛ぶ 
の が 良い で し ょ う 。200 フ ィ ー ト か ら 500 フ ィ ー ト が 理想 的 で す 。 
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軽く 操作 する : コン トロ ー ラ ー は 軽く 操作 し て くだ さい 。 初心 者 パイ ロッ ト が 誰 で も 犯す 過ち は 、 操 
縦 柱 を “不器用 に " 操作 し 、 空 を 狂っ た よう に 飛び 回 る こと で す 。 皿 急 事態 で な けれ ば 、 操縦 杏 を 限界 
まで 動か さき な いで くだ さい 。 


計器 を 追う : 機 の 状況 を ( 採 縦 筐 を 動か し た り 、 出 力 を 変化 させ た り し て ) 変 化 さ せ た 場 合 に 、 そ れ が 
“効果 を 表わし " 新しい 状況 が 計器 に 反映 され る の に 1.2 秒 か か り ま す 。 な め ら か に 飛行 する に は 、 操 
作 を 行なっ た 後 、 さ ら に 操作 する 前 に 効果 を 確認 し て くだ さい 。 絶え間 な い 操 作 や 修正 は 避け て くだ さ 
い 。 そ うし な いと 、 あ ら ゆ る 操作 を 過剰 修正 し て “計器 を 追い か ける " だ け に な り ま す 。 


直線 と 水平 飛行 : 優秀 な 戦闘 機 パ イロ ッ ト に な る た め に は 、 水 平 飛 行 を 習 吾 し な く て は な り ま せん 。 
それ に は 実際 の 出撃 任務 より 訓練 任務 を 選ん だ ほう が いい で し ょ う 。 


高度 2.000 フ ィ ー ト まで 上 昇 し 、 機 音 が 水平 線 を さす よう に 機体 を 水平 に し ます 。 経済 巡航 速度 に な 
る よう 、 出 力 75 パ ー セ ント まで スロ ッ ト ル を 絞り ます 。 機 首 表示 器 が 水平 線 を き し て いて も 、 お そら く 
HUD の 高度 計 と V V 1 (垂直 速度 表示 器 ) は 、 機 が 上 昇 か 下 隆 し て いる と 告げ て いる で し ょ う 。 LAL 
て いた 場合 は 操縦 を 押し 、 放 し て 、 様 子 を 見 て くだ さい 。 下 降 し て いた 場合 は 、 逆 に 操縦 福 を 少し 引 
いて くだ さい 。 必要 な の は 、 高 度 計 の 指 度 を 動か な いよ うに する こと で す 。 


針路 表示 器 が 水平 線 を さき し て いて も 、 機 首 表 示 器 は 、 現 在 の 対 気 速度 に よっ て 異な り ま す が 、 そ れ よ 
り 上 や 下 に ある こと に 気がつく で し ょ う 。 一 般 的 に 、 水 平 飛行 を 維持 する た め に は 、 速 度 が 遅い ほど 機 
首 を より 高く 上 げ な く て は な り ま せん 。 


ここ で 、 少 し テス ト を し て みて くだ さい 。 ブレ ー キ (0) キ ー を 押し ます 。 こ れ で 速度 が 落ち ます 。H 
UD に 注目 し て 、 針 路 表示 器 の 下がり 方 を 見 て くだ さい 。 同 時 に 、HUD の 側面 で は 対 気 速度 と 高度 が 











落ち て いま す 。 こ の 新た な 低速 飛行 状態 で 水平 飛行 する に は 、 針 路 表示 器 が 水平 線 に 重なる まで 、 機 首 
を 上 げ な けれ ば な り ま せん 。 


旋回 操縦 欄 を 右 や 左 に 動か し て 、 バ ンク 角 が 45 度 を 越え る と 、 失 速 速度 は 通常 の 120 ノ ッ ト 前 後 か 
ら 200 ノ ッ ト (90 度 ロー ル の 場合 ) を 越え を る まで に 上 が り ま す 。 急 旋 回 は 対 気 速度 を “そぎ 落と す " の 
で 、 急 旋回 を 長く 続け る と 失速 の 原因 に な り ま す 。 低 高度 で 急 旋回 する 時 に は 対 気 速度 と 失速 速度 と に 
目 を 配っ て いる こと が 、 と り わ け 重 要 に な り ま す 。 和 失速 し て し まう と 、 た ち ま ち 高 度 を 失う か ら で す 。 


極端 な 急 旋回 (機体 の バン ク 角 が 80 度 や 83 度 、90 度 に まで な る 場合 、 で は 、 操 縦 模 を 引く こと で 旋回 
半径 を 小さ くす る こと が で きま す 。 し か し 、 そ れ に より いっ そう 急激 に 対 気 速度 を 落と す の で 、 失 速 束 
度 表示 器 の バー か ら 目 を 離し て は な り ま せん 。 


ルー プ ( 宙 返り ) : F-117A に と っ て ルー プ は 簡単 で す が 、 垂 直上 昇 は 短 時 間 し か で きま せん 。 


垂直 方 向 の 継続 的 な 移動 は 対 気 ante” 減ら し 、 は じ め が か な り の 高速 で な いか ぎり 失速 の 危険 
が ある こと を 忘れ な いで くだ さい 。 し か し 、 垂 直 移動 は 方 向 転換 に は と て も 便利 で す 。 上 昇 中 に 機体 を 
回 転 き せ 、 望 む 方 向 に すばやく 機 首 を 向け 、 ま た 水平 飛行 に 戻る だ け で いい の で すか ら 。 


低空 飛行 : 高度 300 フ ィ ー ト 以下 で は 、 飛 行 の 障害 に な る 乱気流 や 下降 気流 な どの 不測 の 事態 が 起こ 
る こと を 覚 模 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 低 い 和 線 や 山岳 地帯 な ども 注意 が 必要 で す 。 気 を つ 
け て いな けれ ば 、 山 后 に 激突 する こと は 簡単 で す 。 優秀 な パイ ロッ ト は 、 す べ て 問題 が な いか どう か 確 
認 す る た め に 、 定 期 的 に HUD 全 体 を 見 渡す "クロ ス ・ チ ェ ッ ク " 法 を 身 に 付け て いま す 。 


"墜落 な し (No Crush)” や "簡易 飛行 (Easy Landing)” モー ド を 選ん で いる 場合 は 、 あ な た の 機 に は 気 
圧 / レ ー ザ ー 高 度 計 が 搭載 きれ て いま す 。 機 が 高度 200 フ ィ ー ト より 下降 する と 、 こ の 装置 が 自動 的 に 、 
し か も ゆる や か に 元 の 高度 まで 引き 上 げ て くれ ます 。 着陸 装置 を 降ろ し て いる 時 や 、 機 関 砲 を 発射 し て 
いる 時 に は 、 こ の 装置 は 自動 的 に 停止 し て いま す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 急降下 や 失速 、 そ の 他 の 激 
し い 動 き に 対し て は 効果 が あり ませ ん が 、 通 常 の 飛行 の 場合 に は 充分 に 役に立ち ます 。 リ アル な 飛行 の 
場合 に は 、 自 動 高 度 計 は 作動 せ ず 、 腕 の いい パイ ロッ ト は さら に 低い 高度 を 飛ぶ こと が で きま す 。 












































































































































F-117A を 着陸 させ る 

空軍 基地 : すべ て の 滑走 路 は 南北 に 伸び て いて 、 中 央 に セン ター・ ス トラ イプ が 描か れ て いま す 。 着 
A a 
ぴっ た り 合 いま す 
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は 200 ノ ッ ト で の 安全 着陸 距離 の 2 倍 以 上 の 長き ミー 一 充分 な 余裕 が あり ます 。 航 空 
母艦 は 、 艦 尾 近 制動 ケー プル を 備え て いま す 。 飛 行 甲板 か ら 転 が り 落 ちる 前 に 機 を 止め て も 
うに は 、 ケ ー ブ プル の 上 か 、 そ の 前 で 着 艦 し な けれ ば な り ま せん 。 航空 空母 艦 の 艦 音 か ら 着 艦 し まう と し 
は いけ ませ ん 、 そ ちら 側 に は 制動 ケー ブル が な いか ら 。 お まけ に 、 発 艦 し よう と する 航空 機 が 待機 
し て いる か も し れ ま せん 。 あ な た も 衝突 し た く は な いで し ょ う 






























、 ler に 300 


erste のか し FPW rig 
3 hes る こと に な 


I ト を 越す まで 待っ て くだ さい 。 そ れ 以 前 に 
りか ね ませ ん 。 


カタ パル ト 





着 艦 制動 ケー ブル 
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計器 着陸 シス テム ILS を 利用 する 場合 は ガリ D モ ー ド (F2) キ ー を 押す な り し て 、HUD を NAV モー ド に し ます 。 AT 
gi 方 カメ ラ の キー を 押し て 追跡 カメ ラ を 作動 さき せ 、 そ れ か ら IL S(F9) キ ー を 押し て I し S を 作動 させ ま 
(ILS) を 使う す 。 ILS と カメ ラ は 自動 的 に 、 も っ と も 近い 友好 国 か 中 立国 の 着陸 地点 を 捕捉 し ます 。 敵前 線 の 背後 

に ある 危険 な 滑走 路 は 追跡 し ませ ん 。 


着陸 進入 の 経路 を 合わ せる : まず 、 空 軍 基 地 ( あ る い は 航空 母艦 ) へ の 正しい コー ス に 針路 を 合わ せま 
す 。 そ の た め に は 300 か ら 1.000 フ ィ ー ト の 高度 で 、 基 地 の 北 か 南 に 40 か ら 50 キ ロ 離 れ た 地点 に 向かい 、 
そこ で TLS の 垂直 バー が 機 首 表示 器 の 中 央 に 来る まで 方 向 を 転じ ます 。 


グラ イド ・ パ ス を 捕捉 する : コー ス に 乗っ た ら 、 水 平 の バー で 表わさ れ て いる グラ イド ・ パ ス を 捕捉 す 
る よう に し ます 。 水平 バー が 機 導 表示 器 の 横 棒 の 少し 上 に な る よう 機 を 降下 させ て 、 水 平 飛 行 に 移り ま 
す 。 水 平 バー は じょじょに 下がっ て いっ て 、 や が て 機 首 表示 器 の 横 棒 に 重なり ます 。 そ うな っ た ら 、 機 
は グラ イド ・ パ ス を 捕捉 (交差 ) し た わけ で す 。 

下降 : グラ イド ・ パ ス を 捕捉 し た ら 、 降 下 SM て くだ さい 。 水平 バー を 機 首 表示 器 の 中 に 維持 


する よう に 、 つ まり ゆっ くり 降 すき お FCF. 通常 の 着陸 (次 の “最終 進入 "参照 の こと ) の 際 と 同じ 
よう に 降下 し な けれ ば な り ま せん 。 


接地 (タッ チ ・ ダ ウン ) : LL S は 接地 に 関し て まで は 補助 し て くれ ませ ん 。 基地 の すぐ そば で は 正確 
に 働か か ない から です 。 I L S は 機 が 滑走 路 に 到達 する 前 に 、 自 動 的 に スイ ッ チ が 切れ ます 。 


| L S と 着陸 経路 (パタ ー ン ) : IL S は 機 を 基地 まで 誘導 する よう に 作ら れ て いま す 。 着陸 経路 を 飛 
行 す る 間 は 誘導 し て くれ ませ ん 。 
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計器 着陸 シス テム (ILS) を 使う 


側面 か ら 見 た 図 








コー ス か ら は ずれ て いる コー ス に 乗っ た 


a 





| 


グラ イド ・ ス ロー プ に 
乗っ た まま 下降 する 


























直線 進入 着陸 着陸 進入 の 経路 を 合わ せる : TL S を 使っ て 正しい 進入 経路 に 合わ せま す 。 初心者 は 、 滑 走路 か 
hagas らい の 地点 で グラ イド ・ パ ス を 捕捉 し て くだ さい 。 基 地 か ら 20 キ ロ 以 内 に な っ て か ら 
進入 経路 を 見 つけ て 着陸 する の は 、 初 心 者 に は お 勧め で きま せん 。 


2. スロ ッ ト ル を 出力 70 パ ー セ ント に : 500 か ら 1.000 フ ィ ー ト で 進 
パー セン ト く らい まで スロ ッ ト ル を 絞る と 、 速 度 は 300 ノ ッ ト 程 度 
持 す る た め に 少し ビッチ を 上 げ る ( 機 弟 を 上 げ る ) 必 要 が 出 て きま す 。 






経路 に 入っ て くだ さい 。 出力 70 
きち ます 。 す ぐに 、 水 平 飛行 を 維 





3. フラ ッ プ 展張 、 ス ロッ トル は 50 パ ー セ ント 、, 着陸 装置 を 降ろ す : フラ ッ プ を 展張 し 、 ス ロッ ト 
ル を 約 50 パ ー セ ント に 絞り ます 。 こ れ で 230 ノ ッ ト く らい まで 減速 し ます 。 そ こ まで 速度 が 潜 ち た ら 、 
着陸 装置 を 隆 ろ し ます 。 ま だ 速 す ぎる よう な ら ーー ブ レー キ (0) キ ー を 押し て 一 一 ご く 短 い 間 だ け プ レー 
キ を 開き ます 。 

4. 最終 進入 : ILS の 水平 バー が HUD 上 の 機 首 表示 器 の 中 心 に 来 た ら グラ イド ・ パ ス の 降下 を は 
じ め ま す 。 





出力 を 少し 下げ ます 。 水平 飛行 を し て いる な ら 、 機 首 表 示 器 が 針路 表示 器 の 上 に ある 状態 で 、 じ ょ 
と ょ に 降下 し て いき ます 。 降 下 率 を 制御 する の に 、I L S の 水平 バー を 利用 し て くだ さい 。 ス ロッ トル 
を 調節 し て 、 水 平 バ ー が 機 首 表示 器 の 中 心 に 来る よう に し ます 。 


最後 は 対 気 速度 計 と 失速 速度 表示 器 に 気 を つけ て いて ES 失速 表示 バー が 現在 の 対 気 速 度 の 25 
ッ ト 以 内 に な っ た 時 は 、 出 力 を 下げ 過ぎ で す 。 逆 に 、 対 気 速度 が 250 ノ ッ ト を 越え て いる 時 に は 、 す 
し の 間 だ け エ ア ・ プ レー キ を 開き ます 。 
5. 


接地 : 高度 計 は 滑走 路 で は 0 フィ ー ト 、 航 空母 艦 の 飛行 甲板 で は 125 フ ィ ー ト を を 示し て て いま す 。 そ 
れ が あな た の 機 の " 接地 7 高度 で 

す 。 安全 接地 垂直 速 j 

直線 進入 着陸 VV I 部 に 矢印 で 示 

_ 直 速 度 が 毎 分 400 フ ィ ー ト (4 目盛 

アプ ロー チ TEAN り ) か 、 ある い は それ 以下 で あれ 


ーー ペー ファ イナ ル ば 、 常 に 安全 で す 。 状 況 に よっ て 
SOAS = hs sooie ~ EET は 、 こ れ よ り 大 き 重吉 度 で も 
230~250kt ま で 減速 許容 され ます 。 滑 走路 に 接地 し た 


EEE 5, *HAO *(SHIFT -) キ ー を 
押し て 、 出 力 を 切り 、 ブ レー キ (0) 
キー を 押し て プレ ー キ を 作動 させ 
ます 。 
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67 


航空 母艦 : 航空 母艦 へ の 着 艦 は 着 艦 抽 Am プ ブル の ある 区 域 に 接地 し な けれ ば な ら な い の で 、 い ささ 
か 難し く な り ま す 。 ケ ー ブ ル を 飛び 越 を 避け る に は 、 機 音 を 少し 下げ て 降下 を 早く し 、 最 後 の 瞬 
間 に 機 間 を 引き 上 げ 、* ブ レー キネ (0) キ ー を 押し て エア ・ プ レー キ を 開き ます 。 


も し 空母 の 制動 ケー ブル を 引っ か けら れ な か っ た ら 、 REL Seek と で す 。 そ れ よ り 、 エ 
ア ・ プ レー キ を 閉じ 、 最 大 出力 (SHIFT+) キ ー を 叩き ます 














= モニ ーー 


攻撃 行動 Offensive Actions 


この 章 で は 武器 の 使用 法 に つい て 簡単 に 説明 し ます 。150 ペ ー ジ を 見 て 、 各 種 の 目標 に 対す る さま ざ 
まな 武器 の 効果 を 示し た 表 を 参照 し て くだ さい 。 























目標 の 発見 と 攻撃 


1. 目標 の 発見 : 第 一 と 第 二 目 標 は 、 デ フォ ルト で は ウェ イボ ポイ ント 2 お よび 3 と し て INS に 設定 き 
れ て いま す 。 ウ ェ イ ポイ ント を 変更 し て いる 場合 は 、 ウ ェ イ ボイン ト ・ リ セッ ト (SHIFTF8) キ ー を 押し 
て 、 デ フォ ルト に 戻し て くだ さい 。 


目標 に 到達 する に は 、 ウ ェ イ ポイ ント 選択 (F7) キ ー を 押し て 、 ウ ェ イ ポイ ント 一 覧 を 表示 きせ 、 次 
ウェ イボ イン ト 選 択 (SHIFT/KEYPAD 3) キ ー を 叩い て 、 し か る べき ウェ イ ポ イン ト を 選び 、HUD の 機 
首 方 位 計 の 上 に ある INS カー ソル を 追う よう に 操縦 し て くだ さい 。 


2. HUD モ ー ド の 確認 : HUD モ ー ド を 適切 な も の に 変更 し て くだ さい 。 ロ U り モー ド (F2) キ ー で 
切り 替え ます 。 航空 機 を 攻撃 する 場合 は A I R モ ー ド 、 地 上 目標 を 攻撃 する 場合 は GND で す 。 


3 . 追跡 カメ ラ を 使う : 前 方 カメ ラ の ) キ ー を 叩い て 、 追 跡 / 捕 捉 シス テム で 前 方 の 最も 近い 目 目標 を 捕 
提 し て くだ さい 。80 キ ロ か ら 100 キ ロ 以 内 に 目標 が な けれ ば 、 デ ィ ス プレ イ は 空白 の まま で す 。 


他 の 目標 を 見 る に は 月 標 選択 (お ) キ ー を 叩い て くだ さい 。 追跡 捕捉 シス テム が 有効 な の は 、 搭 載 さ れ 
た コン ピュ ー タ の デー タベース に 記録 きれ て いる 目標 に 対し て だ け で す 。 も ちろ ん 、 そ の 中 に は 必ず 、 
あな た の 第 一 と 第 ニニ erto ee 且 標 選択 (6) キー を 数 区 
叩か な けれ ば な ら な いか も 知れ ませ ん 。 第 一 ある い は 第 二 目 標 を 捕捉 し た ら 、MFD に それ と 表示 され 
まま 
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自己 誘導 ミサ イル 


a 


ーー て 
amawasa 


4 = 


EN 


AIM-9M Sidewinder 
AIM-120 AMRAAM 
AGM-65D Maverick 
Penguin-3 ASM 
AGM-84A Harpoon 
AGM-88A HARM 








Ay Ea ¥(CRRENTVURVAEEIEMS 4 cld, ARREN) EMV TK KEV. 前 
方 で 一 番 近 い 洪 在 目標 が 、 一 時 的 に コン ピュ ー と a ス に 記録 され ます 。 付 け 加 えら れ た 目標 
は 、 コ ンピュータ の デー タベース に 残り 、 上 月 標 選 訳 6) キー で 呼び 出せ る 目標 群 の 中 に 入り ます 。 記録 
で きる 新 目標 は ひと つ だ け で 、 新 し い 目 標 を 記録 させ る と 、 以 前 に 記録 させ た 目標 は 消去 され ます 。 


武器 の 選択 : 武器 選択 (SPACE BAR) キ ー を 叩く と 、 武 器 収納 ベイ に 搭載 され て いる 武器 を 次 々 
に 呼び 出す こ と が で きま す ( 機 関 念 は 常に 使用 可能 で す )。 





























適切 な 武器 を 選択 し て いる か どう か 確認 し て くだ さい 。HUD 上 の 追跡 ボッ クス の 大 き さ と 色 は 、 現 
在 の 武器 に 対し て どの 程度 有効 か を 示し て いま す ( 付 録 の ディ スプ レイ 色彩 一 覧 を 参照 し て くだ 


さい)。 


5. 照準 と 発射 : 以下 に 述べ る よう に 、 武 器 に よっ て 照準 方 法 は 異な り ま す 。 発射 する 前 に 、 選 択 し 
た 武器 に 関し て 、 目 標 を 正しく 照準 し て いる か どう か 、 確認 し て くだ さい 。 


6 . 成果 を 確認 する : あな た の 出撃 任務 を 監視 し て いる 味方 の AWAC S 機 が 、 攻 撃 の 成果 を 報告 し 
て くれ ます 。 命中 し て 目標 に 損害 を 与え て も 破壊 し て いな いこ と も あり 、 ま っ た く 命 中 し て いな いこ と 
も 、 命 中 し て も 効果 が な い 場合 も あり ます 。 命中 し て 効果 が な か っ た 場合 は 、 武 器 の 選択 が 不適 切 だ っ 
た か 、 武 器 の 故障 が 原因 で す 。 


























ミサ イル の 発射 


自 機 に 搭載 され る ミサ イル は すべ て 、 自 己 誘導 ( 射 ち っ ぱな し ) 式 で 、 そ の うち の いく つか が 搭載 で き 
ます 。 敵 機 に 対し て 使用 する ミサ イル も あれ ば 、 A E RIRIS 対し て 使用 する も の も あり ます 。 す べ て の 
自己 誘導 式 ミ サイ ル は 、 ど れ も 同 じ 照 準 と 発射 方 式 に な っ て いま す ( 以 下 に 詳 述 )。 


ミサ イル 照準 エン ベロ ー プ : HUD が A I R モ ー ド に な っ て いて 、 使 用 可能 の 武器 が 空 対空 ミサ イル 
の 時 は 、 ミ サイ ル 頭 部 の 誘導 装置 の 捕捉 限界 を 示す ミサ イル 照準 エン ベロ ー プ が HUD に 表示 され ま 
す 。 追 跡 カ メラ は どこ に ある 目標 で も ロッ ク ・ オ ン で きま す が 、 空 対空 ミサ イル は この 円 の 中 に ある 射 
程 内 の 英機 し か ロッ ク ・ オ ン で きま せん 。 GND モー ド で は 照準 エン ベロ ー プ は 現われ ませ ん が 、 ミ サ 
イル は その 時 点 で HUD 上 に 見 える 目標 し か ロッ ク ・ オ ン で きま せん 。 


オー バル で ロッ ク ・ オ ン : 追跡 ボッ クス が オー バル に 切り 替わる (そし て 計器 盤 の "LOCK" の ライ 
ト が 点滅 を は じ め る ) と 、 ミ サイ ル は 目標 を ロッ ク ・ オ ン し 、 命 中 の 可能 性 が 高く な り ま す 。 オ ー バ ル が 
赤く な る (そし て 計器 盤 の "LOCK" の ライ ト が 点 減 を 止め る ) と 、 ミ サイ ル の 命中 精度 は きわ め て 高 
く な り ま す 。 さ ら に 、 ミ サイ ル が 目標 を ロッ ク ・ オ ン す る と 、 追 跡 カ メラ の ディ スプ レイ に 捕捉 ボッ ク 
ス が 表示 され 、 命 中 精度 が きわ め て 高く な っ た 時 は 、 捕 捉 ボ ックス が 収縮 を くり か え し ます 。 
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発射 : 発射 する に は 、 ベ イ ・ ド だ ア (8) の キー を 叩い て 武器 ベイ を 開き 、 起 器 発射 (KETURN/ENTER) キ ー 
を 押し 


制約 と 助言 : 発射 直後 の ミサ イル は 一 一 自 機 の 対 気 速度 や 、 上 昇 率 や 、 降 下 率 に よっ て 変化 し ます が 
ー 一 300 か ら 400 フ ィ ー ト ほど 落下 し て か ら 、 点 火 き され 、 自 力 で 飛行 し ます 。 一般 的 に は 、 高 度 500 
フィ ー ト 以下 で 、 あ る い は 急降下 中 に 発射 する の は 賢明 で は あり ませ ん し 、 危 険 で きえ あり ます 。 ま 
で 
を 見 失う か 、 自 機 に 衝突 する 可能 性 も あり ます 。 ミ サイ ル を いっ た ん 発射 し て し まっ た ら 、 新 し い 目 標 
を 探す こと も 、 GLURBEBRT ECE 6. 自在 に 操縦 する こと も 可能 で す 。 




















#E Be Fd © 38 St 
あな た の 機 に 装備 され て いる 機関 砲 の 最大 射程 は 6 キロ 、 有 効 射 程 は 約 3 キ ロ で す 。 


空 対 空 の 見 越し 発射 : 機関 息 の 射 撃 制御 シス テム は “ヒス トリ カル (遡及 式 ) 照 準 装置 " を 使用 し て い 

ます 。 SREMBAANLELDELRSGORNBERT LOTT, 上 を 半 し で いる の で な い 

ere HAWES AF L LH OF LAE L, RHE CISD GILL A+ OST ATIC 
AARE ES, 


> 1 目標 を 追跡 し て いる 場合 は 、 射 撃 制 御 シ ステ ム は 現在 の 目標 と の 距離 か ら 計算 し て 、HUD に 照準 を 
表示 し ます 。 追跡 ボッ クス は 捕捉 し て いる 敵 機 を 示し 、 目 標 と の 距離 は 右側 MFD に 表示 され ます 。 
射撃 する 際 に は 、 照 準 と 敵 と が いつ 合致 する か “見 越 き " な く て は な り ま せん 。 た と えば 、 敵 と 照準 


と が 合致 し て いて 、 目 標 ま で の 距離 が 6 キロ あっ た な ら 、6 秒 前 に 発射 し て いな く て は な ら な いわ け で 
す 。 予測 が 正確 な ら 、 照 準 が 敵 機 に 重なっ た 皮 間 に すべ て が 合致 する で し ょ う 。 


空 対地 の 掃討 射撃 地上 目標 を 攻撃 する の は 、 相 手 が 動か な い 分 だ け 簡 単 で す 。 最も 簡単 な の は 、 1a 
火 を 目標 に 向け て “移動 さき せ て " いく こと で す 。 低空 (高度 約 300 フ ィ ー ト ) で これ を する に は 、 目標 ま 
で 6 キロ の 地点 で 射撃 を 開始 し 、 LOLI CAMS SHEMALES. BERS CHMAE AE 

“OT” いく の で す 。 た だ し 、 残 念 な こと に 、 短 く 、 適 切な 斉 射 を し な いか ぎり 、 こ の 方 法 だ と 弾薬 

を 急速 に 消費 し ます 。 



























爆弾 投下 
ーー 、  . レー ザー 誘導 式 爆弾 は 、 自 機 に 搭載 され た ペー プ ・ タ ッ ク ・ レ ー ザ ー が 印 を つけ た 目標 


ペー ブ ・ タ ッ ク ・ し て いく 、 本 質 的 に は 動力 な し の ミサ イル で す 。 ceili ae A サイ ル を 発生 
ー 誘 導 式 爆弾 て いま す 。 少数 の 例外 を 除い て は 、 追 跡 / 捕 捉 シ ステ ム を ミサ イル の 場合 と まっ た く 同 じ に 使い ます 。 


追跡 オー バル と MF D ロ ッ ク ・ オ ン : HUD の 追跡 ボッ クス が 目標 を 捉え 、 Een ク ・ オ ン 
し ます 。 ÉRY Z ABENDA E, s 目標 に 反射 する レー ザー に ロッ ク ・ オ ン さ れ 、 命 
中 の 確率 が 高く な り ま す 。 オ ー バ ル が 赤く な る と 、 命 中 精度 は きわ め て 高く な り ま す 。 


し か し な が ら 、 目 標 の すぐ 近く で 爆弾 を 投下 し な けれ ば な ら な いた め 、 オ ー バ ル が 赤く な っ て も それ 
が 見 えな いり 場合 も 珍し く あ り ま せん 。 そ の た め 、 投 下 に 最適 の 瞬間 を 知る に は 計器 盤 の 『 LOCK" ラ 
イト と 追跡 カメ ラ の 捕捉 ボッ クス と に 頼ら なく て は な り ま せん 。 


追跡 ボッ クス が オー バル に 替わる と 、 右 側 MFD に 捕捉 ボッ クス が 表示 され 、 “LOCK” ライ ト 
点滅 を は じ め ま す 。 最適 投下 時 刻 が 迫る と 、 “LOCK” ライ ト が 点滅 を 止め 、 右側 MF DONE 
クス が 収縮 を 繰り 返し だ し ます 。 


トス (投げ 上 げ ) 爆 撃 : 清 空 式 爆弾 は 自 機 と 同じ 速度 で 飛ぶ の で 、 低 空 で 投下 し た 場合 、 自 機 の 真下 で 
目標 に 命中 する こと に な り ま す 。 不 注意 だ と 、 爆 発 で 自 機 も 損傷 を 受け て し まい ます 。 
GBU-12 Paveway 


CBU-72 FAE 標準 的 な 攻撃 方 法 は 、 "トス 爆撃 " と 呼ば れ て いま す 。 お よそ 500 フ ィ ー ト の 高度 を 水平 飛行 で 高速 
MK20 "Rockeye" II に 接近 し て いき ます 。 目標 か ら 3 キ ロ か ら 6 キ ロ の 地点 で 機 間 を 上 げ 、30 か ら 40 度 の 角度 で 上 昇 し 、 べ 
イ ・ だ ア (8) キ ー を 叩い て ベイ を 開け 、 右 
MMF D に 気 を つけ ます 。 最適 投下 時 刻 
(捕捉 ボッ クス が 収縮 を は Ke “LO 
CK” ライ ト の 点 減 が 止ま る ) に な っ た 
EREE 1 ら 、 SMSO RETURN/ENTER)S — © 
mH hi 叩い て 爆弾 を 投下 し 、 方 向 転換 し ます 。 

=~ \ 水平 飛行 爆撃 : 滑空 単 を 使っ て 水 

高度 500~1000 SE a ” し を も で きま す 。 だ だ 
フィ ー ト で 接近 ae a oe A 、 原 則 と し て 、 少 な く と も 2.000 
SNS pert" 高度 か ら 爆 撃 す る 必要 が ある 

で し ょ う 。 こ の 場合 、4 キ ロ の 射程 で 目 
標 を ロッ ク ・ オ ン で きま す 。 即座 に 爆撃 


に 向かっ て 滑空 












レー ザー 誘導 爆弾 
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し 、 方 向 転換 し ます 。 し か し な が ら 、 断 わる まで も な く 、 高 空 か ら の 攻撃 だ と 敵 レ ー ダ ー や 敵 S AM に 
と っ て 格好 な 標的 に な り ま す 。 


制約 と 助言 : 爆弾 が 命中 する まで 、 機 体 の 下部 を 目標 に 向け て いな けれ ば な り ま せん 。 そ うし な い 
と 、 誘 導 レ ー ザ ー が 途切れ 、 命 中 は ほとん ど 不 可能 に な り ま す 。 目標 を 避け て 旋回 する か わり に 、 目標 
の 上 を 飛び 越す こと も で きま す が 、 そ うす る た め に は 危険 の な いよ うに 3.000 フ ィ ー ト 以上 の 高度 で 飛 
ば な く て は な り ま せん 。 た だ し 、 爆 風 の 影響 範囲 は お お よそ 3.000 フ ィ ー ト な の で 、 爆 風 を 避け る に は 
充分 な 距離 か 高度 を 取っ て いな く て は な り ま せん 。 
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高 抵抗 爆弾 


高 抵抗 爆弾 は 誘導 で きま せん が 、 落 下 速 度 を 遅らせ る た め の 特 別 な フィ renovant を 備え て い 
ます 。 そ の 結果 、 爆 発 の 瞬間 に は 遠く 離れ て いる こと が で きる の で 、 低 空 で の 爆撃 が 安全 に な り ま す 。 


I MR RN a teat 
り ま せん 。 高 抵抗 爆弾 を 低 高度 で 投下 する 場合 の 標準 と し て 、 高 度 600 か ら 800 フ ィ ー ト で まっ すぐ 高速 
で 目標 を 目指 し 、HUD の 針路 ガイ ド と 距離 バー を 手掛かり に 爆弾 を 投下 し ます 。 


針路 ガイ ド : 高 抵抗 爆弾 を 使う 場合 は 、、HUD に 凌 形 の 針路 ガサ イド が 表示 され ます 。 針路 表示 器 を 針 
路 ガ イド に 重ね て くだ さい 。 針路 ガイ ド の 上 や 下 に 針路 表示 器 が 外れ て も 爆弾 を 命中 させ る こと は で き 
ます が 、 表 示 器 が 左右 に 外れ た ら 命 中 し ませ ん 。 


距離 バー : 目標 に 接近 する と 、HUD に 距離 バー が 表示 され ます 。 目標 に 近づく に つれ て 、 バ ー は だ 
ん だ ん 短く な り ま す 。 爆弾 投下 の 好機 は 、 こ の バー が 点 に な っ た 上 朋 間 で す 。 爆撃 を 容易 に する た め に 
エア ・ プ レー キ を 使う の も 良い で し ょ う 。 


爆弾 の 投下 : ベイ ・ ド ア (8) キ ー を 叩い て 武器 ベイ を 開き 、 続 いて 武器 発射 キー で 爆弾 を 投下 し ます 。 
だ さい 。 


制約 と 助言 : 高 抵抗 爆弾 は 取り 扱い が 容易 で 最も 安全 な 武器 で あり 、 合 衆 国 空軍 の パイ ロッ ト に は お 
な じみ の も の で す 。 爆撃 の 際 に 速度 を ゆる め な いな ら 高 度 600 フ ィ ー ト か ら 投 下 し て も 安全 で し ょ う 。 
た だ し 爆発 圏 は 3.000 フ ィ ー ト で す 。 爆弾 を 投下 する に は 危険 な ほど 高度 が 下がる と 、 距 離 バ ー と 針路 
ガイ ド が 点 減 し ます 。 し か し 、 照 準 シス テム は 自 機 が “その まま の 状態 で " 飛び 続け る も の と し て 作動 
し ます 。 爆弾 を 投下 する な ら 、 そ の 直後 に 方 向 を 転じ て 、 離 れる こと で す 。 “危険 区 域 " 内 で 爆弾 を 投 
下 し て 脱出 する こと は で き な い わけ で は あり ませ ん 。 





























自由 落下 爆弾 


これ ら は 目標 に 向かっ て 、 早 い ス ピー ド で 線 を 描き な が ら 落 ち て いく 、 昔 な が ら の 爆弾 で す 。 水 平 飛 


行 の 際 の 投下 の テク ニッ ク は 高 抵抗 弾 の 場合 と 同じ で す が 、 安全 





り 高 い 地 点 か ら 投 下 し な く て は な り ま せん 。 KFR 
ト で す が 、 自 由 落 下 式 だ と 3.000 フ ィ ー ト に な り ま す 。 
水平 爆撃 : 高 抵抗 爆弾 の 場合 と 同じ よう ! 
の も う ひ と つの 表示 も 使い ます 。 そ れ が 必 
考慮 し な いで か まい ませ ん 。 


で の 安全 








ブレ ー キ 展張 / 


目標 か ら 6km 手 前 で 
EAMH 
Se 目標 か ら 1km 手 前 で 
<; 降下 開始 





こ 投下 する た め に は 高 抵抗 より か な 


: 最 低 高度 は 、 高 抵抗 爆弾 な ら 600 フ ィ ー 


路 ガ イド と 距離 バー を 利用 し ます が 、 さ ら に 
衝 下 線 と 命中 点 で す 。 水平 爆撃 の 場合 は 、 そ の 表示 を 


高度 8000ft (以上 ) で 
降下 開始 


降下 中 に 
照準 を 合わ せる 


\ - 高度 3000ft で 投 弾 


Ne と 引き 起こ し 


ki 


ーー 





目標 


HU 





D 上 





73 


74 





爆撃 照準 の 落下 線 と 命中 点 : これ は HUD 上 に 針路 表示 器 か ら 、 現 時 点 で 投下 し た 場合 の 爆弾 の 着弾 
地点 に 向かっ て 伸び る 線 と し て 表示 され ます 。 着弾 地点 は 赤い オー バル の 命中 点 と し て 示さ れ ま す 。 水 
平 爆撃 で は 、 通 例 、 落 下線 は HUD の 下限 より 下 に 伸び 、 命 中 点 は 見 え を な く な り ま す 。 し か し 、 急 降下 
爆撃 で は 不可 欠 の も の で す 。 


急降下 爆撃 : 急降下 爆撃 を する 時 は 、 ま ず 低 空 で 目標 に 接近 し ます 。 有 HUD を GND モ ー ド に 切り 替 
え 、 適 切な 武器 (Mk82-0 SLICK か Mk122 FIREYE) が 選択 され て いる か 確認 し 、 追 跡 カ メラ を 目標 に 店 
け ま す 。 そ れ か ら 、 以 下 の 手順 を 実行 し て くだ さい 。 


1. 爆弾 照準 針路 で 誘導 する : 慕 形 の 爆撃 針路 ガイ ド と 針路 表示 器 を 利用 し て 、 ま っ すぐ 目標 に 直 
か っ て 飛ん で くだ さい 。 針路 表示 器 が 針路 ガイ ド の 上 や 下 に な っ て も か まい ませ ん が 、 絶 対 に 左右 に ず 
れ な いよ うに し て くだ さい 。 


2 . 爆撃 高度 まで 上 昇 す る : 目標 まで 6 キロ の 地点 に 到達 (右側 MF D を 見 て 確認 する ) し た ら 、35 度 
の 角度 で 8.000 フ ィ ー ト まで 急上昇 し 、 途 中 で 武器 ベイ の ドア を (ベイ ・ ド だ ア (8) キ ー を 押し て ) 開 け ま す 。 
目標 まで 1.5 な いし 2 キロ の 地点 に くれ ば 、 高 度 8.000 フ ィ ー ト に 到達 し ます 。 


3. 目標 に 向かっ て 急降下 : 水平 飛行 に 移り 、 す ば や く エ ア ・ プ レー キ を (ブレ ー キ (0) キ ー を 押し て ) 
開き ます 。 目標 ま で 1 キロ 以内 に な っ た ら 、80 度 の 急降下 に 移り 、 命 中 点 と 追跡 ボッ クス 内 の 目標 と を 
重ね ます 。 高 度 計 に 気 を つけ て いて くだ さい 。 高度 3.000 フ ィ ー ト まで 降下 する 前 に 爆弾 を 投下 し な け 
れ ば な り ま せん 。 310007 4 — F に 降下 する まで に 命中 点 と 追跡 ボッ クス を 重ね られ な けれ ば 、 機 首 を 
起こ し て 、 や り 直 し ます 。 


4. 爆弾 投下 と 方 向 転換 : 高度 3.000 フ ィ ー ト まで 降下 する 前 に 命中 点 と 追跡 ボッ クス と を 合致 させ 
る こと が で きた ら 、 即 座 に 起 器 発射 (CRETURN) キ ー を 押し て 、 爆 弾 を 投下 し ます 。 で きれ ば 、 さ ら に も 
う 1 発 、 爆 弾 を 投下 し ます 。 投 下 後 は 、 機 間 を 引き 上 げ 、 横 転 し な が ら 90 度 の 方 向 転換 を し ます 。 そ の 
祭 、 エ ア ・ ブ レー キ (0) を 閉じ 、 最 大 速度 で 旋回 し て くだ さい 。 そ の 後 で 、 ベ イ ・ ド だ ア (8) を 閉じ ます 。 


助言 : 攻撃 の 際 に 8.000 フ ィ ー ト まで 急上昇 する の が 、 重 要 な ポイ ント で す 。 そ つ な く 実行 し た 場 

合 、 iol eee ィ ー ト で 水平 飛行 で 最大 速度 を 出し て いた と する と 、33 度 の 急上昇 で 8.000 フ ィ ー ト に 到 

達し た 時 に は 、 水 平 距離 に し て 4 キロ 進ん で いま す 。 もう少し 浅い 角度 で 高度 10.000 フ ィ ー ト まで 昇る 
パイ ロッ ト Snare それ だ け 長 く 敵 の 探知 に きら さ れる こと に な り ま す 。 


急降下 爆撃 の た め 人 うな も の で す 。 で すか ら 、 爆 撃 を 終え 
て 方 向 転換 する 時 に は 、 ミ サイ ル 警 告 灯 を 確認 し て 、 攻 撃 を 受け て いな いか チェ ッ ク し て くだ さい 。 


急降下 爆 渦 の 際 に 犯し や すい 過ち は 、 cee ee CLO: 
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エア ・ ブ レー キ を 閉じ た まま で 急降下 する と 、 速 度 が 出す ぎる た め に 、 高 度 3.000 フ ィ ー ト まで 降下 する 
前 に 照準 を 合わ せ て 爆弾 を 投下 する の は 不可 能 に 近く な り ま す 。 


制約 : 爆弾 の 効果 範囲 内 (推定 落下 地点 の 3,000 フ ィ ー ト 以内 ) に な っ た ら 、HUD の 爆撃 表示 上 類 が 点滅 
し ます 。 爆風 を 避け られ る と 確信 で きる まで 、 爆 弾 を 投下 し て は いけ ませ ん 。 





写真 撮影 お よび 特殊 装備 


135mm/ 135mm/IR 偵 察 カメ ラ は 武器 ベイ に 搭載 され る 偵察 カメ ラ で す 。 自由 に 動く 目標 追跡 カメ ラ と は 異な 
IRERAXS り 、 前 向き に 固定 きれ て いて 、 下 方 を 向い て いま す 。 


カメ ラ 操 作 : 偵察 カメ ラ を 使う に は 、 以 下 の 手順 で HUD と 計器 盤 を 操作 し て くだ さい 。 

1. ロリ D モ ー ド (F2) キ ー を 押し て 、HUD を GND モー ド に 切り 准 え ます 。 

2. 武器 選択 (SPACE BAR) キ ー を 押し て 、 カ メラ を 搭載 し て いる ベイ を 選び ます 。 

3. 前 部 カメ ラ (/) キ ー を 押し て 追跡 カメ ラ で 目標 を 捉え ます 。 必 要 な ら 目 標 選択 (8) キー も 使い ま 
す 。 

4. ベイ ・ ド だ ア (8) キ ー で 、 武 器 ベ イ を 開け ます 。 


ZARE NS E RF 7 ACA, GUM eon aay 
が 見 えま す 。HUD 下 側 中 央 に ある 十字 線 ( “ 十 " ) が 、 追 跡 ボ ックス の 中 央 に 来る よう に 、 機 を 操縦 し 
て くだ さい 。 中 央 に 来れ ば 、 EMME D の レン ズ を 目標 が 通り 過ぎ る の が 見 えま す 。 そ の 秋 に 、 一 度 
か も し く は 数 回 、 起 器 発射 (KETURN) キ ー を 押し て 写真 を 撮影 し て くだ さい 。 も し 、 う まく 撮影 で きた 
ら 、HUD に その むね メッ セー ジ が 表示 され ます 。 




















機材 の 運搬 お よび 搭載 : ステ ルス 機 の パイ ロッ ト で ある あな た は 、 重 要 機 密 の 機材 の 運搬 を 求め られ 

特殊 機材 。 こ と も あり ます 。 極秘 の 品物 を 受け 取り に 行く よう 命令 され る こと も ある で し ょ う 。 WHOS 
を 見 つけ だ し 、 着 陸 す る の は 技量 の 見 せ ど こ ろ で す 。 そ こ で は IL S シ ステ ム も あり ませ ん 一 一 
の 両端 に 発光 信号 が いく つか ある だ け で す ! お まけ に 滑走 路 も と て も 短い の で す 。 通常 の 空軍 基地 の 
滑走 路 の 半分 し か あり ませ ん 。 

















75 


76 





秘密 の 空軍 基地 に 機材 を 運搬 し た り 、 積 みこ ん だ りす る た め に は 、 基 地 に 無事 に 着陸 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 機材 の 積み 隆 ろ し は 自動 的 に 行なわ れ ま す 。 作 業 が 行なわ れる と HUD に メッ セー ジ が 表示 さ 
れ 、 出 発する こと が で きま す 。 

機材 の 投下 : 機材 を 投下 する た め に は 、 ま ず HUD の 左下 隅 に "EQUTIP" の 文字 が 現われ る まで 
武器 選択 (SPACE BAR) キ ー を 押し ます 。 ベ イ ・ ド だ ア (8) キ ー で 、 武 器 ベ イ を 開け 、 そ の 後 、 ラ ジオ ・ ビ ー 
コン の 上 を 通過 し た ら 武 器 発射 (RETURN) キ ー を 押し て 、 機 材 を 投下 し ます 。 


機材 の 空中 投下 の た め の 最 低 安全 高度 は 500 フ ィ ー ト で す 。 高度 が 上 が る ほど 投下 位置 の 正確 さ が 落 
ちる の で 、1,000 フ ィ ー ト 以上 の 高度 か ら の 投下 は 避け て くだ さい 。 





防御 行動 Defensive Actions 
レー ダー と ステ ルス 戦術 


レー ダー は 高 周 : 波 の 電磁 波 を ( ま ぼ 光 の 速度 で 大 気 中 に 送り だ し て いま す 。 こ の 電磁 波 は 固体 に が つか る 
と 反射 し ーー その 一 部 は レー ダー 装置 に 戻り ます が 、 そ こ に は 受信 装置 が 備え られ て いま す 。 戻っ て きた 
レー ダー 波 の 強 さ と 角度 それ に 戻っ て 来る の に 要 し た 時 間 を 測定 すれ ば 、 対 象 物 の と 距離 、 位 置 、 移 動 
方 向 、 そ れ に 大 きき まで 推測 す る こと が で きま す 。 


ー 波 が 最も 反射 し や すい の は 、 硬 く 、 密 度 が 高く 、 平 坦 で 、 レ ー ダ ー 波 に 垂直 な 表面 を 持つ 物体 
C4, ERM MRO ERE, EUDEL SYRA RHEU A EBS, te L- y BO 
源 で す 。 


レー ダー の 有効 性 ・ レー ダー の 効果 は 地形 や 距離 や 型式 (パル ス 式 か ドッ プラ ー 式 ) に よっ て 変わ り ま す 。 
レー ダー は 障害 物 の な い 海上 や 、 平 坦 な 地形 で 、 最 も 効果 が 発揮 で きま す 。 森 林 や 起伏 する 丘陵 地帯 で は 
効果 が 減じ 、 山 后 地 帯 で は 極端 に 効果 が 落ち ます 。 敵 レー ダー の 効果 が 低い ほど 、EMYV 表 示 器 に 現われ 
る 信号 が 弱く な り ま す 。 敵 レー ダー 波 を 示す バー は 短く な り ま す 。 


Fem | ER Se OT レー ダー の 有効 性 は 劇 的 に 変化 し ます 。 自 機 が 敵 レー ダー に 接近 し て いれ ば いる 
ほど 、 信 号 は 強く な り ま す 。 レ ー ダ ー の 最大 有効 距離 は 装置 に よっ て 和 驚く ほど 人 違い ます 。 敵 が レー ダー 信 
号 を 投射 し て いれ ( MF D の 衛星 / レ ー ダ ー 地 図 ( 地 司 キ ー 使 用 ) で 、 図 形 と し て 見 る こと が で きま す 。 


パル ス ・ レー ダー : パル ス ・ レ ー ダ ー は 、 人 りー キル この レー ダー は 
` 後部 な り が 自分 BA すら れ て いる 時 に 最も 効果 か ます 。 一 番 効 果 を 発揮 する の は 、 対 象 物 
で すか ら 、 敵 パル ス ・ レ ー ダ する 標準 的 な 戦法 は 、 ま っ すぐ レー 
に 向かっ も 装置 が レー ダー 波 を 発信 し た 直後 に 急 旋回 し て 、 今 度 は そこ か ら 遠 ざか る こと 























































ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー : ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー は 衛星 地図 に は 実線 の 円 弧 の 形 で 表示 され ます 。 一般 的 
に 、 ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー の ほう が 、 パ ルス より 強力 で す 。 ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー は 対象 物 が 接近 し て 来る 
か 、 遠 ざか っ て 行く 時 に 最も 効果 を 発揮 し 、 対 象 物 が レー ダー 波 か ら 直 角 に 移動 し て いる 時 は 、 最 も 効果 
を 減じ ます 。 で すか ら 、 敵 の ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー に 対す る 標準 的 な 戦法 は 、 探 知 さ れる 直前 まで は ドッ プ 
ラー・ レ ー ダ ー に 向かっ て 飛び 、 そ れ か ら 方 向 転換 し て 、 弧 を 描く よう に 、 一 定 の 距離 を 保っ た まま レー 

ー 施 設 を 回 りこ むこ と で す 。 
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パル ス ・ レ ー ダ ー 


パル ス ・ レ ー ダ ー の 照射 波 を 
側 方 か ら 受け る F-117 


パル ス ・ レ ー ダ ー の 照射 波 を 
前 方 か ら 受け る F-117 


ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー に 
向かっ て いる F-117 


ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー と 
距離 を 一 定 に 保っ て いる 
F-117 
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と ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー 


2 人 (発見 され 易い ) 
N 


(発見 され に くい ) 


ドッ プラ ー 効 果 に より 周波 数 が 変化 し た 反射 波 





照射 波 と 同じ 周波 数 の 反射 波 


N (発見 され な い ) 


|| | 
日 








| 人 
A 











TA hi RR 
K La 
| < 


ステ ルス 技術 

レー ダー 波 の 反射 を 最少 に する よう な 形状 の 物体 が あ 
れ ば 、 レ ー ダ ー・ ス クリ ー ン に 映る 反射 波 は きわ め て 微 
弱 に な り ま す 。 つ まり 、 物 体 を レー ダー か ら 見 えな くす 
る こと は で き な い と し て も 、 非 常に “見にくく” する こ 
と は 確か で す 。 た と えば 、 通 常 の 航空 
ころ か ら レ ー ダ ー で 見 える と する と 、 入 Li ms 
形状 の 航空 機 で は 50 キ ロ で も 見 えな いか も 知れ ませ ん ! 


この よう な 形状 で 、 か つ 空 を 飛べ る スタ イル を 作り 出 
す に は 、 コン ピュ ー タ に よる きわ め て 込み 入っ た 設計 が 
必要 と され ます 。 コ ンピュータ の 応用 で 















性 
期 の 例 で す 。B- 機 の 機体 もち も 、 そ の 点 

され まし た 。 どちら 機体 は 貼 面 を 多用 し 、 レー 
波 を あら め ゆる 方 向 に 等 し く 拡散 する 傾向 が あり 、 つ 
まり ステ ルス 技術 と し て は 完全 な 成功 と ませ ん 。 


PERONIE eee ee 

ダー 波 を “吸収 し " て 、 反 射 波 を 弱め ます 。 一 般 に 
R AM レー ダー 波 吸収 材 ) と 呼ば れん る 、 こ うい っ た 材質 
混ぜ た り 、 ク サビ 型 に し て 翼 や 機体 の 表面 に 
貼り つり TET. 


ら に 、 機 体 が 発する 熱 特性 も 重要 な 要素 で す 。 1E 
生ま ) は 、 航 空 機 の 
発する 部 位 の よう SEMLET, BOM? Æ 
BY, BAMVANOOLIRL CATCH, PRAKS 
サイ ル に 対す る 最大 の 防御 は 、 断 熱 材 と 、 エ ンジ ン の 排 
気 熱 の 遮蔽 と 拡散 で す 。 

F-117A は それ ら の 設計 上 の 工夫 の すべ て を 組み 合わ せ 
ます 。 ス テル ス 性 を 最大 限 に 発揮 きせ る た め 速 度 や 
Pere RARR EMIS LOCE T, 反射 し た レー ダー 























































波 が レー ダー 発信 機 に 戻ら な いよ うに 、 制 御 さ れ た 予測 可能 な パタ ー ン で レー ダー 波 を 拡散 させ る た 
め 、 機体 は すべ て 平坦 な 面 だ け で 構成 きま れ て いま す 。 レ ー ダー 波 が 機体 の 平坦 な 表面 に 当たっ た と し て 
も 、 レ ー ダ ー 装 置 と 比較 し た 入射 角 は 機 の 動き に よっ て 常に 変化 する の で 、 効 果 は 一 時 的 な も る の で す 。 
HEMI 2 枚 あ り 、 垂直 で は な く 、 ま た 主 環 と 同じ よう に 後退 し て いま す 。 そ の た め 、 レ ー ダ ー 波 は 
機体 の 後部 左右 45 度 に 拡散 し ます ( 車 音速 の F-I17A が デル タ 有 を 備え て いる の は 、 そ の た めで す )。F- 
117A の 垂直 な 表面 は すべ て 、 最 低 で も 30 度 の 角度 を 持た せ て 、 水 平 飛行 の 際 に は 垂直 面 が 存在 し な い 
まう に な っ て いま すず 。 


エン ジン の 空気 取り 入れ 口 は むき だ し に な っ て いま せん 。 機体 の 上 部 と 下部 、 そ れ に 現 表 面 は 、RA 
M に お お われ て いま す 。 吊 下げ 式 の パイ ロン や 兵 装 だ と レー ダー rises (LA benre, TACIE 
は 機体 内 部 に 収納 され て いま す 。 す べ て の 前 縁 に は 耐熱 素材 が 使わ れ 、 ま た 、 空 気 摩擦 を 減じ て 、 レ ー 
ー 波 を まっ すぐ に 反射 し な いよ うに 、 鋭 く な っ て いま す 。 


ステ ルス 機 は 戦闘 技術 に お いて も 新しい 方 策 が 求め られ まし た 。 近年 、 ジ ェ ッ ト 機 は ます ます 強力 な 
レー ダー を 搭載 する よう に な り 、 そ れ を 利用 し て 武器 の 照準 を 定め た り 、 高 度 を 確認 し た り 、 低 空 を 高 
速 で 飛行 し て いま し た 。 こ の よう に レー ダー 波 を 放射 し て いて は 、 敵 レー ダー が 発見 する ずっ と 以前 に 
自分 の 位置 を 宣伝 する よう な も の で す 。 ス テル ス 機 は レー ダー 流 放 射 を する こ A RTLETU E 
HFA, PF-I17A で は 、 レ ー ダ ー の 代わ り に 視認 と 熱 探知 お よび レ ザー を 利用 シス テム を 使っ 
て いま す 。 さ きら に 、 同 機 に は アメ リカ 空軍 で 使用 し て いる 発信 装 TE Sesame RICHER O. 
バー スト ・ デ コー ダー) が 搭載 され て いま す 。 現 実 の 出 上 任務 の 際 に は 、F-I17A は 味方 の A WAC S 機 や 
地上 レー ダー 施設 か ら 常に 圧縮 デー タ を 受け 取っ て いま す 。 


以上 の こと を 考え に 入れ る と 、 き わ め て 低空 を 飛ん で いる F-117A を 探知 する の は 非常 に 困難 で し ょ 
う 。 高 度 を 上 げ て (1.000 フ ィ ー ト 以上 ) も 、 通 常 の 航空 機 に 較べ て は る か に 見 えみ くい 機 で す 。 こ の た 
CLS RRA Ts Sei Se Ss MORK RAAE o OS LSE 
る わけ で す 。 





















































ステ ルス 戦術 


E MV( 電 磁 探知 視認 度 ) : F-117A の ステ ルス 構造 は 低空 (500 フ ィ ー ト 以下 、200 フ ィ ー ト 前 後 が 望ま 
し い ) で 水平 飛行 を する 場合 に 、 最 も 効果 的 で す 。 エ ンジ ン 出 力 が 巡航 速度 まで 落と きれ て いる (70 パ ー 
セン ト の 出力 ) と EMV は いっ そう 低く な り ま す 。 機体 を 傾け ず に 水平 飛行 を し て いる 状態 が 最良 で 
AA 
に し ます 。 


敵 の ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー に 関し て は 、 針 路 の 取り 方 が 重要 な 問題 に な り ま す 。 ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー 
と 機 と の 距離 が 変化 する と 、 探 知 さ れる 危険 が 何 合 に も な り ま す 。 レ ー ダー と 等 距離 を 保ち 、 線 を 描く 
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針 に 糸 を 通す 


、 機 上 レー ダー 


了  。 機 上 レー ダー 





ey. Fat? 
ダー に 向かう 直線 を 飛行 し 、 














(バルス) 


(ドッ プラ ー) 


A・ レ ー ダ ー の 円 周 の 接線 が パル ス A レ ー 
次 に ドッ プラ ーB・ レ ー ダ ー 


を 中 


心 と する 円 周 上 に 沿っ て パル ス B・ レ ー ダ ー の 真 上 まで 進み 、 




















び 出 力 の 大 き な ド ッ プ ラーB・ レ ー ダ ー を 中 心 と する F 


























飛行 し て この 空域 を 離脱 する 
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周 を 

















ょ うに 下 回 す る と 、 ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー の 探知 性 能 は 著 し 
< 4E 





ベイ を 開い た り 、 武 器 を 発射 し た り 、 あ る い は ECM 
s7 ー を 使用 する と 、EMV が 増大 し て 、 機 は ずっ と 見 え 
や すく な り ま す 。 逆 に 、 そ れ を 自分 に 有利 に 利用 する こ 

で きま す 。 デ コイ を 浪費 する こと な く 敵 を 誤っ た 地点 
し た けれ ば 、 ジ ャ マー を 作動 させ 、 武 器 ベ イ を 開き 、 
し な が ら 上 昇 す れ ば 、EMV が 増加 し て 、 英 に 発見 され る で 
し ょ う 。 そ うし て お いて 、 武 器 ベ イ を 閉じ 、 も う 一 度 、 高 度 
200 フ ィ ー ト まで 急降下 し 、 Epoeennoy ces me 
逃げ 去る こと が で きま す 。 

針 に 糸 を 通す : ステ ルス 機 の パイ ロッ ト で ある あな た 

削 の レー ダー 防 筑 網 を 突破 する 最良 の ルー ト を 探っ て 、 

に 飛行 計画 を 立て な けれ ば な り ま せん 。 瑞 に 発 
か 、 発 見 され る と し て も 、 そ の 可能 性 を 最小 に す 
見 つけ る 必要 が ある の で す 。 


英 の レー ダー Oe ee ee / 
され ます 。 ド ッ プ ラー・ レ ー yM Eh kE TDN 
バルス レーダ ー に 対し て は まっ すぐ に 接近 (ある い は 
る こと を 忘れ な いで いて くだ さい 。 ー 施 設 群 を 
うに 進む こと を “" 針 に 糸 を 通す " と 表現 する こと 
すず 。 




















- 般 に パル ス ・ レ ー ダ ー の ほう は 有効 探知 距離 が 短く 、 効 
率 も 悪い の で 、 ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー こ そ が 大 き な 八 威 で 
ッ プ ラー・ レ ー ダ ー を 人 避け る た め 【 a レー ダー の 








効 範 囲 に 入り こま な けれ ば な ら な い 場 合 は 、 そ の 有効 範囲 
内 で ドッ プラ ー を 下 回 し 、 YE 大 きく な く く 、 敵 
の レー ダー 監視 員 が ぼん や り し て いて 機 を 見 逃す こと を 願う 
し か あり ませ ん 。 

最良 の 作戦 で あっ て も 、 任 務 が 開始 きれ る と 変更 を 余儀 な 
くさ れ ま す 。 敵 の 哨戒 戦闘 機 や tL-76 メ イン ステ イ に よっ て 計 


画 の 変更 を 余儀 な くさ れ た り 、 敵 レー ダー が 定期 的 に 停止 する こと に よっ て 予期 せ ぬ 機会 が 得 ら れる こ 
と も あり ます 。 計画 は 変更 の 余地 を 残し て お か な けれ ば な り ま せん 。 


低空 で の 戦術 : 敵 レ ー ダ ー の 有効 範囲 外 を 飛ぶ 長 距離 任務 の 場合 に は 、 オ ー ト パイ ロッ ト に 任せ て 高 
度 S00 フ ィ ー ト を 飛行 し て も 危険 は あり ませ ん 。 敵 レー ダー の 到達 距離 内 に 入っ た ら 、 で きる か ぎり 低 
空 飛行 し て くだ さい 。 で きれ ば 、 谷 を 抜け 一 山脈 や 丘陵 の 間 を 、 飛 行 し て くだ さい 。 山脈 を 飛び 越え 
る の は 楽し いで す が 、 峰 を 越え る た びに 探知 きれ る 可能 性 が あり ます 。 


特に 探 各 さき れ に くく する に は 、 出 力 を 30 パ ー セ ント くら いま で 落と し て 、 超 低空 飛行 200 フィ ー ト 以 
下 ) を する 方 法 が あり ます 。 そ の た め に は フラ ッ プ を 展張 し て 機 弟 を 上 げ て お か な く て は な り ま せん 
が 、EMV は 極端 に 低く な り ま す 。 


デコ イ : 冷戦 や 局 地 戦 の 場合 に は 、 敵 レー ダー に は っ きり し た 映像 を 残し て は な り ま せん 。 敵 レー 
ダー に ひど く 接 近 し た 針路 を 取ら な く て は な ら な い 時 は 、 デ コイ を 1.2 基 残し て お く こ と も 有効 で す 。 
デコ イ の せい で 、 あ な た の 機 が は っ きり 映ら な く な る か ら で す 。 


突進 : ほとん どの レー ダー は 定期 的 に 停止 し ます 。 重 要 な 位置 に ある 敵 の ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー が 発 
信 を 止め た ら 、 探 知 き れず に 通過 で きる 絶好 の 機会 で す 。 停止 し て いる レー ダー の 圏内 を 突進 する の 
は 、 常 に 危険 が 付き まとい ます 。 レ ー ダ ー が いつ “ 目 を 覚まし て " あな た を 発見 する か 分 か ら な い の で 
す 。 し か し 、 往 々 に し て 他 に 手段 が な い 場合 あり ます 。 


強行 突破 : 敵 の レー ダー 網 を 通過 する の に 、 ど うし て も 良い 方 法 が 見 つか ら な けれ ば 、 最 後 の 手段 は 
レー ダー 網 に 穴 を 開け る こと で す 。 マ ー ペリ ッ ク や HARM ミ サイ ル で 主要 な レー ダー 施設 を 破 填 す る 
の で す 。 も ちろ ん 、 こ うし て で きた 間隙 に 突進 し 、 す ば や く 突 破 し な けれ ば な り ま せん 、 攻撃 を 受け た 
施設 は に は 英機 が 攻 の よう に 集まっ て くる か ら で す 。 攻撃 の あと は 、 他 の レー ダー 基地 は " 目 を 覚まし 
て " レー ダー 波 を 発信 し 続け る で し ょ う 。 強行 突破 する 場合 の や り 方 と し て 、 ま ず 一 定 地 点 で 少し だ け 
姿 を 現 わ し 、 敵 戦闘 機 を そこ に 引き つけ て お いて 、 目 的 の 基地 を 攻撃 / 突 破 す る の で す 。 


式 ミ サイ ル に 探知 され 、 攻 撃 さ れ ( “TRAK" の ライ ト が 点灯 する か 、 “RA 
点灯 する ) た ら 、 自 機 の EMV を 減少 きせ て 切り 抜け る と いう 手段 も あり ます 。 
敵 レ ー ダ ー が あな た の 機 を 見 失っ た ら 、 ミサ イル は 指標 を 失い 、 闇 雲 に 飛ん で いき ます 。 ミ サイ ル は 、 
敵 が ふた た びあ な た の 機 を 発見 し て 誘導 を 再開 する か 、 ミ サイ ル の 燃料 が 切れ る まで 飛び 続け る こと に 
な り ま す 。 
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レー ダー 誘導 地 対空 


ミサ イル 


イル は 発射 され た 


バル ス ・ レ ー ダ ー 


"ビー ム ・ ラ イダ ー" 方 式 
レー ダー 誘導 SAM 
*SA-2" と "SA-5" 





SAM 陣 地 


ミサ イル は レー ダー 反射 波 を 
た どっ て 目標 に 向かう ン ン 


バル ス も し く は ドッ プラ 


ー 波 


"セミ ・ ア クティ ブ / 方 式 
レー ダー 誘導 ミサ イル 
(SA-4, -6, -8, -11) 
(SA-N-4, -7) 





ミサ イル は レー ダー 反射 波 に 
誘導 され る ーーー 


同時 に ミサ イル は 射手 か ら 


コン の 


の 


"セミ ・ ア クティ ブ " 及 び 
"コマ ンド ・ ガ イダ ンス * 使 
用 方 式 

レー ダー 誘導 M 

(SA-10, -12, SA-N-6) 











地 対 空 ミ サイ Mpa 


HOS AM に 対処 する に 
けれ ば な り ま せん 。 そ う 
考え 出す こと が で きる の 


に 対処 する 


その 作動 原理 を 理解 し な 
CULO MOE MARE 





レー ダー 誘導 SAM 

コン セプト : 中 距離 お よび 長 距離 SG AM は レー ダー で 
制御 され ます 。 レ ー ダ ー 誘 導 式 ミサ イル は 、 戦 術 デ ィ ス 
プレ イ ( 左 側 MF D) に 黄色 の 実線 と し て 表示 され ます 。 
式 ミ サイ ル に は 3 種類 あり ます 。 ビ ー ム ・ ラ 



















アク ティ ブ 、 そ れ に コマ ンド 誘き Fa 
いずれ も 、 EMT AOI, 次 の 3 段階 の 手順 を 踏 
まな けれ ば な り ま せん ・ 
Ts 監視 レー ダー は 、 正 体 不明 機 を 探 


GRMN 360 度 の 範囲 を ( 自 
る こと ) 捜 索 し て いま す 。 


追跡 : 監視 レー ダー が あな た の 機 を 発見 
7 (標的 と し て 、 収 束 ビ ー ム の 火器 管制 レー 
"引き 渡し " ます 。 お お むね 周波 数 の 異な る 火器 
oe om al あな た の 機 に ロッ ク ・ オ ン ( “TRA 
K の ライ ト が 点灯 ) し ます 。 


3. レー ダー 制御 : レー ダー 波 が 正確 に 目標 を 捕捉 し 
て いる こと を 確認 する と 、 オ ペレ ー タ ー は ミサ イル を 発 
gC “RAD” の ライ ト が 点灯 ) し ます 。 


収束 波 レ ー ダ ー は 、 あな た の 機 の 追 中 を 続け 、 ミサ イ 
ル の コー ス を 更新 し 、 修 正 を 加え ます 。 こ れ に は 通常 2 
つの 方 法 が 用 いち れ ます 。 それ ! ee * ビ ー ム ・ ラ イ 
は" "コマ ンド 誘 と 最新 の “セミ ・ ア ク 
















ビー ム ・ ラ イダ ー 式 S AM: 収束 波 レ ー ダ ー は あな た の 機 の 追跡 を 続け 、S AM は その レー ダー 流 に 
し た が っ て 飛び ます 。 追跡 ビー ム が あな た の 機 を 捕捉 し て いる か ぎり 、S AM は 命中 し ます 。 


セミ ・ ア クティ ブ 式 S AM : この 種 の ミサ イル は 、 レ ー ダ ー 受 信 機 と コン ピュ ー タ を 搭載 し て いま 
す 。 地 上 の 追 H 跡 レー ダー は レー ダー 流 で 目標 に “MEOW” 、 ミ サイ ル 先 端 の 受信 機 が その 反射 波 を 
"捕捉" し ます 。 ミ サイ ル は この 反射 波 に 誘導 され て 目標 に 命中 し ます 。 


コマ ンド 誘導 式 S AM : この 最新 式 ミ サイ ル は セミ ・ ア クティ 
式 を 採用 し て いま す 。 し か し 、 射手 も ミ Oat 
いて 、 セ ミ ・ ア クティ プ 誘 導 を 解除 し て 指令 する こと が で i 
り 、 ミ サイ ル が 誘導 電波 を 見 失っ た り 、 その 他 の 理 で 混乱 を きた し た 
時 に は 、 地 上 か ら ミ サイ ル を 操作 し て 再度 目標 に 向け る こと が で きる の 
Csi, 












































F-117 は 
ミサ イル の 視界 か ら の が れる 





レー ダー 誘導 式 S AM の 回 避 

EMV を 減少 させ る : レー ダー 誘導 S AM を 回 避 す る 基本 的 方 法 は 
その レー ダー か ら 消 えて し まう こと で す 。 敵 の レー ダ 信号 が あな た の 
機 の や MV に わずか に 重なっ て いる 場合 に は 、 単 純 に "消え る " Hike 
考え る べき で す 。 当 然 の こと な が ら 、 敵 レー ダー か ら 遼 ざか れ ば 反 ぎ か 
る ほど 、 信 号 は 表 く な り ま す 。 つ まり 、 旋 回 し て 、 信 号 が 前 く な っ て あ 
な た の 機 が “見 えな く " な る まで 、 レ ー ダ ー 施 設 か ら 離 れる だ け で いい 
の で す 。 敵 レー ダー が ドッ プラ ー の 場合 は 、 さ ま ざ ま な 地点 で 旋回 し 
て 、 レ ー ダ ー と 平行 に 飛 公 よう に し て くだ さい 。 こ うす る と 、 AmE 
る 信号 が 弱く な り ま す 。 ま た 、 高 度 を 下げ た り 、 エ ンジ ン の 出力 を 落 
し だ りり 。 水平 飛行 を し た りす る の も 、 有効 な 手段 で す 。 武 器 ベ イ が 閉 
S 


t 
じ て い る か 、 着 際 装 置 が 収納 され て いる か 、ECM ジ ャ マー が 切っ て あ 
る か 、 確 認 を 忘れ な いで くだ さい 。 






























ミサ イル の 視界 
V 


ミサ イル 








Ae | 


=- ” = デコ イ : デコ イ は 敵 の シー ダー を 、 相手 の 熱 練 度 に も より ます が 、 
1 の 地点 で デコ イ を 放出 する と 、 ミ サイ ル は F-117 で は な く デ 秒 か ら 60 秒 間 く らい 上 遇 すこ と が で きま す 。 財 間 内 は 、 ミ サイ pee 


コイ を 追跡 し 、 そ の 間 に F-117 は 前 進 す る 。2 の 段階 に 達する 冒 び が 英機 ) は 、 あ な た の 機 と まち が えて デコ イ を 追尾 し ま す 。 こ れ は 、 ミ サ 
と 、F-117 は すでに ミサ イル の 視界 外 に あり 、 ミ サイ ル が F- 四 イル の 45 度 の 視界 か ら 逃 れ て ミサ イル を や りす ご す 好 機 で す 。 


SN ECM: ECM( 電 子 妨害 ) レ ー ダ ー・ ジ ャ マー 装置 は ビー ム ・ ラ イダ ー に 
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対し て は 優れ た 対抗 手段 で す 。E CM が 作動 し て いる 間 、 ミ サイ ル に は 目標 が 見 えな い の で 、 あ な た の 
機 に 命中 する こと は で きま せん 。 た だ し 、E CM も セミ ・ ア クティ ブ S AM に 対し て は 、 距 離 が 離れ て 
いる 時 に の み 有 効 で す 。 も し ECM ジ ャ ミン グ を 受け て いる セミ ・ ア クティ ブ ・ ミ サイ ル に 向かっ て 飛び 
続け て いる と 、 そ の うち に ミサ イル が 妨害 電波 を "突破 し て "、 追 跡 を 再開 する こと を 忘れ な いで くだ 
きい 。 


注意 事項 : ECM ジ ャ マー は 大 き な ノ イズ を 発生 し ます 。 で すか ら 、 方向 転換 を する 時 まで 、 セ ミ ・ 
アク ティ プ ブ ・ ミ サイ ル に 対し て ジャ マー を 使用 し な いで くだ さい 。 


チャ フ : チャ フ ・ カ ー ト リッ ジ は 敵 の レー ダー 波 を 反射 する アル ミ 箱 の 細 上 所 の 群 を 飛散 させ ます 。 こ 
の 細 片 の 集合 は 、 数 秒 の 間 、 巨 大 な レー ダー 反射 器 と な っ て 煙幕 の よう に 効果 的 に ミサ イル を 盲目 化し 
ます 。 そ こ で 、 伝統 的 な チャ フ の 利用 法 と し て は 、 ミ サイ ル が あと 数 秒 で 命中 する と いう と ころ まで 
(つま り 、 ミ サイ ル 接 近 ク ラク ショ ン が 鳴る まで ) 待 ちまき ます 。 そ うし て お いて 、 チ ャ ブフ 放 出 (1) キ ー を 押し 
て チャ フ ・ カ ー ト リッ ジ を 発射 し 、 旋 回 し ます 。 日 標 を 見 失っ た ミサ イル は 、 そ の まま チャ フ の 雲 の 中 
に 突進 し ます 。 


警告 チャ フ は ドッ プラ ー 読 導 式 ミサ イル (SA-10、SA-12、SA-N-6、 あ る い は AA-10) を ご まかせ ませ 
ん 。 こ の よう な 場合 に は 、 ミ サイ ル の 進行 方 向 と 直角 に 旋回 し ます (後述 の “ミサ イル の 裏 を か く ” を 
参照 の こと )。 


警報 と 対応 : ミサ イル 攻撃 を 受け た 場合 、F-117A は 以下 の よう な 14 種類 の 警報 を 発し ます 。 


1. レー ダー 式 S AM の 攻撃 に 対す る 最初 の 警報 は 、 敵 の 監視 レー ダー が あな た の 機 を 捉え た 時 に 、 
EMV 表 示 器 と HUD に 現われ ます 。 和 監視 レー ダー の 信号 が 自 機 の EMV に 重なり 、EMV の ライ ト が 
HRL, BRON, 、HUD に メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 


2. 第 ニ の 警報 は 、 収 束 ビ ー ム が あな た の 機 を 捕捉 し た 時 で す 。 EEO “TRAK” の ライ ト が 点 
訂 し 、 警 報 の トー ン が 変化 し ます 。 こ の 時 に は 自 機 の EMV を 減少 させ る の が 最良 の 対処 法 で し ょ う 。 


3. 第 三 の 、 最 も 重要 な 警報 は 、 ミ サイ ル が 発射 され 、 あ な た の 機 を 追跡 し て いる 時 に 発せ られ ま 
Fo “RAD” ミサ イル 警告 灯 が 点滅 を は じ め 、 ど の タイ プ の ミサ イル が 発射 され た の か を 知ら せる 
メッ セー ジ が HUD に 現われ ます 。 こ の 時 点 で 自 機 の EMV を 減 衰 きせ れ ば 、 敵 の 攻撃 を 失敗 させ る か 
も 知れ ませ ん 。 し か し 、 あ な た の 機 が 敵 レ ー ダ ー に 接近 し 過ぎ て いる 場合 は 、 他 の 防御 法 を 取ら な く て 
は な り ま せん 。 ビ ー ム ・ ラ イダ ー に 対し て は ECM(④ キ ー を 叩い て ECM ジ ャ マー を 作動 させ 、 進 路 を 
変更 し ます 。 セ ミ ・ ア クティ ブ ・ ミ サイ ル に 対し て は 、ECM ジ ャ マー を 作動 きせ る か デコ イ を 発射 し て 
(両方 を 実行 する パイ ロッ ト も いま す 。 ま ず デ コイ を 発射 し 、 そ れ か ら 念 の た め ジ ャ マー も 作動 させ る 
の で す )、 そ れ か ら 進 路 を 変更 し ます 。 し か し な が ら 、 こ れ は デコ イ な り 、ECM な り の 効果 が 消え る 













































































前 に 、 ミ サイ ル の 45 度 の 視界 か ら 脱 出 で き る 場合 に の み 意 味 を な す 作 戦 な の で す 。 

4. 最後 の 警報 は さ ミサ イル 接近 クラ クシ ョ ン で 、 ミ サイ ル が あと 2 秒 ほ ど で 命中 する と いう 時 に 鳴り 
ます 。 計器 盤 を 確認 し て くだ さい ーー "RAD" の ライ ト が 点滅 し て いる な ら 、 レ ー ダ ー 誘 導 式 ミサ イ 
ル で す 。 た だ ち に 、 チ ャ フ ・ カ ー ト リッ ジ を 投下 し て 旋回 退 慎 し て くだ さい 。 





赤外線 (| R) 誘 導 
SAM 





コン セプト : 短 距 離 S AM は 通常  R 誘 導 式 で す 。 I R ミサ イル は 戦術 ディ スプ レイ (左側 MF D) に 
赤い 実線 と し て 表示 され ます 。 レーダー 誘導 式 S AM と 同様 、 目 標 を 発見 し 攻撃 する 最も 一 般 的 か つ 強 
力 な 3 段階 の 手順 は 次 の よう な も の で す 。 


1. レー ダー 索敵 : 監 視 レ ー ダ ー が あな た の 機 を 発見 し ます (EMV 表 示 器 に 注意 する こと )。 
2. レー ダー 追跡 : 追跡 レー ダー が あな た の 機 を 追跡 し ます ( “TRAK" の ライ ト が 点灯 )。 
3. ミサ イル の 発射 : TR 誘導 ミサ イル が 発射 され ます ( “IR” の ライ ト が 点灯 )。 


それ 以後 、 目 標 に 向かっ て 飛行 する の に 追跡 レー ダー は 必要 あり ませ ん 。 ミ サイ ル 自 体 が 誘導 する か 
ら で す 。 し か し 、 射 程 の 短い I R 誘 導 S AM で は 、 も っ と 簡単 な 方 式 を 採用 し て いる も の が あり ます 。 


1. 索敵 : 敵 が 監視 レー ダー か 肉眼 で 、 あ な た の 機 を 発見 し ます 。 
2. ミサ イル の ロッ ク ・ オ ン : あな た の 機体 の 熱い 部 分 に 、 ミ サイ ル が “ロック ・ オ ン " し ます 。 
3. ミサ イル の 発射 : ミサ イル が 発射 され 、 ミ サイ ル 自 体 の 誘導 で 目標 を 追跡 し ます 。 


肩 射 ち 式 |R 誘 導 S AM : ポー タプ ブル 式 I R 誘 導 S AM が ある の で 、 こ と 面倒 で す 。 多 く の 場 合 、 敵 
は あな た の 機 を 至近 距離 まで 引き つけ て か ら ミ サイ ル を 発射 し ます が 、 こ の ミサ イル は あな た の 機 が 攻 
撃 飛行 に 入っ た 時 に 使う の が 一 番 効果 的 な の で す 。 


ミサ イル は 歩兵 や トラ ッ ク や ジー プ で 運ん だ り 、 建 物 の 中 な ど に 保管 され て いて 、 発 射 さ れる ま 
: 上 探知 不可 能 で す 。 敵 の 重要 な 陸上 部 隊 が 展開 し て いる 地点 で は 、 こ の ミサ イル が 使わ れる と 
見 て いい で し ょ う 。 前 線 部 隊 ば か り で な く 、 後 方 の 司令 部 や 補給 感 ( 敵 軍 が どこ に 展開 し て いる か と い 
う 予 測 は 、 出 撃 前 の プリ ー フ ィング で 知ら され ます ) で も 使わ れる で し ょ う 。 


第 一 世代 | R 誘導 装置 : 初期 の I RR 誘 導 シ ステ ム で は “ロッ ク ・ オ ン " する の に 強烈 な 熱源 を 必要 と 
し て いま し た 。 ジェッ ト 機 で それ だ け の 熱源 と な る 部 位 は エン ジン 排気 だ け だ っ た の で 、 ミ サイ ル は 航 
空 機 の 後部 を 捉え る まで “ロッ ク " で きま せん で し た 。 さ ら に 、 ミ サイ ル 頭 部 の 誘導 装置 も 、 精 巧 で も 
感度 の 良い も の で も な か っ た の で 、 ジ ェ ッ ト 排 気 と 太陽 と を 一 ー あ るい は 熱く な っ た 地上 の 岩 で すら 、 
区 別 で きま せん で し た 。 
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自 機 の 1T R ジャ マー 装置 は 第 1 世代 の I R 誘 導 装 置 を ほぼ 確実 に 混乱 させ る こと が で きま す 。 ジ ャ 
マー を 作動 さき せ て いる か ぎり 、 こ の ミサ イル は あな た の 機 を 追 必 で きま せん 。 た だ し 、 そ の せい で 自 機 
BEE CaS Fit EE ELET RS 
いで くだ さい 


第 一 世代 IR ミ サイ ル な ら 、 向 か っ て くる ミ サイ ル の 方 向 に 急 旋回 し て 選 け る こと も で きま す 。 急 旋 
回 で 、 ジ ェ ッ ト 排 気 が ミ サイ ル の 視野 か ら “ana” か ら で す 。 ミ サイ ル も 旋回 し て 追尾 し よう と し ま 
す が 、 急 旋回 すれ ば 充分 に 避け られ ます (後述 の “ミサ イル の 裏 を か く " を 参照 の こと )。 


第 二 世代 | R 誘導 装置 : 最新 の I R 誘 導 シ ステ ム は は る か に 精巧 に な っ て いま す 。 こ の シス テム は 
気 ば か り で な く 、 空 気 と の 摩擦 で 熱せ られ た すべ て の 機体 表面 の 、 航空 機 特 有 の 温度 変化 を 認識 する 
よう に 設定 され て いま す 。 こ の 』 首 、 主 翼 の 付け 根 、 機 体 上 面 に 典型 的 な も の で す 。 


TI R ジャ マー は 第 二 世 代 | R 誘 導 ミ サイ ル に 対し て は 、 遠 距離 で の み 有 効 で す 。 
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1R 誘 導 S AM の 
回 避 





EMV を 減少 させ る : 残念 な が ら 、 す で に 発射 され て し まっ た IR ミ サイ ル に 対し て は 、 EMV tik 
衰 さ せ て も 効果 は あり ませ ん 。 し か し 、 監 視 レ ー ダ ー か ら 消 えれ ば 、 敵 が 次 の ミサ イル を 発射 する の は 
阻止 で きま す 。EMV を 減少 させ る 方 法 は 、 す で に 述べ た も の と 同じ で す 。 


デコ イ : デコ イ は 15 秒 か ら 60 秒 間 ほ ど 敵 の INR ミサ イル を 騙し ます 。 で すか ら 戦 術 と し て は レー 
ダー・ ミ サイ ル に 対す る の と 同様 に 、 デ コイ の 効果 が 消え る 前 に ミサ イル の 視野 の 外 に 出 て し まう こと 
CH 


1R ジャ マー 装置 : これ は ミサ イル の 誘導 シス テム を 混乱 きせ る よう な 熱 パ ルス を 送り 出す 熱 ス トロ 
ボ 装 置 で す 。 残 念 な こと に 、 こ の 装置 に 動力 を 供給 する た め に 、 発 電機 の 出力 が 落ち 、 自 機 の 対 気 速度 
は 15 パ ー セ ント ほど も 低下 し て し まい ます 。 さ ら に 、 作 動 さ せ た ま ま に し て お く と オー バー ヒー ト し 、 
機械 が 溶け て し まわ な いよ うに 自動 停止 し て 充分 に 冷え る まで 再起 動き せる こと は で き な く な り ま す 。 


TIR ジャ マー を 使え ば 、 第 一 世代 の IR ミ サイ ル な ら ど の 距離 か ら で も 容易 に 混乱 きせ る こと が で き 
ます が 、 第 二 世 代 の TIR ミサ イル は も っ と “BC” な っ て いま す 。 I R ジ ャ マー に “だ まさ れる " の 
は 、 遠 距離 の 場合 だ け (実際 、 接近 する と 、 HERO I RM サイ ル の 中 に は 、 ジ ャ マー その も の 
に "ロッ ク ・ オ ン "” する も の が あり ます ) で す 。 で すか ら 、 第 世代 IT R ミサ イル が 接近 し て いる 時 に 
ジャ マー を 作動 きせ て お く の は 賢明 で は な く 一 一 場合 に よっ て は 危険 で す 。 


フレ ア : 名 前 は “フレ ア " COD 実際は 精巧 に 調整 され た 小型 の アデ アコ イ で す 。 フ レア は 1IR ミ サイ 
ル を 引き 寄せ ます が 、2 秒 か ら 5 秒 で 燃え 尽き て し まい ます 。 そ うな れ ば フレ ア の 効果 は 消え 、 ミ サイ ル 
は 追尾 を 再開 し ます 。 で すか ら 、 ミ サイ ル 接 近 ク ラク ショ ン が 鳴る まで 待っ て か ら 、 フ レア を 投下 し 、 
それ か ら 旋 回 し ます 。 
































警報 と 対応 : I R ミサ イル 攻撃 に 対す る 最初 の 警報 は 、 レ ー ダ ー 誘 導 式 ミサ イル の 場合 と 同じ も の で 
す 。EMV の ライ ト が 点 減 し 、 警報 が 鳴り 、HUD に メッ セー ジ 示さ れ ま す 。 この 時 点 で は 、 KO 
監視 レー ダー 基地 が 発射 する の は 1 R ミサ イル な の か 、 レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル な の か 、 判 
は で きま せん 。 し か し 、 ミ サイ ル が 実際 に 発射 され れ ば 、 IR” ミサ イル の 警告 
発射 され た ミサ イル の タイ プ を 知ら せる メッ セー ジ が HUD に 現われ ます 。 


た だ 、 多 く の 場 合 、T R ミサ イル 攻撃 の 警報 は “I R" ミサ イル 警告 灯 の 点 減 と いう こと に な り ま 
す 。 と いう の も I R ミサ イル の 大 部 分 は 監視 レー ダー を 使わ ず 、 肉 眼 に よる 目標 発見 と な る か ら で す 。 


その ミサ イル が 第 一 世代 だ と 分 か っ て いた ら ( 英 の S AM を 研究 し て お け ば 分 か る は ず で す が )、I R 
ジャ マー を 作動 きせ 、 方 向 転 換 す る と いう 戦法 が 取れ ます 。 そ れ 以 外 に は 、 ミ サイ ル 接 近 ク ラク ショ ン 
が 鳴る まで 待つ 方 法 が あり ます 。 人 待つ の は ご く 短 時 間 の は ず で す 、 1 R ミサ イル は お お むね 至近 距離 か 
ら 発射 され ます か ら 。 “IR” ライ ト の 点 減 の 直後 に クラ クシ ョ ン が 鳴る こと も 珍し く あ り ま せん 。 ク 
ラク ショ ン を 聞き 、 “IR” ライ ト の 点滅 を 見 た ら 、 ま ず フ レア を 発射 し て 、 回 避 行 動 を 取ら な く て は 
な り ま せん ! 


も ちろ ん 、 腕 に 自信 が ある 場合 は 、、 ミ サイ ル の 裏 を か く と いう 手段 も あり ます 。 












ミサ イル の 裏 を か く 


機体 に 装備 され て いる 防御 装置 が 完璧 で は な いこ と は 絶対 に 忘れ な いで くだ さい 。ECM を “突破 す 
D” ミサ イル も ある し 、 デ コイ や チャ フ の 効果 が な く な れ ば 、 ど の ミサ イル も 追尾 を 再開 する し 、 ド ッ 
プラ ー 式 ミサ イル は あな た が 針路 を あや まれ ば チャ フ を 無視 し ます 。 で すか ら 、 防 御 の 効果 が な く な っ 
た 時 に 、 ミ サイ ル の 視界 か ら 脱出 し て いる こと が 重要 な の で す 。 そ れ を 意 れ ば 、 ミ サイ ル は あな た の 機 
を も う 一 度 捕捉 し 、 追 尾 を 再開 する で し ょ う ! 本 当 に 腕 の いい パイ ロッ ト な ら 、 防 御 装置 類 の 助け を 
借り ず に 、 散 ミサ イル を か わす で し ょ う 。 賢明 な パイ ロッ ト な ら 、 装 置 類 と 自分 の 腕 と の 両方 を 利用 す 
BC bk De 

WOH A VOM A REE, HPAL R 誘 導 式 で あれ 、 レ ー ダ ー 式 で あれ 、 基 本 的 に は 同じ で す 。 
し か し 、I R ミサ イル の ほう が 小型 で 機動 性 も 優れ て いる こと が 多い (第 世代 I R ミサ イル は お お む 
ね 機動 性 が 最高 で す ) で すか ら 、 そ れ ら に 対し て は デコ イ な り 、 ジ ャ マー な り 、 フ レア な り に 頼ら な い 
ほう が いい で す 。 


ミサ イル の 視野 か ら 逃 れる : S AM は 追跡 装置 の 視界 で ある 円 弧 内 の 目標 し か “HY” で きま せん 。 
この 視界 は ミサ イル の まっ すぐ 前 方 の わずか 45 度 の 円 雛形 の 空間 で す 。 デ コイ な り ジ ャ マー な りな ん な 
り で 一 時 的 に ミサ イル を 混乱 きせ 、 そ の 45 度 の 円 雛形 の 空間 か ら 脱 出す れ ば 、 ミ サイ ル を 回 避 す る こと 
が で きま す 。 通常 、 最 短 の 脱出 コー ス は ミサ イル の 針路 か ら 直 角 な 方 向 で す 。 




















ミサ イル の 内 側 へ 回 り 込む 
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ミサ イル の 内 側 へ 回 り 込む 
の ほう が 、 ミ サイ ル よ りす ば や 


ミサ イル が 自 機 に 追い つ 
起こ す の で 、 対 
た め 自 機 に 追随 で きず 





ミサ イル に 向かっ て 旋回 する : S AM が 側面 か ら 接近 し て きた 時 は 、 ゆ っ くり 





し な が ら 、 接 近 す る に つれ て 旋回 半径 を 小さ きく し ます 。 


ミサ イル に 向かっ て 旋回 する 











Ly 操縦 筐 を 引き 戻 
ミサ イル の 旋回 は ず 


ミサ イル の 方 向 に 旋回 
ミサ イル と 自 機 の コー ス を 直角 に 保つ こと が 大 
事 で す 。 ミ サイ ル は あな た 
の 機 の 動き に 追随 で き な い 
の で 、 こ の 戦法 は 効果 的 な 
の で す 。 ミ サイ ル は 追い つ 
け な く な る の で は な く 、 あ 
な た の 機 の 後方 を 通り 過ぎ 
て いっ て し まい ます 。 






前 方 か ら の 攻撃 を 回 避 す 
る : S AM が 前 方 か ら 接近 
し て きた 時 は 、8 か ら 12 キ ロ 
くら いま で 接近 する の を 待 
ち ま す (戦術 ア ィ スプ レイ の 
グリ ッ ド の 3 分 の 2 くら いで 
す )。 そ れ か ら す ば や く 90 度 
の 旋回 を し ます 。 こ れ で あ 
な た の 機 は ミサ イル に 側面 
を 向け た わけ で す 。 そ の あ 
と は 、 機 を 180 度 横転 きせ 、 
ミサ イル に 向かえ ば いい の 
で す 。 

















"ドッ プラ ー ィ クタ ロス "ミサ ザイ ル 


























ドッ プラ ー・ ミ サイ ル : ドッ プラ シス テム を 搭載 し た 敵 ミ サイ ル は 特に 
危険 で す 。 こ の ミサ イル は 、 あ な た の 機 の コー ス が ミサ イル に 対し て 直角 で な 
けれ ば チャ フ を 追尾 する こと は あり ませ ん 。 あ な た の 機 の 真正 面 や 後方 か ら ミ 
サイ ル が 迫っ て いる 時 は チャ フ は な ん の 効果 も あり ませ ん 。 現在 ドッ プラ ー 誘 
導 シ ステ ム を 搭載 し て いる S AM は 3 け で す 。SA-10、SA-12 お よび SA- 
N-6 で す 。 空 対 定 ミ サイ ル で ドッ プラ ー 読 導 式 は AA-10 た だ 1 種類 だ け で す 。 
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空中 戦 Air-to-Air Duels 


空 対空 ミサ イル (A AM) を 使う 

マイ クロ プロ ー ズ 版 F-117A( 機 能 強 化 タ イプ ) は 、2 種 類 の A AM を 搭載 し て いま す 。AIM-120 
AMRAAM と 、AIM-9M "サイ ド ワ イ ン ダー" で す 。 (ロッキー ド F-117A に は 空 対空 兵器 は まっ た く 搭 載 
され て いま せん 。 英 戦 闘 機 に 発見 され る こと な ど 想 定 さ れ て お ら ず 、 そ れ 以 上 に 、 敵 と 戦闘 する た め に 





出撃 する こと は な いか ら で す ) あ な た の 機 に 搭載 され る 他 の すべ て の ミサ イル と 同様 、 こ れ ら の AAM 
は 自己 誘導 式 の “ 射 ち っ ぱな し " 武器 で 、 取 り 扱 い が 簡単 で 、 お そら く 最 良 の 武器 と 言え る で し ょ う 。 


目標 捕捉 と 発射 の 方 法 は 、 他 の 自己 誘導 式 ミ サイ ル (68 ペ ー ジ 参照 ) と 同じ で す 。 


AIM-1 2 0 AMRAAM : AIM-120 AMRAAM ミ サイ ル は 最も 優れ た 中 距離 武器 の ひと つ で す 。 
アメ リカ で 開発 され た 唯一 の “ 射 ち っ ぱな し " 式 の レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル で す 。 に ほとん どの 防御 を 突 
人 破 で きる だ け の 回 路 や 、 爆 渦 機 や 輸送 機 は も ちろ ん ほとん どの 没 戦 闘 機 を 追尾 で きる だ け の 機動 性 も 備 
えて いま す 。AIM-120 は サイ ド ワ イ ン ダー の ほぼ 2 倍 の 射程 が ある た め 、 パ イロ ッ ト は 一 般 に AIM-120 
で 攻撃 を は じ め 、 そ の 距離 で 生き 残っ た 敵 機 が あれ ば "サイドワインダー" に 切り 替え ます 。 


AIM-9M サイ ド ワ イ ン ダー : 短 距 離 AIM-9M サ イド ワイ ンダ ー は 最も 優れ た 空中 戦 用 ミサ イル と 
言え る で し ょ う 。AMRAAM よ り 機 動 性 が 優れ て いて 、 回 転 し 旋回 し て 逃れ よう と する 目標 に “IRS 
いつ いて いる " こと が で きま す 。 サ イド ワイ ンダ ー は I R 誘 導 式 な の で 、 最 も 有効 な の は 敵 機 の ジェ ッ 
ト 噴 射 口 に 向け て 発射 する こと で す 。 次 善 の 作 は 、 上 か ら 降 下 し な が ら 敵 機 の 上 部 (熱く な っ て いる 部 
位 ) に 向け て 発射 する こと で す 。 第 三 番 の 戦法 は 、 真 正面 か ら 敵 機 の 機 首 を 狙う こと で す 。 自 機 の 前 を 
横切る 敵 機 を 狙っ た り 、 敵 機 の 下部 (冷た い 部 位 ) を 狙っ た り し て も 、 命 中 する 可能 性 は ほとん ど あ り ま 
せん 。 サ イド ワイ ンダ ー の 最大 の 弱点 は 、 射 程 が 短い こと で す 。 


ミサ イル の 射程 : ミサ イル の 最大 射程 は ミサ イル の 搭載 エン ジン だ け で な く 発 射 時 の 自 機 の 速度 や 敵 
ク 
el 




















了 方 向 に よっ て も 異な り ま す 。 自 機 が 最高 速度 で 飛行 し て いる 場合 は 、 最 初 の "ロック ・ オ ン "” の 
よ ミ サイ ル の 最大 射程 と 同じ に な り ま す 。 し か し 自 機 の 速度 が 遅い と 、 ミ サイ ル は 目標 に 到達 する 


ほな 余分 な ブー スト を 得 ら れ な い 場 合 が あり ます 。 


さら に 重要 な ポイ ント と し て 、 あ な た の 機 か ら 見 た 敵 機 の 向かっ て いる 方 向 で す 。 英機 が こち ら に 向 
か っ て いる な ら 、 最 大 射程 で 発射 し て も 命中 する で し ょ う 。 し か し 、 敵 機 が 遠ざかっ て いる な ら 、 ミ サ 
イル は 長 々 と 追尾 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 場合 は 、 最 適 の ロッ ク ・ オ ン 状 態 に な る まで 待っ て か ら 
発射 すべ き で す 。 











技術 : ミサ イル を 発射 する 時 は ベイ ・ ド ア を 開け て 、 ロ ッ ク ・ オ ン す る の を 待つ こと を 忘れ な いで くだ 
さい 。 追跡 ボッ クス が オー バル に 変わ る まで 待た な けれ ば 、 ロ ッ ク ・ オ ン し な いま ま 発 射す る こと に な 
り 、 目 標 を 外す の は 、 ほ ぼ 確 実 で す 。 そ れ か ら 、 対 気 速度 に 注意 し て くだ さい 。 自 機 が 高速 ( 約 300 ノ ッ 
ト ) で 飛行 し て いる か 目標 が 接近 し て くる の な ら 、 最 大 射程 ぎり ぎり の ロッ ク ・ オ ン で も 、 ほ ば 命中 する 
で し ょ う 。 し か し 、 自 機 の 速度 が 遅い か 、 標 的 が 境 ざ か っ て いる 時 は 、 も っ と 接近 する か 、 理 想 を 言え 
ば 追跡 オ ー バ ル が 赤く な る まで 発射 を 待っ て くだ さい 。 


ミサ イル の 命中 率 は 、 敵 の 防御 装置 や 、 回 避 行 動 ま で は 考慮 し て いま せん 。 第 一 級 や エリー ト の 戦闘 
機 は 、 命 中 させ る の が は る か に 難し いと 分 か る で し ょ う 。 "メイ ンス テイ "AEW&C 機 は 機動 性 に は 
劣り ます が 、 優 秀 な 防御 装置 を 搭載 し て いま す 。 有 能 な 乗務 員 の 乗り こん だ “メイ ンス テイ " 機 に 対し 
て は 、 機 関 砲 が 必要 で し ょ う 。 


発射 姿勢 ・ AAM は 他 の ミサ イル と 同様 、 発 射 さ れ て か ら エ ンジ ン 
ら 400 フ ィ ー ト 落下 し ます 。 そ れ ま で 、 ミ サイ ル は 自 機 と 同じ 速度 と 刀 度 を 備え を て いる わけ で す 。 
自 機 が 地表 に 向かっ て 急降下 し て いる な ら 、 発 射 さ きれ た ミサ イル は 飛行 可能 に な る 前 に 地面 に 激突 する 
で し ょ う 。 急 旋回 中 や 、 反 転 中 に 発射 する と 、 武 器 ベ イ を 離れ る 時 に 転がっ て し まう で し ょ う 。 ACER 
行 中 で 高度 が 500 フ ィ ー ト 以上 の 時 だ け に 発射 する と いう の が 賢明 で す 。 


目標 の 識別 サイドワインダー も AMRAAM も 常に 最も 顕著 な 、 つ まり 通常 一 番 近 くに ある 目標 を 
追尾 し ます 。 そ れ は あな た が 他 の 目標 を 追っ て いる 場合 で も 同じ こと で す 。 冷戦 や 局 地 戦 の 場合 、 ミ サ 
イル の “HO BS” に は 限界 が ある こと に 気 を つけ て くだ さい 。 第 1 ある い は 第 2 目標 を 追い か け て ミ 
サイ ル を 発射 する と 、 ミ サイ ル が も っ と 近い と ころ に いる 敵 の 護衛 戦闘 機 に 向かっ て 飛ん で いっ て し 
まっ た と いう こと も ある の で す ! 


注解 : F-117A で は 武器 誘導 レー ダー の 代わ り に 追跡 カメ ラ を 使用 し て いま す 。 こ の シス テム で は 適 
切な 発射 パラ メー タ を AIM-120 AMRAAM に ダウンロード" し ます 。AIM-120 自 体 は レー ダー を 使っ 
て いま す が 、 ミ サイ ル が 発射 され る まで 作動 し ませ ん 。 そ の た め 、 ミ サイ ル の 目標 捕捉 に よっ て 自 機 の 
EMV が 高く な る と いう こと は あり ませ ん 。 も ちろ ん 、 発 射 の た め に ベイ を 開く と EMV は 高く な り ま 
す 。 熱 練 し た ステ ルス ・ パ イロ ッ ト は 発射 士 前 か 、 あ る い は 空中 戦 の 間 に ベ イ ・ ド ア を 開き ます 。 





に 点火 し て 飛行 する まで に 300 か 





































203 リ ・ バ ルカ ン 砲 
を 使う 


ロッ キー ド FLI17A は どの よう な タイ プ の 機関 銃 も 搭載 し て いま せん 。 そ の 必要 が な いと 考え られ て 
いる か ら で す 。 で すか ら 、 ロ ッ キ ー ド 版 を 操縦 し よう と 思う な ら 、 以 下 の 説明 は 飛ば し て くだ さい 。 マ 
イク ロ プ ロー ズ 版 F-I17A は 、 確 か に 機関 念 は 必要 で すし 、 事 実 、 優 秀 な 機関 砲 を 搭載 し て いま す 。 

ジェ ッ ト 機 の 速度 は 非常 に 速い の で 、 通 常 の 機関 銃 や 機関 砲 で は 命中 は 望め ませ ん 。 敵 機 は 文字 通 
り 、 弾 丸 と 弾丸 の 問 を 飛び ぬけ て 行っ て し まい ます 。 で すか ら 、 現 代 の 航空 機 用 機関 砲 は 砲 の 集合 体 
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(た と えば ソン 連 製 の 戦闘 機 の 大 部 分 が 採用 し て いる よう な 23 ミ リ 2 連装 機関 克 ) か 、 ある い は 多 砲 身 ガ ト 
リン グ 砲 (た と えば ほとん どの アメ リカ の 軍用 機 に 搭載 され て いる 6 和 砲身 20 ミ リ M61A1 機関 砲 ) の よう な 
形態 に な り ま す 。 航空 機 用 機関 砲 の 有効 射程 は 0.3) キ ロ か ら 3 キ ロ で 、 最 大 射 往 は 6 キロ で す 。0.5 キ ロ 以 
内 で は 破壊 され た 目標 の 破片 に よる 無視 で き な い 危険 が 存在 し ます 。 
























































照準 用 コン ピュ ー タ は 常に 射程 、 飛 行 経路 、 弾 道 を 計算 し 、 現 時 点 で 管 弾 が 目標 に 命中 し た と すれ 

ば 、 ど こ に 当たっ た か を 表示 し て くれ ます 。 了 装置 は 常時 銃撃 を 計算 し 、 適 切な 時 間 だ け 遅 らち せ 、 克 
繋 し て いた 場合 の 着 放 想 位置 を 表示 し ます 。 つ まり 、 昌 準 装置 は 通 去 の 適切 な 時 点 で あな た が 発砲 し 
た と "想定 する " の で す 。 


F-117A は 一 般 的 な 測 算 用 レー ダー で は な く 、 追 跡 カ メラ 用 の レー ザー 式 測 距 機 を 使用 し て いま す 。 
つま り 、 あ な た は 自 機 の EMV を 増大 きせ る こと な く 、 機 関 砲 を 使 ん を る わけ で す 。 し か し な が ら 、 当 然 
の こと で す が 、 射 撃 を 開始 する と 熱 を 発し 、 ず っ と 探知 され や すく な り ま す 。 


空中 戦 で の 見 越し 発射 : M61A1 203 リ 機 関 砲 の 砲弾 が 最大 射程 の 6 キロ を 飛ぶ の に 約 6 秒 か か り ま 
す 。 で すか ら 、 目 標 に 命中 させ る に は 目標 と 照準 と が 一 致す る 速度 を 判断 し な けれ ば な り ま せん 。 目標 
と 照 進 が 一 致す る 6 秒 前 に 発射 する 必要 が ある の で す 。 目標 と の 距離 が 6 キロ 以下 の 場合 は 、 時 間 の 差 が 


も う 少 し 短く な り ま す 。 た と えば 、 3 キロ 離れ て いる 場合 は 目標 と 照準 と が 一 致す る 3 秒 前 に な る まで 待 
ち 、1.5 キ ロ で は 1 秒 前 に 射撃 し ます 。 


この 陸 準 装置 は 昔ながら の 予測 式 照準 装置 の よう に 使用 する こと も で きま す 。 つ まり 、 有 照準 が 目標 に 
重なる まで 待っ て か ら 射 繋 する の で す 。 し か し 、6 キ ロ の 距離 で は 確実 に 命中 する よう に 、 目 標 が 同じ 
針路 を 6 秒間 保っ て いて くれ る こと を 願う し か あり ませ ん 。 


簡単 に 言え を ば 、 ヒ トリ カル 照準 装置 を 使う コツ は 見 越す こと な の で す 。 照 準 が 目標 に 到達 する の を 待 
つ 必 要 は あり ませ ん 。 そ の 代わ り に 、 有 照準 と 目標 と が 出会う こと を 見 越し 、 射撃 する の で す 。 























待ち 伏せ 





敵 に 対処 する 


敵 と 戦う 最良 の 方 法 は 、 背 後 か ら 忍 び 寄 っ て 、 奇 磐 す る こと で す 。 敵 機 は 前 方 監視 レー ダー し か (TL- 


76 “メイン ステイ" AEW&C は 除く ) 装 備 し て いな い の で 、 後 方 か ら 上 昇 し て くる あな た の 機 に 気 づ 


か な いで し ょ う 。 


戦闘 機 パ イロ ッ ト は 伝統 的 に 上 か ら 攻 撃 す る こと を 好み ます 。 空 中 戦 で は 位置 エネ ルギー に よる 優位 
に 立て る か ら で す 。 し か し 、 ス テル ス 機 の パイ ロッ ト に と っ て は 、 機 密 保持 の 重要 さと ミサ イル 戦術 と 
か ら 、 高 さき は それ ほど 重要 で は あり ませ ん 。 高 度 を と る こと は 敵 レ ー ダ ー に 見 つか りや すく な る こと 
で 、 つ まり 敵 機 に も 警告 が 届く わけ で す 。 で すか ら 多 く の 場 合 、 目 標 より 低い 位置 か ら 、 背 後 か ら 接近 
する ほう が 賢明 で す 。 自 機 の ミサ イル 攻撃 が 失敗 し 、 敵 に 発見 され て し まっ た 場合 の み 、 高 さ の 優位 を 
追及 すべ き で す 。 

蔽 戦闘 機 に よる 奇 龍 を 受け た り 、 上 空 か ら 攻 撃 を 受け た ら 、 た だ ち に 、 接 近 し て くる 敵 ミ サイ ル を 探 
し 、 適 切な 防御 行動 取っ て くだ さい 。 ミ サイ ル は 敵 機 より 早く 飛来 する の で 、 ま ず ミ サイ ル を 回 避 し 
な けれ ば な り ま せん 。 空中 戦 を 開始 する な り 、 逃 走 す る の は 、 そ れ か ら の こと で す 。 








ミサ イル の 交換 


あな た が 目標 を 破壊 する と すぐ に 、 多 く の 場 合 は 英 戦 闘 機 が 迎 吹 の た め に 発進 し 、 空 中 戦 が 始ま り ま 
す 。 つ まり 、 真 正面 か ら 敵 機 と 対決 する こと が 珍し く な い の で す 。 


この 西部 劇 スタ イル の 対決 は 、 お た が い に 長 ・ 中 距離 レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル を 射 ち 合う こと か ら 始 
EVES, MO “贈り物 "に 対し て 、 デ コイ や ジャ マー や 時 に は チャ フ で 応じ る よう 準備 し て くだ さき 
い 。 レー ダー 誘導 式 ミ サイ ル を 発射 し た あと は 、 サ イド ワイ ンダ ー に 切り 替え ます 。AMR AAM が 命 
中 し な か っ た 時 は 、 短 距離 ミサ イ ル の 第 こ 波 攻撃 を 受け る か も し れ ま せん 。 


早い 旋回 : 真正 面 の 戦闘 で 最も 困難 だ が 、 有 効 な 戦法 と し て 、 早 め に 旋回 する こと が あり ます 。 経験 
の 浅い パイ ロッ ト が 相 ヨ 容易 な 戦法 で す 。 初 心 者 は 機関 衝 で 没 ち 落と そう と その まま 突っ こん で く 
る か ら で す 。 経験 を 積ん だ パイ ロ ッ ト を 相手 に する 場合 は 、 タ イミ ング が 問題 に な り ます 。 敵 よ ae 
秒 以上 早く 旋回 を 始め る と 、 あ な た の 意図 を 宣伝 し て いる よう な も の だ し 、 長 く 待 ち す ぎる と 優位 に 
て な く な り ま す 。 























































敵 の AAM に 
対処 する 


レー ダー 誘導 式 A AM : ソ連 の AA-10 ア ラ モ は 、 あ な た の 機 に 搭載 する AIM-120AMRAAM と 同じ く 
* 射 ちっ ぱな し " 方 式 の ミサ イル で す 。 そ れ 以 外 の ソ連 製 レ ー ダ ー 誘 導 式 ミサ イル は すべ て セミ ・ ア ク 
ティ ブ 誘 導 方 式 で す 。 つ まり 、 ミ サイ ル が レー ダー 反射 波 を 追跡 で きる よう 、 発 射 し た 敵 機 は レー ダー 
で あな た の 機 に “ 印 を つけ " 続け る 必要 が ある の で す 。 m 
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Y. 
0 


A 


dl erame 
| F-117 が 先 に 
旋回 を 開始 
F1 AA oe 


位置 する 








ー 誘 導 式 AAM は SAM と 同様 に (80 ペ ー ジ の “レー ダー 誘 

導 式 S AM の 回 避 " を 参照 ) 回 避 し ます 。 こ れ に は EMV の 減少 や 、E 

の や 、 最 終 的 に は チャ フ な ども 利用 し ます 。 デ コイ も きわ 

て 有効 で す 。MiG-25 と MiG-31 に は 射程 が 非常 に 長い レー ダー 誘導 

oe ie 載 さ れ て いる の で 注意 し て くだ さい 。 こ れ ら の ミサ イル 

に 対し て は EMV の 減少 や 、ECM や デコ イ を 使う 戦法 は 特に 効果 的 
Cis 


1R 誘 導 AAM: IR 誘 導 AAM は すべ て “" 射 ちっ ぱな し "方式 で 
す 。 中 で も AA-8 は 第 二 世 代 の 1 R 誘 導 装 置 を 備え 、 機 動 性 に も 優れ て 
いま すか ら 、 最 も 危険 た ミサ イル で す 。 英 の MiG や スホーイ が AA-8 の 
Sg N か な り 面 倒 な 目 に あう 
高く な り ま す 。 


道人 AAM を 回 避 す る 方 法 は I R 誘 導 S AM に 対す る 場合 ( 
I R 誘 導 S AM の 回 避 " を 参照 と 同じ 。 つま り 、 距 離 
れ ば 1T R ジ ャ マー を 、 近 けれ ば フレ ア を 使う の で す 。 デ コイ も 
Trs 


E は 、 空 中 戦 で は 多く の 1 R 誘 導 ミ サイ ル が 近 距 離 まで 発射 され 
ます 。 で すか ら 、 発 射 警 報 が 出 た ら I R ジ ャ マー を 作動 させ 即座 
に ミサ イル の 45 度 の 視野 外 に 出 な けれ ば な り ま せん 。 空 中 戦 を し て い 
る 距離 で は ミサ イル の 飛行 時 間 が 非常 に 短い の で 、 無駄 に で き る 時 間 
は あり ませ ん ! 回 避 に 失敗 し た D 時間 が * か か りす ぎる と ミサ イル 接 
近 ク ラク ショ ン が 鳴り だ し ます 。 そ うな る と 、 数 秒 の 余地 し か 残さ れ 
て いま せん 。 す ぐさ きま フレ ア を 投下 し 、 ミ サイ ル を 回 避 し て くだ さ 
Vo 


古い 型式 の AA-2、AA-6、 お よび AA-7 は 第 1 ROF 
て いま す 。 英機 は ミサ イル を ロッ ク ・ オ ン さ せる の ! 
に つか な けれ ば な り ま せん 。 敵 に 後 を と られ な いよ うに 
この クラ ス の 武器 を すべ て 避け る こと が で きま す 。 






















































訪 導 装置 を 備え 
あな た の 後方 
し て いれ ば 、 





F-117 は 射 点 に つく 


> ain 3k 
tt > Pa 


dg F-117 は 無理 な 態勢 で の 射撃 を 避け 、 
i A 


) 
7 


逆 方 向 に 旋回 開始 
さら に 逆 方 向 に 旋回 する 


F-117 は MIG が こち ら に 旋回 する の を 
見 極め て か ら 逆 方向 に 旋回 開始 


F-117 は "シザー ス " を 開始 


F-117 は MIG の 方 に 旋回 し 、 
a MIG を 旋回 に 引き 込む 


人 


MIG は F-117 の 背後 に いる が 、F-117 よ り も 高速 で ある 








空中 戦 で の 操縦 

空中 戦 で 重要 な こと は 、 敵 の 後 を と る こと で す 。 あ ら ゅ ゆ 
る 戦闘 機 の 機関 怒 や ミサ イル の 誘導 シス テム は 、 前 方 だ け 
し か 向い て いま せん 。 敵 の 後 を と れれ ば 、 あ な た は 射撃 が 
で き て 、 敵 に は で き な い こと に な り ま す 。 敵 の 後 が と れ な 
いな ら 、 せ め て 敵 機 を で きる だ け 前 方 に 置い て 、 攻 撃 の 機 
会 を 最大 限 に する 努力 を し て くだ さい 。 


速度 ある い は 高度 に 関し て 優位 を 保つ の こと は 、 空 中 戦 に 
お いて は 重要 で す 。 速 度 お よび 高度 に お いて 劣る 機 は 、 敵 
の 攻撃 を 回 避 す る こと し か で きま せん 。 速度 ある い は 高度 
に お いて 優る 機 は 、 自 在 に 攻撃 も 撤退 も で きる の で す 。 速 


























度 や 高度 に お いて 優る こと を "エネ ルギー 上 の 利点 " と 呼 
ん で いま す 。 

敵 が 背後 に 回 りこ ん で きた 場合 は 、 伝 統 的 な さま ざま な 
脱出 法 が あり 回 り 込 み 旋回 、 シ ザー ズ 、 イ ン メ ル マ 
Ps AF YY 3-3-$CT, INONDIK YM 





する だ け で な ま を 見 抜く こと も 必要 で す 、 


回 り 込 み 旋 回 : 敵 機 が 背後 か ら 接近 し て きた 場合 の 最も 
簡単 な 対処 法 は 一 一 敵 に 向かっ て 方 向 転換 する こ と で さす 。 
敵 より も 速く 旋回 で きれ ば 、 徐 々 に 回 り 込ん で 、 敵 の 後 を 
と れ EO “Well wes” は 新人 同士 の 空中 戦 で よ 
く 起 こ 


言う まで も な く 、 敵 機 の ほう が 速く 旋回 すれ ば 、 敵 は や 
が て あな た の 背後 に 回 り 込 み ま す 。 そ うな っ た 場合 は 、 す 
みや か に 他 の 行動 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 た め ら う 時 
間 が 長け れ ば 長い ほど 、 事 態 は 悪化 し 、 し まい に oo 
BOWIE LT. det EMM LT LEWES 


ッ ザ ー ズ WEBLAB bo REOR 
シザー ズ が あり ます 。 敵 に 向かっ て 旋回 を は じ め ま す が 、 
敵 が 同じ よう に 旋回 を は じ め た ら 、 す ぐに ロー ル し て 逆 方 
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イシ メッ ル マ シ ッ タ ー 


"ハー フ ・ ロ ー ル 
( 半 横 転 ) 


バー フ ・ ル ー プ ブ 
( 半 宙 返り ) 


スプ リッ ト ・S 


yy 
_— oe 





— a 


(ハー フ ・ ル ー プ の 最 中 に スロ ッ ト ル 
を ゆる め て 高度 の 損失 を 小さ くす る ) 








向 に 旋回 し ます 。 こ れ で シザー ズ ( ハ サミ ) が 開き ます 。 あ な 
eee ee と に 敵 が 気づい て 、 あ な た の ほう に 旋 
回 し て きた あな た は 今 の 手順 を 送 に し 、 ま た ロー ル し 
て 敵 に 向 カ Pee. あな た が 敵 ょ より すばやく 、 小さ きく 旋回 
する か 、 あ る い は 自 機 が 遅い か 、 SG さと する 
と 、 敵 は あな た の 前 方 を 通過 する こと に な り ま す 。 こ れ で 
英機 の 背後 に 回 り 込 むこ と が で きる わけ で す 。 


あな た の 機 に 合わ せ て 旋回 し よう と する 新米 パイ ロッ ト 















な ら 簡 単に レザ ー ズ に 誘い こむ こと が で きま す 。 た と え 敵 
機 の 旋回 性 能 が 優 っ て いて も 、 新 米 パ イロ ッ ト は シザー ズ 


の 開閉 に 対す る 反応 が 遅い の で 、 あ な た は すぐ に 優位 に 立 

て ます 。 も うす こし 経験 を 積ん だ 敵 だ と 、 あ な た の 次 の 旋 

| Í 踊り 、( 敵 機 の 機動 性 が 劣っ て いる 

な ら ) 攻 繋 を 仕掛 け て くる か 、 (速度 で 優 っ て いる 時 は ) 上 昇 
し て ヨー ヨー に 持ち こみ ます 。 

イン メル マン ・ タ ー ン すばやく 方 向 転換 する の に 優れ た 

(宙返り ) を し て 進行 

mL (ロー ル ) さ せ て 姿勢 を 正 し 

ます 。 iia le いた 場合 は 、、 イ ン メ ルマン ・ タ ー ン を す 

れ ば 、 正 面 か ら 向 か い 合 うこ と に な り ま す 。 上 向き の 半分 

だ け の 宙返り は いち じ る し く 速 度 が 落ち る の で 、 イ ン メ ル 

マン ・ タ ー ン は 高度 の 優位 性 は 得 ら れ ま す が 、 速 度 が 犠牲 に 
な る こと に 気 を つけ て くだ さい 。 


スプ リッ ト S・ タ ー ン : イン メル マン を 補足 する 形 の A 
で す 。 ま ず 機 体 を 横転 させ て 背面 飛行 を し 、 そ れ か ら 操 縦 
叶 を 引い て 下向き に 半分 ルー プ ( 宙 返り ) を し ます 。 パ イロ ッ 
ト の 多く は 横転 (ロー ル ) が 完了 前 に ルー プ を は じ め 、 
ルー プ し ime ト を 回 転 き せま す 。 ス プリ ッ ト S 
で は か な り 高 度 を 失う の で 、 出 力 を 落と すか 、 あ る い は エ 
ア ・ プ レー キ を 使用 する か 、 Me LM 
度 の 損失 を 最小 限 に する の が 賢明 で 
















































MiG、 ヨー ヨー を 終了 
降下 し な が ら 攻 撃 に うつ る 


MiG、F-117 を 攻撃 
Ns 。 


MIG、 ヨ ー ヨ ー を 開始 
F-117 は #2 の ポジ ショ ン で 何 が 起こ っ て いる か を 
悟ら な けれ ば な ら な い 


MIG、F-117 を 攻撃 


ヨー ヨー に は 優れ た 空 
習 し て くだ きい 。 肖 
える の に きわ め て 役 

実際 に は 、 ヨ ー ヨ ー・ タ ー ン は 三次 元 的 な 
と ん ど は 上 昇 と 急降下 で “吸収 され" 、 高 速 
敵 機 の 後 を と る こと が で きま す 。 アメリカ 


















スプ リッ ト S は 速度 を 得 て 高度 を 失う と いう 意味 

で 、 イ ン メ ルマン ・ タ ー ン を 補足 し て いま す 。 BE 
意 な パイ ロッ ト は 時 と し て 、 敵 に 向かっ た り 、 あ る 
い は 敵 か ら 逃 げ る た め に 自 機 の 高度 を 失念 し て スプ 
Vy hSe¥HVERAEIELE LR. そう な る 
と 、 地 中 で スプ リッ ト S を 行なう こと に な りか ね ま 
せん ! 





ヨー ヨー・ タ ー ン : この 戦法 は 速度 で 優る 機 が 低 
速 の 敵 機 を 相手 に する 時 に お も に 用 いら れ ま す 。 で 





すか ら 、 比 較 的 速度 の 遅い F-1174A が この 戦法 を と る 
こと は ほとん ど あ り ま せん 。 し か し 、 敵 の MiG が あ 
な た に 対し て この 戦法 を と ろう と する か も し れ ま せ 
ん 。 こ の 戦法 を と る に は 、 コ ッ ク ピ ッ ト の 視界 の 良 
き が 不可 欠 
け て いる 特質 


ヨー ヨー・ タ ー ン で は 、 上 昇 し な が ら 、 キ ャ ノ 
ビ ピー の 上 に 英機 が 見 える よう に な る まで 機体 を 傾 
け 、 敵 に 向かっ て 旋回 し ます 。 そ れ か ら 、 旋 回 し な 
が ら 急 降下 に 移り ます 。 急 降下 を し て いる 時 に 機体 
を 傾け 、 射 撃 に 絶好 の 相対 位置 に 持っ て いき ます 。 
多く の 場合 、 敵 は 反転 の 最 中 に 銃撃 を 受け る こと に 
な り ま す 。 









臣 覚 が 必要 な の で 、 最 初 は スロ ッ ト 画 面 (単独 の 場合 ) や 戦術 画面 を 使っ て 練 
で は 広角 視野 に 切り 替え る と 、 
立ち ます 。 そ う や っ て HUD に 捉え た ら 、 


背後 か ら 上 に 来 よ うと する 敵 機 を HUD に 提 
標準 視野 に 戻せ ば いい の で す 。 

大 き な 旋 回 を 行なう こと に な り ま す 。 旋回 半径 の ほ 
より 大 きく 旋回 する こと に な りな が ら 機 動 性 の 優れ た 




















の F-4 フ ァ ン トム 戦闘 機 の パイ ロッ ト は 、 ベ トナ ム 戦 争 時 


に 、 北 ベト ナム 上 空 で 、 速 度 に 劣っ て いて 機動 性 に 優れ た MiG-21 に 対し て この 戦法 を 使い 、 大 き な 成 


果 を 上 げ て いま す 。 


英 の ヨー ヨー・ タ ー ン に 対す る 最良 の 防御 は 、 





道 方 向 に 旋回 する か 、 あ な た の は ほう も 三次 元 空間 を 利 


用 し て 、 通 常 は スプリット S ター ン に 入る こと で す 。 
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英 の 機関 砲 


敵 は 射程 や 火力 に お いて 、 あ な た と 同等 の 機関 砲 を 装備 し て いま す 。 し か し 、 敵 は いま だ に 昔ながら 
D "予測 式 ” 照準 装置 を 使用 し て いま す 。 つ まり 、 敵 が 1 














E 確 な 射 黄 を し よう と すれ ば 、 あ な た の 機 の 背 








ら な けれ ば な ら な い の で す 。 さ ら に 、 エ リー ト ・ パ イロ ッ ト を の ぞい て は 、 英 の 射 黄 開 始 は 遅れ 
ます 。 命中 させ る た め に は 目標 を 照準 に 入れ 、 そ の 


敵 機 が 背後 に 回 込み 、 射 臣 を 開始 し そう な 予感 
み に 、 





光 を 保 と うと し な けれ ば な ら な い の で す 。 
た ら 、 
激しく 動く こと ) で 敵 の 狙い を 外す こと が で きま す 。 

















“ジン キン グ " (で た ら め な 方 向 に 小 刻 
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任務 の 説明 


MISSION BRIEFINGS 








冷戦 (Cold War) 


任務 の タイ プ Mission Types 
交戦 制限 (交戦 の ルー ル ) 


定 (R OE) は パイ ロッ ト が どの よう な 目 標 を 攻撃 で き 、 あ る い は で き な い か 、 ま た 攻撃 し た 側 
こま で 明か せる か な どの 指針 を 定め て いま す 。 冷戦 と 限定 戦争 の 3 は 攻撃 を 加え た も の 
を 敵 に 知ら れ な いこ と が 絶対 で す 。 そ うす れ ば 政府 の 方 で は 好き な こと が 言え る の で すか ら 。 










te” で き な け れ ば な り ま せん 。 任 9 が し 
価 す る こと が あり ます 。 し か し 、 Pye な けれ 





me CH 国務 省 【 は いか な る 出 敵 に つい て も 
BN ee メリ カ 合 衆 国 は その 行動 
国 の し た こと だ と 認め た が ら な いで し ょ う 。 


あな た が 攻撃 / 破 壊 で きる の は 、 特 定 の 目標 
機 を 発見 され た 場合 に か ぎり 、 他 の 目標 と の 交 
さい 。 あ な た の 機 を 探知 し た 敵 の 航空 お よび 地上 兵力 は 、 機 密 が 竣 串 され る 事態 を 防ぐ た め に 、 破 壊し 
な けれ ば な り ま せん 。 中 立 勢力 は いか な る 場合 に も 友好 的 と みな され 、 い か な る 犠牲 を 払っ て も 彼ら に 
探 和 され る こと は 避け な けれ ば な り ませ ん 。 

敵 レ ー ダ ー の 反応 か ら あ な た の 機 が 発見 され た 疑い が ある 場合 や 、 敵 機 が あな た の 機 を 視 
け の 距離 まで 接近 し て きた お WANS. 危険 信 これ ら の 敵 は 破壊 すべ き で す が 、 攻 撃 す る こと に 
よっ て きら に 多く の 逆 に 発見 され る こと に な る な ら 、 意 図 と 逆 の 結果 を 招き か ね ませ ん ! 




















。 相 手 の ほ うか ら 先 に 攻撃 し て きた 場合 と 、 自 
ます 。 敵 に 視認 きれ る の は 絶対 に 避け て くだ 
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限定 戦争 
(Limited War) 











限定 戦争 で は 、 交 戦国 に 対す る アメ リカ の 援助 は 秘 審 に し て お く 必 要 が ある の で 、 国 務 省 は 何事 も 否 
定 で きる 状態 を 望み ます 。 し か し 、 戦 争 が 存在 し 、 軍 事 目標 が 破壊 され た の で すか ら 、 軍 事 目標 を 破壊 
し た あな た の 功績 は 評価 きれ ます 。 



































通常 戦争 
(Conventional War) 





通常 戦争 に お いて は 敵 の 領土 に 対し て 無 規定 の 通常 攻撃 を 加え る こと が で きま す 。 こ れ に は 、 公 式 に 
は 禁止 きれ て いる 民間 目標 も 含ま れ ま す 。 し か し 、 た だ ち に 軍事 的 脅 威 と な る 目標 が 最も 重要 で す 。 で 
すか ら 、 敵 機 、 空 軍 基 地 、 S AM( 地 対空 ミサ イル )、 レ ー ダ ー、 補 給 処 (Depot)、 司 令 部 (HQ) 等 を 破壊 す 
れ ば 、 橋 、 精 油 所 (Refinary)、 油 井 (Oil Rig)、 採 掘 基地 (Plarform) な ど よ り 大 き な 報 償 が 与え られ ます 。 
通常 戦争 で あっ て も 短期 目 標 を 目指 し て 戦わ れる こと も あり ます (1983 年 の グラ ナダ 侵攻 や 1984 年 の 
フォ ー ク ラン ド 島 紛争 や 1991 年 の 砂漠 の 嵐 作戦 な ど で す )。 


出撃 命令 で 特に 指定 され て いる 目標 は すべ て 攻撃 ・ 破 壊し な けれ ば な り ま せん 。 さ ら に 、 敵 領土 内 の 
目標 は 、 民 間 施 設 を 含め て 、 破 壊し て も か まい ませ ん 。 も し 、 選 択 す る こと が 可能 な ら 、 軍 事 的 能力 を 
た だ ち に 発揮 する 目標 を 選ん で くだ さい 。 い か な る 場合 も 中 立 勢力 は 友好 的 と みな され 、 彼 ら に 探知 さ 
れる こと は 避け な けれ ば な り ま せん 。 


























重要 人 物 を 待ち 伏せ 
する 
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空 対空 任務 


ここ で は 、 敵 の 重要 人 物 が 航空 機 で 移動 し て いま す 。 あ な た の 任務 は この 人 物 が 目的 地 に 到着 で き な 
いよ うに する こと で す ! 問題 航空機 は あな た の 機 と 同時 に 離陸 し ます 。 目標 で ある 航空 機 は 、 衛 星 
地図 (左側 MT D) で は 点滅 する 点 と し て 表示 され て いる こと を 忘れ な いで くだ さい 。 


相手 の 目的 地 ま で 飛ん で 待ち 伏せ る こと も 可能 で す が 、 パ トロ ー ル 中 の 戦闘 機 や そこ の 防空 軍 に 見 つ 
か る こと に な り ま す 。 一 般 的 に 、 賢 明 な 方 法 は 、 敵 の パト ロー ル と S AM レーダー を “すり ぬけ る " F 
段 を 見 つけ て 、 敵 を 途中 で 迎撃 する こと で す 。 


限定 戦争 や 通常 戦 の 場合 は 、 目 的 の 機 と 護衛 機 を AMRAAM で 撃ち 落と すこ と が で きま す 。 冷戦 の 
場合 は 接近 し て サイ ド ワ イ ン ダー か 機関 砲 で 仕 止め る 必要 が あり ます 。 た だ し 、 自 機 が 敵 の 護衛 戦闘 機 
に 肉眼 で 識別 され た ら 、 そ ちら も 没 除 し な けれ ば な ら な いこ と を 忘れ な いで くだ さい 。 攻撃 地点 が 地上 
の レー ダー 施設 や メイ ンス テイ AEW&C 機 か ら 充 分 に 離れ て いる 場合 は 、 上 か ら 攻 撃 し て 敵 機 を 撃隊 
し 、 デ コイ を 投下 し て 敵 を 混乱 きせ て か ら 、 低 空 (た と えば 高度 200 フ ィ ー ト ) で 最大 速度 で 逃げ る こと 
も で きま す 。 




















テロ リス ト や 
特殊 部 隊 を 迎撃 する 





この 任務 で は 、 戦 闘 機 に 護衛 され た 輸送 機 が 友好 国 の 領土 に 向かう の が 分 か っ て いま す 。 あ な た の 任 
務 は 目的 地 に 着く 前 に 彼ら を 抹殺 する こと で す 。 問 題 は 、 彼 ら の 目的 地 が 判明 し て いな いこ と で す 。 

離陸 する 時 に 敵 機 を 注意 深く 観察 し て くだ さい 。 敵 の 目的 地 が 予測 で きる まで 、 敵 の コー ス を 観察 し 
な が ら 少 し 旋回 し て お きま す 。 敵 の 目的 地 が 分 か っ た ら 待ち 伏せ に ふさ わし い 地 点 を 見 つけ 出す の は 簡 
単 で す 。 時 に は 、 最 初 か ら 最後 まで 友好 国 の 領空 内 を 飛ぶ こと も 珍し く あ り ま せん 。 






































パト ロー ル 戦 闘 機 を 





敵 戦 闘 機 群 は 通常 、 自 分 た ちの 防空 シス テム の 近く を パト ロー ル し た り 、 メ イン ステ イ AEW&C の 
支援 を 受け て いる の で 、 攻 撃 し よう と 接近 する と 、 か な り 面 倒 な 事態 に な り ま す 。 そ の よう な 面倒 を 訂 
ける た め の 作戦 と し て 、 そ ば に 空軍 基地 が な く 、S AM が まっ た く 、 あ る い は ほとん ど 設 置き され て いな 
い 地 点 を 近く に 探し だ し 、 そ こ で 自 機 の 存在 を 明らか に し ます 。 こ の 地点 に 敵 の 戦闘 機 を 誘い 出せ ば 、 
戦闘 は ずっ と 楽に な る の で す 。 


いっ た ん "疑似 人 錠 を ぶら さげ " た ら 、 や っ て くる 敵 戦 闘 機 を 奇 般 で きる よう に 、 自 機 を 探 各 され に く 
い 状態 に 戻し ます 。 現代 戦 で は 、 多 く の 場 合 、 先 に 攻撃 し た ほう が ずっ と 優位 に 立て ます 。 








多く の 場合 、 帰 投 途中 の 敵 機 を 追跡 し な けれ ば な り ま せん 。 で きる だ け 早 く 捕 捉 し 、 で きる だ け 早 く 
攻撃 する の で す 。 手 間 ど れ ば 手間 どる ほど 、 敵 機 は S AM 部 隊 や 支援 戦闘 機 に 近づい て し まい ます 。 こ 
れ は 飛行 高度 を 高く と る ほど 有利 に な る 任務 の ひと つ で 、 高 空 の ほう が 速く 、 遠 くま で 飛行 で きま す 。 














An < 

偵察 機 を 
破壊 する 
巡航 ミサ イル 爆撃 機 
を 攻撃 する 


芝 航 ミサ イル 爆撃 機 は 、 敵 前 線 の 奥深 く を 飛行 し 、S AM に 守ら れ 、 戦 闘 機 に し っ か り 護 衛 さ れ て い 
ます 。 防 御 の 点 を 考え る と 、 地 上 の 目標 を 攻撃 する の に 似 て いま す 。 地 上 攻撃 任務 と 同じ よう に 、 防 衛 
ライ ン を ひそ か に 、 あ る い は 強行 突破 し 、 反 繋 を か わし て 、 第 一 目標 を 破壊 し な けれ ば な り ま せん 。 











メイ ンス テイ を 
撃墜 する 


IL-76 “メイン ステイ" AEW&C( 空 中 早期 発見 お よび 管制 ) 機 は 航空 目標 と し て は 最も むず か し いも の 
で す 。 同 機 に 搭載 され た レー ダー が 、 遅 か れ 早かれ あな た の 機 を 発見 し 、 あ な た に 向かっ て 戦闘 機 や S 
AM を くり だ し て きま す 。 接近 は で きる だ け 隠 密 に 行なっ て くだ さい 。 接 近 時 に 重要 な S AM レーダ ー 
施設 を 1.2 ヶ 所 破壊 し て お く と 有 和 益 で す ーー レー ダー に わ ず ら わ さ れる こと の な い 侵 入 経 路 を 確保 で き 
by RE RANE Ss ert mR Mel REE 
と が で きる で し ょ う 。 
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秘密 の 滑走 路  MPLORR BAL CREE TL IED. MALATE S 2S Eid, te) HRB ERIC 2 2c 


攻撃 任務 


で 
ょ う 。 な ん と いっ て も 、S AM 発 射 基地 の 上 を 飛ん だ り 、 敵 戦闘 機 の パト ロー ル と 正面 対決 する こと 


か すか ら 。 


その 代わ り 、 秘 密 の 滑走 路 は あな た の 操縦 技術 に 対す る 挑戦 ぐす 。 I L S の 誘導 な し で 着陸 を こなさ 
な けれ ば な り ま せん 。 悪 いこ と に 、 消 走路 は 通常 の 半分 の 長 さ し か あり ませ ん 。 着 陸 は 低速 (で きれ ば 
160 ノ ッ ト 以 下 ) で 静か に 行ない 、 消 走路 の 始ま り 近 く で 接地 し ます 。 さ も な けれ ば 滑走 路 の は ずれ か ら 
飛び 出し て 大 破 で す ! さら に 事態 を 悪く し て いる の は 、 滑 走路 灯 が 一 定時 間 し か 点灯 され な いこ と で 
Fo 滑走 路灯 が 消え る 時 刻 を 記録 し て お いて 、 右 側 MF D の ウェ イ ポ イン ト 画 面 を 定期 的 に 見 て 、 残 さ 
れ た 時 間 を 確認 し て くだ さい 。 滑走 路灯 が 消え る と 着陸 は 実質 的 に 不可 能 で す 。 


















































この 任務 で は 、 戦 闘 を 避け 、HUD に は っ きり と 表示 され て いる ラジ オ ・ ビ ー コ ン の 上 を 飛行 する だ 























空中 投下 
a け で す 。 気 を つけ な けれ ば いけ な い の は 、 発 信 が 止ま る 前 に ビー コン に た どり 着く こと で す 。 FRE 
時 刻 を 記録 し て お いて 、 定 期 的 に ウェ イ ポ イン ト 画 面 を 確認 し て くだ さい 。 発 信 が 停止 し た ら 、 投 下地 

点 を 見 つけ る こと は で きま せん 。 
写真 偵察 飛行 し 人 の 人 他人 や AMIO < DARREL V わけ 神経 を 使い ま す 。 MERTON SAM 
レー ダー を 破壊 する 必要 が ある か も 知れ ませ ん 。 も し 有 周 射 ち 式 S AM が あたり に ある よう な ら 、 あ な た 
に で きる こと は 進入 の 前 に デコ イ を 発射 し 、T R ジ ャ マー を で きる だ け 長 く 作 動 さ せ 、 か つま た 定期 的 

に フレ ア を 投下 する こと で す 。 
対空 ミサイル) SAM 部 隊 を 破壊 する に は 、 で きる だ け "こっ そり と 近づき " 、 最 初 に マ ペ リ ッ ク か HARM で レー 
SAM( 地 対空 wat ) ダー を 仕 止め ます 。 レ ー ダ ー が 働か な けれ ば ミサ イル は 使え ませ ん 。 近く に 他 の S AM が な いな ら 、 敵 
を 攻撃 する 戦闘 機 が 現われ る まで “ピクニック 気分 で " 任務 を 遂行 し ます 。 


S AM 部 隊 の 周囲 で 最も 安全 な 位置 は 、 真 上 で ある こと を 覚え て お いて くだ さい 。 レ ー ダ ー は 真 上 を 
索敵 で きず 、 長 距離 ミサ イル (た と えば SA 一 2、 一 $、 一 10 お よび 12) は 最小 有効 射程 が 4 か ら $5 キ ロ で 


o 





セ ベ ロモ ルス ク の ノー ルカ ッ プ 岬 の セ ペ ベロ モル スク 潜水 艦 基地 は 独特 な 特殊 な 目標 で す 。 こ こ は 北 か ら 進 入 し て 、 ト ス 
に 爆撃 法 で 攻撃 し な けれ ば な り ま せん 。 海 へ の 間 門 (シー・ ゲ ー ト ) か ら レ ー ザ ー 誘 導 式 F AE( 燃 料 気化 ) 爆 
潜水 艦 基 地 を 攻撃 する 弾 を 投下 し な けれ ば な ら な い の で す 。 つ まり 山 に 向かっ て 真っ 直ぐ に 飛び 、 MEORE LET 


この 洪水 艦 基 地 か ら 海 を 警 戒 す る クリ ヴァ ク 級 ミサ イル 駆逐 艦 に 注意 し て くだ さい 。 





艦艇 を 沈め る 瑞稀 散 、 な か で も ソ連 北洋 艦隊 を あな どっ て は な り ま せん 。 大 型 盤 は きわ め て 優れ た レー ダー と 非常 
に 強力 な S AM を 装備 し て いま す 。 パ トロ ー ル 組 な ら 一 発 の ミサ イル で 忠 光 で きま す が 、 機 動 艦隊 に な 
る と 艦艇 数 が 多く 、 接 近 す れ ば ミサ イル の 雨 を よ け ま くら な けれ ば な り ま せん 。 
リビア ある い は ペル シャ 溶 で 通常 戦 を 戦う 場合 、 商 船 を 攻撃 する 時 は 注意 が 必要 で す 。 公 海 や 友好 国 
の 海岸 線 近 く の 商船 は 避け 、 敵 の 港湾 や 海岸 近く の 船 だ け を 攻撃 し ます 。 さ も な けれ ば 、 中 立国 の 船 を 
攻撃 し て し まう 羽目 に な り ま す 。 




















105 


交戦 地域 Areas Of Conflict 


ペル ン 


ャ 湾 :(Percian Gulf:1984) 





現時 点 で の 状況 


1979 年 に 親米 派 の シャ ー が 追放 され て 以来 、 イ ラン は シー ア 派 急進 主義 者 に 支配 され て いま す 。1980 
年 の 9 月 、 イ ラク が イラ ン を 攻撃 し て 、 長 くし か る も 出費 の か さむ 戦争 が 始ま り ま し た 。 両国 と も ペル 
シャ 湾 崖 の アラ ブ 諸 国 か ら は 不信 の 目 で 見 られ て いま す 。 イ ラン は 海外 政策 の 手段 と し て 国際 テロ を 行 
な う の で 、 同 国 の イメ ー ジ は 改善 さき れる こと は あり ませ ん 。 















































紛争 の レベ ル 


冷戦 : イラ ン は 今日 まで テロ リズ ム を きわ め て 有効 に 利用 し て いま す 。1980 年 代 初頭 の 大 使 館 人 質 事 


件 で は 、 ア 
限定 戦争 


メリ カ の 混乱 し た 対応 の せい で 、 両 国 間 に 危 険 な 断絶 が 生ま れ ま し た 。 
・ イ ラン と イラ ク は 1980 年 以来 限定 戦争 を 続け て きま し た 。 ホ ルム ズ 海 峡 を 通過 する 石油 の 


流れ を 確保 する た め 、 ア メリ カ 軍 も つい に 戦争 に 巻き こま れる こと に な り ま し た 。 


通常 戦争 


: NATO と ワル シャ ワ 人 条約 機 構 と の 小競り合い を 拡大 解釈 し て か 、 あ る い は ソ連 の イス ラ 


ム 教 人 口 に 革命 を 押し 広げ よう と する シー ア 急 進 派 に 対す る 制裁 と し て か 、 ソ 連 軍 が イラ ン に 侵攻 する 


可能 性 が あ 


り ま す 。 
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イラ ン の 軍事 カ 





シャ ー の 治世 下 で は 、 原 油 に よる 豊か な 財源 を アメ リカ 製 の 軍備 に 投資 し まし た 。 草 命 以 来 、 そ れ ら 
の 精巧 な 兵器 は 補修 部 品 が な く 保守 も る できない た め 、 使 用 で き な く な り 、 残 り の 兵器 の 大 多数 も イラ ク 
と の 戦争 で 損傷 し た り 破壊 され て し まい まし た 。 


Æ | MIM-23B "ホーク" は イラ ン の 持つ 最も 射程 長い S AM( 地 対 垂 ミサ イル ) で す 。 英国 が イラ 
ン に 売り 込ん だ レイ ビア ・ ミ サイ ル は 高速 だ が 短 距離 で 、 ま ず 目 に つく 火器 管制 シス テム の せい で いっ 
そう 不利 に な り ま す 。 時代遅れ の 英国 製 タ イガ ー キ ャ ッ ト ・ ミ サイ ル は それ ほど 重要 で な い 地 区 に 見 か 
けら れ ま す 。 タ イガ ー キ ャ ッ ト 発 射 施設 の 大 部 分 は レー ダー が ほとん ど 、 あ る い は まっ た く 装 備 さ れ て 


いま せん 。 




















この ミサ イル は 肉眼 に よる 発射 制御 シス テム と し て 作ら れ た か ら で す 。 シー キャ ッ ト ・ ミ サ 


イル は タイ ガー キャ ッ ト の 海軍 版 で 、 イ ラン の ヴォ スパ ー・ マ ー ク 5 型 フ リ ゲ ー ト 艦 に 装備 され て いる 


の が 分 か っ 


空軍 : 装 
る 前 の 空軍 


て いま す 。 


備 の 中 心 は シャ ー の 時 代 に 購入 し た アメ リカ 製 の 航空 機 で す 。 イ ラン ・ イ ラク 戦争 が 勃発 す 








は 、 公 称 で F-14 ト ムキ ャ ッ ト 75 機 、F-4D お よび F-4E フ ァ ン トム II が 200 機 、F-S5E タ イガ ーII が 


IRAQ 









KUW 





AIT 


Kharg 


SAUDI 
ARABIA 






UNITED 
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140 機 で す 。 イ ラン の 戦闘 機 に は 第 一 世代 で は 最良 の I RR 誘導 A AM で ある AIM-9H サ イド ワイ ンダ ー が 
装備 され て いま す 。F-4 フ ァ ン トム は 長 距離 レー ダー 誘導 ミサ イル AIM-7F が 搭載 で きる よう に 設計 され 
TRET 


ÍFARAR E A ETR L, KEBI OAR ER A FE-PE SRE L Ze < e o fe 
P-3C オ ライ オン で す 。 し か し 、 ソ 連 の 長 距離 爆 没 機 Tu-95 “AT” が アフ ガニ スタ ン か イエ メン か ら 飛 
ん で くる 可能 性 は あり ます 。 


イラ ン は 各種 の 小型 、 中 型 、 大 型 輸送 機 を 持っ て いま す が 、 そ の 中 に は アメ リカ 製 の C-130 ハ ー キ ュ 
リー ズ や ボー イン グ 707 や 747 輸 送 機 も 含ま れ て いま す 。 補修 部 品 の 供給 状況 や 有 能 な 整備 工 が いる か ど 
うか に よっ て 、 実 働 可能 な 輸送 機 の タイ プ は 大 きく 異な り ま す 。 イ ラン が 西側 を 嫌っ て いる こと を 考慮 
する と 、 次 期 輸 送 機 は ソ連 か ら 買 いつ ける と 考え られ て お り 、 お そら く 新 型 の 多用 途 機 An-72 "コー 
I=" に か な る で し ょ う 。 


海軍 : イラ ン は 陸軍 と 空軍 へ の 投資 に 力 を 注い だ た め 、 海 軍 は イラ ン ・ イ ラク 戦争 で 大 き な 損 害 を 被 
り ま し た 。 戦闘 で 多く の 艦艇 が 損傷 を 受け まし た が 修理 され な いま ま 放 置 さ れ て いま す 。 和 整備 が 行なわ 
れ な いた め に ひど く 老 朽 化 し た 艦艇 も あり ます 。 


4 令 の ヴォ スパ ー・ マ ー ク 5 型 フ ワリ ゲー ト 艦 の うち 1 令 か それ 以上 が 今 で も 就役 可能 だ と 信じ られ て い 
ます 。 こ れ ら の 1,100 ト ン 艦 に は 地 対 地 ミ サイ ル (S SM)、 シ ー キ ャ ト SAM ミ サイ ル 、4.5 イ ンチ 砲塔 
を 含む 火器 が 装備 され て いま す 。 ハ ー グ 島 あ る い は ホル ムズ 海峡 周辺 で は 、 こ れ ら フリ ゲー ト 艦 か 、 あ 
る い は 小型 の 艦艇 が 時 折 哨 戒 し て いる で し ょ う 。 


イラ ン の シー プア 派 “親衛隊 " は "モスキート" と 呼ば れる 高速 モー ター ボー ト を 多数 配備 し て いま 
Fo 乗組 員 は 船舶 を 攻撃 する た め の ロ ケッ ト ・ ラ ンチ ャ ー と 航空 機 や へ リコ プター の 攻撃 か ら 身 を 守る 
た め の 肩 射 ち 式 T R 誘 導 S AM を 携帯 し て いま す 。 こ れ ら の ボー ト は イラ ン の 海岸 線 の いた る と ころ 、 
な か で も バン ダル アッ パー ス や 、 各 地 の 海 上 採掘 プラ チッ ト フ ォ ー ム を 母港 に し て いま す 。 

















イラ ン の 都市 と 目標 
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上 部 フー ジス タン の 三角 形 ニ デズ フー ル , マ スジ ェ デ ・ ソ レイ マー ン . ア フワ ー ズ : これ ら の 都市 は イラ 
ン ・ イ ラク 戦線 背後 の 重要 な “後方 地域 "で す 。 ど の 都市 も さま ざま な SAM を 有 し て いま す 。 本 来 は 
どこ も 空軍 施設 が あり まし た が 、 マ スジ ェ デ ・ ソ レイ マー ン の 施設 だ けが 機能 を 果たし て いる と 考え ら 
れ て いま す 。 

アバ ダー ン : この 都市 は チ ティグ リス と ユー フラ テス 川 が ペル シャ 湾 に 注ぐ 直前 の 最後 の 合流 地点 に 位 
置 し て いま す 。 市 内 や 周辺 地域 で の 無数 の 戦闘 で 市 の 大 部 分 が 破 填 され て いま す 。 市 の 郊外 は 、 毒 ガス 
兵器 まで 使用 され た 激しい 戦闘 の た め に 、 今 で は 有毒 の 沼沢 地 と 変わ っ て し まい まし た 。 























友好 国 の 基地 


バン ダル ・ ホ メイ ニニ : これ は イラ ン ・ イ ラク 戦線 南部 の 後方 に ある 重要 な 軍事 基地 で あり 、 和 軍需 物資 や 
oa. 単 薬 を 処理 する 基地 で も あり ます 。 大 規模 な 空軍 基地 、 強 力 な S AM の 発射 施設 、 重 要 
な 司令 部 な ど が あり ます 。 


ハー グ 島 : この 島 は 精油 所 と 原油 貯蔵 タン ク と 港湾 施設 で お お われ て いま す 。 イ ラン ・ イ ラク 戦争 
で は 世界 最大 の オイ ル ・ タ ー ミ ナル で し た 。 度 重なる 攻撃 で 大 部 分 の 施設 が 破壊 され まし た 。S AM 
隊 や ミサ イル ・ ボ ー ト で 守ら れ て いる 現在 で も 、 イ ラン に と っ て 重要 な 原油 積み 出し 港 で す 。 こ の 地 
の 海上 掘削 プラ ッ ト フ ォ ー ム の いく つか は 、 シ ー ア 派 "親衛隊 " の 軍事 基地 と し て 使用 きれ て いる の で 
気 を つけ て くだ さい 。 
・ こ の 治 岸 都市 は 、 か っ て は 主要 原油 積み 出し 港 で し た が 、 現 在 で は 隣 の ハー グ 島 に 
こ 影 が 薄く な っ て いま す 。 こ この 空軍 基地 の 兵力 や S AM 部 隊 は 必ず し も 第 一 級 で は あり ま 
* ぶ 、 こ こ は フ リ ゲ ー ト 艦 や ミサ イル ・ ボ ー ト の 母港 に な っ て いま す 。 
シー ラー ズ : この 内 陸 都 市 は イラ ン で 最も 大 き な 都 市 の 一 つ で す 。 イ ラン の 南部 方 面 軍 事 管区 の 中 枢 
施設 が あり ます 。 特 別に 大 き な 空 軍 基 地 が あり 、 強 力 な S AM 部 隊 で 守ら れ て いま す 。 
エス ファ ハー ン : ザー グロ ス 山 脈 の 広い 山あい に 位置 する この 都市 は イラ ン 北 西部 へ の “通り道 
す 。 交 通 や 人 が 集まる 中 心 と し て 当然 、 空 港 と それ を 守る S AM 部 隊 が 存在 し ます 。 
バン ダレ ・ レ ン ゲ : ホル ムズ 海峡 に 沿う この 西部 の 都市 は 、 飛 行 場 と S AM 部 隊 を 含む 小 規模 な 軍事 
施設 が あり ます 。 し か し 、 ほ と ん ど は 民間 用 で 、 こ の 地域 の 大 き な 油田 の た め の も の で す 。 
バン ダル ・ ア ッ パ ー ス : この 都市 は ホル ムズ 海峡 に お ける イラ ン 軍 の 主要 基地 に な っ て いま す 。 イ ラ 
ン 海軍 の 大 部 隊 が 母港 に し て いる ば か り で な く 、 最 新鋭 の S AM 部 隊 と 、 装 備 の 充実 し た 大 規模 な 空軍 
基地 も 存在 し ます 。 
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海上 の CVN ニ ミッ ツ : この 巨大 な 80.000 ト ン の 原子 力 空母 は 、 最 新 か つ 最 強 の 航空 母艦 シリ ー ズ の 
一 番 艦 で す 。 普 段 は 太平 洋 艦隊 に 配属 きれ て いま す が 、 い つ で も イン ド 洋 に 出 頁 する 準備 が 整っ て いま 
す 。 


ラス ・ ア ズ ・ サ ファ ー ニ ー ア : ここ は サウ ジア ラビ ア 最 北端 の オイ ル ・ タ ー ミ ナル で あり 、 ペ ル シ ャ 海 
岸 の 港 で も あり ます 。 こ この 飛行 場 は 戦略 的 に 有益 な 位置 を 占め て いま す 。 親米 的 な サウジ アラ ビア の 
君主 に 、 秘 密 の ステ ルス 任務 の た め の 基 地 使用 の 特権 を 認め て も ら う こと は 可能 で す 。 


ダー ラン と アル フフ ー フ : ダー ラン は ペル シャ 湾 に 面 し た サウ ジア ラビ ア 最 大 の 都市 で 、 ス テル ス 機 
の 任務 で ここ の 飛行 場 を 使用 する の は 賢明 な 選択 と は 言え を ませ ん 。 し か し 、 少 し 内 陸 に 位置 し て いる ア 
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ルフ フー フ 飛 行 場 は 、 発 進 基地 と し て は 戦略 的 に 有利 で 、 
アズ サラ ミヤ : 首都 リヤ ド の 郊外 に 位置 する この 小さ な 空軍 基 


も な い の で 、 秘 密 任務 の 手配 は 容易 に で きま す 。 


バー レー ン : 
供し て いま す 。 














人 目 に つく こと も 少な いで し ょ う 。 
は 立地 条件 が よく 、 人 目 に つく こと 


この 小さ な 島国 は 熱烈 な 親米 派 で 、 ア メリ カ 合 衆 国 に 大 規模 な 海軍 お よび 空軍 施設 を 提 
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中 立国 基地 


クウ ェ ー ト ・ シ ティ ー : 





bi tee Sd nye al リカ の 援助 を 宣伝 する た め と 、 緊 急 着 陸 の 際 に 


と が で きま す が 、 ク ウェ ー ト は こ 


許さ き な い で し ょ う 。 








カタ ー ル : この 小 





さ な 独 立国 は 中 立 を 維持 すべ く 懸 命 に 努力 し て いま す が 、 





イラ ン の 八 威 と 攻撃 に よっ て 、 ア メリ カ の 軍事 的 援助 を 求め て いま す 。 ク 








は 、 ク ウェ ー ト 空港 を 使用 
れ 以 上 イラ ン を 刺激 する こと を 恐れ て いる の で 、 





イラ ン 派 と が いる か ら で し ょ う 。 こ こ で は 定期 的 な 出 繋 は 行 な を な いで し ょ う が 、 


撃 や 、 緊 急 着陸 な ら 可 能 で す 。 


アラ ブ 首 長 国連 邦 の ルー ウエ イス と タリ フ : 





これ ら の UAE( ア ラブ 首長 国 














する こ 





基地 と し て の 使用 は 


国内 に 熱烈 な 親米 派 と 親 


特定 の 秘密 任務 で の 


連邦 ) の 小 規模 な 原油 積み 


出し 港 は 、 必 ず し も アメ リカ の 主張 に 同調 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 し か し 、UAE は 分 権 政 府 な 


の で 、 ア メリ カ が し か る べき 部 署 に 圧力 を か けれ ば 秘密 任務 や 緊急 着陸 は 許 


UAE の アブ ダビ と アル カフ ィ : アプ ダビ は UA 
す 。 こ こ か ら 出 撃 し た り 緊 急 着陸 する こと は 非常 に 困難 で す が 、 


E の 主要 都市 で 、 











大 き な 飛 行 場 は 、U AE の すべ て の 飛行 場 の 中 で も 、 戦 略 的 に 


中 部 地区 に 最も 近 
な っ て いま す 。 








オマ ー ン の マス カッ ト : オマ ー 


CT. REA, BEO ZEAE 
ALICE & TEGAY “ 
紫 急 着陸 に 利用 で きま す 。 





E い 基地 な の で す 。 し か し 、 政 治 的 な 問題 が あっ て 、 


z は どの よう な 事態 “も 
tx‘ 退役 し た " 英 た 国軍 人 
GE” HEE E RE 
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k 
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慎重 
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AE 


F 可 され る で し ょ う 。 
中 立 性 が きわ め て 重要 視 さ きれ ま 





能 で は あり ませ ん 。 ア ルカ フィ の 





最も 1 

















値 が あ 
この 基 





りーー イ ラン の 南部 お よび 








の 使用 は 




















難 か 不 可能 に 


ト 立 を 守り ます が 、 熱 烈 な 親 西欧 派 


練 と 指揮 を 受け て いま す 。 す べ て 


ッ ト 空 港 の 軍 








EF 


施設 は 出撃 任務 や 





現時 点 で の 状況 


ヨー ロッ パ , ノー ルカ ッ プ 岬 (North Cape:1985) 





ノー ルカ ッ プ 岬 地域 は 、 ノ ルウ ェ ー、 ス ウェ ー デ ン 、 フ ィ ン ラ ンド 、 ン ソ連 の 4 ヶ国 の 国境 が あり ま 
す 。 こ れ ら の 国々 の 政治 的 立場 は 地理 的 位置 に 比例 し て いま す 。 ノ ルウ ェ ー は NATO0 陣 営 に 属し 、 ス 
ウェ ー デ ン は 親 西欧 派 の 中 立 、 フ ィ ン ラ ンド は 親 ソ ビエ ト 派 の 中 立 、 ソ 連邦 は も ちろ ん 東側 ブロック を 

















主導 し て いま す 。 




















紛争 の レベ ル 


冷戦 : ソビエト 北洋 艦隊 に ょ る 大 西洋 へ の 潜在 的 な 脇 威 ゆ え に 、NAT 0( 北 大 西洋 条約 機構 ) 軍 と ソ 
り 返 し て 相手 の 反応 を 探り 、 有 事 の 際 に は 優位 に 立 と うと 企ん で いま す 。 公 


連 軍 は 常に 小競り合い を 繰 








式 に は 平和 状態 で す が 、 水 











果 を 招来 する こと に な る か も 知れ ませ ん 。 


限定 戦争 : ソ連 と アメ リカ の 外交 政策 が より 敵意 に 満ち た も の に な れ ば 、 ノ ー ル カッ プ 岬 一 帯 は 氏 渦 
と 報復 の た め の 理 想 的 な 地域 に な る で し ょ う 。 


通常 戦争 : 一 朝 こ と あれ 











面 下 で は 情報 収集 の 面 と 軍事 








H TRIAR TRES, OTR EOR 











ば 、 ソ ビエ ト 北 洋 盤 隊 は 大 西洋 に 出撃 し 、 ソ 連 軍 は 国境 を 越え て ノル ウェ ー 

















に 侵入 し 、 メ イン ステ イ と MIG が 年 を お お っ て 飛び 回 る で し ょ う 。 こ の 地域 に 進入 し 、 無 事 に 脱出 する 
の は 、 き わ め て むず か し いこ と で す ! 














軍事 カカ 








国際 政治 の 視点 か ら 言う と 、 ノ ー ル カッ プ 岬 は ソ連 邦 で は 単独 で 最も 重要 な 軍事 的 地域 で す 。 ム ル マ 
ンス ク は ソ連 唯一 の 大 西洋 へ の 不 凍 港 で す 。 核 抑止 力 の 基本 で ある ソ連 S S BN( 弾 造 ミ サイ ル 原 子 力 
潜水 艦 ) は 、 こ こ か ら 大 西洋 と 北 氷 洋 に 出航 し ます 。 ソ連 の 北洋 艦隊 は これ ら 貴 重 な 兵器 を 守る と と も 


に 、NAT 0O の 大 西洋 の 命綱 に 対し て 絶対 的 な 脅威 と な っ て いま す 。 





ノル ウェ ー は 寒冷 で 山地 ば か り の 母国 を 死守 する た め に 装備 の 整っ た 大 規模 な 軍 を 展開 し て いま す 。 
北部 の 基地 は 名 ば か り の 守備 隊 で す が 、NA TO は 、 有 事 に は 空軍 、 海 軍 お よび 海兵 隊 を 動員 し て 防備 
の 薄い この 地域 を 積極 的 に 補強 する 計画 で す 。 







スウ ェ ー デ ン の 了 
え 直 させ る よう 【 
る と いう 全国 的 な 予備 役 制 

フィ ン ラ ンド 和 軍 は 近隣 諸 





度 が あり ます 。 
国 よ り は る か に 




















・ 空 軍 は 、 ロ シア 人 (ある い は 誰 で あれ ) が この 国 の 中 立 を 侵 そ うと する 時 に 、 考 
れ て いま す 。 装備 も 優れ 、 兵 士 も 習 青 し 、 民 間 人 の 大 多数 を 一 時 的 な 兵士 に す 


規模 が 小さ く 、 そ れ ほ ど 優 れ て も いま せん 。 フ ィ ン ラ ンド は 





断固 と し て 独立 を 維持 し て いま す が 、 強 力 な 隊 





[E] 











ソ連 の 意向 を 尊重 する こと を 学ん で いま す 。 ソ連 は 


111 


U.S. 


FLORIDA 


* 
m Matanz 
Guineas 


a 
Nuevit. 
Camaguey 








フィ ン ラ ンド と の 国境 近く に 強力 な 部 隊 を 駐屯 させ た り 、 ソ 連 の 兵器 を 買う よう に 強く 勧め る こと で 、 
この “友好 的 な ” 態度 を 維持 させ よう と し て いま す 。 

















ソ連 の 防空 


コラ 半島 は NATO の 通信 ライ ン に アク セス で きる の で ソ連 に と っ て きわ め て 重要 で す 。 し か し 、 ロ 
シア 共和 国 に あま り に も 接近 し て いる た め 、NAT 0O の 反撃 に 対し て ひど く 脆 く な り ま す 。 そ ん な わけ 
で 、 コ ラ 半 島 は 現在 で は 航空 機 に 対す る 防衛 網 が 最も 発達 し た 地域 と 言え る で し ょ う 。 


長 距離 S AM : 古い SA-2 と SA-5$ は 、 優 秀 な SA-10 お よび SA-12 に 交換 され て いる 最 中 で す 。 全 シス テ 
ム は キー ロフ スク の LPAR( 長 距離 フェ イズ ドア レイ ・ レ ー ダ ー) 上 早期 敬 報 シス テム の お か げ で 、 い っ 
そう 強力 に な っ て いま す 。 


小型 S AM : この 地域 の ソ連 地上 軍 は 通常 の 野戦 用 S AM を 装備 し て いま す が 、 こ れ に は 新型 の SA- 
8 や SA-11 の レー ダー 誘導 ミサ イル ば か り で な く 、 上 旧式 の SA-9 や SA-13 な ど I R 誘 導 ミ サイ ル が 含ま れ て 
WET. SA-7 や SA-14 の 肩 射 ち 式 1 R 誘 導 S AM を 装備 し て いる 機動 化 部 隊 も 同じ よう に 重大 な 脅威 で 
To 任務 説明 の 時 に “BBR” を 確認 し (て お いて くだ さい 。 



































PVO と 海軍 航空 隊 


戦闘 機 : この 地域 の 一 部 は 、 長 距離 レー ダー 誘導 A AM を 搭載 し た MiG-25 と MiG-31 地 撃 機 を 装備 し 
た P VO( 国 土 防空 軍 ) が 防衛 し て いま す 。 航空 母艦 や 陸上 基地 か ら 発 進 する 海軍 航空 隊 の 戦闘 機 に は 
Yak-38VSTOL 機 と 新鋭 の Su-27 多 目的 戦闘 機 が 含ま れ て いま す 。 戦時 に は 、 長 距離 レー ダー 兵器 
と と も に 短 距 離 T R 誘 導 ミ サイ ル を 搭載 し た MiG-29 や Su-27 の 戦闘 機 な ば か ら 成 る 短 距 離 部 隊 が 加わ る 
Clb ks 

偵察 爆撃 機 : この 地域 に は 航続 距離 の 長い Tu-9SD “ベア "が 数 多く 配備 され て いて 、 北 大 西洋 に お 
ける NATO の 海軍 力 の 動き を 監視 し て いま す 。 平 和 時 に は 人 迷惑 な 行為 で すま せら れ ま す が 、 戦 争 に な 
HERAGBMILEO EF, CNS tims t—tnickLoCveELhoOMSAPMe SALTS, 

と いう の が NATO の 戦争 計画 で は 常に 高い 優先 順位 を 与え られ て いま す 。 


輸送 機 : TE 中 で も 最新 の も の は 、 
An-72 “コーラー” Yay ト 輸送 機 で 、 奇 盤 部 隊 を 投入 し た り 、 司 令 部 要員 を 運ん だ り と いっ た 迅速 か 
つ 優先 度 の 高い 任務 に 特に 適し て いま す 。 


AEW&C( 空 中 早期 警戒 お よび 管制 ) 機 : この 地域 に は 和 L-76 "メイ ンス テイ " が 日 課 の よう に 展開 
され て いま す 。 こ の 機 に 装備 され て いる 300 マ イル 以上 の 有効 射程 を 持つ レー ダー は 最も 恐る べき 敵 か 
も 知れ ませ ん 。 
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YE ae hp 
赤旗 北洋 艦隊 


ソ連 の 北洋 艦隊 は 魅力 的 な 目標 で ある と 同時 に 著しい 脅威 で も あり ます 。 新型 の ソノ プレ メン ヌイ 級 ミ 
サイ ル 駆 返 航 は SA-N-7 ミ サイ ル を 装備 し て お り 、 ク リヴ ァ ク 級 フ リ ゲ ー ト 艦 は SA-N-4 を 装備 し て いま 
Fo 大型 の キエフ 級 航空 母艦 は 海軍 用 の SA-10 で ある 強力 な SA-N-6 を 備え て いま す 。 こ れ ら の 艦 は 自 艦 
の 防衛 以上 の 力 を も っ て いま す 。 北方 海岸 沖 に 展開 する この 艦隊 は 、 ソ 連 の 対空 防衛 の 傘 を 著しく 広げ 
る 役割 を 果たし て いま す 。 

艦載 の S AM 群 に 加え て 、 キ エフ 級 空母 は 一 定数 の Yak-38 “垂直 離陸 ジェ ッ ト " 戦闘 機 を 搭載 し て い 
ます 。 地 上 を 基地 と する 戦闘 機 よ り 性 能 は 落ち ます が 、 フ ォ ー ク ラン ド 紛 争 の 際 に 英国 の ハリ アー が こ 
の 種 の 戦闘 機 の 能力 を 過小 評価 すべ き で な いこ と を 世界 に 教え まし た 。 

北洋 艦隊 に は クリ ミア で 艦 装 中 の 巨大 な 航空 母艦 群 が 加 わる 予定 で す 。 暫定 的 に クレ ムリ ン 級 と 呼ば 
れる これ ら の 艦 の 編入 は 間近 で す 。 
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ソビエト の 都市 と 
目標 


ムル マン スク : この 大 都市 は 大 西洋 へ の ソ連 で 唯一 の 不 琴 港 で す 。 大 き な 岸 台 や 補給 姜 は 絶え 問 な く 
出入 りす る 商船 群 ば か り で な く 、 強 大 な 赤旗 北洋 艦隊 に も 利用 され て いま す 。 ム ルマン スク は 文字 通り 
“ 線 の 端 " で 、 南 へ 700 マ イル 走っ て レニ ング ラー ド に 至る 長い 鉄道 線路 の 始点 で す 。 


ムル マン スク は 、 防 空軍 機 や 北洋 艦隊 の 艦 淡 機 を 含む ソ連 の 強力 な 空軍 力 の 中 枢 で す 。 大 規模 な キル 
デン スト ロイ や キル プ ヤ ウル 基地 な ど 、 い くつ も の 飛行 場 が 市 の 周囲 に 点 在 し て いま す 。 セ ベロ モル ス 
ク の 潜水 艦 基地 も ムル マン スク の 近く に あり ます 。 こ の 地下 基地 は 、 新 型 の タイ フー ン 級 の 弾道 ミサ イ 
ル 潜 水 艦 の 母港 で す 。 
北洋 艦隊 の お お ま か な 構 成 は 、 航 空母 艦 1 隻 、 主 要 艦 艇 が 75 隻 、 海 兵隊 が 1 個 旅団 、 潜 水 艦 が 133 


供 、 海 軍 航 空 機 が 446 機 で す 。 基地 の 防衛 に は 陸軍 の 12 個 師団 ( 約 300.000 人 ) と 前 線 航空 隊 (陸軍 支援 の 空 
軍機 ) お よび PVO( 国 境 警 備 の 空軍 迎撃 機 ) の 150 機 で す 。 

ペチ ェ ン ガ : この 町 は 最 北 部 に あっ て ソ連 で 最も 国境 に 近い 軍事 基地 で あり 、NATO の 展開 地域 に 
侵攻 する 場合 に は 、 欠 く こ と の で き な い 戦略 基地 と な り ま す 。 こ こ に も 空軍 基地 や 強力 な S AM 防衛 綱 
が あり ます が 、 東 に ある ポリ ャ ー ル ヌイ 空軍 基地 施設 の ほう が 規模 が 大 きめ で す 。 

モン チェ ゴル スク と オレ ネ ゴ ル スク : コラ 半島 の 付け 根 に ある この 2 つの 都市 は 、 ム ルマン スク か ら 
南 に 延び る 鉄道 を 守る た め の S AM 部 隊 と 戦闘 機 ば か り で な く 、 海 軍 航 空 隊 の 長 距 離 爆撃 機 の た め の 重 
要 な 基地 と な っ て いま す 。 


カン ダラ クシ ャ : コラ 半島 の 付け 根 に ある この 小さ な 港湾 都市 は 、 人 が 集まる 主要 な 中 心地 と な っ て 





























WET. 町 の 南 に は 、 ラ オキ 防空 施設 が あり 、 ム ルマン スク と レニ ング ラー ド を 結ぶ 鉄道 を 守る た め の 
大 規模 な S AM 部 隊 が 存在 し ます 。 


アル ハン ゲ リ ス ク : 冬季 は 水 で 閉ざさ れ ま す が 、 大 西洋 側 で は ソ連 最大 の 都市 アル ハン ゲ リ ス ク は 、 
ソ連 内 陸 へ の 交通 の 便 が よく 、 英 の 攻撃 に 対し て ほとん ど 無 敵 で す 。 大 き な 港湾 施設 に 加え 、 防 衛 施設 
に も 曽 まれ て いて 、 な か で も セ ベ べ ロ ドビン スク と クシ クシ ャ ラ 基 地 と 、 白 海 を 哨戒 する 北洋 艦隊 の 部 隊 
と は 要 注 意 で す 。 




















友好 国 の 基地 


カウ ト ケ イ ノ : フィ ンマ ルク スピ ビッ ダ の 荒涼 と し た ツン ドラ の 中 に ある カウ ト ケ イ ノ 飛 行 場 は フィ ン 
ラン ド 北 部 を 横断 し て ムル マン スク に 向かう 作戦 に は 非常 に 適し て いま す 。 人口 は と て も 少な く 、 こ の 
あたり は 夏 に は ツン ドラ 湿地 と 沼地 に 、 冬 に は 零度 以下 の プリ ザー ド に 守ら れ て いま す 。 


ラク スエ ル ブ : ポル サン ゲン ・ フ ィ ヨ ルド の 基部 に 位置 し て いる ラク スエ ルプ の 町 に は 、 ソ 連 に 対す 
る 作戦 に 理想 的 な 飛行 場 が あり ます 。 戦闘 開始 直後 の 数 日 間 を 耐え し の げ る 程度 に は 国境 か ら 離 れ て い 
て 、 そ れ で いて 容易 に た どり 着け る くら い に は 接近 し て いま す 。 


海上 の CV ケネディ ー : 近年 、 合 衆 国 海軍 長官 は 、 母港 に 近い ソ連 艦隊 に 対抗 する た め 、 ノ ルウ ェ ー 
海 の 奥 に 航空 母艦 を 送り こむ と いう 、 新 し い 戦 時 方 針 を 発表 し まし た 。 自殺 的 行為 と の 批判 も あり ます 
が 、 秘 審 任 務 の ステ ルス 機 を 出撃 させ る に は 確か に 役に立ち ます 。 ア メリ カ の 大 西洋 艦隊 に 所 属す る 通 
常 空母 で ある CV 6 7 は 、 あ な た の 機 を 発進 きせ る た め に ノー ルカ ッ プ 岬 に 急行 し ます 。 























中 立国 基地 








この 地域 で 利用 で きる 中 立国 の 基地 は すべ て スウ ェ ー デ ン 領 内 で す 。 ス ウェ ー デ ン は 国際 政治 に お い 
て は 厳し く 中 立 を 守っ て いま す が 、 経 済 的 に は 西側 プロ ッ ク と 緊密 に 結ば れ て いま す 。 最近 の 事件 や ソ 
連 の 好戦 的 な 動向 か らし て 、 ス ウェ ー デ ン 北 部 の 空軍 基地 で ステ ルス 機 の 秘密 の 出撃 や 、 緊 急 着陸 を 許 
可 す る こと も な いわ け で は あり ませ ん 。 

キル ナ : スウ ェ ー デ ン 最 北端 の 飛行 場 で 、 エ スラ ン ゲ 山地 の 薦 の ほとん ど 人 の 住ん で いな い 土 地 に あ 
り ま す 。 

イェ リバ レ : この 飛行 場 も スウ ェ ー デ ン の 北 の は ずれ に あり ます が 、 イ ェ リ バレ の 町 は 鉄道 と 道路 の 
合流 点 と な っ て いま す 。 数 マイ ル 西 に マダ ス 国立 公園 が ある 関係 で 、 夏 に な る と この 町 に 観光 客 が 集 ま 
り ま す 。 こ の 基地 か ら の ステ ルス 任務 は きわ め て 慎重 に 行なわ な けれ ば な り ま せん 。 

ルー レオ : この か な り 人 口 の 多い 都市 は 、 北 部 地区 で は 重要 な 軍事 基地 が あり ます 。 ま た 、 バ ルト 海 
北端 の ボス ニア 湾 の 港町 で も あり ます 。 

































































115 


Mediterranean Sea 


| USS America 








RE SEE EEE SE SR RE a AL. Jabal aba khdar~ 


Line of Death 


Gulf of Sirte 


Al Hammadah 


al Hamra' Cyrenaician 





Desert 
Sirte Desert 
LIBYA 
Ze Jabal Zaltan 
Yo. abal Zaltc 
> マッ 
Idhan Awbari ; タン 


116 


ee 
リ ビ ヤ (Lybia:1986) 


d v3 リビア は 、1969 年 に 前 王 を 処刑 し [秘密 組織 の 指導 者 、 ム アマ ー ル ・ ア ル ・ カ ダフ ィ 大 佐 上 に 支配 & 
現時 点 で の 状況 れ て いま す 。 首都 は トリ ポリ で 、 BADE LMM CERRO fe Hat To 


























紛争 の レベ ル 冷戦 : リ ビア は 時 と し て 国際 的 な テロ リス ト 組 織 を 熱心 に 後援 し て き て いま す 。 ヨ ー ロ ッ パ お よび 地 
中 海 で の 無数 の 国際 的 テロ 行為 で リビア が 果たし た 役割 に 対す る 報復 と し て 、 ア メリ カ 合 衆 国 は すでに 
リビア の 戦術 的 軍事 目標 を 攻撃 し まし た 。 


限定 戦争 : リビア 軍 は エジプト と 国境 で の 小競り合い を 演じ て いま す 。 エジプト は アメ リカ の 同 昭 国 
で 、 今 の と ころ は リビア に 対し て 軍事 的 に か な り 優 位 に 立っ て いま す 。 将 来 ち リビア と 近隣 諸国 と の 間 
で 限定 戦争 が 起こ る 可能 性 は あり ます 。 

通常 戦争 ・NATO 軍 と ワル シャ ワ 条 約 機構 軍 と で 戦争 が 起こ ろ と 、 リ ビア は 地中海 に 展開 する ソ連 
の 航空 機 や 艦 衝 の た め の 基 地 を 提供 する と 予想 され ます 。 こ れ ら の 基地 は 地中海 で の ソビエト 軍 の 最 西 
端 の 前 哨 基地 と な る で し ょ う 。 






























































リビア の 兵力 リビア 陸軍 は 推定 約 60.000 名 、 海 軍 は 50 令 の 艦艇 と 6.500 名 の 兵士 を 有 し 、 空 軍 は 約 530 機 の 航空 機 、 
30 機 の 戦闘 へ ヘリコプター、8.500 人 の 兵士 を 擁し て いま す 。 約 10.000 人 か ら な る 準 軍事 組織 “パン ・ ア フ 
リカ 軍団 " も あり ます 。 さ ら に 、 リ ビア は テロ リス ト ・ グ ルー プ の た め に さま ざま な 訓練 キャ ンプ を 建 
設 し 維持 し て いま す 。 


リビア は 慕 大 な 石油 資源 を 西側 に 売っ て 得 た 資金 で 、 兵 器 の 大 半 を ソ連 か ら 購 入 し て いま す 。 兵士 は 
ソ連 の 軍事 願 問 に よっ て 訓練 され て いま す が 、 府 り 高い の で ソ連 の 存在 を 目立た せる こと は 禁じ られ て 
いま す 。 


防空 リビア の 防空 施設 は ソ連 製 の 装置 を 使っ て いま す 。SA-2 "ガイ ドラ イン " ESAS “WEY” 
の S AM が リビア 防空 綱 の 根幹 を 成 し て いま し た が 、SA-10 "アラ ンプ ブル" と SA-2・ ク ラディ エイ 
ター" シス テム に 切り 替わり つつ あり ます 。 


地方 の 地上 軍 は SA-7 や SA-14 の 局 射 ち 式 ミサ イル を 装備 し て いま す 。 こ れ ら は テロ リス ト の 武器 と し 
て も 一 般 的 で 、 テ ロリ スト ・ キ ャ ンプ の 周辺 に も 存在 し て いる で し ょ う 。 リビア 陸軍 は SA-8、-9、 お よ 
び -13 と 言っ た さま ざま な 中 距離 S AM も 装備 し て いま す 。 
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空軍 : リ ビア 空軍 は MiG-23MF "フロ ッ ガ ー" 戦闘 機 140 機 と 、 少 数 の MiG-25 "フォ ックス パット" 
と 古い MiG-21、 そ れ に 多数 の ミラ ー ジ ュ SP 戦 闘 爆 撃 機 か ら 構成 され て いま す 。 あ な た の 当面 の 敵 は 
MiG-23 と MiG-25 で す が 、 通 常 戦争 時 や 、 優 秀 な パイ ロッ ト を 相手 に する 場合 は 、 ソ 連 パ イロ ッ ト が 乗 
り 組 ん だ MiG-29 "ファ ルク ラム "に 道 遇 する こと に な る で し ょ う 。 


老朽 化し た C-130H や C-47 輸 送 機 (米国 製 ) は 最新 の ソ連 製 An-72 "コー ラー" ジェ ッ ト 和 輸送 機 に 切り 替 
bSCLL 6 


海軍 : リビア 海軍 は 主 に ミサ イル ・ コ ル ベ ッ ト 艦 と パト ロー ル 艇 か ら 成 り 立 っ て いま す 。 中 で 最大 

は 、 ス ティ ックス 地 対 地 ミ サイ ル と SA-N-4 地 対空 ミサ イル 、 さ ら に 57 ミ リ 2 連装 機銃 を 装備 し た ソ連 
製 の ナ ヌ チュ カ I 級 艦 で す 。 他 に は ソ連 製 オ ー サ 級 ミ サイ ル 艇 、 イ タリ ア 製 ワ デ ィ ・ ム ラー 級 、 フ ラン 
ス 製 ラー コン バタ ント II 級 な ど が あり ます が 、 ミ サイ ル 装 備 は か な り 劣り 、 せ い ぜ い SA-N-5$ を 装備 し て 
いる か 、 あ る い は S AM を 全く 装備 し て いま せん 。 














リビア の 都市 と 目標 
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トリ ポリ : リビア の 首都 に は イド リス に 軍 、 民 間 共 用 の 大 き な 飛 行 場 が あっ て 、S AM 部 隊 で 厳重 に 
防衛 され て いま す 。 最近 まで ミサ イル は 長 距 離 の SA-5 “WEY” で し た が 、 ツ ソ連 軍事 願 問 に よっ て SA- 
12 "グラディエイター" に 配備 堆 え きれ た と 思え る 節 が あり ます 。 ト リポ リ に は 他 に も 主要 な 軍司 令 本 
部 、 多 く の 補 給 上 厳 、 貯 油 施設 、 テ ロリ スト 訓練 キャ ンプ な ど が あり ます 。 治 岸 を ミサ イル 艇 が 哨戒 し て 
いる こと も 珍し く あ り ま せん 。 


セブ ハー : この 南 の 町 は 、 リ ビア の 南 の 国境 地帯 を 防衛 する 重要 な 軍事 基地 で す 。 こ こ で 最も 重要 な 
軍事 施設 は 、 大 規模 な 空軍 基地 と それ を 守る SAM 部 隊 で す 。 

ミス ラ タ と シル ト : この 2 つの 海岸 の 町 に は 重要 度 の 高く な い 司 令 部 と 艦船 へ の 補給 用 の 貯 油 タン ク 
が あり ます 。 シ ルト は 補助 的 な 海軍 基地 で " 死 の 線 "の 西側 を 哨戒 する ミサ イル 艇 を 支援 し て いま す 。 

ラー ス ・ ラ ー ヌ ー フ と ポー ト ・ ブ レガ : ラー ス ・ ラ ー ヌ ー フ は リビア で 最大 か つ 最 新 の 精油 施設 で す 。 
ポー ト ・ ブ プレ ガ の ほう は 古い 施設 で す が 、 ラ ー ス ・ ラ ー ヌ ー フ の 完成 後 も まだ 稼働 し て いま す 。 町 の 西 に 
ある ポー ト ・ ブ レガ 飛行 場 は 、 多 数 の S AM に よっ て 守ら れ て いま す 。 

ベン ガ ジ : ここ は リビア 第 二 の 規 模 の 軍事 基地 と 、 バ ニナ 飛行 場 が あり ます 。 軍 司令 部 や 小 規模 の 貯 
油 施設 も あり ます 。 西 の 丘陵 地帯 で は テロ リス ト が 訓練 を 受け て いま す 。 

アル ・ ベ イダ : 険しい アフ ダル 山地 に ある の 静か な 海岸 の 町 は 、 軍 事 的 に きわ め て 重要 で す 。 リ ビア 
と ギリ シア の 間 の 狭い イオ ニア 海 を 見 お ろ し 、 対 艦 ミ サイ ル に は 理想 的 な 位置 を 占め て いる か ら で す 。 
ここ に は 、 小 き な 滑 走路 と S AM の 基地 も あり ます 。 
































油田 : リビア の 大 き な 油 田 は 南東 部 に あり 、 何 千 も の 油井 が 地下 か ら 原油 を 流 み 上 げ て ラー ス ・ ラ ー 
ヌー フ や ポー ト ・ プ レガ に 送っ て いま す 。 ほ と ん どの 大 き な 油 田 で は 一 時 的 に 原油 を 甘え て お く た め の 


貯湯 タン ク が あり ます 。 



































友好 国 の 基地 


シシ リー 島 の シゴ ネー 


ー ラ : アメ リカ 軍 は トラ バニ に 軍事 基地 を 維持 し て いま す 。 シ シリ ー 南 東部 の シ 





ゴネ ー ラ 空軍 基地 は 北ア フリ カ 海 岸 を 空 か ら 攻撃 する 場合 の 重要 な 足場 と な り ま す 。 





中 立国 基地 


海上 の CV アメ リカ : 


地中海 の アメ リカ 第 6 艦 


に 参加 し た この 空母 は 、 
想 的 な 位置 に いま す 。 


この 60.000 ト ン の “キテ ィ ・ ホ ー ク " 級 通常 空母 は CV66 の 艇 番 号 を 与え られ 、 
水 と 行動 を 共に する こと も し ば し ば で す 。 最近 の トリ ポリ と ペン ガ ジ へ の 空爆 
ベン ガ ジ 、 シ ルト 湾 、 あ る い は リビア 砂漠 奥深 く の 目 標 を 攻撃 する 場合 に は 理 





以下 の 空軍 基地 は 中 立 








国 の 領土 内 に あり ます 。 特 別 な 指 志 か 、 緊 急 着陸 で な いか ぎり 、 使 用 し て は な 

















り ま せん 。 

クレ タ 島 の スー タダ 湾 : カニ ア 市 近く の この 飛行 場 は 米 軍 基地 で は あり ませ ん が 、NATO の 空軍 お よ 
び 海 軍 の 重要 な 基地 で す 

マル タ 島 の ハル ファ ー : マル タ 島 に あり 、 か つて は 英国 連邦 に と っ て 地中海 で 重要 な 位置 に ある 基地 











で し た が 、 現 在 で は 中 立 港 と な り 、 時 に は 観光 客 も 立ち 寄り ます 。 
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現時 点 で の 状況 . 


中 央 ヨー ロッ パ 


第 二 次 世 界 大 戦 以来 、 ヨ ー 


で 、 第 二 次 大 戦 の 





次 
E 





















a 











ば は 、 ジ 連 が 主導 権 を 撮る i 
の 2 つの 軍事 組織 は 東西 











で す 。1949 年 以降 、 


(Central Europe:1986) 


ロッ パ は 敵対 する 2 つの 陣営 に 分 か れ ま し た 。 一 方 は 東 ヨ ー ロ ッ パ の 共産 
終結 時 に ソ連 軍 の 影響 下 で 生ま れ た も の で す 。 対す る の は 西 ヨ ー ロ ッ パ の 民 
西側 は NAT O( 北 大 西洋 条約 機構 ) で 結ば れん てい ます 。1933 年 に 東側 
様 の 組織 一 - ワ ル シ ャ ワ 条 約 を 結成 し まし た 。 以来 この 時 点 ま で 、 地 上 最大 





イツ 国 境 を は さん で に ら み 合い を 続け て いま す 。 





紛争 の レベ ル 


冷戦 : これ 
を 収集 し た り 、 相 手 側 の 











=| 








これ は 今 ま で の 40 年 間 の 状況 で す 。 両 


は 公然 た る 挑発 は お お むね 避け る よう に 秘め 、 1 


陣営 
民 の 間 に 不満 を 醸成 し た り 、 相 手 より 精神 的 優位 に 立 と うと し な が ら 、 


ti 
慎重 


tS 





な 態度 を 維持 し て き て いま す 。 隠 審 の 侵入 を 目的 と し て 建造 され た F-117A は 、 こ の よう な 状況 で は 当 


然 の 秘 審 任務 に 最適 で す 。 
限定 戦争 : いま や 紛争 は 


カレ ー ト する に つれ て 隠密 任務 の 機会 も 


通常 戦争 : ワル シャ ワ 条 


は 緊急 出動 を か け て 押し 寄せ て くる 敵 を 介 
と いう 事態 で す 。 ス テル ス 機 、 
後 


戦争 の 惨劇 か 、 
線 を 越え て 、 ソ 連 軍 の 背 


Hy 




















開戦 に 至る 寸前 で す が 、 軍 は まだ 国境 を 越 を て は いま せん 。 
増加 し ます 。 


約 機構 軍 の 戦車 が 西ドイツ 国境 を 越え を て な だ れこ ん で くる 一 方 、NATO 側 
止 し よう と し て いま す 。 通常 戦争 に よる 敗北 の 恐怖 か 、 熱 核 
空中 奇襲 部 隊 、 長 距離 "スマート "兵器 な ど が 危険 な 前 
の 指揮 系 統 を 叩 こ うと し ます 。 こ れ に よっ て 条約 軍 の 前 線 部 隊 を 孤立 させ る 





行動 が エス 























こと が で きれ ば 、 悲 劇 を 回 


避 す る 機会 を 政治 家 た ち に 与え る こと に な る か も 知れ ませ ん 。 











軍事 カ 





ワル シャ ワ 条 約 軍 ( 
し て いま す 。 こ の 大 


機 の 作戦 用 機 を 配 し て いま 
こよ っ て ある 程度 は 相 


ヨー ロッ パ で は 、 両 陣営 


装備 | 
一 揺 す る た め の 1 キ ロト ン 
す 。 あ ら ゆ る 種類 の 、 射程 
の で す 。NATO は 一 時 、 
す 。 し か し 、 現在 で は 、 そ 


万 に 達する 兵士 、 約 80.000 台 の 装甲 戦闘 車両 、 







お よび 6.000 機 の 作戦 用 機 を 擁 
CLC. は 約 200 万 人 の 兵士 、40,000 台 の 装甲 戦闘 車両 、 お よび 4,000 
す 。 数 量 的 な 劣勢 は 防衛 側 の 伝統 的 な 有利 き に 加え 、 質 の 高い 西側 の 軍隊 や 


殺 き れ て いま す 。 

合わ せ て ほぼ 10.000 の 野戦 用 核兵器 を 所 有 し て いま す 。 小 は 密集 し た 兵士 を 
こ 満 た な い 砲 弾 か ら 、 大 は 都市 を 填 滅 させ る 数 メガ トン の も の まで あり ま 
も さま ざま な 砲 や 航空 機 や ミサ イル が 、 そ れ ら の 核兵器 を 運ぶ こと が で きる 
数 の 上 で の 劣勢 を 埋め 合わ せる た め に 核兵器 の 使用 を 考慮 し た こと が あり ま 
れ に 代わ る “エア ・ ラ ンド ・ バ トル 2000"” 作戦 が あり ます 。 そ れ に よれ ば 、 










































NATO は ステ ルス 航空 機 を 含む 先端 技術 を 駆使 し て ワル シャ ワリ 条約 軍 の 背後 深く 攻撃 し て 後方 支援 を 





壊滅 させ ます 。 こ の 革新 的 


な 戦略 が 効 を 奏 す れ ば 、NATO は 核兵器 を 使わ ず に 赤軍 の 波 を 食い 止め る 
121 


こと が で きま す 。 し か し 、 和 失敗 す れ ば 、 核 の 悲劇 か 、 ソ 連 に ヨー ロッ パ を 明け 渡す か 、 い ずれ か を 選ば 
な けれ ば な り ま せん 。 





装備 ・ "中央 前 線 ” が 戦争 の 焦点 に な る た め 、 両 側 の 対空 防衛 は 世界 で 最も 緊 寄 な も の に な っ て いま 
Fo ソ連 が 最新 鋭 の SA-10 や SA-12 を 、 地 域 防 術 の た め に 大 量 に 配備 し て いる こと は 間違い あり ませ 
ん 。 地域 に よっ て は 旧式 で 性 能 の 劣る 長 距 離 SA-3 ミ サイ ル が 配備 きれ て いる か も 知れ ませ ん 。 


レー ダー 誘導 SA-8 と SA-11 は 、 重 要 な 部 隊 集 結 地 や 軍事 施設 な どの 近く と いっ た 局 地 的 な 防衛 に 最も 
広く 用 いら れ て いま す 。 局 地 防衛 用 と し て も っ と 大 型 の S AM 部 隊 の 近く に 設置 され て いる こと さえ あ 
り ま す 。 レ ー ダ ー 誘 導 ミ サイ ル が 配備 され て いな い 場 合 に は 、 射 程 の 短い 赤外線 誘導 SA-9 か 、SA-13 が 
特に 使わ れ て いる か も 知れ ませ ん 。 


海上 で は 、 バ ルト 艦隊 の ミサ イル 艇 が 搭載 し て いる の は SA-N-$ か SA-N-7 の いずれ か が 代表 的 で す 
が 、 戦 時 に は SA-N-4 を 装備 し た "クリ ヴァ ク " 級 や 、 も っ と 大 型 の 艦 が 出現 する で し ょ う 。 











ワル シャ ワ 条 約 軍 の 


空軍 カカ 


ソ連 窟 軍 は 世界 最大 で 、 最 も 近代 的 な 空軍 の 一 つ で す 。 さ まさ ざま な 近 没 機 、 爆 刺 機 、 支援 機 を 配備 し 
て いま す 。 ソ連 は 空軍 力 の 優位 の 価値 を 心得 て いて 、 高 い 優先 権 を 与え て いま す 。 


戦闘 機 : 6.000 機 も の 作戦 用 機 か ら 選 ぶ こ と の で きる 赤 の 空軍 は 、 あ な た に 対し て も 何 機 か を 分 け て 
くれ る で し ょ う 。 あ な た が 幸運 な ら 2 流 の MiG-23 に 道 遇 する か も 知れ ませ ん が 、 む し ろ MiQ-29 や Su-27 
の よう な 侯 秀 な 戦闘 機 を 見 る こと に な る で し ょ う 。 後方 地域 で は 、MiG-25 や MiG-31 の よう な 長 距離 迎 
壁 機 に 出会う こと の ほう が 多い か も 知れ ませ ん 。 


爆撃 機 : 道 過 し た ら 最 も 厄介 な の は 巡航 ミサ イル を 搭載 する よう に 改造 され た Tu-95 "ベア "で す 。 
戦線 の は る か 背後 で この 爆撃 機 を 多数 巡航 させ る の は 、 彼 ら に と っ て “絶対 確実 な "空中 核 兵 力 に な る 
か ら で す 。 
A EW&C( 空 中 早期 警戒 お よび 管制 ) 機 : ソ連 の IL-76 "メイ ンス テイ "AEW&C 機 は この よう な 状況 
で 行動 する よう に 設計 され て いま す 。 味方 の 戦線 の 奥深 く の “レー スト ラッ ク ( 周 回 )" 軌道 を 巡航 し 、 
強力 な レー ダー で NATO の 空軍 作戦 が 展開 する の を 観察 し て 、 さ ま ざ ま な 戦闘 機 中 隊 に 適切 な 指令 を 
送り ます 。 こ れ ら の 機 を 開発 する た め に は 長い 時 間 と 巨額 の 資金 が 必要 で す 。 電 子 機器 の 大 き さ 、 重 
量 、 緒 用 は 慕 大 で す 。 き わ め て 買 重 な 航空 機 で す 。 届 隊 すれ ば ソ連 の 空 の 作戦 に 支障 が 出る で し ょ う 。 
輸送 機 : 戦線 の 両側 で 、 何 千 と いう 輸送 機 が ひっ きり な し に 往復 し て 、 部隊 や 、 奇 襲 部 隊 や 、 弾 薬 、 
幕僚 等 を 運ん で いま す 。 どこに で も 飛ん で 行っ て どん な 物 で も 運ぶ ソ連 の 最新 の 荷 馬 車 は 、An-72 
“コー ラー" CH, 




















海軍 カカ 


カリ ー ニ ング ラー ド 郊 外 の バル チー スク を 母港 と する ソ連 バル ト 海 艦隊 は 4 隻 の 巡洋艦 、16 隻 の 駆逐 
艦 、7 令 の “クリ ヴァ ク " 級 大 型 ブ リ ゲ ー ト 艦 、22 借 の ミサ イル 艇 お よび その 他 の 小型 艦艇 、21 隻 の 水 
陸 両 用 揚陸 艇 、 お よび 45 代 の 溢水 艦 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 ま た 、 数 多く の フリ ゲー ト 艦 や ミサ イル 艇 
を 持つ 東ドイツ お よび ポー ラン ド 海 軍 も 指揮 下 に 置い て いま す 。 彼 ら の 目的 は 二 つ 。 ひ と つ は ワル シャ 
ワ 条 約 軍 の 北 の 側面 を 空 か ら の 攻 繋 から 守る こと で 、 も う ひ と つ は 、 戦 争 が 勃発 し た 際 に デン マー ク に 
侵攻 する こと で す 。 


ステ ルス の 任務 は 主 に 前 者 へ の 対応 で 、 問 題 は バル ト 海 で の 艦艇 に よる 防 術 網 を いか に 突破 する か で 
す 。 SA-N-5 は 第 一 世代 の I R 読 導 式 ミサ イル な の で 、 そ れ ほ ど 重 大 な 航 威 で は あり ませ ん 。3SA-N-4 は 
旧式 の パル ス ・ レ ー ダ ー 誘 導 式 で す が 、 新 型 の SA-N-7 は 深刻 な 脅威 と な る で し ょ う 。 幸い な こと に 、 バ 
ルト 海 艦隊 で は 長 距 離 の 強力 な SA-N-10 を 搭載 し て いる 艦 は めった に あり ませ ん 。 





東側 の 都市 と 目標 


東ドイツ : 限定 戦争 や 通常 戦争 の 時 は 、 ワ ル シ ャ ワ 条 約 軍 の 主力 が ここ を 通過 し て 西ドイツ に な だ れ 
こみ ます 。 東 ドイ ツ 最 大 の 自然 の 要害 は チェ コス ロバ キア の 山岳 地帯 か ら 北 の ハ ンブルク に 向かっ て 流 
れ て いる エル ベ 川 で す 。 こ この 橋 を 破壊 すれ ば 条約 軍 の 前 線 部 隊 を 後方 か ら 切り 離す こと が で きま す 。 


条約 軍 の 前 方 を 防衛 し て いる の は 2 つの 重要 な 防空 施設 で 、 ひ と つ は 北 の ウ イッ トス トッ ク と ウイ ッ 
テン ベル ゲ の 近く に あり 、 も う ひ と つ は 南 の ライ プチ ヒ と マグ デブ ルク の すぐ 東 で 、 ミ ッ テ ン バル ト と 
グロ ッ セ ン ハ イム に ある 巨大 な レー ダー 施設 も 含ま れ ま す 。 


ポー ラン ド : NATO と ワル シャ ワ 条 約 軍 と の 交戦 で は 、 ポ ー ラ ンド は “後方 地域 " に あたり 、 ソ 連 
の 部 隊 や 補給 物資 が ここ を 通っ て 前 線 に 向かい ます 。 こ の 国 の 中 央 部 や 西部 地域 に は 多く の 重要 な 司令 
部 や 補給 上 厳 が あり ます 。 ビ スワ 川 の 流れ は ポー ラン ド を 北 と 南 に 分 断 し て いま す 。 道路 や 鉄道 の 橋 を 破 
壊す れ ば 、 条 約 軍 の 作戦 に 重要 な 損害 を 与 を る こと が で きま す 。 ポ ー ラ ンド の 防空 施設 に は 、 グ ダン ス 
ク の 西 の ス ウ プ ス ク と 、 ウ ッ チ の 南 の ラド ム と に 設置 きれ た 強力 な 施設 が 含ま れ て いま す 。 さ ら に 、 ワ 
ル シ ャ ワ は 重要 な 交通 の 要衝 で 、 戦 時 に は この 地域 で は 激しい S AM 攻撃 が 予想 され ます 。 


チェ コス ロバ キア : この ワル シャ ワ 条 約 加盟 国 は 、 オ レ 山 脈 と ボ へ ミヤ 森林 の 険しい 高地 と に よっ て 
ドイ ッ と 隔て られ て お り 、 戦 争 の 際 に それ ほど 重要 な 役目 を 演じ る こと は な いで し ょ う 。 チ ェ コ スロ バ 
キア の 防衛 綱 は 東ドイツ ヤ や ヤ ポー ラン ド の も の より いさ さか 緩やか に な っ て いま す 。 タ ー ボ ル に は 最も 重 
要 な 防空 施設 が あり ます 。 さ ら に 東 に は 、 コ マー ル ノ に ハン ガリ ー や ポー ラン ド 南 部 へ の 入口 を 守る 防 
衛 施設 が あり ます 。 

カリ ー ニ ング ラー ド : 大 き な 港 湾 都 市 カリ ー ニ ング ラー ド (1945 年 に コ ニ グ スベ ル グ か ら 改 名 ) に ちな 
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ん で 名 付け られ た この 地域 は 、 バ ルト 海 に お ける ソ連 の “前線 "です 。 ク ライ ベ ダ 空軍 基地 ば か り で な 
く 、 重 要 な 超 水 平 線 (OH) レ ー ダ ー 施 設 が あり ます 。 

















友好 国 基 地 西ドイツ 、 オ ラン ダ お よび デン マー ク に は 、 東 ヨー ロッ パ へ の ステ ルス 任務 の 出撃 基地 と し て 利用 で 
きる 飛行 場 が 点 在 し て いま す 。 こ れ ら は 中 央 で 西 ! ee alee a に 伸び る ゆる や か な 三日月 形 を し 
て いま す 。 そ の た め 、 目 標 の 位置 に よっ て 決ま る 特定 の 任務 に それ ぞ れ が 最適 な 出撃 基地 に な り ま 
す 。 し か し 、 ス テル ス 戦 闘 機 独 特 の 特性 は 、 主 戦場 の 北 と 南 に 公言 する レー ダー 網 の 
効果 的 で す 。 そ の た め 、 敵 地 深く に 侵入 する 任務 は 、 通 常 デ ンマ ー ク や ドイ ツ 南 部 を 起点 
か し 、 短 嘘 離 の 戦術 的 攻撃 は まっ すぐ 虎口 に 飛び ごま な けれ ば な り ま せん 。 


ラン ド 半 島 一 バー デ と レッ ク : 最 北部 の これ ら の 基地 は バル ト 海 を 越え て 行く 出撃 に は 理想 的 な 
出発 点 で す 。 多く の 場合 、 東 ドイ ツ や ポー ラン ド の 厳重 な S AM 防 衛 綱 よ り バ ルト 海 の ミ サイ ル 艇 の ほ 
う が 対 処 が 容易 で す 。 


ドイ ツ 北 部 (ハノーバー) 一 アー ル ホ ルン と ギュ ー タ ー ス ロー : 英国 テイ ン 駐 留 軍団 (B AOR) の すぐ 
背後 に ある これ ら の 基地 は 、 平 坦 で 人 口 の 審 集 し て いる ドイ ツ 北 部 の 平野 地帯 に 面 し て いて 、 ワ ル シ ャ 
ワ 条 約 軍 が NATO に 攻撃 を 仕掛 け て きた 時 に は 、 前 進路 に な る 可能 性 が 高い と ころ で す 。 で すか ら 、 
ここ は 最大 の 軍隊 集結 地域 へ の 直行 路 と な る で し ょ う 。 


ドイ ツ 中 部 (ベス ト フ ァ リ ア ) 一 ライ ン ・ マ イン と ラム シュ タイ ン : これ ら の 基地 は 、 ヨ ー ロ ッ パ に お 
ける アメ リカ 空軍 の 大 規模 か つ 有 名 な 基地 で す 。 ラ イン ・ マ イン は 世界 最大 の 軍事 基地 の ひと つ で 、 ラ 
ムシ ュ タ イン に は 第 4 戦略 空軍 の 司令 部 が あり ます 。 

ドイ ツ 南 部 (ババ リア ) 一 ノイ ベル グ ,。 ラ イプ ハイ ム 。 メ ミン ゲン : これ ら は すべ て ルフ トバ ッ フェ ( ド 
イツ 連邦 空軍 ) の 基地 で す が 、 多 く の ド イツ 軍 基 地 と 同様 、 必 要 と あれ ば アメ リカ 軍機 を よろ こん で 迎 
え 入 れ て くれ ます 。 い ずれ の 基地 も チェ コス ロバ キア へ の 出撃 任務 に は 最適 の 出撃 基地 で す 。 
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現時 点 で の 状況 


中 東 (Middle East:1989) 


1948 年 に 国連 が イス ラ エ ル 建 国 を 認め て 以来 、 中 東 は 打ち 続く 緊張 と 繰り 返さ れる 戦争 の 舞台 と 
な っ て きま し た 。 こ の 戦い の る つぼ の な か で 、 イ スラ エル は 、 常 に 敵 を 凌 紛 す る 優秀 な 陸軍 と 空軍 を 
作り あげ て きま し た 。 現在 で は 、 イ スラ エル に 対す る 脅威 は 、 シ リア か ら と 、 イ ラン と の 8 年 間 の 戦 
争 で いち じ る し く 疲 映し て いる と は いえ 、 イ ラク か ら の も の で す 。 ヨ ル ダ ン は 中 立 に 近い 政策 を 取っ 
て いて 、 近 い 将 来 の どん な 紛争 に も 積極 的 な 関わ り を する と は 思え ませ ん 。 レバ ノン は 内 戦 と イス ラ 
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シリ ア と イラ ク は サウ ジア ラビ ア か ら 多 く の 財 政 的 援助 を 受け て いま す 。 し か し 、 兵 器 と 訓練 は ソ 
連 か ら 受 け て いま す 。 ヨ ル ダ ン と サウ ジア ラビ ア は 独自 の 路線 を と り 、 西 側 と 比較 的 密接 に 結ば れ て 
いま す 。 




















紛争 の レベ ル 


冷戦 : 長年 に わた っ て 、 シ リア は PL O を 含む 多く の テロ 組織 に 対し て 訓練 と 支援 を 約束 し て きま 
し た 。 イ スラ エル に と っ て は 、 尽 きる こと の な い 悩 み の 種 に な っ て いま す 。 さ ら に 、 何 人 か の 西側 人 
質 は シリ ア の どこ か に 皇 え られ て いる と 噂 され て いま す 。 


イラ ク は この 地域 で も っ と も 強大 な 軍隊 を 作ろ うと し て いる 最 中 で す 。 イ ラク 軍 は 核兵器 の 開発 に 
血眼 に な っ て いま す 。 そ し て 、 す で に 生物 E 器 は 大 量 に 持っ て いま す 。 イ ラク の 指導 者 、 サ ダム 
フセイン は イラ ン と の 戦争 の 際 ( 生物 化学 兵器 の 使用 を 命じ まし た 。 ま た 、 自 国 で の クル ド 族 の 反乱 
に 際 し て 使用 し た と も 噂 きれ て いま す 。 


限定 戦争 : イラ ク に 支援 きれ た シリ ア の イス ラ エ ル 侵 攻 が 開始 きれ 、 イ スラ エル は アメ リカ に 対し 
て 支援 を 呼び か け ま し た 。 ヨ ル ダ ン は 、 予 想 通り 、 強 大 な 隣国 た ちか ら 防 衛 す る こと で 自分 た ちの さ 
さや か な 軍隊 を 和 失う の を 恐れ 、 戦い の 渦中 か ら は 離れ て いま す 。 


通常 戦争 ・ アメ リカ が 空 か ら 中 東 へ 介入 し た の に 対応 し て 、 ソ ビエ ト 連 邦 は シリ ア = イ ラク 連合 に 対 
する 支援 と し て 、 中 東 に 空 軍 を 派遣 し まし た 。 直 大国 と いえ ども 、 こ の 広大 な 砂漠 地帯 か ら 産出 され 
に 手 を 出 き な いわ け に は いき ませ ん 。 こ の 戦争 は 、 あ っ と いう 間 に 全 世 界 規模 の 超大 国 同士 の 
軍事 衝突 へ と 燃え 広がる こと に な る で し ょ う 。 
























































空 ・ シ リア は ソ連 製 の 装備 を 使用 し 、 ソ 連 の 軍事 顧問 に よる 副 練 を 受け て いま す 。 彼 ら は 75 個 以 
上 の 対空 ミサ イル の 部 隊 を 持ち 、 そ の 大 部 分 は 、SA-2 “ガイ ドラ イン " と SA-5 “WEY” を 装備 し て 
いま す 。 ま た 、 地 上 軍 は SA-7 や SA-14 な どの 肩 射 ち 式 の ミサ イル を 装備 し て いま す 。 そ れ ら は レバ ノ 
ン や シリ ア に ある テロ リス ト ・ キ ャ ンプ 周辺 に も ある と 予想 され て いま す 。 
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空軍 : シリ ア 空 軍 は 430 機 以上 の 作戦 用 航空 機 と 5 万 人 の 要員 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 迎撃 用 の 航空 
機 の 主力 は MiG-21 と MiG-23、 さ ら に 1 個 飛 行 隊 の MIG-25 で す 。MiG-25 の 飛行 隊 は その 運用 と 人 材 を 
東ドイツ 人 と ロシア 人 に よっ て いる と 報告 きれ て いま す 。 情報 部 は MiG-21 と MiG-23 が あな た の 最初 の 











敵 に な り 、 遭 遇 する で あろ う MiG-25$ と 、 遭 遇 する か も し れ な い 新 型 の MiG-29 は 


に よっ て 操縦 きれ て いる と 予測 し て いま す 。 


























ソビエト 人 パイ ロッ ト 





シリ ア の 都市 と 目標 





ダマ スカ ス : この 古く か ら の 都市 、 シ リア の 首都 は 海岸 の 山々 の 連なり に ある 渓谷 の 東 に 位置 し 、 そ 
し て 東西 の 交易 ルー ト の 上 に あり ます 。 ダ マス カス は シリ ア に お ける 主要 な 軍事 基地 で あり 、 シ リア 空 
軍 の 大 半 は ここ を 根拠 地 に し て いま す 。 強力 な S AM 部 隊 と 大 き な 空 軍 基 地 が 街 の 西 と 南西 に 存在 し て 


いま す 。 














ダイ ル ・ ア ッ ズ ー ル , ALA, パル ミラ : これ ら の 都市 は 、 シ リア の 北部 と 西部 の トル コ と の 国境 を 
防衛 する 空軍 基地 を 支援 し て いま す 。 ダ イル ・ ア ッ ズ ー ル は ユー フラ テス 川 の 古く か ら の 渡し 場 で す 。 
パル ミラ は 砂漠 の オア シス に で きた 街 で 、 シ リア の 中 央 付近 に あり ます 。 ホ ム ス は レバ ノン の 北西 に あ 
り 、 レ バ ノ ン を 包囲 する 手助け に な っ て いま す 。 こ れ ら の 都市 は すべ て 堅固 な 対空 防御 施設 に よっ て 守 





られ て いま す 。 











ハラ ブ : 以前 は アレ ッ ポ と し て 知ら れ て いた この 都市 は 、 ト ルコ 国境 に 近い シリ ア 北 部 の 丘陵 地帯 に 
あり ます 。 こ この 空軍 基地 は トル コ 国 境 を カバ ー し 、 南 は イス ラ エ ル に 、 さ ら に は 地中海 へ と 向かう こ 

















と も で きま す 。 











ラ タ キ ア : レバ ノン の 北 の 地 中 海 沿岸 に ある この 町 は 、 ト ルコ 国境 に 近く 、 キ プロ ス に も っ と も 近い 

















空軍 基地 を 支え て いま す 。 商 業 港 で は な く 、 保 養 地 で あり 漁業 の 中 心地 で す 。 





防空 : イラ ク は 防空 に 大 規模 な 資金 を 投入 し は じ め た ば か り で す 。 し か し 現在 の と ころ 、 わ ず か 1 万 
人 が この 部 門 に 配備 され て いる に すぎ ませ ん 。 西 と 北 と の 敵 に 対す る た め に 大 きく 分 断 さ れ 、 さ ら に 、 
多く の 血 を 流し た イラ ン と の 長い 戦争 を 終え た ば か り の 彼ら は 、 大 部 分 を 東部 の 防空 に 投入 し て いま 
す 。S AM 部 隊 は SA-2 "ガイ ドラ イン "か SA-5 “HEL” の どちら か を 装備 し て いま す 。 

空軍 : イラ ク 空 軍 は 近代 的 な 装備 を 持っ て いま す が 、 イ ラン と の 戦い に お いて 高度 な 訓練 の 成果 や 技 
量 を 示す こと は あり ませ ん で し た 。 主 な 防空 戦闘 機 は MiG-21 と ミラ ー ジ ュ F-1 で あり 、 少 数 の MiG-25 と 

















MiG-29 が 就役 し て いる こと が 知ら れ て いま す 。 
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イラ ク の 都市 と 目標 


バグ ダッ ド : イラ ク の 首都 で あり 、 チ グリ ス 川 と ユー フラ テス 有川 の 間 に 位 置 し て いま す 。 戦争 に よる 
消耗 で 戦力 は 下がっ て いま す が 、 イ ラク 空軍 の 大 部 分 が ここ を 基地 と し て いま す 。 町 の 外側 に は 原子 力 
発電 施設 が あり 、 核 兵器 の 原材料 を 製造 し て いる と 信じ られ て いま す 。 


モス ル : イラ ク 第 二 の 都市 で ある ここ も 厳重 に 防 宅 き され て お り 、 近 郊 で 核 施設 が 操業 し て いる と 考え 
られ て いま す 。 そ の こと と 、 ト ルコ に きわ め て 近い と いう 理由 か ら で し ょ う 、 モ スル は SAM に よっ て 
厳重 に 防御 され て いま す 。 

キル クー クハ バー ニー ヤ , H 3 : イラ ク は これ ら の 場所 に 自分 た ちの 国土 を 取り 巻く 形 で 空軍 基地 
を 持っ て いま す 。 キ ルク ー ク は イラ ン に 対す る 位置 で 、H 3 は シリ ア へ の 主要 パイ プラ イン に 沿っ た 砂 
漠 の 中 の ポン プ ・ ス テー ショ ン に ある 前 哨 基 地 で す 。 















































ヨル ダン 


防空 : ヨル ダン の 防空 は 時 代 遅 れ の も の で 、 主 力 は HIM-23B “ホー ク " ミサ イル ・ シ ステ ム で す 。 
1970 年 代 に は 優れ た 兵器 で し た が 、1980 年 代 後半 で は そう で は な く な っ て いま す 。 

空軍 : ヨル ダン の 空軍 力も 同様 で あり 、 機 種 $2 種 類 に 限定 きれ て いま す 。 主力 の 機種 は アメ リカ 製 
の F-5 で 、 安 価 な 戦闘 機 で す が 今 日 の 基準 で は 時 代 遅 れ で す 。 も うー つ は フラ ンス 製 の ミラ ー ジ ュ F-1、 
FEN O RARER T o 














ヨル ダン の 都市 と 
目標 


アン マン : アン マン は ヨル ダン の 首都 で あり 、 王 立 ヨ ル ダ ン 空 軍 の 主力 が 基地 と し て いま す 。 


マ ア ー ン : この 都市 の 外側 に は プリ ンス ・ ハ ッ サ ン 空 軍 基 地 が あり 、 空 軍 の 作戦 機 の 半数 が 展開 し て 
WET. 航空 部 隊 は シナ イ 半 島 へ 出撃 で きる よう に ここ に 配備 され た わけ で す が 、 イ スラ エル が エ ジ プ 
ト と 友好 関係 に ある 今 で は 、 ウ ェ ス ト ・ バ ンク 地域 を 守備 範囲 と す る た め に さら に 北 へ と 移動 する こと 
eS CLE he 
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友好 国 の 基地 








キプロス 島 の アク ロ チ リ : この 英国 空軍 基地 か ら 発 進 す れ ば 、 地 四海 沿岸 に ある 目標 へ 到達 する こと 
I PT RR RIE a EE RRA 
する こと が で きま す 。 


海上 の C VN アイゼン ハ ワ ー : この 8 万 トン の ニミッツ 級 原 子 力 空母 は 、 地 中 海 の ア メリ カ 第 6 艦隊 

に 配属 され る こと が 珍し く あ り ま せん 。 レ バ ノ ン の 沖合 に 派遣 され 、 地 中 海 沿岸 の いか な る 場所 で も 攻 
撃 で きる 位置 に あり ます 。 和 定数 で ほぼ 85 機 の 航空 機 を 搭載 する アイ ゼン ハ ワ ー は 、 戦 闘 機 に よる 戦闘 哨 
戒 に よっ て 常時 守ら れ て いま す 。 

















現時 点 で の 状況 





ラマ ー ト ダビ ド , FAI, ロッ ド , ハツ ェ リ ム : これ ら の イス ラ エ ル の 空軍 基地 は 、 多 く の 人 が 世 
界 で 最も 優秀 だ と 認め る 空軍 の 戦闘 機 と 戦闘 爆撃 機 の 発進 基地 と な っ て いま す 。 敵性 国家 ある い は 非 友 
好 的 中 立国 に よっ て 海 に 追い 詰め られ て いる イス ラ エ ル は 、3 方 向 の どちら に 対し て も 航空 攻撃 ある い 
は 対空 防御 の 準備 を し て お か な く て は な り ま せん 。 長 年 に わた る アメ リカ の 同盟 国 で ある イス ラ エ ル の 
基地 は 、 戦 時 に は 自由 に アメ リカ 軍 の 使用 に 供 き れる で し ょ う 。 


トル コ の マラ シュ : トル コ は NATO の 同盟 国 で あり 、 イ ラク や イラ ン と は 友好 的 で は あり ませ ん 。 
この 空軍 基地 は トル コ 南 東 の 国境 の 防衛 に あたる 航空 機 の 基地 と な っ て いて 、 こ こ か ら 発 進 す れ ば 、 イ 













































































ラク ) ア の 領内 に ある 首都 や その 他 の 目標 に 到達 する こと が で きま す 。 
サウ ジア ラビ ア の タブ ク : この 小 規模 な 空軍 基地 は 、 サ ウジ アラ ビア 辺境 の 防衛 拠点 で す 。 こ の 地域 











に お ける どの よう な 武力 衝突 の 場合 で も 、 ア メリ カ の 軍用 機 は 緊急 の 際 に し か 基地 へ の 着陸 は 許さ れ な 
いで し ょ う 。 た だ し 、 ア メリ カ の 利害 に 関し て サウ ジア ラビ ア の 支援 を 明白 に 必要 と し て いる か ーー あ 
る い は その 逆 の 状況 で は 、 話 は ちがい ます 。 











砂漠 の 嵐 (Desert Storm:1991) 


地図 の 中 央 に 突き 出し て いる の は ペル シャ 湾 の 西端 で す 。 そ の 周囲 を 3 つの 強力 な 国家 の 領土 が 囲ん 
で いま す 。 湾 の 北 に 位置 する イラ ン 、 西 側 の イラ ク 、 南 の サウ ジア ラビ ア で す 。 そ れ ら の 3 国 に は さま 
れ 、 地 球 上 で も っ と も 価値 の ある 沖田 地帯 に 建っ て いる の が 、 ア ラブ の 小さ な 首長 国 で ある クウ ェ ー ト 
で す 。 
古代 ペル シャ の 衣 鉢 を 継ぐ で イラ ン は 、 急 進 的 な 原理 主義 で ある イス ラム 教 シー ア 派 が 政権 を 掘っ て い 
ます が 、 独 普 的 な 政府 は 原理 主義 革命 を 近隣 の 国 に も 広げ る こと に 力 を 注い で いま す 。 イ ラン は 膨大 な 
人 口 と 石油 収入 と を 投入 し て 強力 な 軍隊 (し か し 、 世界 に 対し て 宣戦 を 布告 し た も 同然 な 1979 年 以来 、 
最新 の 軍備 を 手 に 入れ る こと は 困難 に な っ て いま す ) を 維持 し て いま す 。 


イラ ク は チ グ リ ス 川 と ユー フラ テス 川 の 肥 決 な 渓谷 の 中 に 位置 する 人 口 の 多い 国 で す 。 イ スラ ム 教 
シー ア 派 が 多数 を 占め て いま す が 、 サ ダム ・ フ セイ ン に 率い られ た バー ス 党 が 国 を 支配 し 、 バ ー ス 党 は 
イス ラム 教 ス ン ニ 派 に 独占 きれ て いま す 。 石油 か ら 得 られ る 富 に よっ て 、 フ セイ ン 大 統領 は 、 主 に ソ連 
製 の 軍備 を 持ち 、 赤 軍 の 軍事 顧問 に 訓練 され た 近代 的 な 軍隊 を 作り 上 げ ま し た 。1980 年 、 東 に 弱体 化 の 
気配 を 感じ る と 、 フ セイ TRH 1 FY RRERCEOTH, BELORMCD IoC, 2 つの 国 は 実 
り の な い 残 酷 な 消耗 戦 を 続け まし た 。1988 年 に よう や く 休 戦 に こぎ つけ た 時 に は 、 ど ちら の 側 に も 何 十 
万 も の 死者 が 残さ れ て いる だ け で し た 。 
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サウ ジア ラビ ア 王 国 は 、 保 守 的 な 王家 に よっ て 支配 され て いる 広大 で 人 
ウジ アラ ビア も 、 隣 国 と お な じ よ う 



































の 少な い 砂 漢 の 国 で す 。 サ 














石油 か ら の 慕 大 な 富 の か な り の 部 分 を 最新 兵器 を 西側 か ら 購 入 








する こと に 費やし て いま す 。 他 の 湾岸 諸国 と 同様 、 サ ウジ アラ ビア も 、 イ ラン の イス ラム 原理 主義 に 
よっ て 自国 民 が 反乱 を 起こ すこ と を 恐れ て いま す 。 そ の た め 、 イ ラン ・ イ ラク 戦争 の あい だ 、 サ ウジ ア 








ラビ ア は フセイン の イラ ク へ 財政 的 な 援助 を 与え て いま し た 。 











優 慢 で 、 国 民 一 人 あたり の 所 得 が 世界 で も っ と も 高い 石油 金 満 国 ク ウェ ー ト は 、 湾 岸 の 3 列強 (サウ ジ , 

















イラ ン , イ ラク ) す べ て に 嫌 わ れ て いま し た 。 ク ウェ ー ト も 軍事 費 は 潤沢 で 

















争 の 際 に は イラ ク に 資金 を 援助 し て いま し た 。 





























し た が 、 規 模 が 小さ すぎ て 自 


国 の 防衛 を 受け 持つ に も 足り ませ ん で し た 。 長 年 に わた る イラ ク と の 国境 線 争い (も っ と も 豊か な 石油 
産出 地帯 と し て 知ら れる 地域 を めぐ る 争い ) が ある に も か か わら ず 、 ク ウェ ー ト も また イラ ン ・ イ ラク 戦 


1990 年 に は 、 サ ダム ・ フ セイ ン は 苦境 に 立っ て いま し た 。 イ ラン と の 破 減 的 な 8 年 間 戦 争 の 結果 と し て 
国民 に 見 せる こと が で きる の は 、 英 大 な 外国 か ら の 負債 し か な か っ た の で す 。 国 の 経済 は 衰退 し 、 僅 大 

















な る アラ ブ の 指導 者 と いう 彼 自 身 の 神話 に は 疑い の 目 が 向け られ る よう に な っ て いま し た 。 


サダ ム に と っ て は 、 損 失 を 償い 、 自 分 の 政権 を 栄光 へ の 道 に 戻す に は 、 

を する こと だ けし か な いと いう の は 明白 な こと で し た 。 事実 上 無防備 で あ 
も ある クウ ェ ー ト は 、 カ モ も 同然 で し た 。 い っ た い 誰 が 、 嫌 われ 者 の クウ 
か ? も し 、 イ ラク が 電 了 幣 的 な 侵攻 で クウ ェ ー ト を 併合 し た な ら 、 世 界 の 
ろう が 、 彼 の 強力 な 軍隊 を 記録 に 留め 、 そ の あと は 受け 入れ る だ ろう と い 
Lao: 


その 見 込み 違い は 、 高 くつ きま し た 。 





世界 を 舞台 と し て 大 き な 働 き 
り 、 世 界 で 最も 豊か な 土地 で 
ェ ー ト に 手助け を する だ ろう 
国々 は 数 週間 は 文句 を 言う だ 
う 確 信 が フセイン に は あり ま 








侵攻 か ら 日 を お か ず し て 、 ア メリ カ の 空軍 、 地 上 軍 そ し て 海軍 が その 地域 に 集結 し まし た 。 そ し て 、 


フセイン 大 統領 は 次 に サウ ジア ラビ ア に 侵攻 する と 信じ て 、 そ の 事態 に 備 
強 が 続 けら れ 、 ア メリ カ 軍 は “DRO” 作戦 で 砂漠 に 進攻 し まし た 。 E 
敵 が 戦力 を 増強 し て いく の を 何 も せ ず に 見 て いま し た 。 間もなく 、 イ ギリ 
リア や その ほか の 国々 か ら の 兵力 が アメ リカ 軍 に 加わ り ま し た 。 


増強 が 続く 問 も 、 多 国籍 軍 の 指導 者 た ち は "…… イ ラク 軍 が クウ ェ ー ト 

















撤退 する "こと を 要求 を し て いま し た 。 フ セイ ン 大 統領 は 頑 迷 な 能 度 を 変 











えま し た 。 数 週間 の あい だ 増 
じ が た いこ と に 、 イ ラク 和 軍 は 
As フラ シス 。 エジプト 、 Y 


か ら 完 全 に 、 そ し て 無 条 件 で 
えま せん で し た 。 ま も な く 、 


アメ リカ が 主導 する 多国 籍 軍 は 兵士 の 総数 に お いて も 、 装 備 に お いて も 、 空 軍 力 に お いて も 、 海 軍 力 に 
お いて も $ 圧 倒 的 な 軍事 力 を 結集 し まし た …… し か し 、 フ セイ ン 大 統領 は 搬 退 を 拒否 し まし た 。 


1991 年 1 月 16 日 、 ア メリ カ 軍 は F-117A ス テル ス 戦 闘 機 を 先 稀 に し て 、 イ ラク の 戦略 目標 に 対し て 
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紛争 の レベ ル 冷戦 戦力 を 増強 し て いる 間 、F-117A は イラ ク と 、 占領 下 の ク ウェ ー ト 上 空 へ の 債 守 任 務 に 出撃 し 、 
イラ ク 軍 の 戦力 と 布陣 に つい て 調査 確認 し ます 。 


限定 戦争 : 空爆 の 最初 の 数 週間 、 多 国籍 軍 は 極め て 慎重 に 外科 手術 的 攻撃 の み に 上 限定 し て いま し た 。 
湾岸 の 張り 詰め た 政治 的 状況 で は 、 無 制限 の 破壊 は 愚 か な 行為 で す 。 


通常 戦争 : 爆撃 が 続く に し た が っ て 、 目 標 の リス ト は 拡大 し 、 地 上 部 隊 が 進攻 する 時 に は 、 す べ て の 
軍事 目標 が 攻撃 可能 に な っ て いま し た 。 

















イラ ク の 軍事 力 イラ ク は 世界 第 4 位 の 常備 軍 を 持ち 、 お よそ る 30 個 師 団 、100 万 人 の 武装 兵 を 展開 し て いま す 。 そ れ ら 兵 
土 の 大 多数 は 貧 器 な 訓練 と 、 低 い 士気 と 、 お 粗末 な 指揮 が 特徴 で す 。 し か し 、 イ ラク 軍 の 中 校 は 、 大 統 
和 千 護 隊 の 8 個 の エリ ー ト 師団 で あり 、 彼 ら の 土気 は 高く 、 そ の 装備 は 第 一 級 の も の で す 。 


防空 : イラ ク は 地 対 空 ミ サイ ル に 大 き な 投 資 を し て きま し た 。 と り わ け SA-2 "ガイ ドラ イン " 、SA- 
6 "ゲイ ン フ ル " それ に SA-9 “HAY” な ど で す 。 し か し 、 ソ 連 の カタ ログ に 載っ て いる どの SAM 
に 出会う こと に な る で し ょ う 。SA-2 の よう な 古い S AM は イラ ク 国 内 の ミサ イル 工場 で 相当 改良 さ 
れ 、 最 新式 の 赤外線 終端 誘導 シス テム な ど で 補 強 さ れ て いま す 。 イ ラク は また 大 量 の 対空 砲 部 隊 を 配備 
し て いま す が 、 最 新式 の 火器 管制 シス テム が 欠け て いる た め 、 ほ と ん ど 和 八 威 と は な り ま せん し 、 ゲ ー ム 
で は 表現 きれ て いま せん 。 


空軍 : イラ ク 空 軍 は 非常 に 手ごわい 戦闘 機 と 迎撃 機 を 含む 500 機 以上 の 最新 鋭 作戦 用 機 を 持っ て いま 
す 。 最 も 遭遇 し ゃ すい 機種 は MiG-29 "フル クラ ム " 、MiQG-23 "フロ ッ ガ ー" 、 ミ ラー ジュ E-1E で す 。 
F-IE は フラ ンス の ダッ ソー 人 社 で 製造 され 、 最 新式 の 装備 を 持ち 、 エ グ ゾ セ 空 対 艦 ミサ イル を 搭載 可能 な 
多用 途 制 空 / 対 地 攻 撃 用 戦闘 機 で す 。 通 常 、F-1 は フラ ンス 製 の マト ラ 550 空 対空 ミサ イル を 搭載 する よ 
うに な っ て いま す 。 し か し イラ ク の 航空 機 は ソ連 の AAM を 搭載 可能 な よう に 改造 され て いま す 。 




































































クウ ェ ー ト の 都市 と クウ ェ ー ト ・ シ ティ ー : ペル シャ 湾 の 先端 に は 、 ク ウェ ー ト の 首都 で あり 、 ク ウェ ー ト の 人 口 の 大 部 
分 が 集まっ て いる クウ ェ ー ト ・ シ ティ ー が あり ます 。 占領 し た イラ ク 軍 部 隊 の 手 に より 、 バ ー ス 党 の 秘 
目標 密 警 察 が 恐怖 に よっ て 統治 する 武装 キャ ンプ と 化し て いま す 。 
シー・ ア イラ ンド : この ポン プ 施 設 か ら は 原油 が 直接 湾内 に 噴出 し て いま す 。 環境 テロ を 企ん だ イラ 
ク の 仕業 で す 。 


クウ ェ ー ト = サウ ジ 国 境 : 近づい て 見 る と 、 多 国籍 軍 の 進攻 か 、 南 の サウ ジア ラビ ア 攻撃 の 命令 か を 
待ち 受け て いる イラ ク 軍 が 分 か る で し ょ う 。 
































イラ ク の 都市 と 目標 


バス ラ : イラ ク 第 2 の 都市 で 、 石 油 精製 施設 と 大 き な 空 軍 基 地 を 誇っ て いま す 。 ス カッ ド ・ ミ サイ ル の 
固定 基地 が 町 の 西 に 設置 され て いま す 。 


ジャ リー バア マー ラ : これ ら は イラ ク 軍 の 主要 な 空軍 基地 で す 。 地 上 戦 が は じ ま っ て いれ ば 、 バ ス 
ラ 西部 の ジャ リー バ 占 領 は 多国 籍 軍部 隊 に と っ て の ゴー ル で す 。 


バグ ダッ ド : イラ ク の 首都 で 最大 の 都市 で も ある バグ ダッ ド は イラ ク の 軍事 司令 セン ター で も あり ま 
す 。 こ の 都市 に ある 目標 は 、 国 防 省 、 大 統領 官邸 、 核 兵器 開発 施設 、 精 油 所 、 主 要 空 軍 基 地 な ど で す 。 


サー マッ ラー, カー イム : これ ら の 町 に は 細菌 兵器 の 製造 施設 が 設け られ て いま す 。 

サー ルマン ・ パ ク : ここ は イラ ク で 最も 重要 な 化学 兵器 製造 所 で す 。 

ハバ ー ニ ー ヤ , ハデ ィ ー サ : イラ ク 空 軍 の 基地 で す 。 

モス ル : この 北部 の 重要 都市 に ある 目標 は 、 核 兵器 開発 施設 と 空軍 基地 で す 。 
ee 

サー マッ ラー : この 町 に も 大 規模 な 化学 兵器 製造 施設 が あり ます 。 

イル ビル : ここ の 研究 施設 は フセイン 大 統領 の 核兵器 開発 計画 に と っ て 重要 な 位置 を 占め て いま す 。 






































友軍 の 基地 





タブ ク , ハー イル 、 ブ ライ ダ ,、 シャ クラ ー : これ ら 砂 漠 の 清 走 路 は 多国 籍 軍 の 軍用 機 が イラ ク 攻 撃 に 




















使用 する た め に 拡張 され た 。 


リヤ ド : サウ ジア ラビ ア の 首都 で 大 規模 な 空軍 基地 を 備え て いま す 。 リ ヤ ド は イラ ク の スカ ッ ド ・ ミ 
サイ ル の 攻撃 を 頻繁 に 受け まし た 。 


ダー ラン 、 フ フー フ : ダー ラン は 多国 籍 軍 が 利用 し た 中 、 お そら く 最 大 で 最新 の 空軍 基地 で し ょ う 。 


ペル シャ 湾 の CV コン ステ レー ショ ン : も ちろ ん 、 空 軍 の (ロッ キー ド 版 )F-117A が 湾岸 戦争 に お いて 
海軍 の 空母 か ら 実際 に 飛び 立っ た こと は あり ませ ん 。 し か し 、 こ の 航空 作戦 に お いて 重要 な 役割 を 果 た 
し て いる 海軍 航空 隊 を 無視 する こと は で きま せん (それ に 、 マ イク ロ プ ロー ズ 版 F-117A に は 航空 母艦 か 
ら 発進 する た め の 装 備 が 完備 し て いま す )。 
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現時 点 で の 状況 | 


REF 


ベト ナム 
地域 に 軍 


導 の 下 で い 








ム (Vietnam:1994) 


戦争 が 終結 し て か ら ほ ば ぼ 20 年 が 経過 し た 現在 、 ベ トナ ム は 東南 アジ ア の 強国 と な る べく 、 こ 
の 足 掛 り を 広げ て いま す 。 ま ず 彼 ら は 、 ラ オス を ベト ナム に 正式 併合 し 、 ハ ノイ の 直接 の 指 
くつ か の 省 に 分 割 し まし た 。 続 いて カン ボ ジ ア の 混乱 し た 政治 的 状況 の 解決 と いう 大 義 名 分 












































を 掲げ て 、 か の 地 に 侵入 し まし た 。 そ し て 暴虐 的 な 支配 を 企む ポル ・ ポ ト 派 の 恐怖 を 一 掃 し まし た 。 
いっ ぽう 、 ロ シア で は 保守 派 が 再編 成 と 腐敗 と を 経て 、 ふ た た び 国 家 の 将 来 を 左右 する だ け の 力 を 得 
て いま し た 。 い まや 彼ら は 各地 の 共産 主義 国家 に 手 を 貸 i RHR” に 一 一 勢力 撤 
大 と 革命 の 扇動 を させ よう と し て いま す 。 い ま 、 ロ シア の 後押し を 受け ーー ふた た び “ドミ ノ 理論" 
ひっ ぱり 出し て きた か の よう に 一 一 東南 アジ ア 全 域 に 支配 力 を お よ ぼ そう と する ベト ナム の 前 に 立ち ょ 
き が る の は 、 西 側 寄り の タイ 一 国 だ け で し た 。 

\ N 冷戦 RETAN hA Aa RREO DICH SO. EBEFA CEEA T 

紛争 の レベ ル Sino ECR LED DBE BORT BoE [oth f. 


限定 戦争 : ラオ ス の 併合 と カン ボ ジ ア へ の 侵攻 に と も な い 、 ア メリ カ は 強硬 な 対応 を と りつ つ あ っ 
た 。 地 上 軍 が 現地 に 投入 され 、 空 軍 に よる 軍事 行動 が 開始 され た 。 

通常 戦争 : ベト ナム 軍 の タイ 侵攻 を きっ か け と し て 、 ア メリ カ 軍 と ベト ナム 軍 の あい だ で 公然 と 戦火 
が 交え られ た 。 ア メリ カ 軍 の 総力 を あげ た 戦い が 、 ふ た た び 東 南ア ジア で は じ ま っ た の だ 。 











ベト ナム 軍 の カ 





防空 :】 


S AM は SA-10 "グラ ンプ ブル" と SA-11 "が ガ ド フ ライ " で す 。 ベ トナ ム の 地上 軍 も 質 の 良い ソ 


tt, ATS 
いる 部 隊 も 


空軍 : 





MiG-23 で す 


L ベ トナ ム は ソ連 製 の 装備 を 使い 、 ソ 連 の 軍事 顧問 に よっ て 訓練 を 受け て いま す 。 主力 配備 の 








i Se 
式 の ミサ イル で ある SA-7B "グレ イル " を 装備 し て いま す 。SA-9B “ガス キン "を 装備 し て 
あり ます 。 

ベト ナム 空軍 の 戦闘 用 航空 機 の 主力 は 、 い ささ か 旧式 で す が 、 現 在 で も 役に立つ MiG-21 と 
。 ソ 達 か ら 相当 数 の MiG.25 と 少数 の MiG-29 "フル クラ ム " も 購入 し て いま す 。 情 報 部 の 幸 




















告 で は Su-27 も 目撃 され て いま す 。 お そら く 、MiG-29 と Su-27 は ロシア の パイ ロッ ト が 操縦 し て いる で 


し ょ う 。 


海軍 : べ 
いま す 。 ソ 











トナ ム 海 軍 は 中 華人 民 共 和 国 と ソビエト 連邦 の 海軍 か ら 譲 られ た 少数 の 魚雷 艇 で 構成 され て 
連 か ら は 190 ト ン の SO-1 級 魚雷 艇 、 中 国 か ら は 上 海 TI 級 魚雷 艇 で す 。 ど ちら も 現代 の 海軍 と 



































比べ る と 時 代 遅 れ の も の で す 。 し か し 、 人 魚雷 艇 に は SA-7B “グレ イル "が 搭載 され て いる で し ょ う 。 
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ベト ナム の 都市 と 
目標 





ハノイ : お び た だ し い 数 の 空軍 基地 と S AM 部 隊 に 取り 囲ま れ て いる ベト ナム の 首都 は 、 世 界 で 最も 
厳重 に 防御 され た 攻撃 目標 の ひと つ で す 。 近 く ギ アラ ン 、 フ クエ ン 、 ケ プ に は 空軍 基地 が あり ます 。 
ハイ フォ ン : この 町 は ベト ナム の 主要 港 が あり 、S AM の 基地 と 近く の キャ トビ に ある 戦闘 機 基地 に 
よっ て 防衛 きれ て いま す 。 ハ イフ ォ ン の そば に は 大 規模 な 軍事 物資 の 集積 所 と 戦車 工場 が 設置 きれ て い 
ま 


o 























ビン : この 治 岸 の 町 は 迎撃 用 の 空軍 基地 を 支 を て いま す 。 基地 は 、 タ イ か ら ベ トナ ム に 入っ て くる 主 
要 ル ー ト に 当たる 北西 の 橋 と 、 南 西 の 補 給 ル ー ト を 防衛 す る の が 役目 で す 。 


ドン ホイ : この 町 は タイ 攻撃 用 の ベト ナム 軍 の 主力 空軍 基地 を 支援 し て いま す 。 し ば し ば 、 海 か ら の 
アメ リカ 軍 の 攻撃 に さら され る に も か か わら ず 、 こ の 基地 は 維持 され 、 西 へ 向かう アメ リカ 軍 の 戦闘 爆 
RRS Ao CHRD EEL TA ET. 


ダナ ン : 最初 の ベト ナム 戦争 の 際 に は アメ リカ 軍 の 主力 基地 で し た が 、 ベ トナ ム 軍 は この 基地 を 大 規 
模 な 防空 セン ター に 転換 し よう と し て いま す 。 ド ン ホ イ の よう に 、 飛 行 場 や それ に 付随 する S AM 部 
隊 、 レ ー ダ ー 基 地 で ベト ナム の 長い 海岸 線 を アメ リカ 空母 の 攻撃 か ら 守 る た め と 、 タ イ 領 内 へ の 爆撃 機 
の 発進 基地 と し て 使用 する た めで す 。 


ナ ト ッ ゥ ラン : 中 央 高地 の 東 に 位置 し 、 こ の 基地 か ら の 航空 機 は ベト ナム 防空 網 と 連係 し て 、 ベ トナ ム 
の 海岸 を アメ リカ 軍 の 海上 航空 兵力 か ら 防御 し て いま す 。 

ホー・ チ ・ ミ ン : か つて の サイ ゴン 、 ホ ー・ チ ・ ミ ン は いま や ベト ナム 随 一 の 工業 地帯 で す 。 主要 港 で も 
あり 、 多 数 の S AM 部 隊 と 防衛 部 隊 に よっ て 守ら れ て いま す 。 

タン ソン ニュ ー ト 空軍 基地 : ホー・ チ ・ ミ ン 市 の 郊外 に あり 、 東 南ア ジア で 最も 大 きく 、 忙 し い 空 港 と 
空軍 基地 で す 。 軍 用 機 の 基地 と し て は お も に カン ボ ジ ア で の 作戦 へ の 補給 に 使わ れ て いま す 。 


















































カン ボ ジ ア と ラオ ス 
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の 都市 と 目標 


プノンペン : カン ボ ジ ア の 首都 は 、 い まや ベト ナム 軍 の 支配 下 に あり ます 。 敵 機 は 町 の 外側 に ある 基 
地 か ら 作 戦 し 、S AM 部 隊 は その 地域 に 配置 され て いま す 。 

ビエ ンチ ャ ン : ラオ ス は この 時 点 で 公式 に ベト ナム の 支配 下 に あり 、 そ し て ベト ナム 軍機 は 首都 ビエ 
ンチ ャ ン に 近い ワタ イ を 基地 と し て いま す 。 








友軍 の 基地 海上 の CVN コ ンス テレ ーション と CVN キ ティ ホー ク : これ ら の 8 万 トン の 空母 は 定数 で 85 機 の 航 
く の 目標 を 攻撃 し ます 。 海 軍 は 南 と 西 か ら ラ オス へ 補 





現時 点 で の 状況 


空 機 を 搭載 し 、 ト ン キ ン 湾 に 位置 し ベト ナム 奥深 





給 品 を 運び こむ た め の 輸 送 路 に 全力 を 集中 し て いま す 。 








どちら の 空母 グル ー プ も 1 食 の 空 古 と それ を 取り 囲む 護 術 駆 逐 艦 群 か ら 成 り 立 っ て いま す 。 LEC 








は 、 い か な る ベト ナム 機 の 攻撃 も 撃退 する た め に 、 戦 


ウド ン : か つて の ラオ ス の 首都 ビエ ンチ ャ ン か 


ドン ム ァ ン : タイ の 南東 の 隅 に 位置 し 、 ベ トナ ム 


het. 


撃 機 を 発進 さす て いま す 。 





重要 で は あり ませ ん 。 
バン コク : タイ の 首都 で あり 、 最 大 の 都市 で あ 





キュ ー バ (Cuba:1995) 


コラ ー ト : バン コク 北東 の タイ 中 央 部 に 位置 する 


ター クリ ー : この 基地 は バン コク の 北東 の タイ 領 

















闘 機 に よる 戦闘 哨戒 が 続け られ て いま す 。 


ら は 国境 を 越え て すぐ の タイ 領内 に あり 、 こ こ を 基地 
と する 軍用 機 は ベト ナム と ラオ ス の 爆撃 目標 へ と 到達 する こと が で きま す 。 








り 、 唯 一 重要 な 港 が あり ます 。 こ この 空 
トナ ム に 占領 きれ た カン ボ ジ ア を 攻撃 する 足場 と し て 使わ れ て いま す 。 





南部 一 否 と 沿岸 の 平野 部 へ の 攻撃 に と っ て 重要 な 基 
この 基地 は 、 カ ン ボ ジア と ラオ ス の 目標 に 対す る 爆 


内 に あり 、 首 都 の 防空 を 担っ て いて 、 出 撃 任務 に は 


基地 は 、 べ 








長年 に わた っ て 、 ア メリ カ は 小さ な 島国 で ある キュ ー バ が 西側 か ら ど ん どん 孤立 し て いく の を 観察 し 
て きま し た 。1939 年 の 共産 革命 以来 、 ア メリ カ と キュ ー バ は 絶え ず 相互 不信 を 抱い た 状態 で や っ て きま 


Lives. 


19614, FAY ALT 4 PIAA b BHATT AWER Te IBLE Leas, Ribon EL 
た 。 い わ ゆ る "ピッグ ス 湾 "事件 で す 。 小 規模 の アメ リカ 軍 に 支援 され た 亡命 キュ ー バ 人 た ち が 鳥 へ の 
侵攻 を 企 て 、1.300 人 の 侵攻 軍 が 南側 の 海岸 へ 上 陸 し まし た が 、 カ スト ロ 自 ら 率 いた キュ ー バ 軍 に た ち 


まち 制圧 され て し まい まし た 。 
1962 年 10 月 、 キ ュー バ に ソ連 の 核 ミ サイ ル 発 身 





基地 を 発見 し た ケネディ 大 統領 は 、 キ ュ 





海上 封鎖 し まし た 。 こ れ に よっ て 、 2 つの 超大 国 











の あい だ に 軍 





衝突 の 危機 が 








ff 





を 








バ の 周 





E モ まれ まし た 。 し か し ソ 
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U.S. 
Gulf of FLORIDA 
Mexico 


Key West や 一 
(Naval Air Station) 


| USS America 


Atlantic Ocean 


Antonio 
Maceo 


Caribbean Sea 


Santiago 
de Cuba 





ビエ ト の 指導 者 で あっ た ニキ ー タ ・ フ ル シ チ ョ フ は 、 最 終 的 に アメ リカ の 要求 に 同意 し 、 核 戦争 の 恐怖 
は 避け られ まし た 。 


そし て 現在 、 最 近 の ロシア で 保守 派 が 勢力 を 盛り 返し て きた こと に 勇気 づけ られ 、 フ ィ デ ル ・ カ スト 
ロ は カリ ブ 海 に 支配 権 を 拡張 し よう と 決意 し た の で す 。 








紛争 の レベ ル 


冷戦 : この 時 点 で は 、 キ ュー バ と ロシア と の 軍事 交流 が 一 層 強 く な っ て いま す 。、 ロ シア が 兵器 と 装備 

の 売却 に 力 を 入れ 、 和 軍事 顧 問 を ます ます 増員 し て いる と 中 され て いま す 。 ア メリ カ が 後押し する 中 米 各 
国 に 対す る テロ 活動 が 増え 、 キ ュー バ か ら わ ず か 90 マ イル の マイ アミ を 経由 し て アメ リカ へ 流れ こむ 麻 
a ll E T TAIA ENDORE ONRIENA FERNS EE E EAEE 
て いま す 。 


限定 戦争 : 明白 な 事実 と し て 、 キ ュー バ が 後援 する テロ リス ト が キュ ー バ 領内 で 訓練 され て お り 、 カ 
スト ロ は アメ リカ 寄り の ホン ジュ ラス に 対し て 侵略 的 な 危険 な 政策 を 取り は じ め ま し た 。 カ スト ロ が 自 
身 の 最近 の 決断 の いく つか を 考え 直す よう 、 ア メリ カ は 限定 され た 攻撃 を キュ ー バ 本 島 に 対し て 行ない 
ま 


o 





























通常 戦争 : ロシア の 右傾 化 に よっ て 新しい 冷戦 状態 が 生まれ た の で アメ リカ は 武力 干渉 を 行なわ な い 
だ ろう と 判断 し た キュ ー バ は 、 周 囲 の 島国 の いく つか に 兵力 を 送り こみ まし た 。 ア メリ カ が 武力 干渉 し 
た 場合 に は 、 ロ シア は キュ ー バ を 支援 する と 言明 し て いま す 。 
































キュ ー バ の 軍事 カ 








キュ ー バ 軍 は 武装 し た 30 万 人 近い 兵 が お り 、 こ の よう に 小さ な 国 と し て は か な り の 規模 の 軍 で す 。 
1990 年 に は 、 軍 事 関 係 に 15 億 ドル 近く の 予算 を 投じ まし た 。 現在 で は 、 そ の 数 字 は いち じ る し く 増 加 し 
で いま す 。 


空 : 言う まで も な く 、 キ ュー バ は ソ連 製 の 装備 を 使用 し て いま す 。 (旧式 の SA-2 や SA-5 は 90 年 代 初 
め に 廃棄 され 、 新 し い SA-10 と SA-12 の シス テム に 置き 換え られ た と 信じ られ て いま す 。 地 方 の 地上 軍 
は SA-14 や SA-16 を 装備 し て いま す 。 


空軍 : 急激 に 拡張 する キュ ー バ 空軍 は 主として MiG-21 と MiG-23、 少数 の 旧式 MiG-17 で 編成 され て い 
す 。 し か し 、 こ こ 5 年 あま り 、 ロ シア は キュ ー バ に 多数 の MiG-29 "フル クラ ム " を 売却 し 、MiQ-21 
に 替わっ て この は る か に 優れ た 戦闘 機 が 配備 され た と 言わ れ て いま す 。 


空 払 部 隊 用 に は 、An-72 "コーラー" ジェ ッ ト 輸 送 機 を 含む ソビエト の 最良 の 輸送 機 や へ リコ プター 
を 飛ば し て いま す 。 
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海軍 : キュ ー バ は 島国 で あり 、 そ の 規模 に 比べ て 強力 な 海軍 を 誇っ て いま す 。3 隻 の ソ連 製 マ リエ ル 
級 フ リ ゲ ー ト 、20 隻 以上 の オー サ I、 オ ー サ II 級 の ミサ イル 艇 、 多 数 の 小型 パト ロー ル 艇 が 配備 され 、 さ 
ら に 、 ソ ビエ ト が 払い 下げ た 数 隻 の フォ ックス トロ ッ ト 型 潜水 艦 と 、15 隻 以上 の 掃海 艇 も 持っ て いま 


o 














キュ ー バ の 都市 と 
目標 
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サン フリ アン : キュ ー バ の 最 西 端 に 位置 し て いる サン フリ アン は 、 キ ュー バ の 主力 空軍 基地 の ひと つ 
で す 。 空 軍 基 地 と 強力 な S AM 部 隊 が ここ の 施設 を 防 箱 し て いま す 。 


ハバ ナ : キュ ー バ の 首都 で ある ハバ ナ に は 、 空 軍 基 地 (サン ・ ア ント ニオ ・ デ ・ ロ ス ・ バ ノ ス ) と 強力 な 防 
空 施設 は も ちろ ん の こと 、 主 要 港 と 海軍 基地 が あり ます 。 こ の 国 の 砂糖 輸出 の ほとん ど は この 港 か ら 海 
上 輸送 きれ ます 。 


マナ グ ア , グイ ネス , マタ ン サ ス : ハバ ナ の 南東 に は 、 こ の 国 の 主要 軍事 基地 複合 体 の ひと つ で あ 
り 、 戦 闘 機 と 迎撃 機 に と っ て 重要 な 基地 が 位置 し て いま す 。 大 規模 な S AM サイ ト と 地上 軍 が 予想 され 
る の で 、 航 空 任 務 に と っ て ここ は きわ め て 危険 な 区 域 で す 。 

シ エ ン フ エゴ ス : 屈辱 的 な かぶ ヒ ドド ・ デ ・ コ チノ ス ( ピ ッ グ ス 湾 ) の 真 東 に ある シ エ ン フ エゴ ス に は 主要 な 
海軍 施設 と 空軍 基地 が あり ます 。 

サン タク ララ , チャ ン バ ス ,。 シ エ ゴ ・ デ ・ ア ビラ : これ ら は 飛行 場 と S AM 施設 を 抱え て いま す 。 

カマ グ エ イ : 主要 な 道路 と 鉄道 の 交流 点 で ある カマ グ エ イ は キュ ー バ の 大 都市 の ひと つ で す 。 

サン チア ゴ ・ デ ・ ク ー バ : この 古く (1514 年 ) か ら の 、 愛 らし い 港 町 は サン チア ゴ 州 の 州都 で 、 キ ュー バ 
第 二 の 都市 で す 。 失 敗 に 終わ っ た カス トロ の 最初 の 反乱 (1933 年 ) の 舞台 で ある この 都市 は 、 グ アン タナ 
モ 湾 に ある アメ リカ 箇 基 地 の す ぐ 近 くに 位置 し て いま す 。 こ こ に は 小さ な 空軍 基地 と 小 規模 な S AM 部 
隊 が 存在 し ます 。 

アン トニ オ ・ マ セオ : キュ ー バ の 主要 な 戦闘 機 発進 基地 の ひと つ で 、MiG-29 の 飛行 隊 の よう な キュ ー 
バ で 最高 の 戦闘 機 は すべ て 、 こ こ に 配備 され て いる と 言わ れ て いま す 。 
バラ コア : 小 規模 な 空軍 基地 と S AM 発射 施設 が この 小さ な 海岸 の 町 に あり ます 。 も っ と 重要 な の 
は 、 キ ュー バ 軍 を 海外 に 派遣 する た め の 輸 送 機 が 、 こ こ か ら 常 時 発進 し て いる と いう こと で す 。 近隣 諸 
国 の 戦場 へ 向かう 軍隊 は 主 に ここ か ら 送 り 出 され る と 言わ れ て いま す 。 





















































味方 の 基地 キー ウェ スト 海軍 航空 基地 : ハバ ナ か ら 100 マ イル 足ら ず の と ころ に ある キー ウェ スト は 、 カ リブ 地 
域 へ の ステ イル ス 機 の 任務 に と っ て は 不可 欠 の 場所 に あり ます 。 海軍 基地 に も か か わら ず 、4 軍 の 新 し 
い 協 力 体制 に よっ て 空軍 機 も キー ウェ スト を 自由 に 利用 で きる よう に な り ま し た 。 


グアンタナモ 海軍 基地 : アメ リカ は この 基地 一 一 当地 の 海兵 隊 と 水兵 は “" ジ トモ "と 呼ん で いま す 一 
ー を 、 本 質 的 に は スペ イン = アメ リカ 戦争 以来 、 ず っ と 維持 し て きま し た 。1902 年 に 、 完 成 寸 前 の パナ 
マ 運 河 を 守る た め の ア メリ カ 和 軍 の 基地 と し て 建設 され まし た 。 最高 機 寄 の ステ ルス 任務 は グアンタナモ 
基地 か ら 飛 び 立 っ て いた こと で し ょ う 。 少 な く と も 本 格 的 な 戦争 が 勃発 する まで は 。 


カリ ブ 海 の CV アメ リカ : この 6 万 トン の キテ ィ ・ ホ ー ク 級 の 通常 空 芯 は 、 第 2 艦隊 に 配置 替 る され 
て 、 現 在 で は キュ ー バ の 諸島 の 南海 域 に 配備 され て いま す 。 











朝鮮 半島 (Korea:1997) 








現時 点 で の 状況 1953 年 に 朝鮮 戦争 が 終結 し て 以来 、 北 朝鮮 の 侵略 の 可能 性 に 対し て 国境 を 防衛 する た め 、 ア メリ カ は 






































韓国 に 大 規模 な 軍 を 維持 し て きま し た 。 中国 も また 、 朝 鮮 戦争 で は 関与 し た も の の 、 そ の 後 は 困惑 し な 
が ら 朝 鮮 半 島 を 見 守っ て きま し た 。 南北 朝鮮 の 緊張 関係 は 、 ア メリ カ と 中 国 が 対立 する 口 火 に な りか ね 


ず 、 た ち ま ち 超 大 国 同士 の 衝突 に 変わ り 、 お そら く は ロシア も 関与 し て くる で し ょ う 。 


ロシア と 中 国 は 、 ど ちら も 共産 主義 の 未来 に つい て は 申し 訳 程度 の 貢献 し か せ ず 、 長 年 に わた っ て 気 
を 許さ な い 盟 友 関 係 を 維持 し て きま し た 。 ニ 国 間 の 緊張 は アメ リカ に と っ て は 気がかり で も あり 、 安心 
で も あり まし た 。 こ の 2 つの 超大 国 が (あり そう も な いこ と で す が ) 意 見 の 相違 を 乗り 越え た な ら 、3000 
万 人 を 越え る 軍隊 と 、 膨 大 な 核兵器 と 、 世 界 ch ENTENTE GIT Bs BCE BERK IAD EAE 
する こと に な る の で す 。 西側 諸国 に と っ て 悪夢 で 3 


ふた つの 朝鮮 は 3 つの 超大 国 、 ア メリ カ 合 衆 国 、 ロ シア 、 中 共和 国 と が 接する 場所 で す 。 北朝 
鮮 は 中 国 の 共産 主義 哲学 の 延長 で あり 、 地 理 的 に も 同じ 意味 を っ て いま す 。 ロ シア 太平 洋 艦隊 の 母港 
は 近く の ウラ ジオ スト ク に あり ます 。 ソ ウル に は アメ リカ が 維持 する 第 8 軍 の 司令 部 が あり 、 大 規模 な 
空 陸軍 力 が すぐ そば の 日 本 に 派遣 され て いま す 。 
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紛争 の レベ ル 





冷戦 HORRI 0, E 











境 沿い に 散発 的 な 銃火 が 交わ され て いま す 。 中 国 




















どの よう な 軍事 行動 に も 断固 と し て 対抗 する 方 針 を 変え て いま せん 。 ロ シア は 海 と 空 か ら 自分 た ち 
強め 、 い つ で も 、 そ し て た め ら わ ず に 行動 を 起こ す 決 意 で す 。 ウ 








g 
主力 が 北 に 進攻 する 前 触れ だ と し て 、 警 戒 態 勢 に 入り まし た 。 ア メリ カ は 中 国 の 主張 を 否定 し 、 中 国 
の 
7 


ERATZ SOIL THEME 





は 、 こ れ は 韓国 

















オス トク 近辺 の 飛行 は きわ め て 危険 で す 。 





限定 戦争 : 韓国 の 暴挙 を 非難 する 北朝 鮮 は 、 ソ ウル を 目指 し て 自国 軍 に DM 2Z( 非 武装 地帯 ) の 西側 を 





























横 切 ら せま し た 。DMZ 東側 で は まだ 比較 的 平穏 で す 。 中 国 は まだ 反応 を 見 せま せん が 、 情 報 部 の 報告 
で は 時 を 置か ず に 介入 する 模様 で す 。 ロ シア 和 軍 は 即応 玖 戒 態 益 に あり 、 行 動 を 起こ す 命令 を 待っ て いま 
す 。 ス テル ス 機 の 任務 は 価値 の ある 情報 を も た らし 、 自 陣営 に 有利 に 働く で し ょ う 














通常 戦争 : 中 国 は 空軍 を 動員 し 
無制限 の 航空 作戦 で 対応 し ます 。 色 


























て 北朝 鮮 軍 の 支援 を は じ め 、 ア メリ カ は 北朝 鮮 と 中 国 の 目標 に 対 
公式 に は "参戦 " し て いな い ロ シア は 、 自 国 の 領空 を 侵犯 し た り 、 
過 し た りす る も の に 対し て 、 無 差別 に 攻撃 を 加え ます 。 こ の 状況 は 急速 に エス カレ ー ト し て 、 趣 大 | 
士 の 衝突 に 、 ひ いて は 第 三次 世界 大 戦 に まで 、 拡 大 する こと に 

















な る か も し れ ま せん 。 
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すし 
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国 同 

















北朝 鮮 ( 朝 鮮 民 主 主義 
人 民 共 和 国 ) の 軍事 カ 




















朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国軍 (N K P A) は 国土 の 面積 に 比較 し て 大 規模 で 、 百 万 名 の 現役 兵士 が お り 、 











別に 200.000 名 の 保安 部 隊 と 、2.3 百 万 人 の 労 


国 製 で す 。 





























防空 : 朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 








は 、 お も に SA-2 “ガイ ドラ イン " と SA-5 “HEY” 














S AM 旅団 を 維持 し て いま す 。 そ 
事 施設 の 周 














れ ら の 旅団 は 国境 沿い の さま ざま な 地域 、 主 に 裕香 














農 赤 衛 隊 が いま す 。 北朝 鮮 軍 の 装備 の ほとん ど は ソ連 と 中 


を 装備 し た 4 個 の 
基地 と その 他 の 軍 











に 展開 され て いま す 。 し か し 、 最 近 SA-10 "グラ ン ブ ル " が 配備 され た と いう 報告 が あり 


ます 。 歩兵 や 機甲 師団 な どの 他 の 地上 軍 は SA-2 や SA-$ な ども 使用 し 、 新 型 の SA-8 "ゲッ コー" を 装備 











し て いる 師団 も あり ます 。 





・ 人 民 空 軍 は 、MiG-17、MiG-23、MiG-25、 そ れ に MiG-29 を 含む 、 ソ 連 と 中 
電機 は 、 基本 的 に ソ連 機 の コピ ー で す ) を 装備 し て いま す 。 


海軍 : 人 民 海 軍 も ソ連 製 の 艦艇 を 使っ て いま す 。 オ ー サ 級 の ミサ イル 艇 、20 隻 の 
の 大 き さ を 考え る と 驚く べき こと で す )、 さ ら に 少な く と も 3 和食 の フリ ゲー ト 艦 を 配 








国 の 航空 機 (中 国 の 











潜水 艦 ( こ れ も 、 国 
備 し て いま す 。 





北朝 鮮 の 都市 と 目標 





ピョン ヤン (平壌 ) 朝鮮 民主 主義 共和 








鮮 で も っ と も 古い 都市 (紀元 前 1122 年 か ら ) で す 。 人民 空 軍 の 主要 基地 の 1 つが あり 、 


が 町 を 守っ て いま す 。 


国 の 首都 で ある ピョン ヤン は 100 万 人 を 越え る 人 口 を 有 し 、 朝 








強力 な S AM 部 隊 
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ウォ ン サ ン ( 元 山 ) : ビョン ヤン の ほぼ 真 東 に ある ウォ ン サ ン は 朝鮮 東岸 で 最大 の 都市 で あり 、2 つ の 
主要 海軍 基地 の うち の 一 つが あり ます 。S AM の 部 隊 が 町 を 防衛 し 、 町 の すぐ 外 に ある 大 規模 な 空軍 基 
地 の 防 衛 に も 力 を 貸し て いま す 。 


シン ウィ ジュ (新義 州 ) マー ルー 川 ( 鴨 緑 江 ) 沿 い 、 中 国 の ある アン ドン ( 丹 東 ) 市 の 対岸 に ある シン ウィ 
ジュ に は 、 北 朝鮮 の も う ひ と つの 空軍 施設 と S AM 基地 が あり ます 。 


ナン ポ ( 南 浦 ) : ピョン ヤン の 南東 に ある ナン ポ は 朝鮮 半島 の 西岸 に あり ます 。 こ こ に は 重要 な 海軍 と 
空軍 の 施設 が あり ます 。 


スン アン ( 順 安 )、 テ チョ ン ( 泰 川 ) ・ ビョン ヤン の 北 に ある これ ら 2 つの 中 規模 の 町 に は 飛行 場 と SA 
M 基 地 が あり ます 。 ス ン ア ン は 首都 ビョン ヤン を 円 形 に 囲む 防空 網 の 一 部 で あり 、 テ チョ ン は 中 国 と の 
国境 近く に あり 、 総 合 的 な 国土 防空 の 一 環 を 担っ て いま す 。 

チョ ンジ ン ( 清 津 )、 ヨ ン ア ン ( 永 安 )、 ハ ム フ ン ( 成 興 ) : これ ら の 半島 東岸 の 沿岸 都市 は 海 か ら の 航空 攻 
踊 か ら 国 土 を 防衛 する た め の 基 地 を 持ち 、 在 日 アメ リカ 軍 に 対す る 防衛 線 を 形作っ て いま す 。 こ の 地域 
の S AM 基地 は 国 の 一 総合 的 防空 シス テム の 一 部 で す 。 

































































中 国 の 軍事 カ 











人 民 解 放 軍 (PL A) は お そら く 世 界 最大 の 軍隊 で す 。 約 320 万 人 の 正規 軍 と 約 2.000 万 人 の 人 民 武 装 敬 察 
が いま す 。 さ ら に 、 推 定 1 億 8.200 万 人 に の ぼる 、 軍 務 に 適当 な 人 間 を 動員 する こと が で きま す 。 し か し 
な が ら 、 こ の 国 の 経済 で それ だ け の 規模 の 軍隊 を 支え きれ る か どう か 、 は な は だ 疑問 で す 。 


中 国 は "超大 国 " に な り 得る だ け の 弥 力 な 軍隊 を 擁し 、 長 年 に わた っ て 核兵器 を 保持 し て きま し た 。 
中 国 に は 世界 的 規模 の 海軍 が あり ます が 、 日 本 海 へ の 進出 は きわ め て 制限 され て いる の で 、 こ の ゲー ム 
に は 登場 し ませ ん 。 興味 深い こと に 、 中 国 は 約 3 万 S000 人 の 海兵 隊 を 保持 し て いま す 。 そ れ は アメ リカ 
を 除け ば 、 世 界 一 の 規模 の 海兵 部 隊 で す ( ア メリ カ は 13 万 6000 人 、 ロ シア は 1 万 5000 人 程度 で す )。 


大 部 分 の 軍用 "ハイ テク " 装備 は 年 代物 の ソ連 製 を コピ ー し た も の で す 。 中 国 の 軍事 産業 が 近代 化 き 
れ て いる の は 良く 知ら れ て いま す が 、 と くに 最近 の 西側 が 軍事 技術 を 禁輸 し て いる 点 を 考え る と 、 近 代 
化 の スピ ー ド は いさ さか 遅い で し ょ う 。 人民 解 放 軍 は 組織 の 規模 その も の が 大 きく な りす ぎ 、 非 能率 的 
で 、 鈍 重ね る の に な っ て いま す 。 し か し 、 朝 鮮 戦争 の 際 に アメ リカ は 思い 知る こと に な っ た の で す が 、 
人 民 解 放 軍 は すばやく 反応 し 、 猛 烈 に 戦う の で す 。 


防空 : 中 国 の S AM は 主として 固定 施設 の SA-2 で す 。 


空軍 : 人 民 解 放 軍 の 主力 戦闘 機 は MiG-17 と MiG-21(J4/5 と J-7) で す 。 偵察 機 は お お むね MiG-17 で 、 旧 
型 の ソ連 製 爆撃 機 も いく ら か あり ます 。 




















































































中 国 の 都市 と 目標 


トン ホワ (通化 ) : 中 国 の 北東 地域 で の 主要 都市 が トン ホワ で す 。 ヤ ー ル ー 川 ( 鴨 緑 江 ) の 支流 に 位置 
し 、 東 西 の 主要 交通 路 と な っ て いま す 。 こ の 都市 に は 人 民 解 放 軍 の 主要 空軍 基地 が あり 防空 の 根拠 地 で 
Ta 


フン チア ン ( 澤 江 )、 フ ー ソ ン ( 撫 松 ) : トン ホワ の 北東 と 北 に ある これ ら の 小 都市 は 、 中 国 北東 部 に お 
ける 防空 の 重要 な 中 核 で す 。 

イエ ンチ ー( 延 吉 )、 タ ー シ ン コー( 大 上 興 溝 ) : これ ら の 小 都 市 は 中 国 の も っ と も 東 に 位置 し 、 ウ ラジ オォ 
スト ッ ク の ソ連 軍 の 攻撃 に 対す る 最初 の 防衛 線 で す 。 

チャ ン パ イ ( 長 白 )、 チ ャ ンチ ュ ン (長春 ) : これら の 小 都 市 に は 強力 な ミサ イル 部 隊 が 配置 され 、 大 規 
模 な 防空 シス テム の 一 部 と な っ て いま す 。 



































ロシア の 軍事 カカ 


ロシア 太平 洋 艦 隊 と 大 規模 な 航空 部 隊 は ウラ ジオ スト ク と その 周辺 を 基地 と し て いま す 。 こ の 地域 に 
は ロシア 軍 の 最新 の 装備 の ほとん どす べ て が 揃っ て いま す 。 

長 距離 S AM : 古く な っ た SA-2 と SA-$ は 改良 され 、SA-10 と SA-12 の と 同 程度 の 性 能 を 有 し て いま 
す 。 全 シス テム が 、 ポ ル タ フ カ に ある L P A R( 長 距離 フェ イズ ド ・ ア レイ ・ レ ー ダ ー) 早 期 警戒 シス テム 
の お か げ で 、 い っ そう 強力 に な っ て いま す 。 

短 距 離 S AM : この 地域 の ロシア の 治安 軍 は レー ダー 誘導 の S AM で ある SA-8 と SA-11 を 装備 し て い 


o 














P V O( 国 土 防空 軍 ) 
と 海軍 航空 隊 


戦闘 機 : この 地域 の 一 部 分 は P VO 部 隊 に よっ て 防衛 され て いま す 。 PVO は 短 距離 と 長 距離 レー 
ダー 追尾 A AM を 装備 する MiG-25 と MiG-31 迎 撃 機 を 使用 し て いま す 。 空母 や 陸上 の 消 走路 か ら 発 進 す 
る 海軍 航空 隊 は 、Yak-38 V/STOL 機 と Su-27 多 用 途 戦闘 機 を 含む 戦闘 機 を 使っ て いま す 。 戦時 に は 、 短 
距離 と 長 距離 ミサ イル を 装備 し た MiG-29 や Su-27 を 含む 航続 距離 の 短い 部 隊 も 到着 し ます 。 


偵察 用 爆撃 機 : 多く の 長 距 離 Tu-9SD “ベア ー" は この 地域 を 基地 と し 、 ア メリ カ 軍 の 展開 を 監視 し 
て いま す 。 平時 に は 迷惑 と いう 程度 の 存在 で す が 、 有 事 の 際 に は 重大 な 脅威 に な り ま す 。 
A EW&C( 空 中 早期 警戒 お よび 管制 機 ) : ロシア は IL-76 "メイ ンス テイ " 機 を この 地域 に 日 常 的 に 配 
置 し て いま す 。 こ の 機 が 搭載 し て いる 、300 マ イル 以上 の 有効 射程 を 持つ レー ダー は も っ と も 手ごわい 
敵 か も し れ ま せん 。 


海軍 : ロシア 太平 洋 艦隊 (ウラ ジオ スト ク を 母港 と する ) は 重大 な 箇 威 と な り ま す 。 最新 の ソ プ レ メン 
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ヌイ 級 ミ サイ ル 駆 逐 艦 は SA-N-7 ミ サイ ル を 、 ク リヴ ァ ク 級 フ リ ゲ ー ト 艦 は SA-N-4 を 搭載 し て いま す 。 
より 大 型 の キエフ 級 空母 は 、SA-10 の 海軍 用 で ある 強力 な SA-N-6 を 搭載 し て いま す 。 こ れ ら の 戦闘 艦艇 
は 自分 自身 を 守る 以上 の 能力 が あり ます 。 ウ ラジ オス トク の 南 に 配置 され て いる これ ら の 艦艇 は 、 ソ 連 
の 防空 の 傘 を 日 本 海 に まで 広げ て いま す 。 


これ ら の 艦艇 の S AM に 加え 、 キ エフ 級 空母 は 標準 搭載 機 と し て Yak-38 “垂直 離陸 ジェ ッ ト " 戦闘 機 
を 搭載 し て いま す 。 新型 の クレ ムリ ン 級 原子 力 空 母 も 太平 洋 艦隊 に 加わ り ま し た 。 
































シア の 都市 と 目標 





ウラ ジオ スト ク : 1860 年 に 創建 され た ウラ ジオ スト ク は 、 ア ジア の 都市 と 比べ る と 新しい 町 で す 。 ウ 
ラジ オス トク は ロシア 大 平 洋 艦 隊 の 母港 で 、 ロ シア の 太平 洋 側 の 港 の 中 で 随 一 で あり 、 シ ベリ ア 横 断 鉄 
道 の 終 点 で す 。 強 力 な ロシア 海軍 航空 隊 の 分 遣 隊 は 、 強 力 な P V O( 国 土 防空 軍 ) の 部 隊 と と も に 、 こ こ 
を 基地 と し て いま す 。 

ポル タフ カ : ここ は 、 小 さ な 都 市 で ウラ ジオ スト ッ ク の 補助 と し て 使わ れ て いま す 。 こ こ に は 防御 の 
人 森 を 日 本 海 に まで 広げ る 長 距離 フェ イズ ド ・ ア レイ ・ レ ー ダ ー(L PAR) シ ステ ム が あり 、 飛 行 場 と SA 
M 部 隊 も 存在 し ます 。 


ナ ホ トカ : この 小 都市 は 、 お そら く ロ シア で も っ と も 南東 に 位置 し て いま す 。 飛行 場 と S AM 基地 が 
ウラ ジオ スト ッ ク へ の 接近 路 を 防衛 し て いま す 。 
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友軍 の 基地 





チュ ンチ ョ ン ( 春 川 ) : ここ は 韓国 の 主要 都市 の 1 つ で す 。 首都 で ある ソウ ル の 北東 お よそ 60 マ イル に 
位置 し 、 韓 国 に ある アメ リカ 空軍 の 主要 基地 の 1 つ で す 。 
ッ ツ と コン ステ レー ショ ン : これ ら の 巨大 な 8 万 トン の 原子 力 空母 は 、 最 新 で 最強 
母 で す 。 現在 は "朝鮮 問題 " が 熱く な っ た 場合 に 備え て 、 日 本 海 を 巡航 し て いま す 。 
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5. Was C 3 fis 


ARMS AND EQUIPMENT 








武器 デー ター 覧 


Max Guidance Attack Attack 
Speed System Altitude Techniques 


M61A1 20mm Cannon ー Historical sight 0' anticipation firing 
AIM-9M "Sidewinder" 2,000 kts IR-homing 500'+ fire-and-forget 
AIM-120A AMRAAM 2,400 kts Radar-homing 500+ fire-and-forget 


AGM-65D "Maverick" 700 kts Thermal image 500+ fire-and-forget 
AGM-88A HARM 1,400 kts Target-radar 500'+ fire-and-forget 
Penguin-3 ASM 500 kts IR-homing 500'+ fire-and-forget 
AGM-84A "Harpoon" 500 kts Radar-homing 500'+ fire-and-forget 


GBU-12 Paveway glides Laser-homing 500' toss (level) 
CBU-72 FAE glides Laser-homing 500' toss (level) 
Mk 20 "Rockeye" II glides Laser-homing 500" toss (level) 


Mk 20 "Rockeye" retarded none 500" level 
Durandal retarded none 500" level 
ISC B-1 minelets retarded none 500' level 
Mk 82-1 "Snakeye" retarded none 500' level 
Mk 35 IN cluster retarded none 500' level 


Mk 82-0 "Slick" free fall none 3,000' level (dive) 
Mk 122 "Fireye" free fall none 3,000° level (dive) 


special equipment retarded none 500° level 
135mm/IR cameras on plane none 200° level 
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兵器 性 能 表 の 見 方 Qty: ひと つの ウェ ポン ・ ベ イ に 搭載 可能 な 弾 数 。 
Max Range : 最大 射程 距離 。"Okm" と 表示 され て いる も の は 、 自 由 落 下 爆 弾 も し く は 高 抵抗 爆弾 で 
あり 、 そ れ ぞ れ 適 正 な 距離 で 投射 され な けれ ば な ら な い 。 
Max Speed : 兵器 の 飛翔 速度 を 表わし 、 単 位 は ノッ ト 。 こ こ に 数 値 が 表記 し て ある 兵器 は 、 全 て 
ミサ イル で ある 。 
"glides" は 動力 を 持た な い 滑 空爆 弾 を 表わし て お り 、 そ の 飛翔 速度 は 投射 時 の 機体 の 速度 に 依存 す 
Telarded" は 高 抵抗 爆弾 を 表 わ し て お り 、 投 下 後 、 フ ィ ン ま た は パラ シュ ー ト を 開い て 減速 する 。 
"free fall" は 自由 落下 爆弾 を 表わし て お り 、 特 に 飛翔 速度 は 問題 と な ら な い 。 
Guidance System: 兵器 が 目標 に 命中 する まで の 誘導 方 式 を 表わし て いる 。 
"IR- -homing" は 赤外線 追尾 式 、"Radar-homing" は レー ダー 誘導 方 式 、"Thermal image" は 赤外線 画像 追跡 
方 式 、"Target-radar" は レー ダー 放射 源 探 知 方 式 、"Laser-homing" は レー ザー 誘導 方 式 、"none" は 無 誘導 
を 表わし て いる 。 な お 、 機 関 砲弾 は 無 誘導 だ が 、 コ ンピュータ 制御 の 照準 装置 を 持つ こと か ら 、"His- 
torical sight" と 表記 し て ある 。 
Attack Altitude : その 兵器 の 標準 的 な 投 貞 高度 を 表わす 。"500+" と 表記 され て いる も の は 、500ft 以 
上 で あれ ば 、 ど の 高度 で も か まわ な いこ と を 示し て いる 。 
Attack Techniques : その 兵器 に よる 標準 的 な 攻 繋 方 法 を 表わし て いる 。 "fire-and-forget" は 射 ち 放 
ち 式 ミサ イル を 表わし 、 特 殊 な 攻撃 方 法 を 行わ な く と も 、 ミ サイ ル ・ ロ ッ ク 後 に 発射 すれ ば よい 。 "toss" 
は トス 爆撃 、"level" は 水平 爆撃 、"dive" は 急降下 爆撃 を 表わし て いる 。 
兵器 効果 表 の 見 方 Airbase( 航 空 基地 ) 
目標 の 区 分 ac : 飛行 中 の 航空 機 
hgr  : ハンガー( 格 納 庫 ) も し く は 強化 格納 庫 (Hardend bunkers) 
rwy : 滑走 路 
pin ・ 地上 に 駐 機 中 の 航空 機 
twr : 管制 塔 
Structure( 構 造物 ) 
nuc | 原子 力 発電 所 また は 生物 / 化 学 兵器 工場 
brg ・ 橋 菜 
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bld ・ ビル ディ ング (テロ リス ト ・ キ ャ ンプ , オフ ィ ス , 倉庫 , 
Military( 軍 事 目標 ) 

bnk : バン カー( 固 定式 司令 部 施設 、 "宮殿" な ども 含む ) 

dep ・ デポ (補給 処 ) 

msl : ミサ イル 陣地 (移動 式 , 固定 式 を 問わ ず ) 
Radars( レ ー ダ ー 施 設 ) 

sam : SAM レ ー ダ ー 

par ・ HG = + 4 HEIL - 

oth ・ OTH レ ー ダ ー 
Oil( 石 油 施設 ) 

pit ・ 海上 プラ ッ ト フ ォ ー ム 

ref : 石油 精製 所 

tnk : 石油 備 藩 タ ンク 

wel : 油井 
Nav( 海 軍 施 設 お よび 艦艇 ) 

pen ・ 半 地 下 式 潜水 艦 基地 





shp ・ 艦艇 (浮上 中 の 潜水 艦 も 含 


N 





屋 等 を 含む ) 
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効果 の 区 分 





各 目 標 に 対す る 兵器 の 効果 


Weapon Airbases Structures Military Radars Nav 
ac hgr rwy pin nuc brg bld bnk dep msl sam par oth wel pen shp 


M61A1 20mm Cannon 4 - = ーー 4 2 
AIM-9M "Sidewinder" Zoom 38 Si) ne - - 
AIM-120A AMRAAM 6 > = 


AGM-65D "Maverick" 
Penguin-3 ASM 
AGM-84A "Harpoon" 
AGM-88A HARM 


GBU-12 Paveway 
CBU-72 FAE 
Mk 20 "Rockeye" II 


Mk 20 "Rockeye” 
Durandal 

ISC 5-1 minelets 
Mk 82-1 "Snakeye" 
Mk 35 IN cluster 


Mk 82-0 “Slick” 
Mk 122 "Fireye" 


Oh OWO'R OB 








: か な り 効 果 あ り 
大 な 効果 あり 
完全 に 破 填 可 能 





NO wor 


空 対空 ミサ イル 性 能 
System 
Name 


Nation Guidance Effective Max 
or plane System Range(km) Speed Maneuverability 


Long-Range Radar-Homing AAMs 


AA-6 Acrid 

AA-7 Apex 

AA-9 Amos 

AIM-7E Sparrow 
AA-10 Alamo 
AIM-120A AMRAAM 


MiG-25 SA Pulse 50 Mach 4 Poor 
MiG-23 SA Pulse 34 Mach 3 Poor 
MiG-31 SA Pulse 82 Mach 3.5 Fair 

F-4, F-15, F-18 SA Pulse 44 Mach 3.7 Very Good 
MiG-29, Su-27 Active Dop 64 Mach 3+ Good 

US Active Dop 32 Mach 4 Very Good 


Short-Range Infrared-Homing AAMs 


AA-2 Atoll 

AA-6 Acrid (IR) 
AA-7 Apex (IR) 
AIM-9H Sidewinder 
AA-8 Aphid 

AA-10 Alamo (IR) 
AIM-9M Sidewinder 


空 対空 ミサ イル 
性 能 表 の 見 方 


USSR Mach 2.5 Very Good 
MiG-25 Mach 4 Poor 
MiG-23 Mach 3 Fair 
Western Mach 3+ Excellent 
USSR AMach 3 Excellent 
MiG-29, Su-27 Mach 3+ Good 

US Mach 3+ Excellent 





System Name: : ミサ イル ・ シ ステ ム の 名 称 。( ソ 連 製 ミサ イル の 名 称 は NATO の コー ド ・ ネ ー ム ) 


Nation or Plane : この ミサ イル 笑 す る 国名 、 ま た は 搭載 する 機種 名 。 機 種 名 が 表記 され て い 
る 場合 は 、 そ の 特定 の 機種 の み が 搭 
US" と 表記 され て いる も の ! は 米 軍 の み が 装 備 す る 。 
され る も の は 、 西 側 諸国 、 以前 同盟 関係 に あっ た イラ ン 、 中 立 の ス ェ ー デ ン な どの 
A 装備 する 。 
"USSR" È と 表記 され る も の は ソ連 (ロシア ) 及 び ・ 同盟 国 (も し く は 軍 


Guidance System: ミサ イル の 誘導 方 式 を 表わす 。 

"SA Pulse" と 表記 され る も の は 、 セ ミ ・ ア クティ ブ ・ パ ルス ・ レ ー 
ミサ イル が 目標 に 命中 する まで 、 レ ー ダ ー 照 射 に よる ミサ イル の 誘導 を 
"Active Dop" と 表記 され る も の は 、 ア クティ ブ ・ ド ッ プ ラー・ レ レー ダー 










[援助 国 ) の 












誘導 方 式 を 表わし 、 発 射 母 機 は 
EL ty Be 
方 式 を 表わし 、 ミ サイ ル 自 
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体 が 装備 する ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー に より 誘導 され 目標 に 命中 する の で 、 発 射 母 機 は ミサ イル を 誘導 す 
る 必要 が な い 。 な お 、 こ の ミサ イル を 回 避 す る た め に は 、 ミ サイ ル の 軌道 に 対し て 直角 に 飛行 し な が ら 
チャ フ を 放出 する 必要 が ある 。 
"TIR(1)" と 表記 され る も の は 、 第 一 世代 の 赤外線 誘導 方 式 を 表わし て お り 、 射 角 は ジェ ッ ト 噴 射 口 の あ 
る 目標 の 後方 か ら の み に 制限 され る 。 ま た 、 フ レア や ジャ マー に よる 提 乱 も 比較 的 容易 で ある 。 
"TIR②" と 表記 され る も の は 、 第 二 世 代 の 赤外線 誘導 方 式 を 表わし て お り 、 こ の 方 式 の ミサ イル は 特に 
HA OMRERT RM: RE, TUT ROY —ORMLERT TO. 3 ORR ET) MCE EER 
つも の も ある 。 


Effective Range(km) : ミサ イル の 有効 射程 距離 を 表わす 。 
Max Speed: ミサ イル の 飛翔 速度 を 表わす 。 


Maneuverabilitiy: ミサ イル の 運動 性 を 表わす 。"Poor" は 不良 、"Fair" は 普通 、"Good" は 良好 、 
"Very Good" は 優秀 、"Excellent" は 敏 兵 で ある こと を 表わす 。 























地 対空 ミサ イル 性 能 
表 の 見 方 
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Name: ミサ イル ・ シ ステ ム の 名 称 。( ソ 連 製 ミサ イル の 名 称 は NATO の コー ド ・ ネ ー ム ) 
Mounting: ミサ イル 発射 台 の 形式 を 表わす 。 

"Fixed" と 表記 され る も の は 固定 式 発 射 台 を 表わし 、 通 常 レ ー ダ ー を 中 心 と する 円 周 上 に 配置 され る 。 
"Mobile" と 表記 され る も の は 車両 に 搭載 され た 移動 式 発射 全 を 表わし 、 自 走 能 力 を 持つ 。 

"Warship" と 表記 され る も の は 艦艇 に 装備 され た 発射 台 を 表わす 。 

"Infanry" と 表記 され る も の は 、 発 射 台 を 必要 と し な い “HOR” の 携帯 ミサ イル で ある こと を 表 
す 。 


Search Guidance : 目標 発見 の 方 式 を 表わす 。"Pulse" は 目標 探 各 レー ダー が パル ス ・ レ ー ダ ー で あ 
る こと を 表わし 、"Dop'" は ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー で ある こと を 表わす 。 "Eyesight" は 目視 に より 目標 発見 
を 行う こと を 表わす 。 

Search Range(km) : 索敵 レー ダー の 最大 探知 距離 (単位 km) を 表わす 。 

Firing Guidance: ミサ イル の 誘導 方 式 を 表わす 。 

"BR Pulse" は ビー ム ・ ラ イダ ー・ パ ルス ・ レ ー ダ ー 誘 導 方 式 を 表わす 。 終 端 誘導 時 (目標 に 命中 する 寸前 ) 
DY IIZ. 

"SA Pulse" は セミ ・ ア クティ プ ・ パ ルス ・ レ ー ダー 誘導 方 式 を 表わす 。 終 端 謗 導 時 の ジャ ミン グ を か わ 
す 可 能 性 が ある 。 

"SA Dop" は セミ ・ ア クティ プ ・ ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー 誘 導 方 式 を 表わす 。 終 端 誘導 時 の 対 ジ ャ ミン グ 性 
能 も 高い 。 


























地 対空 ミサ イル 性 能 表 


Search Search Firing Firing Max Maneuver- 
Name Mounting Guidance Range(km) Guidance Range Speed ability 


Long-Range Radar-Guided SAMs 


SA-2 Guideline fixed Poor pulse BR pulse 125 Mach 3+ 55,000' Very poor 
SA-4 Ganef fixed/mobile Poor pulse SA pulse 70 Mach 2.5 75,000' Poor 
SA-5 Gammon fixed Poor pulse BR pulse 150 Mach 3 95,000' Poor 
SA-6 Gainful mobile Poor pulse SA pulse 30 Mach 2.8 60,000' Fair 
SA-8B Gecko mobile Fair pulse SA pulse 65 Mach 2 25,000' Good 
SA-11 Gadfly mobile Fair pulse SA pulse 100 Mach 2.5 45,000' Good 
Rapier fixed/mobile Good pulse SA pulse 65 Mach 2+ 24,000" Very good 


SA-12 Gladiator mobile Good Dop SA+CG Dop 150 Mach 3+ 70,000' Fair 
MIM-23B Hawk fixed Good Dop SA pulse 125 Mach 1.5 52,000' Good 
SA-10 Grumble fixed/mobile Excellent Dop SA+CG Dop 125 Mach 3 70,000' Fair 


SA-N-4 warship Pulse SA pulse 30 Mach 2 25,000' Good 
SA-N-6 warship Dop SA+CG Dop 125 Mach 3 70,000' Fair 
SA-N-7 warship Dop SA pulse 100 Mach 2.5 45,000' Good 


Short-Range IR/Visual-Guided SAMs 


SA-7B Grail infantry Eyesight Eyesight IR (1) Mach 1.5 20,000' Good 
FIM-43A Redeye infantry Eyesight Eyesight IR (1) Mach 1.5 10,000' Very good 
SA-9B Gaskin mobile Eyesight Eyesight IR (1) Mach 1.5 20,000' Very good 
SA-14 infantry Eyesight Eyesight IR (2) Mach 1.5+ 20,000' Excellent 
FIM-92A Stinger infantry Eyesight Eyesight IR (2) Mach 2 20,000' Excellent 


SA-N-5 warship Poor pulse 50-150 IR (1) Mach 1.5 20,000' Good 
SA-13 Gopher mobile Poor pulse 125 IR (2) Mach 1.5 30,000' Very good 
Tigercat fixed Poor pulse 65 Visual Mach 1.5 12,000' Good 
Seacat warship Poor pulse 200 Visual Mach 1.5 12,000' Good 





155 


156 


"Sa+CG Dop" は セミ ・ ア クティ ブ ・ ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー 誘 導 お よび コマ ンド 誘導 の 佐 
す 。 終 端 誘導 時 の 対 ジ ャ ミン グ 対 策 も ほぼ 万 全 で ある 。 

"1IR(1)" は 第 一 世代 の 赤外線 追尾 方 式 を 表わす 。 射 角 の 制限 が あり 、 ジ ャ ミン グ や フレ ア 
に 脆弱 で ある 。 









































方 式 を 表 わ 
こ 対 し て 非常 


"IR(2)" は 第 二 世 代 の 赤外線 追尾 方 式 を 表わす 。 全 周 か ら の 発射 が 可能 で あり 、 か つ 、 対 ジャ ミン グ 対 


人 策 も 施し て ある 。 





"Visual' は 目視 誘導 方 式 を 表わす 。 射手 が ミサ イル 人 後 端 の マー カー を 見 な が ら 、 目 標 ま で 無線 誘導 す 


る 。 命中 率 は 非常 に 低い が 、 ジ ャ ミン グ が 効か な い 。 
Firing Range: ミサ イル の 最大 射程 距離 を 表わす 。 
Max Speed: : ミサ イル の 最大 飛翔 速度 を 表わす 。 
Max Alt: ミサ イル の 最大 到達 高度 を 表わす 。 
Maneuverability: ミサ イル の 運動 性 を 表わす 。 
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レロ レロ 
空 対 空 兵 器 

実際 (ロッ キー ド 製 の )F-117A は 空 対空 兵器 を 装備 し な い が 、 マ イク ロ プ ロー ズ 
版 は 装備 可能 で ある 。 








F-117A の 空 対空 兵器 


M61A1 20mm "VULCAN( バ ルカ ン )" 
EERENS HAPIT 

搭載 数 : 1 門 (固定 ) 

有効 射程 : 3km 

最大 射程 : 6km 








AIM-9M "SIDEWINDER( サ イド ワイ ンダ ー)" 

空 対空 赤外線 追尾 

4 

第 二 世代 赤外線 追尾 ( 全 周 攻撃 可能 ) 

17km 

飛翔 速度 : マッ ハ 3 以 上 

機動 性 ・ fee 

i 射 ち 放ち (ファ イア ・ ア ンド ・ フ ォ ー ゲ ッ ト ) 











AIM-120A AMRAAM( ア ムラ ー ム ) 
PREMENE L — ダー 誘導 ミサ イル 

3 

が ググ デイ ダッ ルー ダー 
32km 

5 優秀 

攻撃 方 法 : 射 ち 放ち 
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敵 機 の 装備 する 空 対 空 兵器 


M61A1 20mm "VULCAN( バ ルカ ン )" 
距離 攻撃 用 多目的 機関 克 

アメ リカ 

3km 

6km 

3.000 発 / 分 

イラ ン 空 軍 の F-4E な ど 






的 機関 砲 
6km 
速度 : sessed 
装備 機種 連 製 の 戦闘 機 な ど 





赤外線 追尾 式 空 対 空 ミ サイ ル 


"SIDEWINDER( サ イド ワイ ンダ ー)" 











アメ リカ 
第 一 世代 赤外線 追尾 
É 12km 
飛翔 速度 : マッ ハ 3 以 上 
機動 性 : het 
攻撃 : 射 ち 放ち (後方 か ら の み 攻 撃 可能 ) 





装備 機種 ・ イラ ン 空 軍 の 戦闘 機 
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AA-2 "ATOLL( ア トー ル )" 





50km 
マッ ハ 4 





機動 cE 
攻撃 方 射 ち 放 ち ( 後 方 か ら の み 攻 撃 可能 ) 
MIG-25 












良好 
射 ち 放ち (後方 か 


MIG-23 


み 攻撃 可能 ) 









ト 代 (初期 ) 赤 外 : 





12km 
マッ ハ 3 
gie 

射 ち 放ち (6 
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AA-10 "ALAMO( ア ラ モ )" 










中 距離 空 対 空 赤 外線 追尾 ミサ イル 
K Ho 
64km 
マッ ハ 3 以 上 
良好 


: 射 ち 放ち ( 全 周 方 向 か ら 攻 力 可能 ) 
2 : ッ 連 製 の 戦闘 機 











導 式 空 対空 ミサ イル 





AIM-7E aa ロー)" 











アク ティ ブレー ダー 





Aden 

マッ ハ 3.7 

良好 

発射 母 機 の レー ダー に よる 誘 
イラ ン 空 軍 の F-4 











AA-6" ME ッ ド )W( レ ー ダ ー) 
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AA-7 "APEX( エ イペ ックス )"( レ ー ダ ー) 
中 距離 空 レ ー ダ ー サイ ル 









・ ア クティ プ ブ ・ レ ー ダ ー 
34km 
ハ 3 





軍 の MIG-23 





レー ダー 誘導 ミサ イル 


ソ連 


82km 
マッ ハ 3.5 

普通 

発射 坪 機 の レー ダー に よる 誘導 
ソ連 空軍 の MIG-31 







機動 性 
攻撃 方 
装備 機種 ; 





AA-10 "ALAMO( ア ラ モ )" 


中 距離 空 対 宅 レ ー ダ ー 誘 導 ミ サイ ル 









生産 国 : ソ連 

WAHR: アク ティ ブ ・ レ ー ダ ー 
有効 射程 64km 

飛翔 : マッ ハ 3 VA 

機動 性 : 良好 


攻撃 方 法 : 
装備 機種 : 





ダー に よる 自己 誘導 
軍 の MIG-29 , Su-27 
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F 一 1 1 7 A の 空 対地 攻撃 兵器 


誘導 ミサ イル 






AGM-88A HARM( ハ ー ム ) 
高速 対 レ ー ダ ー 放 射 ミ サイ ル 


地上 レー ダー 
20km 
マッ ハ 2 以上 
射 ち 放 ち 

度 :300h 

: 60,000ft 


PENGUIN( ペ ン ギ ン )-3 ASM 


外線 迫 尾 式 空 対 艦 ミ サイ ル 






AME 
32km 
マッ ハ 08 
射 ち 放ち 
度 : 500ft 
最高 発射 高度 : 40,000ft 


AGM-84A "HARPOON( ハ ー プ ー ン )" 
RE EAH HE HA WL 

1 

fitit 

60km 

マッ ハ 0.8 

射 ち 放 ち 


最高 発射 高度 : 40.000ft 
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有効 射程 : 1.000f あたり 2km 
攻撃 方 トス 爆 繋 また は 水平 爆撃 
最低 投身 高度: S00f h AWENA, BEM) 
LOOK FAME, 要 回 避 ) 





CBU-72 FAE 






ルディ ング 
り 2km 








高 抵抗 爆弾 





Mk.20 "ROCKEYE(A y 7777 )"Il 


y — 83H 











て の 地上 物 
2km 
攻撃 方 法 : ト SEM 
最低 投射 高度 :S00f( ト フ CAS] 
20008 AT BENE, WENE) 





Mk.20 "ROCKEYE( ロ ッ ク ア イ )" 






ん どす べ て の 地上 物 
PRM 





最低 投射 高度 : 500ft 


DURANDAL( デ ュ ラ ンダ ー ル ) 


低 高度 水平 堪 軸 
: 500ft 





Piers 
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ISC B-1 "MINELETS( マ イン レッ ツ )" 


『 散 布 型 消 走路 破 
Ri: 


























Mk.35 IN CLUSTER 


, 石油 施設 
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自由 落下 爆弾 


Mk.82-0 "SLICK( ス リッ ク )" 








3 

建物 , 地上 の 石油 施設 

水平 井 撃 また は 急降下 爆撃 
3,000ft 


Mk.122 "FIREYE(7 7 4 77" 1)" 
EIIE FESS 








機 , 建物 , 地上 の 石油 施設 


SETER 





その 他 の 装備 


135mm/IR CAMERA 
RAIL AD 


上 目標 
飛行 に 』 





200ft 以上 
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地 対空 ミサ イル ・ シ ステ ム 






SA-2 INET Ba テイ ララ 


長 距 離 レ ー ダ - サイ 


SA-5 AN 
ENEL- 











RAIERE 350km 


1150km 

ッ ハ 3 

: 95,000ft 
不良 














Re 









7 
: 320km 
ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー お よび コマ ンド 褒 導 
程 距離 ・ 125km 


ー・ レ ー ダ ー( 最 新式 ) 
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SA-N-6 
PEER L — 9 — aS MEAN 
-X 


















探索 シス テム ・ ド ッ プ ラー・ レ ー ダ ー 
最大 探知 距離 : 300km 以上 
誘導 方 式 : ドッ プラ ー・ レ ー ダ ー お よび コマ ンド 誘導 
1125km 
機動 性 : 普通 
SA-N-7 
PEEL ダ 導 般 対空 ミサ イル 
Fati 
0-200km 
新式 バル ス ・ レ ー ダ ー( バ ッ ク ア テッ プ あ り : 不明 ) 
: 100km 
マッ ハ 2.5 
E 2 45.000ft 以上 
Ri 








赤外線 追尾 地 対 空 ミ サイ ル 


SA-7B "GRAIL( グ レイ が 







短 距 離 赤 外 
z 1th, 
最大 : PART HERE IS HEED A 
誘導 方 式 : 赤外線 追尾 (第 一 世代 ) 





最大 射程 距離 : 10km 
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= 
R 


no illustration available 











FIM-43A "REDEYE(L v K7 4)" 







が 外線 追尾 (第 
:7km 以下 
ッ ハ 1.5 
: 10,000ft 
優秀 


SA-14 
短 距 離 赤 外線 追 









最大 控 
誘導 方 





ALMERE : 


FIM-92A SINGER E ィ シ ガー 


SLR AIHA 


す 空 ミ サイ ル ( 携 帯 式 ) 
最大 R HITAM 共に 依存 する 
誘導 方 式 : AY 
KIHM : 10km 
最大 飛翔 加 マッ 












MS PAA TT HE BEM I= IRTE T 5 


追尾 (第 二 世代 : 全 周 人 


y 


8 射 可能 


パル ス ・ レ ー ダー 照準 お よび 赤外線 追尾 














SA-13 "GOPHER( ゴ ファ ー)" 


短 距 離 赤外線 追 選 地 対空 
探索 シス テム : パル ス ・ 
距離 30-60km 


バル ス ・ レ - 





(旧式 ) お よび 目視 


ダー 昭 台 お よび 赤外線 追 屈 








Ae 


"TIGERCAT( タ イガ ー キ ャ ッ ト )" 
HSA 

レー pare よび 目視 

: 65km 

月 視 コ マン ド 誘 滞 






最大 飛翔 
We ABA 
機動 性 : (eH 


"SEACAT( シ ー キ ャ ッ ト )" 









JSF ME a LA he i 
J AFL: (旧式 ) 
最大 擦 知 距離 : 200km 
誘導 方 式 : Hiway» Fi 
最大 射程 距離 : 30km 
加 度 : マ ッ ハ 1.5 
度 : 12.000ft 


良好 
YOSPEI 





ポス パー) MKS 級 フ リ ゲ ー ト に 搭載 








アメ リカ 製 の 航空 機 


F-4E Phantom IT 























F-SE Tiger IT 
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性 ダミ 


5E" 
in 





アメ リカ 


GE J79-GE-17 ター ボ ジ ェ ッ ト (x2) 
(合計 最大 出力 : 35,800 Ib) 

830km 

58,750ft 

1,260kt 

20mm i |/4) f(M-6 1) 

ミサ イル 8 発 、 兵 器 パ イロ ン (x5) 
パル ス ( 良 好 ) 





"TIGER(2 4 #—)II" 

( 社 / 国 ) : ノー スロ ッ プ , アメ リカ 
; 戦術 戦闘 機 (単座 ) 

12 ト ン 

GE J85-GE-21B ター ボ ジ ェ ッ ト (x2) 
(合計 最大 出力 : 10,000 Ib) 
220km 

51,000ft 

950kt 

砲身 20mm 機 関 砲 (x2) 
『 パ イロ ン (x5) 

ルス 














F-15C Eagle 




















F-14D "TOMCAT( ト ムキ ャ ッ ト )" 
製造 ( 社 / 国 ) : グラ マン , アメ リカ 
機種 : 艦上 戦闘 機 ( 複 座 ) 
i 35 ト ン 
GE F110-400 ¥ ター ボ フ ァ ン (x2) 
(合計 最大 出力 : 58,000 Ib) 
1,280km 
56,000ft 以上 
1.324kt 
20mm 機 関 砲 (M61) 



























F-15C "EAGLE( イ ー グ ル ) 


・ マク ダネ ル ・ ダ グラ ス , アメ リカ 
制 空 戦闘 機 (単座 ) 

重量 : 22 ト ン 

エン ジン : P&W F100-100 ター ボ フ ァ ン (x2) 

(合計 最大 出力 : 47,660 Ib) 











行動 半径 : 1.200km 
上 昇 限度 : 63.000ft 
3 FI 1,260kt 


20mm fist PA fi (M61) 


Ei ミサ イル 専用 パイ ロン (x4), SERENA (xd) 


高 性 能 ド ッ プ ラー( 中 距離) 
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F-16C Falcon 


F/A-18 Hornet 













































F-16C "FALCON(7 ァ ル コ ン )" 
EN He) = ジェ ネ ラ ル ・ ダ イナ ミ 
闘 機 (単座 ) 


5 トン 
は F100-200 — 7 7 Y(x1) 
(最大 出力 : 47,660 Ib) 
540km 
30.000ft 以上 
1.190kt 
20mm 機 関 砲 (M61) 


an イロ ン (x7) 
能 ド ッ プ ラー( 中 距離 ) 





(6 18A "HORNET( ホ ー a ッ by 


アメ リカ 


3 F404-400 ター ボ フ ァ ン (2) 
(合計 最大 出力 : 32,000 Ib) 
740km 
50,000ft 
1,050kt 
20mm 機 関 砲 (M61) 
パイ ロン (x9) 
高 性 能 ド ッ プ ラー( 中 距離 ) 


アメ リカ 


A-6E "INTRUDER( イ ント ルー ダー)" 


AGE Intruder 製造 ( 社 / 国 )・ グ ラマ ン , アメ リカ 
機種 : 艦上 攻撃 機 ( 複 座 ) 
重量 ・ 13 ト ン 


エン ジン : P&W J52-8A ター ボ ジ ェ ッ ト (>2) 
( 含 計 最大 出力 : 18.600 lb) 

行動 半 870km 

上 昇 44.600ft 以上 

最大 速度 


その 他 武 装 : 
レー ダー : 

















AVS ap "HARRIER( ハ 


リア ー)I" 

ル ・ ダ グラ ス , アメ リカ 
闘 機 (単座 ) 

$ 15 ト ン (STOVL 時 ) 

エン ジン : 上 ター ボ フ ァ ン (x1) 








AV-SB Harrier II 






T 


(最大 出力 : 22,000 Ib) 








行動 半径 : 240km 

LA 55,000ft 

最大 520kt 

固定 武 GAU-12/U 25mm 機 関 砲 x1) 














その 他 武 装 : 兵器 パイ ロン (x7) 
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A-10A "THUNDERBOLT( サ ンダ ー ボ ルト )I" 

造 ( 社 / 国 ) : フェ アチャ イル ド ( リ パブ プ リック ), アメ リカ 
戦術 / 支 援 攻撃 機 (単座 ) 

20 ト ン 

GE TF34-100 ター ポ ボ ファン (x2) 

(合計 最大 出力 : 18,130 1b) 

960km 

40.000ft 以下 

370kt 以下 

GAU-8/A 30mm [3 f(x 1) 

パイ ロン (x11) 





AV-8B Harrier II 






























EF-111A "RAVEN( レ イヴ ン )" 
ル ・ ダ イナ ミッ クス , アメ リカ 
HECHE) 








EF-111A Raven 


P&W TF30-3 ター ボ フ ァ ン ( ふ 2) 
(合計 最大 出力 : 37,000 Ib) 
1.900km 

54,700ft 

1,020kt 
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B-1B Bomber 
造 ( 社 / 国 ) : 





B-IB Bomber 






















機 和 





エン ジン 


行動 半 そ 









上 昇 限 





クウ ェ ル , アメ リカ 
た 機 (乗員 4) 








225 ト ン 
GE F101-GE-102 ター ボ フ ァ ン (x4) 
(合計 最大 出力 120,000 Ib) 


5,900km 
50.000ft 以上 
725kt 


・37.5 ト ン (最大 ) 


ドッ プラ ー( 高 性 能 ) 





中 / 長 距離 パル ス 


E-3C "SECTRY( セ ント リー)" AWACS 


E-3C Sentry 製造 ( 社 / 国 ): 2 


リカ 
際 ( 乗 員 20 名 以上 ) 








Vra, T 
早期 警 # 
162.5 ト ン 
P&W TF33-100 ター ボ フ ァ ン (x4) 
( 含 計 最 大 出力 : 84.000 Ib) 
3.000km 

29.000ft 以上 

350kt 以上 

460kt 

長 距 離 ( 超 高 性 能 ) 
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ソ連 製 の 航空 機 










aes ツマ ンス キー R-11F28-300 ター ボ ジ ェ ッ ト 1) 
(最大 出力 : 14,550 Ib) 

630km 

59,000ft 

1.220kt 

23mm 機 関 砲 (x2) 

パイ ロン (x4), 4744 O Y(x1) 
TERURO 7 7 ダウ ン 能 力 な し ) 
























MIG-23 "FROGGER( フ ロッ ガー)" 
( 社 / 国 )・ ミ コ ヤ ン - グ レビ ッ チ , ソビエト 
制 空 戦闘 機 (単座 ) 


MiG-23 Flogger 

































1.190kt 

23mm feel fi (x2) 

パイ ロン (x4), パイ ロン (x1) 
共 パ ルス (ルッ クダ ウン 能力 な し ) 


ZDE 


ジー ダー : 
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MiG-27 Flogger 





























MiG-25 Foxbat 






























































MIG-27 "FROGGER( フ ロッ ガー)" 

( 社 / 国 ): ミコ ヤン - グ レ F, ソビエト 
Ho EOR RECRE) 
16 ト ン 

ツマ ンス キー R-29B ター ボ ジ ェ ッ ト (x1) 
(最大 出力 : 27,500 1b) 

900km 

61,000ft 

1,190kt 

23mm ガ トリ ング 機関 砲 (1) 













その 他 
レー ダー : 


MIG-25 "FOXBAT( フ ォ ッ クス バッ ト )" 
ミコ ヤン シン - グ レル ビッ チ 。 ツ ピエ ト 
JEUNE WR HRC HA) 


















9 ンス キー R-31 ター ボ ジ ェ ッ ト (x2) 
(合計 最大 出力 : 48,500 1b) 
1,100km 
80,000ft 
1.860kt 
し 
装 パ イロ ン (x4) 
座 パ ルス (ルッ クダ ウン 能力 あり ) 
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FULCRUM( フ ルク ラム )" 


















MiG-29 Fulcrum E/E) : ヤン - グ レビ ッ チ , ソビエト 
制 空 戦闘 機 (単座 ) 
18 ト ン 


イソ ト フ RD-33 ター ボ フ ァ ン (X2) 

(最大 出力 : 36,600 1b) 

650km 

60,000ft 以上 

1,260kt 

0mm 機 関 砲 (x1) 

兵 装 パイ ロン (x6) 

中 距離 ドッ プラ ー( ル ッ ク ダ ウン 能力 あり ) 














MIG-31 "FOXHOUND( フ ォ ッ クス ハウ ンド )" 
製造 ( 社 / 国 ): ミコ ヤン - グ レビ ッ チ , ソビエト 
機 i PECHE) 





MiG-31 Foxhound 











45 ト ン 

ソロ ヴィ ョ フ D-30F6 ター ボ フ ァ ン (x2) 
(合計 最大 出力 : 60,000 lb 以上 ) 
1.500km 

75,500ft 

1.400kt 

23mmbe PA f(x 1) 

サイ ル 専 用 パイ ロン (x4 
レー ダー: 長 距 離 フ ェ ー ズ ド ・ ア レイ 
能力 あり ) 



































Eg パ イロ ン (x4) 
ッ プ ラー( ル ッ ク ダ ウン 
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Su-24 Fencer 














Su-24 "FENCER( フ ェ vay 
HE): スホーイ , ソビエト 
戦術 攻撃 機 Ha 座 ) 


ュー リ カ AL-21F ター ボ 
合計 最大 出力 50,700 Ib) 
300-1.800km( 最 大 ) 
57,400ft 

1,400kt 

am fie [}4) F(x 1) 

パイ ロン (x8) 

空 対地 レー ダー の み 


















Sur27 "FLANKER( フ ラン カー)" 
























リュ ー リ カ AL-31F ター ボ フ ァ ン (X2) 

(合計 最大 出力 : 60,000 Ib) 

1.150km 

60.000ft 以上 

1,350kt 

30mm He l!4 fd (x 1) 

イロ ン (X10) 

中 / 長 距離 ドッ プラ ー( ル ッ ク ダ ウン 能力 あり ) 


Yak-38 "FORGER( フ ォ ー ジ ャ ー)" 
I): ヤ コ ヴ レフ ,。 ソビエト 
SVTOL 艦 上 戦闘 機 (単座 ) 








スキ ー R27V-300(x1) 

コリ エン ソフ RD-36-3SVR(x2: 垂 直 離着陸 用 ) 
370km 

39.3700ft 以上 











その 他 武 装 : 
レー ダー : RAID A Dau ッ ク ダ ウン 能力 な し ) 


Tu-26 "BACKFIRE( バ グラ アァ アイ ギー)" 






+ 7 NK-144 ター ボ フ ァ ン (x2) 
† 最 大 出力 : 88,180 1b) 

3.300km 

35.000ft 

970kt 

13 ト ン 








空 対地 ( 高 性 能 ) 
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8.250km 
41.000ft 
475kt 

長 距離 パル ス 


I-76 "MAINSTAY( メ イン ステ イ )" 


11-76 Mainstay 








製造 ( 社 / 国 ) ¢ a, ツ ゼ エト 
機種 制 機 (乗員 20) 
重量 ・ に 
エン ジン : ソロ ヴィ ョ フ D-30KP (x4) 
半 待 ・ 6.400km 
30.000ft 
460kt 





RH 





Y + 7 NK-12MV ター ボ プ ロ 


? プ (X4) 
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An-72 "COALER 
$ / 国 ) : 








An-72 Coaler 





4 
ロタ リョ フ D-436 ター ボ ファ ン (x2) 
1.000( 最 大 積載 )-3.800km( 空 庶 
36.100f 








航法 レー ダー の み 
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GLOSSARY OF ABBREVIATIONS 


AAA: Anti-Aircraft Artillery (also called Triple-A ) 
AAM: Air-to-Air Missile 

AEW&C: Airborne Early Warning and Control 
AEWS: Airborne Early Warning System 

AFC: Air Force Cross 

AFV: Armored Fighting Vehicle 

AGM: Air-to-Ground Missile 

AIR: Air-to-Air HUD mode 

AM: Airman1s Medal 

AMRAAM: Advanced Medium Range Air-to-Air Missile 
AOA: Angle of Attack 

AV: Avionics damage light 

AWACS: Airborne Warning and Control System 
BAOR: British Army Of the Rhine 

BD: Bay Door damage light 

CMOH: Congressional Medal of Honor 

DFC: Distinguished Flying Cross 

DLIR: Downward-Looking Infrared 

EAR: Enemy Airborne Radar 

ECM: Electronic Counter Measures 

EGR: Enemy Ground Radar 

EMV: Electromagnetic Visibility 

ENG: Engine damage light 

ETA: Estimated time of arrival 

FC: Flight Control damage light 

FIRE: Fire Control damage light 

FLIR: Forward-Looking Infrared 

FUEL: Fuel Tanks damage light 

GND: Air-to-Ground 


HARM: High Speed Anti-Radiation 
HUD: Heads-Up Display 

LS: Instrument Landing System 

NS: Inertial Navigation System 

R: Incoming IR-guided missile warning light 
R: Infrared 

RST: Infrared Search and Track 

JAM: Jammers damage light 

km: Kilometer 

kts: Knots 

LADAR: Laser Detection and Ranging 
LPAR: Long-range Phased Array Radar 
MFD: Multi-Function Display 

MTI: Moving Target Indication 

MW: Missile Warning damage light 
NAV: Navigation HUD mode 

ORD: Mission Orders (right MFD) 

OTH: Over the Horizon 

PLO: Palestine Liberation Organization 
RAD: Incoming Radar-guided missile warning light 
RAM: Radar-Absorbent Material 

RCS: Radar Cross Section 

ROE: Rules of Engagement 

SAM: Surface-to-Air Missile 

SS: Silver Star 

TAC: Tactical Display (left MFD) 

TRAK: Radar Tracking warning light 
VVI: Vertical Velocity Indicator 

WPN: Weapons Display (right MFD) 
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IBM Programming : 


CREDITS 


Joe Hellesen and Ed Fletcher 
with David McKibbin, Gregg Kreafle, and Andy Hollis 


PC9821 version Programming : Yukio Yamada & Hideki Harumaki 


Project direction/ 
Game Design 
Computer Graphics 
World Database 
Music 

Sound Programing 
Quality Assurance 
Manual 


Package Design 


Jeffery L. Briggs 

Based on the original F-19 Stealth Fighter by Sid Meier 

Kim Biscoe, Barbara Bents, and Max Remington III with Chris Soares and Todd Brizzi 
B.C. Milligan with Bruce Shelley 

Jeffery L. Briggs 

Ken Lagace, Jim McConkey, and Scott Patterson 

Alan Roireau, Chris Toarmino, nad Dave Shaefer 

Written by Jeffery L. Briggs 

Transration by Sanpei Kamata + GROUP CRAMBON ,©* and Masaru Hidaka 
Introduction by Sean Gallager 

Edeted by B.C. Milligan 

Direction and design by Iris Idokogi with Susan Ullrich 

Layout by Susan Ullrich, Cheri Glover-Phipps, Stacey Clark, and Iris Idokogi 
Japanese manual layout by Yukiko Horikawa 

Graphics by Barbara Bents, Stacey Clark, and Susan Ullrich 

Graphics by barbara Bents, Stacey Clark, and Susan Ullrich 

Chapter Head Illustrations by Stuart Stein 

Creative Direction by Moshe Milich 

PC9821 version package design by Yoko Owaku 


PC9821 version Playtesting : Masaru Hidaka, Yukio Yamada, Yasunori Fukushima, Hideki Harumaki, 
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Takuma Muramatsu, Tsuyoshi Horie 
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マイ クロ プロ ー ズ ジャ パン 株 式 会 社 
〒183 東京 都 府 中 市 宮西 町 1-16-3 第 一 みよ し ビル 5 F 
TEL: 0423-33-7781 
ユー ザー サポ ー ト : 0423-33-7785 





